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は
じ
め
に

は
じ
め
ま
し
て
。
つ
つ
み
病
理
診
断
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
堤
寛
（
つ
つ
み
・
ゆ
た
か
）
と
申
し
ま
す
。

私
は
病
理
診
断
を
生な

り

業わ
い

と
す
る
診
断
医
で
す
。
診
察
や
投
薬
や
治
療
行
為
は
し
ま
せ
ん
、
と
い
う
よ
り

で
き
ま
せ
ん
。
２
０
１
９
年
10
月
、
そ
ん
な
病
理
医
が
、
藍あ

い

染
め
の
「
有あ

り

松ま
つ

絞
り
」
で
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
名
古
屋
市
緑
区
有
松
の
古
い
町
並
み
の
真
ん
中
で
、
一
風
変
わ
っ
た
病
理
診
断
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
院
し
ま
し
た
。
通
常
の
病
理
診
断
に
加
え
て
、
病
理
診
断
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
病
気
の

よ
ろ
ず
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
病
理
診
断
科
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
臨
床
科
か
ら
「
検
体
（
人
体
か
ら
採
取
さ
れ

た
血
液
、
髄
液
、
尿
、
組
織
の
一
部
や
排
泄
物
な
ど
）」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
検
体
か
ら
つ
く
ら
れ
る
病

理
標
本
を
顕
微
鏡
で
み
て
、
診
断
を
く
だ
す
の
が
病
理
医
で
す
。
病
理
医
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
対

し
て
幅
広
い
知
識
を
も
っ
て
い
る
病
気
の
専
門
家
と
も
い
え
る
医
師
な
の
で
す
。

少
し
だ
け
、
病
理
医
と
病
理
診
断
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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ま
ず
病
理
医
に
な
る
に
は
、
病
理
専
門
研
修
を
受
け
、
病
理
専
門
医
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
一
般
社
団
法
人
の
「
日
本
病
理
学
会
」
と
「
日
本
専
門
医
機
構
」
が
共
同
で
認
定

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

病
理
医
は
現
在
、
大
学
医
学
部
の
病
理
学
講
座
や
大
学
病
院
の
病
理
診
断
科
の
ほ
か
、
大
規
模
病
院

と
半
数
以
上
の
中
規
模
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
医
学
教
育
や
病
理
学
的
研
究
も
重
要
で

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
重
要
な
仕
事
は
「
病
理
診
断
」
で
す
。
臨
床
医
が
採
取
し
た
検
体
を
、
肉
眼
的

お
よ
び
顕
微
鏡
的
に
最
終
診
断
し
ま
す
。「
検
体
」
に
は
細
胞
と
組
織
（
臓
器
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
細

胞
診
断
と
組
織
診
断
さ
れ
ま
す
。
病
院
で
亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
死
因
や
病
態
を
調
べ
る
た
め
の
病

理
解
剖
（
剖ぼ

う

検け
ん

）
も
、
病
理
医
の
仕
事
で
す
。
２
０
１
９
年
８
月
現
在
の
病
理
専
門
医
の
数
は
２
５
３
９

名
。
実
は
医
師
の
中
で
も
１
％
以
下
の
、
た
い
へ
ん
に
貴
重
な
存
在
な
の
で
す
。

筆
者
自
身
は
大
学
に
長
く
籍
を
置
い
て
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
病
理
診
断
を
下
し
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
得
意
な
の
が
感
染
症
の
診
断
で
す
。
そ
の
た
め
、
筆
者
の
も
と
に
は
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
染

症
の
病
理
標
本
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
標
本
の
中
に
は
、
そ
の
人
の
人
生
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

人
（
患
者
さ
ん
）
が
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
病
原
体
と
遭
遇
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
り
ま
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す
。
ま
た
、
病
原
体
と
遭
遇
し
て
も
、
感
染
経
路
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
は
感
染
症
と
い
う
病
気
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
独
特
な
生
活
習
慣
や
日
々
の
何
気
な
い
行
為
が
、
感
染
症
と
い
う
病
気
に
結
び
つ
く

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
命
に
か
か
わ
ら
な
い
〝
か
わ
い
い
〟
病
気
も
あ
り
ま
す
が
、
と
き
に
致
命
傷
に

な
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

人
は
長
い
歴
史
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
と
闘
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
第
１
章
で
は
ま
ず
、
感
染

症
へ
の
取
り
組
み
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。
物
語
風
の
秘
話
か
ら
、
歴
史
の
教
訓

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
章
で
は
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
病
原
体
や
感
染
症
の
疑
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
興
味
が
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

第
３
章
～
第
５
章
で
は
病
原
体
や
症
例
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
３
章
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
真
菌
（
カ
ビ
）
の
感
染
症
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
と
め
ま

す
。
こ
こ
で
は
重
症
例
が
多
く
、
病
理
解
剖
の
重
要
性
を
強
調
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

第
４
章
で
は
、
寄
生
虫
と
節
足
動
物
の
寄
生
例
を
紹
介
し
ま
す
。
寄
生
虫
や
ダ
ニ
の
話
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
が
高
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。
①
原
虫
感
染
症
、
②
線
虫
寄
生
、
③
吸
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虫
寄
生
、
④
条
虫
寄
生
、
そ
し
て
⑤
節
足
動
物
寄
生
の
事
例
を
提
示
し
ま
す
。

第
５
章
は
、
性
感
染
症
に
つ
い
て
で
す
。
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

し
、
こ
の
章
が
い
ち
ば
ん
教
訓
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
本
で
は
、
日
々
病
理
標
本
を
観
察
し
て
い
る
病
理
医
だ
か
ら
こ
そ
出
あ
え
た
多
く
の
事
例
の
中

か
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
高
く
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
教
訓
と
な
る
も
の
を
え
り
す
ぐ
り
ま
し
た
。

読
者
の
方
々
に
、
本
書
を
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月

堤　

寛
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
で
わ
か
っ
た
こ
と

２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
湖
北
省
の
大
都
市
、
武
漢
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」（SARS-CoV-2

）
に

よ
る
肺
炎
（
病
名COVID-19

）
が
み
つ
か
っ
た
。
２
０
２
０
年
に
な
る
と
武
漢
市
を
中
心
に
中
国
全
土
へ

と
感
染
が
拡
大
し
、
日
本
を
含
む
世
界
中
の
国
々
へ
と
広
が
っ
た
。
感
染
の
き
っ
か
け
は
、
武
漢
市
海

鮮
市
場
で
の
野
生
動
物
取
引
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
コ
ウ
モ
リ
あ
る
い
は
ヘ
ビ
が
も
っ
て
い
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
人じ

ん

獣じ
ゅ
う共
通
感
染
症
が
起
き
た
よ
う
だ
（
中
国
で
は
野
生
動
物
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
）。

中
国
国
内
の
感
染
者
は
、
２
０
２
０
年
１
月
31
日
の
時
点
で
１
万
１
７
９
１
人
、
死
亡
者
は
２
５
９

人
（
死
亡
率
２
・
２
％
）
と
報
告
さ
れ
、
中
国
の
外
に
死
亡
者
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
１
月
27
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
「
指
定
感
染
症
」（
医
療
費
の
公
費
負
担
の
も
と
で
の
強
制
入
院
が
可
能
）
と

し
て
、
厳
重
な
対
策
を
可
能
に
し
た
（
こ
の
こ
と
が
軽
症
者
や
無
症
状
者
を
入
院
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
た
）。

１
か
月
後
の
２
月
27
日
に
な
っ
て
、
安
倍
晋
三
首
相
は
突
然
、
全
国
の
公
立
小
中
高
校
の
３
月
２
日

か
ら
春
休
み
ま
で
の
一
斉
休
校
と
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
・
集
会
の
自
粛
を
要
請
し
た
。
日

本
経
済
や
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
の
あ
る
重
い
決
断
だ
っ
た
。
北
海
道
の
鈴
木
直
道
知
事
は
２
月
28
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第 １ 部 　 病 理 医 が の ぞ い た 感 染 症 の 世 界

日
の
夕
方
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し
、
３
週
間
に
わ
た
っ
て
、
と
く
に
週
末
の
外
出
を
控
え
る
よ
う

道
民
に
呼
び
か
け
た
。
結
果
的
に
、
大
相
撲
や
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
が
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
、
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
歌
舞

伎
公
演
も
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。
学
術
集
会
も
次
々
と
中
止
さ
れ
た
。

２
～
３
月
に
か
け
て
ウ
イ
ル
スSARS-CoV-2

は
世
界
中
に
広
が
り
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ラ

ン
な
ど
の
中
東
諸
国
で
患
者
と
死
者
が
急
増
し
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ

ム
事
務
局
長
は
２
０
２
０
年
３
月
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
スSARS-CoV-2

の
世
界
的
大
流
行
（
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
宣
言
し
た
。
２
０
０
９
年
の
Ｈ

エ
イ
チ

１イ
チ

Ｎエ
ヌ

１イ
チ

型
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
以
来
の
宣
言
だ

っ
た
。
世
界
１
１
８
か
国
で
感
染
が
確
認
さ
れ
、
感
染
者
数
が
12
万
人
、
死
亡
者
が
４
０
０
０
人
を
超

え
て
い
た
（
う
ち
、
中
国
は
感
染
者
約
８
万
人
、
死
亡
者
３
２
０
０
人
あ
ま
り
、
死
亡
率
４
・
０
％
）。
中
国
で
の
感
染

は
３
月
に
入
る
と
急
速
に
収
束
に
向
か
っ
た
。
一
方
、
３
月
中
旬
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
の
感
染

が
深
刻
化
し
、
３
月
24
日
に
は
つ
い
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
の
１
年
延

期
が
決
定
さ
れ
た
。
４
月
６
日
の
時
点
で
、
世
界
の
感
染
者
総
数
は
１
３
１
万
人
超
、
死
亡
者
７
万
２

０
０
０
人
を
超
え
、
日
々
増
え
続
け
て
い
る
。

も
っ
と
も
深
刻
な
イ
タ
リ
ア
で
は
、
北
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
を
中
心
に
感
染
が
急
速
に
広
り
、
3
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月
10
日
、
イ
タ
リ
ア
全
土
に
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
。
４
月
６
日
に
は
累
計
感
染
者
は
13
万
２
０
０

０
人
超
、
死
者
が
１
万
６
０
０
０
人
を
超
え
た
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
峠
を
越
え
つ
つ
あ
る
と
発

表
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
も
悲
惨
で
、
感
染
者
が
13
万
５
０
０
０
人
、
死
者
は
１
万
３
０
０
０
人
を

超
え
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
英
国
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
も
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
米
国
で
も
感
染
が
爆
発
し
、
感
染
者
数
が
35
万
人
に
迫
り
、
死
亡

者
も
１
万
人
を
超
え
た
。

日
本
で
は
、
２
月
４
日
に
横
浜
港
に
入
港
し
た
豪
華
客
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
（
乗
客
・

乗
員
３
７
１
１
人
）
で
の
感
染
が
話
題
と
な
り
、
結
局
７
１
２
人
の
感
染
者
と
11
名
の
死
亡
者
を
出
し
た
。

国
内
感
染
は
３
月
下
旬
ま
で
日
々
の
新
規
感
染
者
が
な
ん
と
か
２
桁
に
収
ま
り
、
３
月
27
日
の
時
点
で
、

感
染
者
１
３
８
７
人
、
死
者
47
人
で
、
世
界
の
中
で
は
よ
く
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
。
し

か
し
、
４
月
に
入
り
、
東
京
を
中
心
に
感
染
者
が
増
加
し
、
４
月
６
日
時
点
で
の
感
染
者
数
３
６
５
４

人
、
死
亡
者
73
人
と
な
っ
た
。
４
月
７
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
の
７
都
府
県
に
１
か
月
間
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り
の
患
者
数
（
世
界
平
均
１
６
８
）
で

み
る
と
、
日
本
が
29
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
を
除
く
）、
中
国
は
57
、
米
国
は
１
０
５
７
、
ヨ
ー
ロ
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ッ
パ
諸
国
で
は
の
き
な
み
１
０
０
０
を
超
え
、
イ
タ
リ
ア
２
１
９
２
、
ス
ペ
イ
ン
２
８
８
８
、
ス
イ
ス

２
５
０
２
、
フ
ラ
ン
ス
１
４
２
２
、
ド
イ
ツ
１
２
０
７
に
達
し
て
い
る
。
４
月
５
日
に
は
英
国
ジ
ョ
ン

ソ
ン
首
相
が
入
院
し
た
。
英
国
専
門
家
チ
ー
ム
は
３
月
27
日
に
緊
急
警
告
を
発
し
た
。「
十
分
な
対
策
を

し
な
い
と
年
内
の
死
亡
者
は
４
０
０
０
万
に
達
す
る
。
各
国
が
外
出
制
限
な
ど
の
強
力
な
対
策
を
す
れ

ば
、
死
亡
者
は
１
３
０
万
人
に
抑
え
ら
れ
る
。」
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
感
染
症
に
よ
る
人
命
の
リ
ス

ク
と
と
も
に
、
全
世
界
の
経
済
活
動
の
希
有
な
る
停
滞
を
招
い
て
い
る
。

感
染
者
は
、
日
本
で
は
沖
縄
に
少
な
く
、
世
界
的
に
も
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
方
に
少
な
い
（
フ
ィ
リ
ピ
ン

33
、
タ
イ
32
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
９
、
イ
ン
ド
３
）。SARS-CoV-2

は
気
温
の
高
い
地
域
は
苦
手
ら
し
い
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（COVID-19

）
は
軽
症
者
が
多
く
、
１
／
３
は
無
症
状
と
さ
れ
る

（
中
国
が
発
表
す
る
数
字
に
無
症
状
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。
重
症
化
、
死
亡
す
る
の
は
高
齢
者
や
持
病
も
ち
の

人
が
多
い
。
感
染
様
式
は
飛
沫
感
染
［
Ｐ
０
６
５
参
照
］
で
あ
る
。
感
染
し
て
い
る
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
で
出

る
「
し
ぶ
き
」（
飛
沫
）
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
し
ぶ
き
の
落
ち
た
テ
ー
ブ
ル
や
机
を
触
っ
た
手
で
口
や
鼻

を
触
っ
た
り
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
。
密
閉
空
間
で
空
気
中
に
浮
遊
す
る
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
も
問
題
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
居
す
る
家
族
や
医
療
者
が
い
ち
ば
ん
感
染
し
や
す
い
。「
密
閉
」、「
密
集
」、
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「
密
接
」
の
3
条
件
が
重
な
る
と
集
団
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
感
染
が
生
じ
や
す
い
。
潜
伏
期
間
は
２
～
14
日
（
平

均
7
日
）
と
幅
が
あ
り
、
潜
伏
期
間
中
に
も
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
、
感
染
防
止
対
策
を
難
し
く

し
た
。
マ
ス
ク
の
着
用
と
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
が
感
染
防
止
の
キ
モ
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
よ
う
な
特
効
薬
は
な
い
し
、
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
。

日
本
で
の
感
染
蔓
延
が
か
な
り
の
程
度
抑
え
込
ま
れ
て
い
た
要
因
は
２
つ
あ
る
。
他
の
国
々
と
違
い

マ
ス
ク
を
す
る
習
慣
づ
け
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
政
府
の
思
い
き
っ
た
戦
略
（
学
校
の
閉
鎖
と
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
の
要
請
）
の
お
か
げ
で
、
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
必
要
性
が
全
国
民
に
実
感
さ
れ
た
こ
と
だ
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
大
人
の
鼻
風
邪
ウ
イ
ル
ス
の
代
表
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
か
か
り
に
く
い

し
、
か
か
っ
て
も
軽
症
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
う
つ
る
こ
と
も
少
な
い
。
だ
か
ら
、
本
質
的

に
は
学
校
閉
鎖
は
過
剰
反
応
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
に
は
大
迷
惑
な
、
効
率
の
悪
い
対
策
・
政

策
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
お
か
げ
で
大
人
た
ち
の
意
識
が
変
わ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
、
こ
れ
が
大

き
い
。
そ
し
て
北
海
道
知
事
の
決
断
も
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
１
月
30
日
に
緊
急
事
態
宣
言
（
限
り
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
近
い
）
を
し
て
い
た
。
３
月
10
日
に

は
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
湖
北
省
武
漢
市
に
入
り
、「
人
民
戦
疫
」
に
対
す
る
勝
利
（
中
国
は
も
う
安

全
！
）
の
宣
言
を
し
た
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
そ
の
翌
日
に
宣
言
さ
れ
た
）。
３
月
２
日
以
降
、
中
国
に
お
け
る
新
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規
患
者
発
生
は
激
減
し
て
お
り
、
10
日
ま
で
に
武
漢
市
に
突
貫
工
事
で
建
設
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
病
院
は

す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
中
国
で
は
５
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
全
国
人
民
代
表
大
会
が
延
期
さ
れ
た
。

日
本
の
安
倍
晋
三
首
相
が
、
水
際
対
策
と
し
て
湖
北
省
と
浙
江
省
だ
け
で
な
く
来
日
制
限
対
象
を
中

国
全
土
に
広
げ
た
の
は
３
月
５
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
き
た
る
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
習
近

平
氏
の
国
賓
と
し
て
の
来
日
を
延
期
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
が
、
習
近
平
氏
（
あ
る
い
は
中
国
）
に
対

す
る
忖そ

ん

度た
く

は
、
デ
ド
ロ
ス
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
と
日
本
政
府
に
共
通
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
高
度
の
肺
炎
を
ひ
き
お
こ
す
タ
イ
プ
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
：
サ
ー
ズ
）
と
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
マ
ー
ズ
）
と
し
て
世
界

的
な
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
幸
い
、
日
本
で
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
中
国
広
東
省
で
コ
ウ
モ
リ
か
ら
ヒ
ト
へ
と
感
染
し
、
人
→
人
感
染
に
至
っ
た
。
２
０

０
２
年
11
月
か
ら
２
０
０
３
年
７
月
の
間
に
８
０
６
９
人
が
感
染
し
て
７
７
５
人
が
死
亡
し
た
（
死
亡
率

９
・
６
％
）。
一
方
、
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、
２

０
１
２
年
９
月
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
出
現
し
て
以
来
、
中
東
地
域
で
２
４
９
４
人
が
感
染
し
て
８
５

８
人
が
死
亡
し
た
（
死
亡
率
34
・
４
％
）。

双
方
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
も
、
多
く
の
人
が
血
液
中
に
抗
体
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
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た
。
こ
れ
は
、
軽
症
か
無
症
状
で
経
過
す
る
人
が
少
な
く
な
い
証
拠
だ
。
重
症
化
す
る
の
は
高
齢
者
や

持
病
を
も
つ
人
が
多
い
。
日
本
で
は
と
も
に
〝
二
類
感
染
症
〟［
Ｐ
０
８
１
参
照
］
と
さ
れ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
政
局
が
被
害
を
大
き
く
も
小
さ
く
も
す
る

こ
う
し
た
世
界
的
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
過
剰
報
道
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
２

０
０
９
年
４
月
に
メ
キ
シ
コ
に
始
ま
っ
た
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
代
表
例
だ
。
世
界
中
の
人
が

マ
ス
ク
を
し
て
街
を
歩
く
姿
が
テ
レ
ビ
報
道
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
原
因
ウ
イ

ル
ス
は
、
豚
由
来
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）pdm

09

型
で
あ
る
。
妊
娠
女
性
は
重

症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
な
ど
と
い
わ
れ
、
６
月
11
日
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
認
定
す
る
に
至
っ
た
。
実
際
、
世
界
中
の
死
亡
者
数
は
１
万
４
０
０
０
人
を
超
え
た
。

日
本
で
は
、
５
月
に
神
戸
で
日
本
人
初
の
感
染
例
が
出
た
。
当
初
、
こ
の
２
０
０
９
年
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
指
定
感
染
症
に
指
定
し
た
が
、
６
月
19
日
に
は
普
通
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

取
り
扱
い
で
よ
い
と
さ
れ
た
。
翌
２
０
１
０
～
２
０
１
１
年
の
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
に
は
、
通
常
の
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
加
え
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
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pdm
09

型
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
も
加
え
て
接
種
さ
れ
た
。
な
に
か
変
だ
と
思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

振
り
返
れ
ば
、
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
病
状
は
普
通
の
（
季
節
性
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
日
本
で
の
死
亡
率
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
む
し
ろ
低
か
っ
た
（
い
わ
れ

て
い
た
よ
う
な
妊
婦
の
重
症
化
例
は
な
か
っ
た
）。
現
在
で
は
「
幻
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
よ
ば
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
を
含
む
各
国
は
、
流
行
に
備
え
て
、
大
金
を
投
じ
て
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ル
）
を
備
蓄
し
、
ワ

ク
チ
ン
製
造
を
促
し
た
も
の
の
、
と
も
に
十
分
使
う
前
に
流
行
が
終
了
し
、
大
量
の
在
庫
が
残
っ
た
。

過
剰
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る
保
護
者
た
ち
が
動
揺
し
た

結
果
、
夜
間
・
休
日
の
当
番
医
療
機
関
へ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
殺
到
し

た
。
そ
し
て
、
病
院
・
開
業
医
の
負
荷
は
過
剰
と
な
っ
た
。

米
国
ボ
ス
ト
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
内
科
医
、
マ
ー
シ
ャ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
氏
は
２
０
０
２
年
に
次

の
よ
う
に
〝
病
気
喧
伝
〟
の
状
況
を
表
現
し
た
。

「
昔
々
、
製
薬
会
社
は
病
気
を
治
療
す
る
薬
を
売
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
し
ば
し
ば
正
反

対
で
す
。
彼
ら
は
薬
に
合
わ
せ
た
病
気
を
売
り
込
み
ま
す
」

２
０
１
０
年
１
月
、
ド
イ
ツ
人
で
、
欧
州
評
議
会
保
健
委
員
会
長
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ワ
ダ
ル
グ
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氏
は
、
国
際
的
製
薬
企
業
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
売
る
た
め
に
パ
ニ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
画
策
し
、「
偽

り
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
宣
言
す
る
よ
う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
圧
力
を
か
け
た
と
訴
え
た
。
欧
州
評
議
会
は
３
月
、

国
際
的
な
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
製
薬
会
社
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
主
張
し
た
。
６

月
に
は
英
国
医
学
雑
誌
（
Ｂ
Ｍ
Ｊ
）
の
フ
ィ
オ
ナ
・
ゴ
ッ
ド
リ
ー
編
集
長
は
、
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
協
会
と
の
共
同
調
査
の
も
と
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
と
ワ
ク
チ
ン
を
生
産
す
る
製
薬
会
社
と
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
顧
問
と
の
間
に
金
銭
関
係
が
あ
る
と
批
判
し
た
。
結
果
的
に
、
多
く
の
国
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
過
剰
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
勧
奨
に
よ
っ
て
巨
額
の
公
共
予
算
を
浪
費
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
は
、
１
９
７
６
年
に
も
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
「
被
害
」
が
米
国
で
起
き
て
い
た
。
１
９
７

６
年
２
月
、
米
国
東
部
の
大
西
洋
沿
岸
に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
軍
事
基
地
で
、
訓
練
中

の
19
歳
の
二
等
兵
が
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
死
亡
し
、
さ
ら
に
数
人
の
兵
士
が
発
症
し
た
。
無
症
状
の

感
染
兵
士
が
５
０
０
人
以
上
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

１
９
１
８
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
参
戦
国
が
情
報
統
制
す
る
な
か
、
中
立
国
だ
っ
た
ス
ペ
イ

ン
か
ら
感
染
情
報
が
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
発
生
源
は
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
と
さ
れ
る
。
２
年
間
に
わ
た
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

っ
て
地
球
上
の
５
億
人
以
上
が
感
染
し
、
５
０
０
０
万
人
以
上
が
死
亡
し
た
）
を
思
わ
せ
る
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
米

国
の
保
健
当
局
は
流
行
の
拡
大
を
恐
れ
、
全
国
民
を
対
象
と
し
た
予
防
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
を
求
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め
た
。
当
時
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
１
億
３
５
０
０
万
ド
ル
の
巨
費
を
投
じ
る
こ
と
を

決
め
た
。
同
年
10
月
、
集
団
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
数
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
発
症
の
報
告
が
相
次
い
だ
。
ギ
ラ

ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
は
、
全
身
の
運
動
麻
痺
を
示
す
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
末
梢
神
経
病
で
あ
る
。
２
か
月

足
ら
ず
で
５
０
０
人
が
発
症
し
、
30
人
以
上
が
死
亡
し
た
。
当
局
は
12
月
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
止
し
た
。

結
局
、
４
０
０
０
万
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
予
防
接
種
を
受
け
、
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
し
な
か

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
致
死
性
の
低
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
死
亡
者
は
、
不
運
な
二
等
兵
だ
け
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
の
決
断
は
、
結
果
的
に
敗
れ
た
同

年
の
大
統
領
選
挙
を
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。
製
薬
会
社
の
言
い
な
り
に
な
っ
た
と
批
判
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
は
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
政
治
的
判
断
に
よ
っ
て
、
そ
の
被
害
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
逆
に
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
感
染
症
は
社
会
を
映
す
鏡
で
も
あ
る
。

第
１
章
で
は
、
感
染
症
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
感
染
症
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
っ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
ど
う
や
ら
、
人
間
は
過
去
の
歴
史
・
過
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
ま
り
得
意

で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
正
し
く
怖
が
り
な
が
ら
、
ど
う
か
適
切
に
ご
判
断
あ
れ
。
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消
毒
の
父
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
悲
劇

19
世
紀
半
ば
、
医
学
の
殿
堂
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
産
科
病

棟
に
、
産さ

ん

褥じ
ょ
く

熱ね
つ

（
お
産
の
あ
と
38
度
以
上
続
く
熱
）
の
多
発
に
つ
よ
い
疑
問
を
も
つ
一
人
の
医
師
が
い
た
。
消

毒
法
の
父
、
イ
グ
ナ
ッ
ツ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
（
１
８
１
８
～
１
８
６
５
）
そ
の
人
だ
っ
た
。

１
８
４
６
年
２
月
に
28
歳
の
若
き
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
師
が
赴
任
し
た
と
き
、
分
娩
の
あ
と
高
熱
を
出

し
て
、
今
で
言
う
敗
血
症
（
全
身
性
細
菌
感
染
症
）
で
死
亡
す
る
産
婦
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
。
月
間
計

２
０
８
人
の
産
婦
の
う
ち
、
な
ん
と
36
人
も
が
死
亡
し
て
い
た
の
だ
。
感
染
症
の
祖
、
ル
イ
・
パ
ス
ツ

ー
ル
（
１
８
９
５
年
に
死
亡
し
て
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
非
受
賞
）
や
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
（
１
９
０
５
年
ノ
ー
ベ
ル

医
学
賞
受
賞
）
と
い
っ
た
細
菌
学
者
が
医
学
の
桧ひ

の
き舞

台
に
登
場
す
る
以
前
の
時
代
で
あ
る
。
ま
だ
病
原
体

と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
。
産
褥
熱
は
悪
い
空
気
「
悪
気
」
＝
ミ
ア
ス
マ
の
な
せ
る
わ
ざ
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
防
ぎ
よ
う
の
な
い
宿
命
的
な
女
性
た
ち
の
疾
病
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
て
感
染
す
る
マ
ラ
リ
ア
の
名
称
は
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
遺
物
で
あ
り
、
そ
の
も

の
ズ
バ
リ
「
悪
気
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
（m

al

＝
悪
い
、aria

＝
空
気
）。
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イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
２
年
に
わ
た
る
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
活
躍
し
、
ス

イ
ス
人
、
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
（
１
９
０
１
年
の
第
１
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
）
が
赤
十
字
社
を
設
立
し
た

１
８
５
０
～
60
年
代
は
、「
創
傷
熱
」
の
華
や
か
な
り
し
時
代
だ
っ
た
。
外
科
医
は
、
戦
争
で
傷
つ
い
た

手
足
を
切
断
す
る
た
め
、
メ
ス
の
汚
れ
を
自
分
の
靴
で
ぬ
ぐ
っ
て
い
た
。
石
炭
酸
消
毒
で
名
を
な
し
た

イ
ギ
リ
ス
の
外
科
医
、
ロ
ー
ド
・
リ
ス
タ
ー
も
、
血
や
膿
の
こ
び
り
つ
い
た
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
て

外
科
手
術
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

そ
ん
な
時
代
に
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
自
ら
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
ず
２
つ
あ
る
産
科
病
棟

の
産
褥
熱
に
よ
る
死
亡
率
を
比
較
し
た
。
す
る
と
、
医
師
が
赤
子
を
と
り
あ
げ
る
第
一
産
科
の
死
亡
率

４
５
９
／
４
０
１
０
（
11
・
４
％
）
は
、
助
産
師
が
働
く
第
二
産
科
の
１
０
５
／
３
７
５
４
（
２
・
８
％
）

よ
り
明
ら
か
に
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
１
８
４
７
年
、
屍
体
解
剖
中
に
腕
を
傷
つ
け
た
病
理
学
者
が
「
創
傷
熱
」
で
死
亡
し
た
。
彼
は
考

え
た
。
医
師
は
、
当
時
の
最
先
端
研
究
手
段
だ
っ
た
病
理
解
剖
を
行
な
い
、
屍
体
に
直
接
触
れ
る
。
屍

体
に
ま
と
い
つ
く
「
何
物
か
（
屍
毒
）」
が
、
産
婦
に
乗
り
う
つ
る
の
で
は
な
い
か
。
当
時
の
医
学
に
存

在
し
な
か
っ
た
病
毒
と
い
う
概
念
の
登
場
で
あ
る
。
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ゴ
ム
手
袋
な
ど
存
在
し
な
い
時
代
の
こ
と
。
そ
の
「
何
物
か
」
は
、
目
に
は
み
え
な
い
が
、
病
理
解

剖
し
た
手
指
に
は
強
い
匂
い
が
残
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
爪
を
含
む
手
指
の
徹
底
的
な
洗
浄
と
防
腐
処
理

を
実
践
し
た
。
こ
す
り
洗
い
に
よ
る
物
理
的
な
消
毒
と
塩
素
水
（
塩
化
石
灰
水
）
に
よ
る
化
学
的
な
消
毒

の
併
用
。
現
代
に
引
き
続
か
れ
る
こ
と
に
な
る
消
毒
法
が
こ
の
と
き
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
産
褥

熱
に
よ
る
死
亡
率
は
著
し
く
減
少
し
た
の
だ
（
１
８
４
７
年
の
産
褥
熱
死
亡
者
は
前
年
の
１
／
10
の
45
名
だ
っ
た
）。

と
こ
ろ
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
と
き
の
産
科
学
の
権
威
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
彼
の
業
績
を
無
視
し
た
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
直
属
の
上
司
だ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
教
授
も
彼
の
「
独
善
的
な
」
や
り
方
や

「
奇
想
天
外
」
な
着
想
を
批
判
し
た
。
彼
が
も
た
ら
し
た
成
果
、「
産
褥
熱
の
抑
制
」
と
い
う
事
実
に
、
患

者
の
側
に
た
つ
見
方
が
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
業
績
を
認
め
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
産
褥
熱
が
医
師
の
手
指
に
よ
っ
て
媒
介

さ
れ
る
「
医
原
病
」
で
あ
る
事
実
を
容
認
し
、
患
者
の
命
を
救
う
べ
き
医
師
自
ら
の
役
割
を
自
己
否
定

す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
…
許
し
が
た
い
侮
辱
で
あ
る
。
実
は
、
当
時
の
医
師
た
ち

に
は
、
診
察
の
前
に
手
を
洗
う
習
慣
は
な
か
っ
た
の
だ
。

１
８
４
７
年
10
月
、
彼
自
身
が
受
け
持
っ
て
い
た
病
室
の
産
婦
12
人
中
11
人
が
次
々
と
産
褥
熱
に
倒

れ
た
。
周
り
の
目
は
厳
し
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
彼
は
初
め
て
「
何
物
か
」
は
屍
体
だ
け
で
な
く
、
生



027

0 2 7

第 １ 章 　 ヒ ト v s 感 染 症 の 歴 史 秘 話

第 １ 部 　 病 理 医 が の ぞ い た 感 染 症 の 世 界

き
て
い
る
患
者
に
も
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
病
室
の
ド
ア
近
く
の
ベ
ッ
ド
に

は
子
宮
頸
が
ん
患
者
が
入
院
し
て
お
り
、
実
は
、
彼
の
回
診
（
指
に
よ
る
子
宮
の
内
診
）
は
こ
の
患
者
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
の
手
指
消
毒
は
、
一
処
理
一
消
毒
（
処
置
ご
と
に
消
毒
す
る
）
へ
と
進
化

す
る
と
と
も
に
、
消
毒
対
象
が
診
察
器
具
に
ま
で
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
病
理
学
の
恩
師
カ
ル
ル
・
ロ

キ
タ
ン
ス
キ
ー
教
授
ら
に
よ
る
彼
の
業
績
に
対
す
る
手
厚
い
評
価
・
支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
イ

ン
教
授
に
よ
る
解
雇
通
告
を
受
け
て
、
つ
い
に
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
８
５
０
年
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
、
自
ら
の
祖
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
あ
る
聖
ロ
ッ

ク
病
院
の
産
科
主
任
に
赴
任
し
た
。
１
８
５
５
年
に
は
、
ペ
シ
ュ
ト
大
学
（
の
ち
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
、
現

在
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
科
大
学
）
で
産
科
教
室
を
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
失
敗
に
終
わ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ

ー
独
立
戦
争
後
の
疲
弊
し
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
街
で
、
彼
は
産
褥
熱
と
の
戦
い
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
１

８
６
０
～
１
８
６
１
年
に
は
、
彼
の
産
科
に
お
け
る
産
褥
熱
死
亡
者
は
つ
い
に
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

１
８
６
１
年
、
彼
は
「
産
褥
熱
の
原
因
と
概
念
お
よ
び
そ
の
予
防
法
」
を
出
版
す
る
と
と
も
に
、
頑

迷
に
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
説
に
反
論
す
る
当
時
の
権
威
た
ち
に
対
し
て
公
開
質
問
状
を
出
し
た
。
ゼ
ン
メ

ル
ワ
イ
ス
教
授
が
い
か
に
無
視
さ
れ
た
か
は
、
同
年
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
産
褥
熱
に
関
す
る
学
会
に
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彼
が
招
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
悲
劇
は
こ
こ
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎

え
た

―
細
胞
病
理
学
を
唱
え
た
当
時
の
医
学
の
最
高
権
威
、
病
理
学
の
父
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
街

に
上
下
水
道
を
敷
い
た
実
践
的
政
治
家
で
、
か
つ
人
類
学
の
祖
で
も
あ
る
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
ル
ド
ル
フ
・

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
教
授
が
、
そ
の
会
場
に
お
い
て
彼
の
業
績
を
頭
か
ら
否
定
し
た
の
だ
。

欠
席
裁
判
だ
っ
た
。
後
世
ま
で
病
理
学
の
父
と
た
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
偉
大
な
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ

教
授
と
て
、
決
し
て
神
さ
ま
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
論
文
を
読
み
、
手

指
消
毒
を
実
践
し
た
産
科
医
た
ち
は
、
自
ら
お
か
し
た
罪
に
気
づ
き
、
思
い
悩
ん
だ
。
そ
し
て
、
多
く

の
心
あ
る
産
科
医
が
自
殺
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

悲
運
の
主
人
公
は
、
１
８
６
５
年
、
彼
が
戦
い
を
挑
ん
だ
「
何
物
か
」
が
細
菌
と
い
う
新
種
の
微
生

物
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
メ
ス
で
傷
つ
い
た
手
指
に
端
を
発
す
る
創
傷
熱
で
死
亡
す
る
と

い
う
運
命
の
皮
肉
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
創
傷
感
染
症
の
原
因
が
化
膿
性

病
原
菌
で
あ
る
事
実
を
発
表
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
14
年
後
の
１
８
７
９
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

私
た
ち
現
代
の
医
療
者
も
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
悲
劇
に
学
ぶ
べ
き
事
態
を
抱
え
て
い
る
。
繰
り
返

さ
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
を
は
じ
め
と
す
る
病
原
体
に
よ
る
「
院
内
感
染
」

で
あ
る
［
Ｐ
１
５
７
］。
院
内
感
染
は
、
入
院
し
た
た
め
に
生
じ
る
感
染
症
で
、
医
原
病
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
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は
医
師
や
看
護
師
の
手
指
か
ら
患
者
へ
と
伝
播
さ
れ
る
。
院
内
感
染
対
策
の
主
力
は
、
医
療
者
の
手
指

の
洗
浄
・
消
毒
に
尽
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
医
療
現
場
で
は
、
一
処
理
一
手
洗
い
（
消
毒
）
の
徹
底
は
難

し
い
し
、
消
毒
剤
で
手
荒
れ
す
る
と
細
菌
感
染
の
温
床
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
院
内
感
染
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
夢
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

院
内
安
全
教
育
で
は
、「
診
察
に
際
し
て
、
医
療
者
は
決
し
て
自
ら
の
首
か
ら
上
に
手
を
あ
げ
て
は
な

ら
な
い
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
人
間
が
無
意
識
に
触
る
場
所
は
、
髪
の
毛
、
目
、
そ
し
て
鼻
が
代
表

格
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
、
医
療
者
の
鼻
の
穴
に
不
顕
性
感
染
（
病
原
体
の
感
染
を
受
け
て
い
て
も
感
染
症
状

を
発
症
し
て
い
な
い
状
態
）
し
や
す
い
［
Ｐ
１
５
７
］。
医
療
者
が
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
は
手
指
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
を
付

着
さ
せ
な
い
効
果
が
あ
る
の
だ
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
医
療
者
に
は
「
笑
顔
」
が
求
め
ら
れ
る
。
マ
ス
ク
を
す
る
と
笑
顔
が
み
え
に

く
い
し
、
話
し
声
も
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
。
だ
か
ら
、
鼻
を
触
ら
な
い
（
首
か
ら
上
に
手
を
上
げ
な
い
）
習

慣
づ
け
が
医
療
者
に
つ
よ
く
求
め
ら
れ
る
。

シ
カ
ゴ
の
国
際
外
科
医
師
会
の
ホ
ー
ル
に
、
世
界
の
十
大
医
学
者
の
一
人
と
し
て
等
身
大
の
彫
像
が

建
て
ら
れ
て
い
る
「
母
性
の
救
い
主
」、
医
師
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
名
を
知
ら
な
い
医
師
が
少
な
く
な
い
。

大
い
に
残
念
で
あ
る
。
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コ
ラ
ム	

正
し
い
手
洗
い
の
実
践
と
手
洗
い
歌

２
０
０
７
年
３
月
、
筆
者
は
横
浜
に
本
部
の
あ
る
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）・
国
際
協
力
非
政
府

機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
地
球
市
民
Ａ
Ｃ
Ｔ
か
な
が
わ
（
代
表
：

近
田
真
知
子
氏
）
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
初
参
加
し
た
。

学
生
た
ち
と
と
も
に
ま
ず
訪
問
し
た
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
は
ヤ
ン
ゴ
ン
郊
外
の
沿
岸
部
に
あ
る
タ
ン
リ
エ
ン
地

区
の
孤
児
院
だ
っ
た
。
こ
こ
は
、
お
寺
が
経
営
す
る
学

校
兼
修
行
場
兼
孤
児
院
と
い
っ
た
性
格
の
施
設
で
あ
る
。

朝
か
ら
の
読
み
書
き
の
勉
強
を
終
え
た
１
０
０
人
近

い
子
ど
も
た
ち
が
無
料
の
昼
食
を
食
べ
て
い
た
。
彼
ら

は
、
ス
プ
ー
ン
を
使
わ
ず
右
手
だ
け
で
た
ら
ふ
く
食
う
。

何
と
い
っ
て
も
、
食
事
前
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

水
道
は
な
い
。
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
水
が
な
い
た
め
、

洗
剤
と
真
水
の
入
っ
た
２
つ
の
桶
で
、
子
ど
も
た
ち
全

員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
手
を
洗
う
の
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
つ
く
っ

た
プ
レ
ハ
ブ
の
簡
易
ト
イ
レ
に
は
紙
は
な
い
。
こ
こ
で

も
中
に
置
か
れ
た
少
量
の
水
で
流
す
し
か
な
い
。
下
水

も
な
い
の
で
、
流
し
た
水
は
自
然
に
地
中
へ
と
し
み
こ

む
。
も
し
、
食
中
毒
や
赤
痢
が
流
行
っ
た
ら
防
ぎ
よ
う

が
な
い
。
せ
め
て
流
水
が
使
え
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
。

筆
者
は
、
医
療
者
の
端
く
れ
と
し
て
考
え
た
。
子
ど

も
た
ち
や
先
生
、
お
坊
さ
ん
に
正
し
い
手
洗
い
を
教
え

よ
う
。
で
も
、
そ
の
場
で
正
し
い
手
洗
い
の
仕
方
を
指

導
し
て
も
き
っ
と
覚
え
て
は
く
れ
ま
い
。
そ
こ
で
、
歌

を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。
さ
っ
そ
く
、
い
っ
し
ょ
に
参

加
し
て
い
た
音
楽
の
先
生
に
頼
ん
で
「
手
洗
い
歌
」
を

作
詞
・
作
曲
し
て
も
ら
っ
た
。

歌
詞
は
と
て
も
簡
単
。「
手
の
平
、
手
の
平
、
手
の
甲
、

手
の
甲
、
指
の
間
、
指
の
間
、
指
先
、
指
先
、
親
指
、

親
指
、
手
首
、
手
首
」。
そ
れ
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
に
訳
し

て
、
夏
に
は
現
地
で
み
ん
な
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
。

音
符
が
少
な
く
て
と
て
も
覚
え
や
す
い
こ
の
曲
を
子

ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
覚
え
、
正
し
い
手
洗
い
を
毎
日
実

践
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
Ｐ
０
３
３
参
照
）。
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手洗い歌　ミャンマー語版
則武昭彦 作詞作曲
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定
期
的
に
現
地
を
訪
問
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
皮
膚

病
が
明
ら
か
に
減
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
タ
イ
語
訳
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
語
訳
も
で
き
て
、

こ
の
無
料
の
活
動
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
乏
し
い
ア
ジ
ア

の
地
域
で
、
大
い
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

翌
年
に
は
、
日
本
か
ら
の
寄
付
金
で
、
こ
の
孤
児
院

に
電
気
が
引
か
れ
、
流
水
で
手
洗
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
や
は
り
、
現
地
に
行
っ
て
状
況
を
み
る
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
ち
な
み
に
、

世
界
人
口
の
４
割
に
あ
た
る
30
億
人
は
自
宅
で
手
洗
い

が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
中
国
を
中

心
に
世
界
中
に
広
が
っ
た
が
、
こ
う
し
た
感
染
症
を
防

ぐ
の
に
重
要
な
の
は
、
原
点
で
あ
る
手
洗
い
の
実
践
だ
。

正
し
い
手
洗
い
は
、
次
の
６
か
所
が
ポ
イ
ン
ト
。

①
手
洗
い
歌
の
歌
詞
の
と
お
り
、
手
の
平
、
手
の
甲
、

指
の
間
、
指
先
、
親
指
の
根
元
（
ね
じ
り
洗
い
）、
手
首

②
手
首
を
洗
う
た
め
に
半
袖
か
長
袖
な
ら
腕
ま
く
り
！ 

③
流
水
の
下
で
、
石
け
ん
を
つ
け
て
洗
う
の
が
原
則

で
き
れ
ば
、
１
か
所
５
秒
ず
つ
。
計
６
か
所
だ
か
ら
、

合
計
の
手
洗
い
時
間
は
30
秒
に
な
る
。
け
っ
こ
う
長
い

け
れ
ど
、
こ
れ
が
理
想
的
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
洗
っ
た
あ
と

し
っ
か
り
乾
か
す
こ
と
（
乾
燥
に
よ
っ
て
細
菌
が
死
ぬ
）。
濡

れ
た
手
で
ど
こ
か
を
触
る
と
、
せ
っ
か
く
洗
っ
た
手
が

汚
染
さ
れ
て
し
ま
う
。
タ
オ
ル
や
布
の
代
わ
り
に
、
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
拭
く
。
自
然
乾
燥
さ
せ
る
の
が
い
ち

ば
ん
い
い
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
爪
を
こ
ま
め
に
切
る
こ
と

も
大
切
。
爪
の
間
に
た
ま
る
黒
い
汚
れ
が
な
い
よ
う

に
！広

く
普
及
し
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
に
よ
る

手
指
消
毒
で
は
、
ス
プ
レ
ー
の
ノ
ブ
を
い
ち
ば
ん
下
ま

で
押
す
こ
と
。
３
㏄
の
消
毒
素
が
出
る
の
で
、
乾
く
ま

で
20
秒
、
手
洗
い
の
歌
ど
お
り
に
消
毒
す
る
。
ち
ょ
こ

っ
と
押
し
て
な
じ
ま
せ
る
だ
け
は
Ｎ
Ｇ
で
す
！

み
な
さ
ん
も
、
正
し
い
手
洗
い
を
実
践
し
て
く
だ
さ

い
。
安
上
が
り
で
有
効
な
方
法
で
す
。
感
染
管
理
医
師

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
で
あ
る
筆
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
し
た
。
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図　正しい手洗いの方法

① 石けんをよく泡立て
ながら、手の平を洗う

④ 指の間を洗う

⑦ 流水で石けんと
汚れを洗い流す

② 手の甲を伸ばす
ように洗う

⑤ 親指をねじり
ながら洗う

⑧ ペーパータオルなどで
しっかり水分を拭き取る

洗い残ししやすい部位
■洗い残ししやすい

■やや洗い残ししやすい

③ 指先・爪の間を
念入りに洗う

⑥ 手首を洗う

手背 手掌

厚生労働省「高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂版（2019年3月）」をもとに作成

アルコールスプレーを
使用する場合は、

ポンプをいちばん下まで
押し込むこと

＊タオルやハンカチは
　汚れていると考えよう。
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病
理
学
者
、
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
へ
の
道
の
り

ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ル
ド
ル
フ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
（
１
８
２
１

～
１
９
０
２
）
は
「
病
理
学
の
父
」
と
さ
れ
、
細
胞
病
理
学
（
あ
ら
ゆ
る
疾
病
の
も
と
は
細
胞
で
あ
る
）
の
概
念

を
打
ち
立
て
、
医
科
学
研
究
の
最
先
端
手
法
と
し
て
の
病
理
解
剖
と
顕
微
鏡
観
察
の
意
義
を
確
立
し
た

人
物
で
あ
っ
た
。
白
血
病
、
血
栓
症
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
と
い
っ
た
疾
患
概
念
を
提
唱
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
が
勢
力
を
握
る
当
時
の
ド
イ
ツ
で
、
あ
く
ま
で
も
自
由
主
義
を
唱
え
続
け
、

ベ
ル
リ
ン
の
町
に
上
下
水
道
を
整
備
し
た
政
治
家
（
国
会
議
員
）
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
類
学･

民
俗

学
の
学
会
の
創
設
者
で
あ
り
、
考
古
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
さ
に
ス
ー
パ
ー

マ
ン
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
の
最
有
力
候
補
だ
っ
た
１
９
０
２
年
９
月
５
日
、
ベ

ル
リ
ン
で
死
亡
し
た
。
１
９
０
２
年
１
月
４
日
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
雨
の
ベ
ル
リ
ン
の
町
で
路
面
電
車

に
乗
ろ
う
と
し
て
転
ん
で
大
腿
骨
頸
部
を
骨
折
し
、
そ
の
後
、
肺
炎
を
併
発
し
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
最
低
条
件
は
〝
生
き
て
い
る
〟
こ
と
）。
80
歳
だ
っ
た
。
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現
在
で
も
、
高
齢
者
の
転
倒
→
大
腿
骨
頸
部
骨
折
→
肺
炎
は
お
定
ま
り
の
死
亡
に
至
る
経
過
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
１
９
０
１
年
に
始
ま
り
、
第
１
回
の
医
学
生
理
学
賞
候
補
に
北
里
柴
三
郎

が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
（
実
際
の
受
賞
は
弟
弟
子
の
ド
イ
ツ
人
、
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ー
リ
ン
グ
）。
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ

ウ
が
最
有
力
候
補
だ
っ
た
第
２
回
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
は
、
結
局
マ
ラ
リ
ア
研
究
に
貢
献
し
た
英

国
人
医
師
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
に
与
え
ら
れ
た
。

１
９
８
６
年
８
月
、
筆
者
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
す
ぐ
東
側
に
位
置
す
る
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
出
身

大
学
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
歴
史
研
究
室
が
あ
り
、
ち
ょ
う

ど
１
０
０
年
前
の
そ
の
日
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
自
身
が
診
断
し
た
病
理
解
剖
報
告
書
を
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ

愛
用
の
単
眼
顕
微
鏡
の
す
ぐ
横
で
み
せ
て
い
た
だ
い
た
。〝
慢
性
間
質
性
腎
炎
〟
と
診
断
さ
れ
て
い
た
。

あ
の
興
奮
の
瞬
間
が
懐
か
し
い
。

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
者
に
は
、
細
菌
学
者
、
生
理
学
者
、
解
剖
学
者
の
名
が
ず
ら
り
と
並

ぶ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
病
理
学
者
の
名
は
な
い
。
か
の
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
先
生
で
さ
え
取
れ
な
か
っ
た

の
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
、
と
病
理
学
者
は
あ
き
ら
め
て
い
た
そ
の
矢
先

―
２
０
０
５
年
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ベ
テ
ラ
ン
病
理
診
断
医
、
ロ
ビ
ン･

ウ
ォ
レ
ン
医
師
が
、
ピ
ロ
リ
菌
の
発
見
を
評
価
さ
れ

て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。
病
理
医
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
画
期
的
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
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み
え
な
か
っ
た
ピ
ロ
リ
菌

ピ
ロ
リ
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
）
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
な
鞭べ

ん

毛も
う

を
動
か
し
て
さ
か
ん
に

運
動
す
る
胃
粘
膜
が
大
好
き
な
細
菌
で
あ
る
。
胃
炎
、
胃
潰
瘍
、
胃
ポ
リ
ー
プ
、
胃
が
ん
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
胃
の
病
気
の
原
因
と
な
る
。

ピ
ロ
リ
菌
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
病
理
診
断
医
、
ロ
ビ
ン
・
ウ
ォ
レ
ン
氏
と
博
士
研
究
員
（
ポ
ス
ド

ク
）
だ
っ
た
バ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
に
よ
っ
て
１
９
８
３
年
に
発
見
さ
れ
た
。
多
く
の
研
究
者
は
そ

れ
ま
で
、
細
菌
は
酸
性
度
の
高
い
胃
内な

い

腔く
う

で
は
増
殖
で

き
な
い
と
信
じ
込
ん
で
い
た
（
筆
者
も
例
外
で
な
か
っ
た
）。

胃
粘
膜
に
感
染
す
る
ピ
ロ
リ
菌
は
、
顕
微
鏡
の
下
に

姿
を
現
わ
す
。
筆
者
た
ち
病
理
医
は
、
日
々
、
胃
カ
メ

ラ
で
採
取
さ
れ
る
胃
粘
膜
片
に
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
。
治
療
法
は
抗
菌
剤
に
よ
る
除
菌
で

あ
る
。
感
染
し
た
同
僚
に
よ
る
と
「
抗
生
物
質
で
ピ
ロ

頭の先に細長い鞭毛を多数つけて動き回る
細長い長さ2ミクロンほどの細菌である。右
下の線は1ミクロンを表わす

図　ピロリ菌の電子顕微鏡写真
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リ
菌
を
殺
し
た
ら
、
お
酒
が
お
い
し
く
な
っ
た
し
、
二
日
酔
い
し
な
く
な
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。
除
菌

に
よ
っ
て
胃
の
不
快
感
が
消
え
、
す
っ
き
り
す
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。

実
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ォ
レ
ン
博
士
と
マ
ー
シ
ャ
ル
医
師
が
ピ
ロ
リ
菌
を
報
告
し
た
の
と
同
じ

時
期
、
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
と
同
い
年
の
筆
者
も
胃
粘
膜
に
み
ら
れ
る
粘
膜
免
疫
反
応
の
研
究
に
没
頭
し
、
穴

の
あ
く
ほ
ど
顕
微
鏡
を
覗
い
て
い
た
（
つ
も
り
だ
っ
た
）。
そ
の
と
き
に
筆
者
が
得
た
結
論
は
、
何
ら
か
の

病
原
性
物
質
（
お
そ
ら
く
細
菌
）
の
持
続
的
な
刺
激
が
「
腸
上
皮
化
生
」（
胃
粘
膜
が
腸
に
似
た
粘
膜
に
化
け
る
現

象
）
と
い
う
胃
粘
膜
変
化
に
連
動
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
と
胃
粘
膜
に
た
か
る
ピ
ロ
リ
菌
に
は
と
ん
と
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
。
み
て
い
た
は
ず
な
の
に
み
え
な
か
っ
た
の
だ
！ 

当
時
、
顕
微
鏡
で
み
え
る
よ
う
な
菌
が

い
る
わ
け
が
な
い
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
今
思
え
ば
、
い
さ
さ
か
熱
中
し
す
ぎ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
あ
の
と
き
ピ
ロ
リ
菌
に
気
づ
い
て
い
れ
ば
…
…
と
い
く
ら
悔
や
ん
で
も
あ
と
の
祭
り
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
医
師
が
ゆ
っ
く
り
と
増
え
る
ピ
ロ
リ
菌
を
み
ご
と
に
培
養
し
た
秘
訣
は
、
復
活
祭
の
５ 

連
休
を
ま
る
ま
る
休
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。
当
時
、
も
し
筆
者
が
細
菌
の
存
在
に
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
簡

単
に
生
え
て
こ
な
い
ピ
ロ
リ
菌
を
首
尾
よ
く
培
養
で
き
た
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。
働
き
過
ぎ
で
心
の

余
裕
が
な
い
と
、
結
局
損
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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コ
ラ
ム	

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の	

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ヘ
ビ
の
謎

西
洋
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
ア
ス
ク

レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
だ
。
一
匹
の
蛇
が
ま
と
わ
り
つ
い
た

糸
杉
（
サ
イ
プ
レ
ス
）
製
の
杖
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
多
く
の
医
科
大
学
や
山
岳
救
助
隊
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

 

蛇
は
、
そ
の
脱
皮
す
る
能
力
ゆ
え
に
、
古
来
、
若
返

り
や
不
老
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
。
Ｓ
字
に
く
ね
っ
て

進
む
姿
が
蛇
行
す
る
河
の
流
れ
を
、
さ
ら
に
は
水
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
奇
跡
の
癒
し
を
連
想
さ
せ
、〝
癒
し
〟
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
交
尾
時
間
の
著
し
く
長
い
蛇
は

ま
た
、
精
力
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
の
蛇
は
医
療
を
象
徴
し
て
い
る
と

説
明
さ
れ
る
。

な
ぜ
、
医
神
の
シ
ン
ボ
ル
が
蛇
な
の
か
。
上
の
説
明

は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事

典
１
９
９
２
年
版
に
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
。
ま
ず
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
天
然
痘
に
続
く
第
２
の
撲
滅
対
象
に
指
定
し

て
い
る
感
染
症
「
メ
ジ
ナ
虫
症
（
ま
た
は
ギ
ニ
ア
虫
）」
と

い
う
寄
生
虫
症
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
撲
滅

運
動
は
、
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
で
２
０
０
２
年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
氏
が
主
催

す
る
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
軸
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

病
気
は
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
や
地
中
海
沿
岸
か
ら
は

駆
逐
さ
れ
た
も
の
の
、
西
ア
フ
リ
カ
地
方
を
中
心
に
、

今
で
も
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
し
ぶ
と
く
生
き
残
っ
て
い
る
。

長
さ
60
～
90
セ
ン
チ
に
及
ぶ
こ
の
巨
大
な
線
虫
（
メ

図　ＷＨＯのロゴマークと
アスクレピオスの杖
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ジ
ナ
虫
）
は
、
人
が
水
た
ま
り
に
棲
む
ミ
ジ
ン
コ
ご
と
水

を
飲
む
こ
と
で
寄
生
が
成
立
す
る
。
ミ
ジ
ン
コ
は
中
間

宿
主
と
よ
ば
れ
る
。
感
染
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
後
、
み

ご
と
に
成
長
し
た
メ
ス
の
成
虫
が
足
に
顔
を
出
し
て
、

猛
烈
な
（
火
を
吹
く
よ
う
な
）
痛
み
を
も
た
ら
す
。
患
者

は
痛
み
を
鎮
め
る
た
め
に
患
部
を
水
で
冷
や
す
。
そ
し

て
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
産
卵
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
う

し
て
、
水
道
や
井
戸
の
な
い
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
方
で
、

し
ご
く
単
純
な
生
活
環
が
で
き
あ
が
る
。
成
虫
は
１
か

月
以
上
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
皮
膚
か
ら
せ
り
出
し
て

く
る
。
水
の
豊
富
な
農
業
収
穫
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期

に
、
感
染
者
は
痛
み
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
な
い
。
結

果
的
に
、
多
く
の
働
き
手
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
経
済
的
観
点
か
ら
も
こ
の
寄
生
虫
病
の
撲
滅
が
つ

よ
く
望
ま
れ
る
。
こ
の
病
気
は
、
住
民
に
対
す
る
啓
発
・

教
育
と
水
を
濾
過
す
る
た
め
の
布
類
の
配
布
で
予
防
が

可
能
な
の
だ
か
ら
。

こ
の
疾
患
は
古
く
、
紀
元
前
15
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
に

あ
っ
た
と
す
る
記
載
が
あ
る
。
紀
元
前
10
世
紀
の
エ
ジ

プ
ト
ミ
イ
ラ
の
脚
に
石
灰
化
し
た
虫
が
み
つ
か
っ
て
い

る
（
死
ん
だ
虫
は
石
灰
化
す
る
）。
紀
元
前
12
〜
13
世
紀
、

モ
ー
ゼ
の
一
行
が
紅
海
周
辺
を
旅
し
た
と
き
、「
火
を
吹

く
蛇
」
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
旧
約
聖
書
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。
当
時
、
中
東
地
域
は
メ
ジ
ナ
虫
症
の
汚
染
地
域

だ
っ
た
（
メ
ジ
ナ
は
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
第
２
の
聖
地
）。 

こ
の
ム
シ
（
蛇
）
を
棒
に
巻
き
つ
け
て
ゆ
っ
く
り
と
取
り

だ
す
の
が
当
時
の
医
師
の
重
要
な
役
目
だ
っ
た
。
も
し

途
中
で
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
と
二
次
感
染
が
お
き
て
、
脚

が
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
高
か

っ
た
。

そ
う
、
メ
ジ
ナ
の
町
に
巣
食
う
虫
、「
火
を
吹
く
蛇
」

を
退
治
す
る
こ
と
は
、
当
時
最
高
級
の
医
療
だ
っ
た
の

だ
。
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
氏
は
き
っ
と
、
メ
ジ
ナ
虫
退
治

の
神
が
か
っ
た
名
人
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
感
染
症

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
）
は
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
10
月
10
日
か
ら
15

日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
の
開
催
は
現
代
日
本
再
生
の
分
岐
点
と
な
っ
た
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
あ
と
、
正
式
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
た
の
も
東
京
大
会
か
ら
だ
。

横
浜
在
住
の
中
学
校
１
年
生
（
13
歳
）
だ
っ
た
筆
者
が
、
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の
は
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
み
ら
れ
た
こ
と
。
多
く
の
同
級
生
の
家
庭
に
も
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
導
入
さ

れ
た
。
競
技
は
世
界
中
へ
と
衛
星
中
継
さ
れ
、
当
時
は
米
国
領
だ
っ
た
沖
縄
に
も
電
電
公
社
（
当
時
）
の

マ
イ
ク
ロ
回
線
が
つ
な
が
っ
た
。
競
技
記
録
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
さ
れ
た
の
も
、
東

京
大
会
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。

東
海
道
新
幹
線
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
、
首
都
高
速
や
名
神
高
速
道
路
が
完
成
し
、
羽
田
空
港
の
滑
走

路
が
拡
張
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
。
東
京
に
は
多
く
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
ゴ
ミ
都
市
東

京
に
多
く
の
ゴ
ミ
収
集
車
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
家
庭
の
ト
イ
レ
が
、
く
み
取
り
式
か
ら
水
洗
式

に
変
わ
り
だ
し
た
。
東
京
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、「
死
の
川
」
と
い
わ
れ
た
臭
い
隅
田
川
の
水
を
、



041

0 4 1

第 １ 章 　 ヒ ト v s 感 染 症 の 歴 史 秘 話

第 １ 部 　 病 理 医 が の ぞ い た 感 染 症 の 世 界

荒
川
の
大
量
の
水
で
洗
い
流
す
試
み
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
行
な
わ
れ
た
。
下
水
道
の
普
及
率
は

ま
だ
ま
だ
低
か
っ
た
。
東
京
の
道
は
砂
利
道
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
。

国
際
的
に
は
、
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
が
解
任
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
な
か
っ
た
中

華
人
民
共
和
国
が
初
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
開
催
期
間
中
の
こ
と
だ
。

あ
る
と
き
、
筆
者
は
東
京
都
内
に
あ
る
某
大
学
病
院
の
病
理
解
剖
記
録
を
み
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し

て
図
ら
ず
も
、
死
因
の
劇
的
な
変
遷
を
発
見
し
た
。
１
９
６
４
年
ま
で
、
死
因
で
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た

の
は
感
染
症
で
あ
る
。
あ
る
年
の
夏
な
ど
、
死
因
の
多
く
は
日
本
脳
炎
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
児
例

だ
っ
た
。
筆
者
が
小
学
校
低
学
年
の
時
代
（
昭
和
30
年
代
後
半
）、
毎
年
打
つ
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
痛
く

て
い
や
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
１
９
６
５
年
か
ら
は
、
み
ご

と
に
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
別
の
機
会
に
、
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
の
解

剖
記
録
を
み
て
驚
い
た
。
１
９
６
４
年
ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
死
因
は
圧
倒
的
に
感
染
症
が
多
く
、

と
く
に
結
核
が
際
だ
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
ち
ら
も
１
９
６
５
年
以
降
、
結
核
に
よ
る
死
亡
は
激

減
し
、
そ
の
代
わ
り
ハ
ン
セ
ン
病
に
伴
う
続
発
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
よ
る
心
不
全
・
腎
不
全
が
急

増
し
た
。
病
理
解
剖
の
診
断
か
ら
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
公
衆
衛
生
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
日
本
社
会
は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
。
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赤
痢
菌
や
コ
レ
ラ
菌
は
な
ぜ
先
進
諸
国
で
弱
毒
化
し
て
い
る
の
か

１
９
９
４
年
に
、
進
化
生
物
学
者
の
ポ
ー
ル･

Ｗ
・
イ
ー
ワ
ル
ド
は
次
の
仮
説
を
提
唱
し
た
。

①
う
つ
り
や
す
い
条
件
で
は
感
染
症
は
重
症
化
す
る
。
歩
け
な
い
重
症
患
者
か
ら
も
う
つ
る
状
態
な
ら

病
原
体
は
強
毒
株
で
あ
る
。

②
う
つ
り
に
く
い
条
件
で
は
感
染
症
は
軽
症
化
す
る
。
弱
毒
化
し
た
病
原
体
を
有
す
る
軽
症
患
者
は
歩

い
て
う
つ
し
回
る
。

伝
染
病
が
重
症
な
の
は
、
人
か
ら
人
へ
病
原
体
が
う
つ
り
や
す
い
次
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

(a)　
人
が
密
集
す
る
古
代
都
市

(b)　
産
業
革
命
時
の
労
働
者
宿
舎

(c)　
戦
時
中
の
軍
隊

こ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
た
と
え
ば
麻
疹
（
は
し
か
）
を
例
に
み
て
み
よ
う
。

人
が
流
動
す
る
近
代
都
市
で
は
、
麻
疹
は
子
ど
も
に
多
い
軽
い
病
気
だ
が
、
江
戸
時
代
、
麻
疹
は
天

然
痘
（
痘と

う

瘡そ
う

）
よ
り
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
現
代
で
も
、
発
展
途
上
国
の
麻
疹
は
重
症
で
、
多
く
の
子
ど
も
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た
ち
が
麻
疹
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。

で
は
、
赤
痢
と
コ
レ
ラ
は
ど
う
だ
ろ
う
。
上
下
水
道
の
な
い
（
う
つ
り
や
す
い
）
発
展
途
上
国
で
は
重

症
の
赤
痢
、
コ
レ
ラ
が
多
く
、
現
在
で
も
コ
レ
ラ
の
流
行
に
よ
る
死
者
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
塩
素
消

毒
さ
れ
た
上
水
道
が
整
備
さ
れ
、
水
洗
ト
イ
レ
が
普
及
し
て
い
る
先
進
諸
国
で
は
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
の

多
く
は
軽
症
で
あ
る
。

赤
痢
菌
に
は
病
原
性
の
異
な
る
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
（
志
賀
型
、
フ
レ
ク
ス
ナ
ー
型
、
ボ
イ
ド
型
、
ソ
ン

ネ
型
で
、
こ
の
順
に
症
状
が
軽
く
な
る
）、
上
下
水
道
の
未
発
達
な
発
展
途
上
国
の
赤
痢
に
は
、
志
賀
潔
が
１

８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
に
発
見
し
た
志
賀
型
が
多
い
の
に
対
し
て
、
日
本
の
赤
痢
は
ソ
ン
ネ
型
ば
か
り

で
あ
る
。
う
つ
り
や
す
い
条
件
下
で
は
感
染
症
は
重
症
化
し
、
う
つ
り
に
く
い
条
件
下
で
は
、
そ
の
毒

性
を
弱
め
る
と
い
う
イ
ー
ワ
ル
ド
の
仮
説
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
伝
染
病
伝
播
と
い
う
観
点
か
ら
、
動
物
と
し
て
の
ヒ
ト
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

(a)　
ト
イ
レ
を
使
う

(b)　
服
を
着
る
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(c)　
加
熱
し
た
食
事
を
と
る

病
原
体
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、
他
の
動
物
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
ヒ
ト
に
う
つ
り

に
く
い
状
況
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
ヒ
ト
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
［
Ｐ
０
９
３
］。
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
高
い
と
き
、
少
数
の
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
に
病
原
体
が
感
染
し
た
と
し
て
、
仮
に
そ
の
感
染
者
が
重
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
株
は
広
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
感
染
者
が
歩
き
回
っ
て
く
れ
な
い
と
感
染
を
広
げ
て
く
れ
な
い
か

ら
だ
（
つ
ま
り
、
弱
毒
株
で
あ
る
ほ
う
が
感
染
は
広
が
る
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
病
原
体
を

弱
体
化
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
は
複
数
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
肛
門
性
交
で
感
染
し
や
す
く
、
欧
米
に

多
い
Ｂ
型
は
病
原
性
が
い
ち
ば
ん
高
い
。
男
性
同
性
愛
者
は
、
同
一
の
人
が
性
交
の
能
動
的
お
よ
び
受

動
的
役
割
を
受
け
も
ち
、
か
つ
性
交
相
手
が
多
く
、
国
境
を
越
え
て
旅
行
し
て
性
交
す
る
特
徴
が
あ
る
。

腟
性
交
で
感
染
し
や
す
く
男
女
比
が
１
：
１
に
近
い
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
型
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
区
に
多

く
、
病
原
性
は
比
較
的
低
い
（
日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
Ｅ
型
が
多
い
）。
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
と
っ
て

う
つ
り
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
化
を
促
進
す
る
の
だ
。
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こ
の
こ
と
を
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る
病
原
体
の
生
き
残
り
戦
略
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
考
え
て
み
て

ほ
し
い
。
ヒ
ト
に
寄
生
し
て
増
殖
す
る
病
原
体
に
と
っ
て
、
宿
主
を
殺
せ
ば
自
分
も
滅
ぶ
し
、
も
た
も

た
し
て
い
れ
ば
宿
主
の
免
疫
系
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
自
ら
が
滅
び
る
前
に
他
の

人
に
う
つ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
病
原
体
は
自
分
で
は
遠
く
へ
行
け
ず
、
下
痢
便
や
尿
の

中
へ
出
る
か
、
咳
・
く
し
ゃ
み
で
空
中
に
飛
ぶ
か
、
性
行
為
に
よ
る
接
触
な
ど
で
う
つ
る
し
か
な
い
。

つ
ま
り
、
う
つ
り
に
く
い
状
況
が
整
う
ほ
ど
に
、
病
原
体
は
弱
毒
化
す
る
こ
と
で
生
き
残
ろ
う
と
す

る
の
だ
。
か
つ
て
は
猛
威
を
振
る
っ
た
赤
痢
菌
や
コ
レ
ラ
菌
が
先
進
諸
国
に
お
い
て
弱
毒
化
し
た
の
は

こ
の
た
め
で
あ
る
（
も
う
ひ
と
つ
、
生
き
残
る
作
戦
は
あ
る
。
そ
れ
は
短
期
間
に
変
異
株
が
生
じ
る
こ
と
だ
）。

な
お
、
衛
生
状
態
が
よ
い
先
進
国
に
お
い
て
も
、
今
な
お
生
じ
る
感
染
症
と
し
て
は
次
の
例
が
あ
げ

ら
れ
る
。
①
エ
イ
ズ
、
②
細
菌
性
食
中
毒
、
③
海
外
渡
航
者
感
染
症
、
④
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
⑤

院
内
感
染
・
耐
性
菌
感
染
症
、
で
あ
る
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
特
効
薬
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
発
見

土
の
中
に
は
、
細
菌
、
真
菌
（
カ
ビ
）
と
い
っ
た
微
生
物
の
ほ
か
、
昆
虫
の
幼
虫
や
線
虫
（
ミ
ミ
ズ
の
よ
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う
な
細
長
い
ム
シ
）
が
多
数
生
息
し
て
い
る
。
１
９
２
８
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
レ
ミ

ン
グ
は
ブ
ド
ウ
球
菌
の
培
地
に
生
え
た
青
カ
ビ
（
ペ
ニ
シ
リ
ウ
ム
）
の
ま
わ
り
の
菌
が
死
ん
で
い
る
の
に

気
づ
き
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
化
学
者
た
ち
は
土
中
に
暮
ら
す
真
菌
や
放
線
菌
（
細

長
く
大
型
の
細
菌
）
か
ら
抗
生
物
質
（
抗
菌
剤
）
と
よ
ば
れ
る
化
学
物
質
を
次
々
と
発
見
し
た
。
抗
生
物
質

の
医
療
へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。

真
菌
や
放
線
菌
が
抗
生
物
質
を
つ
く
り
だ
す
の
は
、
栄
養
分
の
取
り
合
い
・
生
存
競
争
に
勝
ち
残
る

た
め
の
戦
略
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
微
生
物
が
よ
り
彼
ら
に
と
っ
て
超
大
型
で
強
力
な

競
争
相
手
と
な
る
昆
虫
の
幼
虫
や
線
虫
を
退
散
さ
せ
る
物
質
を
つ
く
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

そ
こ
に
気
づ
い
た
北
里
研
究
所
の
大
村
智さ

と
し教
授
は
、
放
線
菌
の
つ
く
り
だ
す
画
期
的
な
薬
を
発
見
し

た
。
線
虫
や
昆
虫
を
含
む
節
足
動
物
の
神
経
を
麻
痺
さ
せ
る
抗
生
物
質
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
２

０
１
５
年
、
大
村
教
授
は
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
［
Ｐ
２
１
１
コ
ラ
ム
参
照
］。

こ
の
経
口
治
療
薬
は
、
人
や
動
物
に
寄
生
す
る
線
虫
や
ダ
ニ
（
疥
癬
虫
）
を
退
治
す
る
駆
虫
薬
と
し
て

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
日
本
で
は
糞ふ

ん

線せ
ん

虫ち
ゅ
う症

［
Ｐ
２
０
６
］
と
疥か

い

癬せ
ん

［
Ｐ
２
８
１
］
に
保
険
適
応
と
な
っ

て
お
り
、
世
界
的
に
も
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
（
象ぞ

う

皮ひ

病
）、
回か

い

旋せ
ん

糸し

状じ
ょ
う

虫ち
ゅ
う症

（
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
＝
河
川
盲
目
症
、
Ｐ

２
２
７
）
の
特
効
薬
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
巨
大
製
薬
企
業
、
メ
ル
ク
社
は
ア
フ
リ
カ
に
イ
ベ
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ル
メ
ク
チ
ン
を
無
償
で
提
供
し
、
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
に
よ
る
失
明
を
毎
年
数
万
人
単
位
で
救
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
人
の
体
内
で
は
お
も
に
脂
肪
細
胞
や
肝
細
胞
に
分
布
し
、
血
液
の
中
で
は
タ
ン
パ

ク
質
（
ア
ル
ブ
ミ
ン
）
と
結
合
す
る
。
肝
臓
で
代
謝
さ
れ
た
あ
と
も
水
に
溶
け
に
く
く
、
尿
で
な
く
便
へ

と
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
体
内
の
半
減
期
が
長
い
。
人
や
動
物
へ
の
副
作
用
は
少
な
く
、
疥
癬
に
は
１
回
、

線
虫
症
に
は
２
週
間
間
隔
で
２
回
の
経
口
投
与
で
効
く
た
め
、
医
師
に
と
っ
て
、
と
て
も
使
い
や
す
い

薬
で
あ
る
（
た
だ
し
、
寄
生
虫
で
も
、
土
中
に
棲
ま
な
い
吸
虫
や
条
虫
に
は
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
無
効
）。

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
恩
恵
が
顕
著
な
の
は
、
お
そ
ら
く
の
ら
犬
だ
ろ
う
。
か
つ
て
、
の
ら
犬
の
寿
命

は
５
年
ほ
ど
だ
っ
た
。
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
イ
ヌ
糸
状
虫
と
い
う
線
虫
が
右
心
室
と
肺
動
脈
に
詰

ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
寄
生
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
犬
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
予
防
薬
と
し
て
普
及
す

る
と
、
の
ら
犬
の
寿
命
は
倍
増
し
た
。
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
効
果
が
て
き
め
ん
な
の
だ
［
Ｐ
２
３
０
］。

そ
の
ほ
か
、
ウ
シ
の
内
臓
寄
生
虫
や
皮
膚
の
ダ
ニ
の
駆
除
に
も
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
が
有
効
な
の
だ
が
、

こ
の
こ
と
が
思
わ
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
。
ウ
シ
へ
は
、
お
も
に
皮
膚
に
滴
下
塗
布
す
る
方
法
が
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
牛
肉
に
成
分
が
残
留
す
る
た
め
、
輸
入
肉
に
対
す
る
許
容
量
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
前
述

の
と
お
り
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
大
部
分
は
糞
の
中
に
排
出
さ
れ
る
た
め
、
結
果
的
に
自
然
界
で
牛
糞

を
分
解
す
る
役
目
を
担
う
昆
虫
た
ち
の
成
育
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
と
呼
ば
れ
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る
コ
ガ
ネ
ム
シ
は
、
幼
虫
を
育
て
る
た
め
に
牛
糞
を
地
中
に
た
め
込
み
、
糞
を
分
解
し
て
土
に
戻
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
含
む
糞
で
飼
育
さ
れ
た
幼
虫
の
多
く
は
死
滅
し
て
し
ま
う
。
駆

虫
薬
の
適
切
な
投
与
に
は
、
畜
産
上
の
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
草
地
を
含
む
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
視
点
を
も
っ
た
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
使
用
が
医
師
や
獣
医
師
に

強
く
求
め
ら
れ
る
。

山
梨
大
学
学
芸
学
部
（
教
育
学
部
）
自
然
科
学
科
を
１
９
５
８
年
に
卒
業
し
た
大
村
智
氏
は
、
高
校
教

員
を
経
て
、
北
里
研
究
所
で
抗
生
物
質
の
研
究
を
始
め
た
。
医
師
で
も
薬
剤
師
で
も
な
い
彼
は
、
こ
れ

ま
で
に
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
含
む
１
７
０
を
超
え
る
新
た
な
化
学
物
質
を
発
見
し
た
。
こ
う
し
た
優
れ

た
研
究
業
績
に
加
え
て
、
北
里
研
究
所
の
財
政
再
建
、
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
山
梨
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
を
果
た
し
、
女
子
美
術
大
学
の
理
事
長
と
開
智
学
園
の
名
誉
学
園
長
を
務
め
た
。

さ
ら
に
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
生
ま
れ
故
郷
の
山
梨
県
韮
崎
市
に
韮
崎
大
村
美
術
館
を

設
立
し
、
館
長
を
兼
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
韮
崎
市
内
に
武
田
乃
郷
白
山
温
泉
も
開
設
し
た
。
本
物

の
文
化
人
で
あ
る
。
拍
手
。
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エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
挑
む
医
療
者
の
勇
気
と
現
実

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
１
９
７
６
年
に
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
に
あ
る
エ
ボ
ラ
川
流
域
で

初
め
て
み
つ
か
っ
た
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
で
あ
る
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
細
長
い
形
を
し
た
Ｒ

Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
致
死
率
は
40
％
～
90
％
と
著
し
く
高
い
。
２
０
１
４
年
に

中
央
ア
フ
リ
カ
３
か
国
（
ギ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
）
で
流
行
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
は
、
患
者

数
２
万
８
６
１
６
名
の
う
ち
１
万
１
３
１
０
名
が
死
亡
し
た
（
死
亡
率
40
％
）。

体
内
に
侵
入
し
た
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
免
疫
細
胞
の
う
ち
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
樹
状
細
胞
に
感
染

す
る
。
感
染
細
胞
か
ら
大
量
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
い
う
免
疫
物
質
が
分
泌
さ
れ
る
結
果
、
血
液
が
固
ま

り
に
な
っ
て
出
血
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
炎
症
が
誘
発
さ
れ
て
全
身
臓
器
が
傷
害
さ
れ
る
の
だ
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
は
、
コ
ウ
モ
リ
か
ら
人
に
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
こ
と
で
始
ま
り
、
い
っ
た

ん
人
に
感
染
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
人
か
ら
人
へ
と
感
染
が
広
が
る
。
潜
伏
期
間
は
１
～
２
週
間
。
感

染
者
の
体
液
（
血
液
、
分
泌
物
、
唾
液
、
便
や
吐
物
）
に
触
れ
る
こ
と
で
伝
染
す
る
。
そ
の
た
め
、
介
護
す
る

家
族
と
治
療
す
る
医
療
者
が
と
く
に
感
染
し
や
す
い
。
現
地
で
は
、
葬
儀
で
感
染
者
の
遺
体
に
触
る
習
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慣
が
あ
り
、
こ
の
古
く
か
ら
の
儀
式
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
。

確
立
さ
れ
た
治
療
法
は
ま
だ
な
い
が
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
か
ら
回
復
し
た
人
の
血
清
の
点
滴
が
有
効
で

あ
る
。
血
液
中
に
あ
る
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
中
和
抗
体
を
利
用
す
る
の
だ
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

治
療
薬
が
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
も
効
果
が
あ
る
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

２
０
１
５
年
、
流
行
地
ギ
ニ
ア
で
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
臨
床
試
験
で
６
０
０
０
人
が
ワ
ク
チ
ン
ｒ
Ｖ

Ｓ
Ｖ-

Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｖ
の
接
種
を
受
け
、
感
染
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
対

照
群
で
は
、
23
人
が
感
染
し
た
。
た
だ
し
、
２
人
に
重
大
な
副
作
用
が
出
た
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。

２
０
１
９
年
11
月
に
は
２
番
目
の
ワ
ク
チ
ン
が
欧
州
連
合
で
承
認
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
、
東
大
グ

ル
ー
プ
が
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
操
作
し
て
増
殖
力
を
失
わ
せ
た
新
型
ワ
ク
チ
ン
ｉ
Ｅ
ｖ
ａ
ｃ-

Ｚ
の
治
験
を
開
始
。
サ
ル
の
実
験
で
発
症
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
副
作
用
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
製
造

効
率
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
の
西
ア
フ
リ
カ
で
の
流
行
で
は
、
国
境
な
き
医
師
団
を
含
む
多
く
の
医
療
者
た
ち
が
現

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
治
療
に
あ
た
っ
た
。
人
的
に
も
物
的
に
も
資
源
が
限
ら
れ
た
困
難
な
状
況
下
だ
っ

た
。
当
然
、
可
能
な
限
り
厳
格
な
感
染
防
止
対
策
が
と
ら
れ
た
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
８
６
５
名
の

医
療
者
が
エ
ボ
ラ
出
血
熱
を
発
症
し
、
実
に
５
０
４
名
が
死
亡
し
た
の
だ
（
死
亡
率
58
％
）。
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リ
ベ
リ
ア
で
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
切
迫
流
産
と
な
っ
た
妊
婦
に
対
す
る
救
急
措
置
で
感
染
し
た
産

科
医
、
治
療
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
突
然
鳴
っ
た
患
者
の
携
帯
電
話
を
と
っ
て
感
染
し
た
医
師
、
血
液
を
分
注

す
る
際
に
血
液
を
顔
面
に
浴
び
て
感
染
し
た
臨
床
検
査
技
師
が
い
た
。
命
を
か
け
た
人
道
支
援
を
心
か

ら
尊
敬
し
た
い
。
亡
く
な
っ
た
医
療
者
に
は
、
現
地
で
開
業
す
る
医
師
や
医
師
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
無
防
備
な
状
況
で
、
押
し
か
け
て
き
た
患
者
か
ら
病
気
を
も
ら
っ
た
の
だ
。

２
０
１
９
年
７
月
に
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
の
再
流
行
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
刻
も
早
い
治
療

薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
と
も
に
、
緊
急
時
で
も
、
自
分
や
同
僚
を
守
り
つ
つ
、
患
者
の
治
療
に
専
念

で
き
る
医
療
労
働
環
境
の
構
築
が
つ
よ
く
望
ま
れ
る
。

２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
、
爆
発
的
な
患
者
発
生
と
防

御
グ
ッ
ズ
の
不
足
な
ど
で
医
療
崩
壊
し
た
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
で
は
多
く
の
医
療
者
が
院
内
（
業
務
）

感
染
し
た
。
４
月
は
じ
め
ま
で
に
イ
タ
リ
ア
で
は
医
師
50
人
以
上
が
死
亡
し
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
感
染
者

総
数
の
１
割
以
上
が
医
療
者
だ
っ
た
。
日
本
で
も
、
業
務
感
染
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
発
生
し
た
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
患
者
が
日
本
の
私
立
病
院
に
入
院
し
た
ら
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今
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
報
告
は
な
い
。
し
か
し
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
潜
伏

期
間
１
～
２
週
間
の
う
ち
に
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ま
ま
現
地
か
ら
入
国
・
帰
国
し
た
場
合
、

日
本
国
内
で
発
症
・
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
様
に
、
致
死
性
の
高
い
新
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
は
、
感
染
症
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
各
都
道
府
県
に
感
染
症
指
定
病
院
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
公
立
病
院
に
は
致
死
性
・
感
染
性
の
高
い
伝
染
性
疾
患
に
対
応
で
き
る
特
別
病
床
が
あ
る
。
も

し
日
本
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
患
者
が
発
生
し
た
と
き
、
こ
の
仕
組
み
が
役
だ
つ
は
ず
で
あ
る
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う
。
患
者
本
人
は
当
初
、
自
分
の
病
気
が
何
物
か
わ
か
ら
な
い
。
そ

し
て
、
治
療
を
求
め
て
、
近
く
の
病
院
を
訪
ね
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
新
型

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
が
つ
く
。
患
者
が
訪
ね
た
病
院
が
た
ま
た
ま
私
立
病
院
だ
っ
た
場
合
を
想

定
し
よ
う
。

マ
ス
コ
ミ
は
直
ち
に
怖
い
感
染
症
患
者
の
発
生
を
病
院
名
と
と
も
に
大
々
的
に
発
表
す
る
だ
ろ
う
。
病

気
は
劇
症
な
の
で
、
転
院
治
療
は
難
し
い
。
患
者
を
運
ぶ
救
急
車
の
中
が
危
険
だ
し
、
搬
送
中
に
交
通

事
故
に
遭
っ
た
ら
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
最
初
の
病
院
で
治
療
を
続
け
ざ
る
を

得
な
い
確
率
が
高
い
。
そ
う
な
る
と
、
名
指
し
さ
れ
た
私
立
病
院
へ
わ
ざ
わ
ざ
診
察
に
く
る
患
者
は
激
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減
し
、
す
で
に
入
院
し
て
い
る
患
者
も
転
院
を
望
む
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
、
私
立
病
院
が
経
済
的
に
苦

し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
あ
る
病
院
の
試
算
だ
と
、
患
者
が
２
週
間
入
院
し
た
場
合
、
20

億
円
以
上
の
損
失
と
な
る
と
か
。
も
し
、
ケ
ア
が
素
晴
ら
し
く
て
患
者
さ
ん
が
１
か
月
も
入
院
し
た
と

し
た
ら
、
病
院
は
完
全
に
経
営
破
綻
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る
以
上
、
私
立
病
院
で
は
こ
う
し
た
患
者
を
い
か
に
入
院
さ
せ
な
い

か
の
算
段
が
必
要
と
な
る
。
患
者
が
来
院
し
た
場
合
で
も
、
正
面
玄
関
で
な
く
、
敷
地
内
に
別
に
準
備

し
た
特
別
診
察
室
へ
と
誘
導
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
院
外
に
張
り
紙
を
し
て
告
知
し
、
携
帯
電
話
で
来

院
を
伝
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
院
内
感
染
防
止
委
員
会
や
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
で
は
こ
ん
な
シ
ナ
リ

オ
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
の
だ
が
、
な
に
か
む
な
し
い
。
ど
う
行
動
す
る
か
は
患
者
さ
ん
次
第
で

あ
り
、
病
院
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
か
ら
だ
。

患
者
が
公
立
病
院
を
受
診
し
た
場
合
で
も
同
じ
状
況
が
発
生
す
る
が
、
大
き
な
損
益
が
出
て
も
病
院

が
潰
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
感
染
症
指
定
病
院
の
９
割
以
上
は
公
立
病
院
で
あ
る
。
し
か

し
、
私
立
病
院
の
場
合
は
切
実
な
経
営
上
の
問
題
と
な
る
。

み
な
さ
ん
、
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

こ
う
し
た
特
殊
な
状
況
下
で
の
「
診
療
拒
否
」
を

許
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？
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コ
ラ
ム	

日
本
最
初
の
院
内
感
染

日
本
最
初
の
院
内
感
染
の
犠
牲
者
を
紹
介
し
よ
う
。

創
設
間
も
な
い
大
阪
府
医
学
校
病
院
（
現
在
の
大
阪
医

療
セ
ン
タ
ー
）
で
死
亡
し
た
の
は
長
州
藩
士
の
大
村
益
次

郎
（
村
田
蔵ぞ

う

六ろ
く

）
だ
っ
た
。
大
村
は
、
緒
方
洪こ

う

庵あ
ん

の
も
と
、

大
阪
の
適
塾
で
学
ん
で
蘭
医
と
な
り
、
明
治
政
府
の
兵

部
省
の
初
代
大た

い

輔ふ

（
次
官
）
と
し
て
、
事
実
上
、
日
本
陸

軍
を
始
め
た
軍
政
家
だ
っ
た
。
職
業
武
士
の
解
体
、
徴

兵
制
・
国
民
皆
兵
、
兵
学
校
の
設
置
な
ど
を
提
唱
し
た

た
め
、
１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
９
月
４
日
の
夕
方
、

京
都
三
条
木
屋
町
で
、
も
と
長
州
藩
士
の
保
守
系
刺し

客か
く

８
人
に
襲
わ
れ
た
。

右
膝
の
傷
が
と
く
に
深
手
だ
っ
た
。
10
月
27
日
に
大

阪
の
病
院
で
、
オ
ラ
ン
ダ
医
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド

ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
右
太
も
も
以
下
が
切
断
さ
れ
た
。
抗

菌
剤
の
な
い
時
代
、
傷
口
の
感
染
か
ら
敗は

い

血け
つ

症し
ょ
うを

併
発

し
て
、
11
月
５
日
に
他
界
し
た
。
45
歳
だ
っ
た
。
病
院

の
東
南
角
に
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

入
院
中
の
益
次
郎
を
50
余
日
に
わ
た
っ
て
看
病
し
続

け
た
の
は
、
か
の
オ
ラ
ン
ダ
医
（
実
は
ド
イ
ツ
人
）、
フ
ィ

リ
ッ
プ･

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
で
日
本
最
初
の

女
医
（
産
科
医
）
で
も
あ
っ
た
楠
本
イ
ネ
だ
っ
た
。
益
次

郎
は
四
国
、
宇
和
島
で
イ
ネ
の
用
心
棒
兼
蘭
学
指
南
役

を
務
め
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
益

次
郎
と
イ
ネ
が
登
場
す
る
歴
史
小
説
「
花
神
」（
新
潮
文

庫
）
の
著
者
で
あ
る
司
馬
遼
太
郎
氏
が
、
１
９
９
６
年

２
月
12
日
に
大
動
脈
瘤
破
裂
で
亡
く
な
っ
た
の
は
、
奇

し
く
も
同
じ
病
院
だ
っ
た
。
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感
染
症
予
防
に
は
ま
ず
、

相
手
を
知
る
こ
と
か
ら
。

こ
こ
で
は
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

病
原
体
や
感
染
症
に
関
す
る

基
礎
的
な
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す
。

病
原
体
・
感
染
症

 

Ｑ
＆
Ａ

第 2 章
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病
原
体
と
感
染
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
多
く
の
病
原
体
は
、
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
感
染
症
が

わ
か
り
に
く
い
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
ど
ん
な
病
原
体
が
あ
る
の
か
、
病
原
体
の

個
性
を
知
っ
た
う
え
で
、
感
染
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
２
章
で
は
病
原
体
と
感
染
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
き
た
い
。
と
は
い
え
、
教
科
書
的
に
頭
か
ら
解
説
し
て
い
っ
て
も
眠
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
だ
し
、
本

書
は
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
目
的
の
本
で
は
な
い
の
で
、
ざ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
が
、
Ｑ
＆
Ａ
の
一
問
一

答
形
式
で
、
か
い
つ
ま
ん
で
病
原
体
と
感
染
症
に
つ
い
て
話
し
て
い
こ
う
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
第
２
章

を
読
め
ば
、
今
後
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
感
染
症
の
記
事
を
見
聞
き
し
た
り
す
る
際
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
行
動
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
知
識
が
得
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。

な
お
、
Ｐ
０
５
８
、
０
５
９
に
掲
載
し
た
病
原
体
の
図
は
、
本
書
を
読
み
進
め
て
い
く
と
き
の
参
考

に
な
る
の
で
、
何
度
も
見
直
し
て
利
用
し
て
ほ
し
い
。
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人
に
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
病
原
体
に
は
、
小
さ
い
順
に
①
ウ
イ
ル
ス
、
②
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
③
リ
ケ

ッ
チ
ア
、
④
細
菌
、
⑤
真し

ん
菌き

ん
（
カ
ビ
）、
⑥
原げ

ん
虫ち

ゅ
う（

原
生
動
物
）、
⑦
蠕ぜ

ん
虫ち

ゅ
う＝

い
わ
ゆ
る
寄
生
虫
（
吸
虫
、
条
虫
、

線
虫
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑧
ダ
ニ
や
昆
虫
も
人
に
感
染
（
寄
生
）
す
る
こ
と
が
あ
る
。

病
原
体
の
大
き
さ
を
比
較
し
た
次
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
①
～
⑥
は
、
肉
眼
で
み
え
な

い
た
め
、
病
原
微
生
物
と
も
よ
ば
れ
る
。
②
と
③
は
広
い
意
味
で
は
細
菌
に
属
す
る
。
最
小
の
ウ
イ
ル

ス
は
30
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
＝
０
・
０
３
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
０
・
０
０
０
０
３
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
小
さ
さ
で
あ

病
原
体
と
は
何
で
す
か
？

人
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
す
か
？

Q
病
原
体
と
は
、感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
生
命
体
を
指
す
。

生
き
た
細
胞
、組
織
、臓
器
に
感
染
し
、

正
常
の
機
能
を
損
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
と
な
る
。

A



058

0 5 8

（1ミリ＝1000ミクロン、1ミクロン＝1000 ナノメートル）

る
。
一
方
、
最
大
の
病
原
体
は
、
第
４
章
で
紹
介

す
る
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
る
サ
ナ
ダ
ム
シ

（
条
虫
）
で
あ
る
［
Ｐ
２
５
４
］。

上
に
あ
げ
た
（
微
）
生
物
の
う
ち
、
人
に
感
染
・

寄
生
し
て
悪
さ
を
す
る
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。

納
豆
を
つ
く
る
納
豆
菌
（
枯こ

草そ
う

菌
）、
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
つ
く
る
乳
酸
菌
、
味
噌
や
日
本
酒
を
つ
く
る
コ

ウ
ジ
カ
ビ
、
パ
ン
や
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
酵
母
、
な

ど
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
微
生
物
は
少
な
く
な
い
。

病
原
体
に
よ
っ
て
「
病
原
性
」（
性
質
や
能
力
）
が

異
な
り
、
病
気
の
重
症
度
や
慢
性
化
す
る
か
ど
う

か
が
決
ま
る
。
病
原
性
は
、
侵し

ん

襲し
ゅ
う性

（
細
胞
の
内
部

へ
侵
入
す
る
か
ど
う
か
）、
組
織
傷
害
性
（
毒
力
）、
増

殖
能
力
の
有
無
や
強
さ
に
よ
っ
て
、
影
響
力
や
治

５ミクロン〜　　　10ミクロン〜　　　50ミクロン〜　　ミリ～メートル

 肉眼レベル光学顕微鏡レベル

真菌
原虫

線虫

吸虫 条虫

蠕
ぜん

虫
ちゅう
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療
法
も
違
っ
て
く
る
。

細
胞
の
中
に
入
り
込
む
病
原
体
は
、
細
胞
を
直

接
破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、
血
液
中
に
で
き
る
抗

体
の
作
用
を
受
け
な
い
。
抗
体
分
子
は
細
胞
膜
を

通
過
で
き
な
い
か
ら
だ
。
病
原
体
が
つ
く
る
毒
素

が
悪
さ
を
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
増
殖
す
る

ス
ピ
ー
ド
は
病
原
体
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
。
病

気
を
ひ
き
お
こ
す
の
に
必
要
な
病
原
体
の
量
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。

一
般
に
、
古
く
か
ら
人
類
と
接
触
し
て
い
た
微

生
物
（
腸
内
細
菌
や
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
）
ほ
ど
病
原

性
は
低
く
、
人
と
の
出
会
い
の
歴
史
の
浅
い
微
生

物
（
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
や
エ
ボ
ラ

出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
）
ほ
ど
病
原
性
が
高
い
。

図　病原体の大きさの比較

観察するもの

大きさ
 30ナノメートル〜　300ナノメートル　  500ナノメートル　 １ミクロン〜

電子顕微鏡レベル 光学顕微鏡レベル

ウイルス リケッチア
クラミジア 細菌
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人
体
に
棲
ん
で
い
る
菌
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？　

そ
の
影
響
は
？

Q
人
の
皮
膚
や
粘
膜
に
棲
み
つ
い
て
い
る
菌
の
こ
と
を

「
常
在
菌
」と
い
う
。

普
段
は
病
原
体
に
よ
る
感
染
を
防
い
で
く
れ
て
い
る
。

A常
在
菌
は
腸
、
口
、
の
ど
、
腟
や
皮
膚
な
ど
に
多
数
棲
み
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
が
正
常

に
機
能
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
大
腸
の
中
に
は
大
腸
菌
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
嫌
気
性
菌
が
い
る
。
口

の
中
に
は
レ
ン
サ
球
菌
や
放
線
菌
、
皮
膚
（
と
く
に
毛
穴
）
に
は
ブ
ド
ウ
球
菌
や
ニ
キ
ビ
菌
（
ア
ク
ネ
菌
）、

腟
に
は
乳
酸
桿
菌
（
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
桿
菌
）
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
菌
は
、
人
に
害
を
及
ぼ
す
病

原
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
と
い
う
大
切
な
役
目
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
微
生
物
が
そ
こ
に
い
る
（「
定
着
」
し

て
い
る
）
こ
と
と
感
染
症
が
お
き
る
（
病
気
が
「
発
症
」
す
る
）
こ
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
理
解
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し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

病
原
性
微
生
物
が
健
康
な
（
症
状
や
異
常
所
見
が
な
い
）
人
に
定
着
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
は
「
健

康
保
因
者
」
と
よ
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
悪
名
高
い
院
内
感
染
の
主
役
、
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
１
５
７
）
が
鼻
の
穴
や
の
ど
の
粘
膜
で
培
養
さ
れ
て
も
、
健
康
な
医
療
者
た
ち
（
健

康
保
因
者
）
に
症
状
は
な
い
。

保
因
者
に
熱
や
膿
が
出
る
な
ど
の
臨
床
症
状
の
あ
る
と
き
に
だ

け
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
特
効
薬
（
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
）
に
よ
る
治
療
が
行
な

わ
れ
る
。
厄
介
な
の
は
、
医
療
者
（
健
康
保
因
者
）
が
自
分
の
鼻
を

触
っ
て
、
そ
の
手
で
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る
と
、
患
者
さ
ん
が
致

死
的
な
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
こ
と
。
Ｐ
０
２
９
で
述
べ
た
よ
う
に
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

鼻
を
触
ら
な
い
こ
と
と
手
洗
い
が
大
切
な
理
由
で
あ
る
。
正
し
い

手
洗
い
の
原
則
は
、
手
首
ま
で
し
っ
か
り
洗
う
こ
と
［
Ｐ
０
３
３
］。

筆
者
は
こ
ん
な
提
案
を
し
て
い
る
。
入
院
患
者
さ
ん
が
参
加
す

図　顔面の毛嚢に常在するニキビ菌＝アクネ菌
（矢印）。星印は毛嚢の上皮細胞を示す
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る
院
内
感
染
防
止
対
策
で
あ
る
。
患
者
さ
ん
は
医
療
者
を
観
察
し
て
、
次
の
４
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

① 

医
療
者
が
腕
時
計
を
し
て
い
な
い
か
（
時
計
の
部
分
の
手
首
は
洗
え
な
い
た
め
Ｎ
Ｇ
）

② 
長
袖
の
白
衣
を
着
て
い
な
い
か
（
半
袖
白
衣
か
腕
ま
く
り
を
し
て
い
る
か
：
手
洗
い
は
手
首
ま
で
が
大
原
則
）

③ 
手
洗
い
の
あ
と
、
自
分
の
顔
（
鼻
）
を
触
る
こ
と
が
な
い
か

④ 

患
者
さ
ん
の
顔
を
診
察
し
た
あ
と
患
部
を
触
る
こ
と
が
な
い
か

違
反
を
み
つ
け
た
ら
、
遠
慮
し
な
い
で
、
す
ぐ
に
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
報
告
す
る
こ
と
。

抗
生
物
質
が
、
常
在
菌
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

抗
生
物
質
を
使
う
こ
と
で
常
在
菌
が
減
っ
て
し
ま
う
と
ど
う
な
る
か
。
常
在
菌
が
い
る
お
か
げ
で
増

殖
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
病
原
菌
や
耐
性
菌
が
繁
殖
し
て
し
ま
う
結
果
、
感
染
症
が
発
症
す
る
。
こ
の
現

象
は
「
菌
交
代
現
象
」
と
よ
ば
れ
る
。

た
と
え
ば
、
抗
生
物
質
を
飲
み
続
け
る
と
、
腸
の
中
で
耐
性
菌
が
増
殖
し
て
下
痢
を
き
た
す
こ
と
が

あ
る
。
皮
膚
へ
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
塗
り
続
け
る
と
、
皮
膚
の
常
在
菌
が
乱
れ
る
結
果
、
カ
ビ
（
水
虫
や
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カ
ン
ジ
ダ
）
に
感
染
し
や
す
く
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
菌
交
代
現
象
の
代
表
で
あ
る
。
腸
や
皮
膚

に
常
在
す
る
弱
毒
微
生
物
に
よ
る
感
染
症
は
「
内
因
性
感
染
症
」
と
よ
ば
れ
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用

（
外
因
性
感
染
症
を
防
ぐ
）
と
い
っ
た
感
染
防
止
対
策
で
は
防
げ
な
い
点
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

こ
こ
で
、
２
０
０
５
年
に
京
都
大
学
で
行
な
わ
れ
た
「
う
が
い
実
験
」
を
紹
介
し
よ
う
。

成
人
男
女
４
０
０
人
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、「
う
が
い
」
に
よ
る
風
邪
の
予
防
効
果
が
検
討

さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
１
日
３
回
以
上
、
水
で
う
が
い
を
す
る
」「
１
日
３
回
以
上
、
イ
ソ

ジ
ン
液
で
う
が
い
を
す
る
」「
う
が
い
を
し
な
い
」
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
１
か
月
に
１
０
０
人
中

何
人
が
風
邪
を
ひ
い
た
か
が
検
討
さ
れ
た
。「
水
う
が
い
」
グ
ル
ー
プ
は
17
人
、「
薬
う
が
い
」
グ
ル
ー

プ
は
24
人
、「
う
が
い
な
し
」
グ
ル
ー
プ
は
26
人
が
風
邪
を
ひ
い
た
。〝
イ
ソ
ジ
ン
・
ガ
ー
グ
ル
〟
と
い

う
い
か
に
も
効
き
そ
う
な
、
消
毒
薬
の
味
の
す
る
茶
色
い
液
体
で
の
ど
を
消
毒
す
る
と
、
水
う
が
い
よ

り
も
風
邪
を
ひ
き
や
す
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
消
毒
液
に
よ
っ
て
口
や
の
ど
に
い
る
常
在
菌
が
死
滅

し
た
こ
と
で
、
風
邪
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
常
在
菌
た
ち
を
大

切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

実
は
、
う
が
い
に
は
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
と
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
の
２
種
類
あ
る
。
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
は

口
腔
ケ
ア
が
目
的
で
、
飛
沫
感
染
防
止
は
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
の
ほ
う
だ
。
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感
染
症
に
か
か
る
に
は
次
の
３
つ
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
。
①
感
染
性
を
示
す
病
原
体
の
存
在
、
②

感
染
経
路
、
③
人
の
感
受
性
（
か
か
り
や
す
さ
）
だ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
で
も
欠
け

て
い
れ
ば
、
感
染
症
は
成
立
せ
ず
、
予
防
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、
病
原
体
自
体
を
殲せ

ん

滅め
つ

さ
せ
る
戦
略
は
、
家
畜
の
伝
染
病
で
は
応
用
さ
れ
て
も
（
す
べ
て
の
ニ
ワ

ト
リ
や
豚
が
殺
処
分
さ
れ
る
）、
人
に
は
と
う
て
い
応
用
で
き
な
い
。
感
染
予
防
対
策
か
ら
み
る
と
、
感
染
経

路
を
絶
つ
こ
と
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
予
防
接
種
）
に
よ
り
抵
抗
力
を
増
強
さ
せ
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も

感
染
症
は
ど
の
よ
う
に
し
て
人
に
う
つ
る
の
で
す
か
？

Q
人
に
害
を
及
ぼ
す
病
原
体
は
、 

そ
れ
ぞ
れ
の「
感
染
経
路
」を
使
っ
て
感
染
す
る
。 

感
染
経
路
は
い
く
つ
か
あ
り
、 

そ
れ
ら
を
絶
つ
こ
と
が
最
良
の
予
防
法
と
な
る
。

A
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効
率
的
な
予
防
法
で
あ
る
。

「
感
染
経
路
」
と
は
感
染
の
し
か
た
の
こ
と
。
図
［
Ｐ
０
６
６
］
に
人
か
ら
人
へ
の
「
感
染
経
路
」
を
示
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
、
感
染
経
路
別
に
み
た
病
原
体
を
表
［
Ｐ
０
６
８
］
に
ま
と
め
た
。
こ
う
し
た
感
染
経
路
を
絶

つ
こ
と
で
、
感
染
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
接
触
感
染　
直
接
あ
る
い
は
器
具
な
ど
を
介
し
て
間
接
的
に
保
因
者
と
接
触
し
て
感
染
す
る
。
感
染

予
防
は
手
洗
い
・
手
指
消
毒
に
つ
き
る
。
消
毒
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
速そ
っ

乾か
ん

式
手
指
消
毒
剤
が

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
は
、
い
ち
ば
ん
下
ま
で
押
し
て
３
㏄
を
手
の

平
に
と
る
こ
と
が
重
要
［
Ｐ
０
３
２
］
。
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
あ
と
は
、
適
宜
手
袋
を
着
用
す
れ
ば
万
全

だ
。
性
感
染
症
で
は
コ
ン
ド
ー
ム
着
用
が
重
要
と
な
る
。

②
飛
沫
感
染　
咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
飛
び
散
る
し
ぶ
き
に
よ
っ
て
感
染
す
る
。
飛
沫
は
１
メ
ー
ト
ル

以
内
に
落
下
す
る
。
感
染
予
防
に
は
う
が
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
が
有
効
。
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
上
に
落

ち
た
飛
沫
を
触
っ
て
感
染
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
も
心
が
け
よ
う
。

③
空
気
感
染　
微
生
物
を
含
む
、
咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
飛
び
散
る
し
ぶ
き
（
飛
沫
）
の
水
分
が
蒸
発
す

る
と
、
飛
沫
核
と
い
う
微
粒
子
に
な
る
。
微
粒
子
は
空
気
中
を
長
時
間
浮
遊
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
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接触感染は手指、飛沫感染は咳やくしゃみのしぶき（飛沫）、空気感染はしぶきから水分が蒸発した
微小粒子（飛沫核）によって媒介される。飛沫は１メートル以内に落下するが、軽い飛沫核は空気の
中を広く漂う。図では、接触感染は医師の手指から患者へ、飛沫感染と空気感染は患者のつばや咳か
ら医師へとうつる。

図　接触感染、飛沫感染、空気感染
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く
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
を
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
。
感
染
予
防
に
は
、
換
気
と
特
殊
な
医
療
用

マ
ス
ク
（
Ｎ
95
マ
ス
ク
）
の
着
用
が
必
要
と
な
る
。

④
一
般
媒
介
物
感
染　
汚
染
さ
れ
た
食
べ
物
、
水
、
薬
や
器
具
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
。
感
染
予
防
に

は
加
熱
や
消
毒
剤
に
よ
る
器
具
の
消
毒
が
有
効
。

⑤
節
足
動
物
媒
介
感
染　
蚊
、
ハ
エ
、
ダ
ニ
、
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
。
感
染
予
防
に

は
昆
虫
駆
除
と
防
虫
剤
使
用
が
原
則
と
な
る
。

⑥
母
子
感
染
（
垂
直
感
染
）　
妊
娠
中
の
胎
盤
を
通
し
て
胎
児
に
感
染
す
る
。
感
染
防
止
に
は
、
分
娩
直

後
の
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
予
防
対
策
が
行
な
わ
れ
る
。

⑦
経
皮
感
染　
病
原
体
が
正
常
な
皮
膚
を
通
過
し
て
感
染
す
る
。
自
然
が
相
手
な
の
で
予
防
は
難
し
い
。

⑧
血
液
媒
介
感
染　
輸
血
や
針
刺
し
事
故
に
よ
っ
て
感
染
す
る
。
感
染
防
止
に
は
献
血
の
チ
ェ
ッ
ク
と

針
刺
し
予
防
教
育
が
欠
か
せ
な
い
。

最
後
に
「
日ひ

よ
り
み

和
見
感
染
」
に
つ
い
て
も
ひ
と
言
触
れ
て
お
こ
う
。
抗
が
ん
剤
や
免
疫
抑
制
剤
を
使
っ

た
り
、
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
に
か
か
っ
て
免
疫
能
が
低
下
し
て
易い

感か
ん

染せ
ん

状
態
（
感
染
し
や
す

く
な
っ
た
状
態
）
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
健
康
な
人
に
は
感
染
し
な
い
よ
う
な
弱
毒
病
原
体
に
感
染
し
や

す
く
な
る
。
こ
れ
を
「
日
和
見
感
染
」
と
い
う
。



068

0 6 8

表　感染経路別にみた病原体

接触感染 
　性感染症病原体、黄色ブドウ球菌（とびひ、院内感染）、 
　疥癬、イボ、腸管出血性大腸菌 O-157、出血熱ウイルス

飛沫感染 
　髄膜炎菌、インフルエンザ菌、百日咳菌、マイコプラズマ、 
　インフルエンザウイルス、風疹ウイルス、おたふく風邪ウイルス

空気感染 
　結核菌、水痘ウイルス、麻疹ウイルス

一般媒介物感染 
　食中毒菌、病原性大腸菌、コレラ菌、ポリオウイルス、 
　Ａ型肝炎ウイルス、赤痢アメーバ、腸管寄生虫

節足動物媒介感染 
　日本脳炎ウイルス、黄熱ウイルス、リケッチア、マラリア、 
　フィラリア、リーシュマニア、トリパノソーマ

母子感染 
　成人Ｔ細胞白血病ウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、エイズウイルス、 
　風疹ウイルス、梅毒トレポネーマ、トキソプラズマ

経皮感染 
　鉤虫、糞線虫、住血吸虫

血液媒介感染 
　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス、エイズウイルス
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コ
ラ
ム	

飛
沫
感
染
と
空
気
感
染
の
違
い

飛
沫
と
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
と
き
に
気
道
か
ら
出

る
粗
大
粒
子
（
水
し
ぶ
き
）
を
指
す
。
サ
イ
ズ
が
大
き
い

た
め
に
、
患
者
か
ら
飛
び
散
る
と
、
１
メ
ー
ト
ル
以
内

の
床
や
机
の
上
に
落
下
す
る
。
飛
沫
を
浴
び
て
し
ま
っ

た
場
合
、
粗
大
粒
子
に
含
ま
れ
た
病
原
体
は
線
毛
上
皮

で
覆
わ
れ
た
上
気
道
（
鼻
粘
膜
～
太
い
気
管
支
レ
ベ
ル
ま
で
）

に
捉
え
ら
れ
、
上
気
道
感
染
を
生
じ
る
。
机
や
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
落
下
し
た
飛
沫
を
触
っ
た
手
指
に
よ
り
、
二

次
的
な
接
触
感
染
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
飛
沫
感
染

防
止
に
は
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
と
と
も
に
手
洗
い
と
手

指
消
毒
が
重
要
な
理
由
で
あ
る
。

空
気
感
染
は
、
飛
沫
の
水
分
が
蒸
発
し
た
残ざ

ん

渣さ

（
残

り
か
す
）
か
ら
な
る
微
粒
子
で
あ
る
飛
沫
核
に
よ
っ
て
お

こ
る
。
結
核
の
場
合
、
飛
沫
核
は
結
核
菌
そ
の
も
の
で

あ
る
。
軽
い
の
で
、
相
当
な
時
間
、
空
中
を
漂
う
。
そ

の
た
め
、
閉
鎖
空
間
（
病
室
、
大
部
屋
型
の
医
療
施
設
、
教

室
、
航
空
機
、
宇
宙
船
、
刑
務
所
な
ど
）
で
の
保
因
者
と
の
接

触
は
危
険
な
の
だ
。
飛
沫
核
は
小
さ
い
た
め
上
部
気
道

で
は
捉
え
ら
れ
ず
、
空
気
と
い
っ
し
ょ
に
肺
胞
（
肺
の
末

梢
部
）
に
ま
で
達
し
て
、
肺
病
変
が
生
じ
る
。

乾
燥
に
消
毒
効
果
が
あ
る
の
は
、
多
く
の
病
原
体
が

乾
燥
に
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
空
気
感
染
す
る

結
核
菌
は
乾
燥
に
強
い
。
ま
た
、
一
般
的
に
空
気
で
吸

い
込
む
病
原
体
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
空

気
感
染
す
る
病
原
体
に
要
求
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
条
件

は
、
少
数
の
病
原
体
で
感
染
で
き
る
病
原
性
の
高
さ
で

あ
る
。
こ
の
厳
し
い
２
つ
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
病
原

体
は
、
結
核
菌
の
ほ
か
に
は
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
と
水
痘

ウ
イ
ル
ス
し
か
な
い
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
原
則
は
宇
宙
空
間
で
は
通
用
し

な
い
。
重
力
の
な
い
宇
宙
で
は
、
飛
沫
が
飛
沫
核
と
同

様
に
空
中
を
漂
い
、
漂
う
う
ち
に
水
分
が
蒸
発
す
る
か

ら
だ
。
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潜
伏
期
間
に
は
、
病
原
体
に
感
染
し
て
か
ら
、
体
に
症
状
が
で
る
ま
で
の
期
間
（
英
語
でincubation 

period

）、
あ
る
い
は
感
染
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期
間
（
英
語
でlatent period

）
が
あ
る
が
、
両

者
が
ず
れ
る
と
、
少
し
厄
介
な
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
麻
疹
（
は
し
か
）
を
例
に
み
て
み
る
と
、
感
染

性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期
間
の
ほ
う
が
、
症
状
が
で
る
ま
で
の
期
間
よ
り
短
い
。
つ
ま
り
、
発

症
す
る
前
に
ほ
か
の
人
に
う
つ
す
時
間
が
あ
る
わ
け
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
発
熱
し
た
と
き
に
は
す
で

に
他
の
人
を
感
染
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

潜
伏
期
間
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
１
～
３
日
と
短
く
、
麻
疹
、
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）、
風
疹
（
三
日

潜
伏
期
間
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

Q
病
原
体
に
感
染
し
て
か
ら
、体
に
症
状
が
で
る
ま
で
の
期
間
、

あ
る
い
は
感
染
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期
間
の
こ
と
。

そ
の
期
間
は
病
原
体
に
よ
っ
て
異
な
る
。

A
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は
し
か
）、
お
た
ふ
く
風
邪
、
日
本
脳
炎
と
い
っ
た
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
２
～
３
週
間
、
急
性
肝
炎
や
結

核
な
ど
は
３
～
８
週
と
長
い
。
Ｂ
型
肝
炎
に
至
っ
て
は
潜
伏
期
間
が
半
年
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
は
感
染
し
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
に
は
数
年
～
数
十
年
を
要
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
は
、
潜
伏
期
間
が
２
〜
14
日
と
比
較
的
長
く
、
感
染
防
止
策
上
の
高
い

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
た
。

病
原
体
に
感
染
し
て
も
、
症
状
が
で
な
い
ま
ま
経
過
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
感
染
様
式
を
「
不ふ

顕け
ん

性せ
い

感
染
」
と
よ
ぶ
。
代
表
的
な
の
が
日
本
脳
炎
で
、
蚊
に
よ
っ
て
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
も

脳
炎
を
発
症
す
る
の
は
１
％
以
下
で
あ
る
。
ま
た
、
ポ
リ
オ
（
小
児
麻
痺
）
も
９
割
以
上
は
症
状
は
で
ず

（
症
状
が
出
る
場
合
も
、
多
く
は
風
邪
の
症
状
に
と
ど
ま
る
）、
下
半
身
麻
痺
（
脊
髄
炎
）
に
至
る
確
率
は
０
・
１
％

と
さ
れ
て
い
る
。
不
顕
性
感
染
の
臨
床
上
の
応
用
例
が
、
弱
毒
性
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
あ
る
。
人
為
的

に
不
顕
性
感
染
を
成
立
さ
せ
て
、
免
疫
を
誘
導
す
る
方
法
で
あ
る
［
Ｐ
０
９
９
］。

不
顕
性
感
染
の
場
合
、
臨
床
症
状
が
な
い
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
感
染
源
と
し
て
病
原
体
を
ほ

か
の
人
に
拡
げ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は
健
康
保
因
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
と
よ
ば
れ
る
。
伝

染
病
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
（
地
域
内
で
の
感
染
症
の
流
行
）
の
際
に
感
染
源
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
こ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
た
め
、
感
染
拡
大
の
要
因
と
な
っ
た
。
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人
獣
共
通
感
染
症
と
は
、
人
と
動
物
が
共
通
に
か
か
る
感
染
症
の
こ
と
。
人
に
対
す
る
感
染
防
止
対

策
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
ペ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
動
物
に
対
す
る
感
染
管
理
が
必
要
だ
。
人
に
感
染

す
る
病
原
体
は
１
４
１
５
種
あ
り
、
こ
の
う
ち
８
６
８
種
（
61
％
）
が
人
獣
共
通
感
染
症
を
き
た
す
。

い
く
つ
か
具
体
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
肉
や
川
魚
の
生
食
い
や
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
は
リ
ス
ク
が

高
い
。
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
も
つ
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
、
牛
が
お
な
か
に
飼
う
肝か

ん

蛭て
つ

と
い
っ
た
寄
生
虫
の
寄
生

例
は
第
４
章
に
紹
介
す
る
。
鶏
卵
の
殻
や
ミ
ド
リ
ガ
メ
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
い
う
食
中
毒
菌
が
い
る
。
だ

か
ら
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
腸
炎
を
み
た
ら
、
動
物
と
の
接
触
歴
を
聞
き
と
る
必
要
が
あ
る
。

ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ
る
感
染
症
は
あ
る
の
で
す
か
？

Q
ペ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
体
に
常
在
す
る

病
原
体
は
、人
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
が
、人
獣
共
通
感
染
症
と
よ
ば
れ
る
感
染
症
で
あ
る
。

A
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あ
る
若
い
男
性
患
者
の
首
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
、
原
因
究
明
の
た
め
に
リ
ン
パ
節
が
生
検
さ
れ
た
。
悪

性
リ
ン
パ
腫
の
可
能
性
を
否
定
す
る
た
め
だ
。
で
き
た
病
理
標
本
を
顕
微
鏡
で
の
ぞ
く
と
、「
ネ
コ
ひ
っ

か
き
病
」
の
病
変
だ
っ
た
。
バ
ル
ト
ネ
ラ
と
い
う
小
さ
な
細
菌
を
原
因
と
す
る
感
染
症
で
あ
る
。
こ
う

し
た
場
合
、
何
よ
り
も
患
者
さ
ん
の
生
活
歴
が
大
切
だ
。
そ
の
人
は
子
猫
を
猫
か
わ
い
が
り
し
て
い
た
。

こ
の
病
気
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
猫
に
ひ
っ
か
か
れ
た
り
、
咬
ま
れ
た
り
し
た
あ
と
、
わ
き
や
首
の

リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
。
子
猫
に
つ
く
ネ
コ
ノ
ミ
が
菌
を
媒
介
し
、
ノ
ミ
が
増
え
る
７
～
12
月
に
多
く
み

ら
れ
る
。
こ
の
ノ
ミ
は
犬
に
も
寄
生
す
る
の
で
、
犬
か
ら
う
つ
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
猫
や
犬
の
体
内
に
い
る
回
虫
の
幼
虫
が
子
ど
も
の
肝
臓
に
入
り
、
発
熱
し
た
子
ど
も
が
ぐ
ず

っ
て
一
騒
動
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
回
虫
は
、
感
染
後
に
肝
臓
を
含
む
体
内
を
一
巡
り
す
る
特
徴
が
あ

る
た
め
だ
。
砂
場
で
遊
ん
だ
後
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
作
業
の
あ
と
に
手
を
よ
く
洗
わ
な
い
ま
ま
食
べ
物
を

食
べ
る
と
、
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
公
園
の
砂
場
の
清
掃
は
市
町
村
に
課
さ
れ
た
重
要
な
宿
題
で

あ
る
。
犬
の
回
虫
が
乳
房
に
シ
コ
リ
を
つ
く
っ
て
、
乳
が
ん
と
紛
ら
わ
し
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

犬
の
フ
ィ
ラ
リ
ア
（
イ
ヌ
糸
状
虫
）
の
幼
虫
が
大
人
の
肺
に
ひ
っ
か
か
る
と
、
肺
が
ん
と
間
違
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
［
Ｐ
２
２
９
］。
犬
の
血
液
を
流
れ
る
イ
ヌ
糸
状
虫
の
幼
虫
（
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
）
を
蚊
が
吸
い
取

っ
て
、
人
に
植
え
つ
け
る
こ
と
で
感
染
す
る
［
Ｐ
２
３
０
］。
あ
る
男
性
は
、
口
移
し
で
え
さ
を
与
え
て
い
た
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愛
犬
か
ら
パ
ス
ツ
レ
ラ
と
い
う
細
菌
を
も
ら
い
、
鼻
が
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ツ
ス
レ
ラ
症
は
、
パ

ツ
ス
レ
ラ
を
も
つ
犬
や
猫
か
ら
感
染
し
、
皮
膚
や
呼
吸
器
に
炎
症
を
お
こ
す
病
気
だ
。
犬
は
75
％
、
猫

は
１
０
０
％
の
保
菌
率
を
示
す
が
、
ペ
ッ
ト
の
ほ
う
は
い
た
っ
て
健
康
な
こ
と
が
多
い
。
目
に
入
れ
て

も
痛
く
な
い
ほ
ど
か
わ
い
が
っ
て
い
た
愛
犬
か
ら
、
犬
の
目
に
寄
生
す
る
東
洋
眼
虫
と
い
う
線
虫
（
寄

生
虫
）
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
若
き
男
性
も
い
る
。
目
と
目
の
直
接
接
触
に
よ
る
感
染
が
考
え
ら
れ
る
。

愛
犬
に
指
を
咬
ま
れ
て
、
敗
血
症
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
飼
い
主
も
い
る
。
カ
プ
ノ
サ
イ
ト
フ
ァ
ー

ガ
と
よ
ば
れ
る
難
し
い
名
前
の
、
犬
の
口
腔
内
常
在
菌
の
全
身
感
染
が
原
因
の
劇
症
型
感
染
症
だ
っ
た
。

こ
れ
も
犬
に
は
何
の
健
康
被
害
も
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、
悪
名
高
い
狂
犬
病
は
日
本
に
は
な
い
。
た
だ
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で
犬
に
咬
ま
れ
る
と
リ
ス
ク

が
あ
る
。
発
症
し
た
ら
死
亡
率
は
１
０
０
％
だ
が
、
幸
い
潜
伏
期
間
が
長
い
の
で
、
咬
ま
れ
た
あ
と
す

ぐ
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
、
こ
の
恐
ろ
し
い
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
症
を
予
防
で
き
る
。

犬
や
猫
の
胃
粘
膜
に
棲
み
つ
く
大
型
の
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ハ
イ
ル
マ
ニ
（
人
の
胃
粘
膜
に
住
み
つ
く
ピ

ロ
リ
菌
＝
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
仲
間
）
が
飼
い
主
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
。
顕
微
鏡
で
み
る
と
、
ピ

ロ
リ
菌
よ
り
ね
じ
れ
の
ず
っ
と
明
瞭
な
大
型
の
〝
ら
せ
ん
菌
〟
が
胃
粘
膜
の
表
面
に
み
ら
れ
る
の
が
特

徴
だ
（
図
）。
口
移
し
で
え
さ
を
あ
げ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
入
浴
し
た
り
す
る
と
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
こ
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の
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ハ
イ
ル
マ
ニ
）
が
混
じ
る
可
能
性
の
あ
る
嘔
吐
物
の
処
理
の
際
は
、
必
ず
手
袋
を

つ
け
て
ほ
し
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
大
型
の
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
は
人
に
大
し
た
悪
さ
は
し
な
い
。
ピ
ロ

リ
菌
よ
り
胃
炎
の
程
度
は
軽
く
、
胃
が
ん
に
な
る
恐
れ
も
ず
っ
と
低
い
。
こ
の
菌
を
も
ら
う
こ
と
は
、
ペ

ッ
ト
と
の
仲
の
よ
さ
の
証
拠
と
い
え
る
。

犬
・
猫
以
外
に
も
、
オ
ウ
ム
病
は
鳥
か
ら
も
ら
う
肺
炎
で
、
高
齢
者
の
場
合
、
診
断
が
遅
れ
る
と
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
怖
い
。
オ
ウ
ム
に
限
ら
ず
、
イ
ン
コ
、
カ
ナ
リ
ア
や
文
鳥
も
原
因
菌
で
あ
る

ク
ラ
ミ
ジ
ア
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。
飼
っ
て
い
た
鳥
が
死
ん
だ
事
実
を
聞
き
だ
す
の
が
臨
床
医
の
腕

だ
。
鳥
は
元
気
で
、「
健
康
保
菌
者
」
の
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

潜
伏
期
間
は
１
～
２
週
間
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
中
国
、
武ぶ

漢か
ん

市
の
海
鮮
市
場
で
取
り
扱

わ
れ
た
コ
ウ
モ
リ
や
ヘ
ビ
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ
る
病
気
が
増
え

て
い
る
。
過
剰
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
ぜ
ひ
、「
人
獣
共

通
感
染
症
」
を
念
頭
に
置
い
て
お
こ
う
。

図　胃粘膜にみられた大型のらせん菌ヘリ
コバクター・ハイルマニ：らせん状のねじれ
が明らかである
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世
界
的
に
み
た
場
合
、

感
染
症
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Q
発
展
途
上
国
で
は
、日
本
で
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た

感
染
症
が
蔓
延
し
、子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、

多
く
の
人
が
感
染
症
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

A感
染
症
は
発
展
途
上
国
を
中
心
に
依
然
と
し
て
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
命

を
落
と
し
て
い
る
。
栄
養
不
良
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。

死
亡
原
因
と
し
て
と
く
に
多
い
感
染
症
は
、
感
染
性
下
痢
症
、
肺
炎
、
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
、
エ
イ
ズ

で
あ
る
。
麻
疹
（
は
し
か
）、
百
日
咳
と
い
っ
た
病
気
も
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
多
い
。
死
因
に
は
つ
な
が

り
に
く
い
も
の
の
、
回
虫
、
蟯

ぎ
ょ
う

虫ち
ゅ
う、

鞭べ
ん

虫ち
ゅ
う、

鉤こ
う

虫ち
ゅ
う、

糸
状
虫
と
い
っ
た
線
虫
症
（
寄
生
虫
病
、
第
４
章
参
照
）

に
か
か
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
非
常
に
多
い
。
回
虫
寄
生
に
よ
る
腸
閉
塞
、
鉤
虫
寄
生
に
よ
る
ひ
ど
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表　世界保健機関熱帯病研究訓練特別計画（TDA）の目標疾患

病名
① マラリア
 
② 住血吸虫症
 
③フィラリア症

　リンパ系フィラリ
　ア症（象皮病）

　オンコセルカ症

④トリパノソーマ症

　アフリカ嗜眠病

　シャーガス病

⑤リーシュマニア症

⑥ デング熱

⑦ 結核

病原体の種類 
原虫

吸虫

線虫

原虫

原虫

ウイルス

細菌

推定患者数 
2 億 2000 万人

2 億人

1 億 2000 万人

4000 万人

5 ～ 7 万人

6 ～ 700 万人

1200 万人

300 万人／年

1040 万人

伝搬者 
蚊

巻き貝

蚊

ブユ

ツェツェバエ

サシガメ

サシチョウバエ

蚊

空気

TDAは途上国に蔓
まん

延
えん

している感染症（顧みられない疾患）に焦点をあわせて研究開発や教育訓練を
行なう、世界唯一の組織である。ユニセフ、国連開発計画（UNPO）、世界銀行と世界保健機関（WHO）
が共同スポンサーとなって、1975年に設立された。
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い
貧
血
は
子
ど
も
た
ち
の
命
に
か
か
わ
る
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
重
点
的
に
対
策
す
べ
き
熱
帯
病
（
顧
み
ら
れ
な
い
疾
患
）
と
し
て
、
表
［
Ｐ
０
７
７
］

に
示
す
７
疾
患
を
あ
げ
て
い
る
。
栄
養
状
態
の
改
善
と
と
も
に
、
安
全
な
水
の
確
保
、
衛
生
教
育
、
ワ

ク
チ
ン
の
普
及
が
強
く
望
ま
れ
る
。

経
済
活
動
の
活
発
化
や
交
通
網
の
発
達
に
伴
う
人
的
・
物
的
交
流
の
増
加
に
よ
っ
て
、
日
本
に
な
い
、

あ
る
い
は
な
く
な
っ
た
感
染
症
が
「
輸
入
」
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。
腸
チ
フ
ス
、
細
菌
性
赤
痢
、

髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
の
細
菌
感
染
症
、
ヒ
ス
ト
プ
ラ
ズ
マ
症
や
皮
膚
の
ト
ン
ズ
ラ
ン
ス
菌
感
染
症

な
ど
の
真
菌
感
染
症
、
黄
熱
病
、
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
マ
ラ
リ
ア
、
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー

マ
症
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
な
ど
の
原
虫
症
、
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
や
住
血
吸
虫
症
な

ど
の
寄
生
虫
症
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
「
輸
入
感
染
症
」
と
な
る
（
第
３
章
、
第
４
章
参
照
）。
ま

た
、
開
発
の
名
の
も
と
に
切
り
開
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
の
は
、
恐

ろ
し
き
死
病
ウ
イ
ル
ス
だ
。
代
表
が
、
エ
イ
ズ
で
あ
り
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
あ
る
。

１
９
１
４
年
に
開
通
し
た
パ
ナ
マ
運
河
開
発
に
際
し
て
、
パ
ナ
マ
地
峡
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
の
は
、

恐
ろ
し
き
「
パ
ナ
マ
熱
」
だ
っ
た
。
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
マ
ラ
リ
ア
と
黄
熱
病
に
よ
っ
て
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
労
働
者
の
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
［
Ｐ
１
８
５
参
照
］。
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伝
染
病
は
、
病
気
を
お
こ
し
た
人
や
動
物
か
ら
別
の
人
や
動
物
へ
と
病
原
体
が
連
鎖
的
に
広
が
っ
て

い
く
感
染
症
を
指
す
。
特
定
の
集
団
の
中
で
同
じ
症
状
を
示
す
人
が
短
期
間
に
多
発
す
る
場
合
は
、「
集

団
感
染
」
と
よ
ば
れ
る
。
代
表
例
は
食
中
毒
だ
。
汚
染
さ
れ
た
同
じ
食
事
を
食
べ
た
た
め
に
お
こ
る
感

染
症
だ
が
、
食
中
毒
は
人
か
ら
人
へ
は
広
が
ら
な
い
の
で
、
伝
染
病
で
は
な
い
。
伝
染
病
は
必
ず
感
染

症
だ
が
、
感
染
症
は
必
ず
し
も
伝
染
病
で
は
な
い
。
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

人
か
ら
人
へ
と
感
染
が
広
が
る
恐
れ
の
な
い
他
の
感
染
症
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
結
核
は
空
気
感
染
す

感
染
症
と
伝
染
病
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
？

Q
感
染
症
の
中
で
、人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
の
が
伝
染
病
。

で
も
、伝
染
し
な
い
感
染
症
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
安
心
し
て
家
族
や
友
人
を

介
護
で
き
る
。

A
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る
厄
介
な
伝
染
病
だ
が
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
と
い
う
結
核
菌
の
仲
間
（
抗
酸
菌
）
の
感
染
症
は
、
人
→

人
感
染
を
お
こ
さ
な
い
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
も
高
齢
者
に
致
死
的
な
肺
炎
を
も
た
ら
す
が
、
看
護
・
介

護
す
る
医
療
者
や
家
族
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
原
虫
感
染
症
や
寄
生
虫
症
の
大
部
分
も
、
患
者
か

ら
ま
わ
り
の
人
に
感
染
が
広
が
る
こ
と
は
な
い
。
免
疫
状
態
が
低
下
し
た
た
め
に
発
症
す
る
「
日ひ

よ
り
み

和
見

感
染
症
」
は
、
そ
の
人
が
も
と
も
と
体
内
に
も
っ
て
い
る
微
生
物
に
よ
る
「
内
因
性
感
染
症
」
で
あ
り
、

人
→
人
感
染
は
生
じ
な
い
。

実
は
、「
伝
染
病
」
と
い
う
言
葉
は
医
学
分
野
で
は
も
う
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、「
家
畜
伝

染
病
予
防
法
」
と
い
う
法
律
は
生
き
残
っ
て
い
る
。
以
前
、「
伝
染
病
予
防
法
」
と
い
う
法
律
の
中
で
、

法
定
伝
染
病
や
届
け
出
伝
染
病
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
９
年
に
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
感
染
症
法
）」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
文
中
の

「
伝
染
病
」
は
「
感
染
症
」
に
改
め
ら
れ
た
。
旧
学
校
保
健
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
「
学
校
伝
染
病
」
も
、

２
０
０
９
年
に
施
行
さ
れ
た
学
校
保
健
安
全
法
で
「
学
校
感
染
症
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

参
考
ま
で
に
、
感
染
症
法
に
規
定
さ
れ
た
感
染
症
の
類
型
（
一
類
～
五
類
感
染
症
、
指
定
感
染
症
、
新
感
染

症
）
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
（
表
）。
感
染
力
と
重
篤
性
や
伝
染
様
式
に
よ
る
感
染
症
の
区
分
で
あ

る
。
な
お
、
四
類
感
染
症
は
伝
染
病
で
は
な
い
（
動
物
や
飲
食
物
か
ら
う
つ
る
が
、
人
→
人
感
染
を
し
な
い
）。
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表　感染症法に規定された感染症の類型
類型
一類感染症
 

二類感染症

三類感染症

四類感染症

五類感染症

新型インフルエ
ンザ等感染症＊

指定感染症

新感染症

特徴 
感染力・重篤性が著しく高く、
危険度のきわめて高い感染症

感染力・重篤性の高い感染症

危険度は高くないが、特定の職
業で集団発生しやすい感染症

人→人感染をしないが、動物
や飲食物が媒介する感染症

国による発生状況の把握が求
められる感染症

一類～三類に準じた処置が必
要な感染症

一類感染症に準じる感染症

代表的な感染症 
ウイルス性出血熱（エボラ出
血熱など）、天然痘、ペスト

結核、ポリオ、ジフテリア、
SARS/MERS、鳥インフル
エンザ H5N1

コレラ、チフス、細菌性赤痢、
腸管出血性大腸菌感染症

日本紅斑熱など計 44 疾患

アメーバ赤痢、髄膜炎菌性
髄膜炎、梅毒、麻疹、イン
フルエンザなど計 47 疾患

人→人感染する新型 / 再興
型インフルエンザ

政令で指定（最長 2 年間の
措置）（新型コロナウイルス
感染症、鳥インフルエンザ
H7N9 など）

政令で指定（該当なし）

＊国民が免疫をもっていないために、全国的かつ急激な感染の広がりが予測されるインフルエンザ
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「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？

Q
感
染
症
な
ど
の
病
気
が
流
行
す
る
こ
と
を
い
う
。

そ
の
流
行
の
規
模
に
よ
っ
て
、３
つ
に
使
い
分
け
ら
れ
る
。

A人
→
人
感
染
を
き
た
す
伝
染
病
は
、
そ
の
流
行
規
模
に
よ
っ
て
次
の
３
つ
に
使
い
分
け
ら
れ
る
。

①	

狭
い
地
域
で
の
流
行
あ
る
い
は
風
土
病 

→
「
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
地
域
流
行
）
」

②	

感
染
範
囲
や
患
者
数
が
拡
大
し
た
流
行 

→
「
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
（
流
行
）
」

③	

エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
よ
り
流
行
が
拡
大
し
て
世
界
規
模
に
な
る 

→
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
」

な
お
、
感
染
範
囲
や
患
者
数
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
「
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
」
と
い
う
。
感

染
症
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
聞
き
す
る
際
に
は
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
、
武
漢
市
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
規
模
に

進
展
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
２
０
２
０
年
３
月
11
日
、
つ
い
に
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
宣
言
し
た
。
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発
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
発
が
ん
と
化
学
発
が
ん
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
人
に
腫
瘍
を
も
た
ら
す
ケ
ー
ス
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
少
し
や
や
こ
し
い
が
、
腫
瘍
ウ

イ
ル
ス
の
特
徴
を
説
明
し
よ
う
。

ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
た
人
の
中
で
感
染
細
胞
の
代
謝
系
を
利
用
し
て
増
殖
す
る
。
ウ
イ
ル
ス
に
は
標

的
細
胞
（
大
好
き
な
細
胞
）
が
あ
り
、
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
が
特
定
の
細
胞
を
選
ん
で
感
染
し
、
細
胞
増
殖

を
刺
激
し
て
腫
瘍
を
つ
く
る
。
感
染
し
た
細
胞
を
増
殖
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
は
「
腫
瘍
原
性
ウ
イ
ル
ス
」

（
が
ん
ウ
イ
ル
ス
）
と
よ
ば
れ
る
。
細
胞
の
核
に
あ
る
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
が
細
胞
増
殖
を
コ
ン

が
ん
も
感
染
症
と
聞
き
ま
し
た
が
、本
当
で
し
ょ
う
か
？

Q
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
発
生
す
る
が
ん
は
少
な
く
な
い
。

子
宮
頸
が
ん
は
そ
の
一
つ
。ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
試
み
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、普
及
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

A
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ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
腫
瘍
原
性
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
た
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
活
性
化
さ
せ
る
。

子
宮
頸
が
ん
や
陰
茎
が
ん
を
つ
く
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
上

咽
頭
が
ん
や
一
部
の
胃
が
ん
の
原
因
と
な
る
エ
プ
ス
タ
イ
ン
・
バ
ー
ル
ウ
イ
ル
ス
（
Ｅ
Ｂ
Ｖ
）、
肝
臓
が

ん
を
誘
発
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
情
報
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
場
合
、
が
ん
化
に
つ
な
が
る
タ
イ
プ
と
、
良
性
の

イ
ボ
に
と
ど
ま
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
第
５
章
Ｐ
３
４
７
、
３
５
０
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
子
宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
取
り
組
み
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。
リ

ボ
核
酸
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
を
遺
伝
情
報
と
す
る
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
‐
１
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
）
で
は
、
逆

転
写
酵
素
と
い
う
特
別
な
酵
素
に
よ
っ
て
Ｒ
Ｎ
Ａ
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
つ
く
ら
れ
て
、
が
ん
化
（
白
血
病
の
発

症
）
へ
と
つ
な
が
る
。
逆
転
写
酵
素
を
も
た
な
い
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ

Ｖ
）
が
、
ど
う
や
っ
て
肝
臓
が
ん
を
つ
く
る
の
か
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

胃
が
ん
の
原
因
と
し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
胃
が
ん
の
人
の
胃
粘
膜
に
は
ピ

ロ
リ
菌
が
た
か
っ
て
い
る
し
、
抗
菌
薬
を
飲
ん
で
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
で
胃
が
ん
を
予
防
で
き

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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活
発
な
海
外
と
の
交
流
、
グ
ル
メ
食
の
普
及
、
性
風
俗
の
変
化
、
化
学
療
法
や
エ

イ
ズ
に
よ
る
免
疫
抑
制
状
態
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
日ひ

よ
り
み

和
見
感
染
症
の
増
加
な

ど
に
よ
っ
て
、
感
染
症
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
。
感
染
症
は
そ
の
種
類
が
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
い
う
え
に
、
日
常
の
臨
床
で
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
た
め
、

医
療
者
の
経
験
値
が
低
い
こ
と
が
、
診
断
を
難
し
く
し
て
い
る
。

臨
床
医
が
感
染
症
を
診
断
す
る
手
順
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

感
染
症
の
診
断
は
、ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

患
者
さ
ん
か
ら
の
聞
き
と
り
と
、

医
師
に
よ
る
診
察
に
始
ま
り
、

臨
床
検
査＊

や
画
像
診
断
を
経
て
、病
原
体
を
特
定
す
る
。

A

＊臨床検査　血液や尿、組織などの検体を採
取して検査する「検体検査」と、心臓や脳の働
きを心電図や超音波などで検査する「生理機
能検査」がある。

Q
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（
１
）
問
診
と
身
体
所
見

ま
ず
、
患
者
や
家
族
か
ら
よ
く
話
を
聞
く
問も

ん

診し
ん

か
ら
始
ま
る
。
感
染
症
の
典
型
的
な
症
状
は
「
赤せ

き

腫し
ゅ

熱ね
っ

痛つ
う

」
で
あ
る
。
赤
く
腫
れ
て
、
熱
が
出
て
、
痛
い
。
そ
し
て
、
腫
れ
や
痛
み
の
た
め
に
、
機
能
障
害

が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
症
状
は
、
急
性
感
染
症
の
と
き
に
み
ら
れ
や
す
い
。
さ
ら
に
、
息
が
苦

し
い
の
か
、
下
痢
や
腹
痛
が
あ
る
の
か
、
い
つ
発
症
し
て
ど
う
変
化
し
た
か
、
痰
や
便
・
尿
の
状
態
は

ど
う
か
な
ど
を
聞
き
と
る
。
次
に
、
体
を
診
察
し
て
、
全
身
的
な
感
染
症
な
の
か
、
一
部
の
臓
器
に
限

っ
た
感
染
症
な
の
か
を
推
測
す
る
。
確
定
診
断
に
必
要
な
検
体
採
取
や
画
像
診
断
を
考
え
つ
つ
診
断
を

進
め
る
。
感
染
し
て
か
ら
症
状
が
現
わ
れ
る
ま
で
の
潜
伏
期
間
が
診
断
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
あ

る
。
感
染
の
原
因
を
推
定
す
る
た
め
に
、
ま
わ
り
に
同
じ
よ
う
な
患
者
が
い
る
か
、
原
因
と
な
り
そ
う

な
飲
食
物
を
と
っ
た
か
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
か
、
海
外
渡
航
歴
が
あ
る
か
に
加
え
て
、
性
行
動
パ

タ
ー
ン
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

（
２
）
一
般
検
査

細
菌
に
よ
る
急
性
感
染
症
で
は
、
末
梢
血
中
の
白
血
球
が
増
加
す
る
。
た
だ
し
、
ウ
イ
ル
ス
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
の
感
染
症
や
結
核
で
は
、
白
血
球
数
は
増
え
な
い
。
炎
症
反
応
を
表
わ
す
血
液
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検
査
と
し
て
、
Ｃ
反
応
性
タ
ン
パ
ク
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
値
や
赤
血
球
沈
降
速
度
（
赤せ

き

沈ち
ん

あ
る
い
は
血け

っ

沈ち
ん

）
が
測
定

さ
れ
る
。
尿
中
に
白
血
球
が
増
え
て
い
る
と
、
尿
路
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
。

（
３
）
グ
ラ
ム
染
色

最
低
２
日
を
要
す
る
培
養
検
査
に
比
べ
て
、
所
要
時
間
10
分
と
圧
倒
的
に
迅
速
な
グ
ラ
ム
染
色
は
、
細

菌
性
病
原
体
の
推
測
に
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
肺
炎
の
原
因
菌
は
、
痰
の
塗と

抹ま
つ

標
本
の
グ
ラ
ム
染
色
で

推
測
で
き
る
。
グ
ラ
ム
陽
性
な
ら
青
く
、
グ
ラ
ム
陰
性
な
ら
赤
く
染
ま
る
。
形
が
球
菌
な
の
か
、
細
長

い
桿か

ん

菌き
ん

な
の
か
、
菌
が
ど
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
る
か
、
白
血
球
に
貪ど

ん

食し
ょ
くさ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
み
て

判
断
す
る
。

（
４
）
画
像
診
断

必
要
に
応
じ
て
、
胸
部
、
腹
部
や
頭
部
の
単
純
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）、
核
磁
気
共
鳴
法
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
な
ど
の
画
像
診
断
が
行
な
わ
れ
る
。
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（
５
）
血
清
学
的
検
査
と
病
原
体
診
断

血
清
学
的
検
査
に
は
、
特
殊
な
凝

ぎ
ょ
う

集し
ゅ
う反
応
を
利
用
し
た
血
清
検
査
の
ほ
か
、
病
原
体
に
対
す
る
特
異

的
な
抗
体
を
測
定
す
る
こ
と
が
広
く
行
な
わ
れ
る
。
エ
イ
ズ
や
Ｃ
型
肝
炎
の
診
断
の
第
一
歩
に
血
清
抗

体
の
測
定
が
利
用
さ
れ
る
。
抗
体
値
は
感
染
症
の
回
復
期
に
高
く
な
る
。
一
方
、
髄
液
、
尿
、
便
や
膿

な
ど
が
培
養
検
査
に
提
出
さ
れ
る
。
抗
菌
薬
の
投
与
前
に
材
料
を
採
取
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
殊
な
培

地
を
必
要
と
す
る
微
生
物
や
培
養
そ
の
も
の
が
し
に
く
い
微
生
物
も
少
な
く
な
い
点
が
、
培
養
検
査
の

限
界
で
あ
る
。

（
６
）
病
原
体
の
遺
伝
子
診
断

血
液
、
膿
や
病
変
部
組
織
を
す
り
つ
ぶ
し
た
液
体
に
、
抗
体
を
使
っ
た
抗
原
検
出
法
や
ポ
リ
メ
ラ
ー

ゼ
連
鎖
反
応
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
法
（
核
酸
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
検
出
法
）
で
、
病
原
体
の
存
在
を
直
接
証
明
す
る
方
法
が
進
歩

し
て
き
た
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
は
血
中
ウ
イ
ル
ス
量
の
測
定
が
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
治
療
の
効
果
判
定
や
経
過
観
察
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
確
実
診
断
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
行
な
わ
れ
た
。
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病
理
医
は
日
々
、
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
診
断
を

下
し
て
い
る
（
病
理
診
断
）。
そ
の
中
に
、
感
染
症
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
胃
生
検
標
本
（
内
視
鏡
検
査
な

ど
で
病
気
が
疑
わ
し
い
組
織
を
標
本
に
し
た
も
の
）
に
ピ
ロ
リ
菌
を
み
つ
け
る
仕
事
は
日
常
的
だ
。
細
胞
診
標
本

（
お
も
に
、
が
ん
が
疑
わ
れ
る
細
胞
を
標
本
に
し
た
も
の
）
に
病
原
体
を
み
つ
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

感
染
症
の
病
理
診
断
は
、
病
原
体
に
対
す
る
生
体
反
応
の
特
徴
を
捉
え
る
の
が
基
本
。
病
変
に
み
ら

れ
る
炎
症
細
胞
の
種
類
を
み
き
わ
め
、
た
と
え
ば
、
肉に

く

芽げ

腫し
ゅ

と
い
わ
れ
る
特
殊
な
細
胞
反
応
（
炎
症
細
胞

感
染
症
を
特
定
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
顕
微
鏡
診
断
と
は
？

Q
患
者
さ
ん
か
ら
採
取
し
た
病
変
の
組
織
や
細
胞
を

標
本
に
し
て
、生
体
反
応
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
と
も
に
、

標
本
の
中
に
病
原
体
自
体
を
み
つ
け
だ
す
。染
め
も
の
や

特
殊
な
方
法
を
駆
使
す
る
、病
理
医
の
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

A
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が
集
合
し
て
、
周
囲
を
リ
ン
パ
球
な
ど
が
と
り
ま
く
炎
症
反
応
の
一
つ
）
を
探
す
。
病
理
診
断
の
確
定
に
は
、
病
変

に
感
染
す
る
病
原
体
自
体
を
み
つ
け
る
の
が
い
ち
ば
ん
肝
心
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

感
染
症
の
適
切
な
病
理
診
断
の
た
め
に
は
、
臨
床
的
な
情
報
、
細
菌
培
養
・
血
液
中
の
抗
体
な
ど
の

検
査
成
績
を
参
考
に
し
て
最
終
判
断
を
行
な
う
。
臨
床
医
と
病
理
医
の
連
係
プ
レ
イ
が
と
く
に
大
切
で

あ
る
。
不
十
分
な
臨
床
情
報
し
か
入
手
で
き
な
い
状
況
だ
と
、
適
切
な
病
理
診
断
が
下
せ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
病
理
医
と
臨
床
医
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
と
く
に
電
話
連
絡
が
患
者
さ
ん
の
運
命
を
分

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

感
染
症
の
病
理
診
断
の
重
要
性
は
、
次
の
２
点
に
集
約
さ
れ
る
。

①	

正
し
い
診
断
が
患
者
の
治
療
に
直
結
す
る
。

②	

診
断
結
果
に
「
社
会
性
」
が
あ
る
。

正
し
い
診
断
が
適
切
な
治
療
の
基
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
急
性
・
慢
性
の

伝
染
病
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
症
［
Ｐ
１
５
７
］、
性
感
染
症
と
い
っ
た
病
気
を
迅
速
に
診
断
す
る
こ
と
で
、
社
会

秩
序
の
保
持
に
一
役
買
う
。
梅
毒
や
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
な
ど
性
感
染
症
の
正
確
な
病
理
診
断
は
、
本
人
の

利
益
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
が
社
会
に
蔓
延
す
る
の
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
（
第
５
章
）。
と
く
に
、
臨

床
的
に
疑
わ
れ
て
い
な
い
感
染
症
を
、
的
確
に
病
理
診
断
す
る
こ
と
が
病
理
医
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。



091

0 9 1

第 ２ 章 　 病 原 体 ・ 感 染 症 Ｑ ＆ Ａ

第 １ 部 　 病 理 医 が の ぞ い た 感 染 症 の 世 界

感
染
症
の
病
理
診
断
、
と
く
に
病
原
体
の
証
明
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
染
色
法
が
使
わ
れ
る
。
肉
眼
的
な

観
察
と
と
も
に
、
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
・
エ
オ
ジ
ン
（
Ｈ
Ｅ
）
染
色
に
よ
る
生
体
反
応
の
認
識
と
、
パ
パ
ニ

コ
ロ
ウ
染
色
や
ギ
ム
ザ
染
色
に
よ
る
細
胞
診
断
が
基
本
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
グ
ラ
ム
染
色
（
細
菌
）、
グ

ロ
コ
ッ
ト
染
色
（
真
菌
）、
抗
酸
菌
染
色
（
結
核
菌
）
な
ど
の
特
殊
染
色
が
利
用
さ
れ
る
。
電
子
顕
微
鏡
に

よ
る
病
原
体
粒
子
の
観
察
も
併
用
さ
れ
る
。

人
に
対
す
る
最
後
の
医
療
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
病
理
解
剖
」（
剖
検
）
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。
病

理
解
剖
は
病
変
と
病
因
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
直
接
的
で
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

病
理
解
剖
で
は
、
業
務
感
染
の
リ
ス
ク
、
つ
ま
り
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
（
微
生
物
に
よ
る
災
害
）
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
空
気
感
染
す
る
結
核
菌
は
、
病
理
解
剖
で
最
も
高
い
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー

ド
を
示
す
た
め
、
病
理
医
と
病
理
検
査
技
師
は
、
プ
ロ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
リ
ス
ク
に
適
切
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
［
Ｐ
１
５
１
］。
し
か
し
、
臨
床
的
に
疑
わ
れ
て
い
な
い
感
染
症
の
場
合
、
病
理

解
剖
中
に
肉
眼
的
に
病
気
を
判
断
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
病
理
医
も
、
命
を
は

っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
。
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コ
ラ
ム	

レ
ー
ベ
ン
フ
ッ
ク
の
顕
微
鏡

オ
ラ
ン
ダ
人
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
フ
ォ
ン
・
レ
ー
ベ
ン

フ
ッ
ク (

１
６
３
２
～
１
７
２
３)

は
、
洋
服
の
生
地
屋

兼
技
術
者
だ
っ
た
。
彼
は
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
顕
微
鏡

を
自
ら
の
手
で
２
０
０
台
以
上
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
観
察
し
た
。
昆
虫
、
歯
石
、
膿
、
精
液
や
ク
ジ

ラ
の
眼
。
あ
る
と
き
、
彼
は
自
分
の
下
痢
便
を
顕
微
鏡

観
察
し
て
、
活
発
に
動
く
小
さ
な
虫
を
発
見
し
た
。
今

で
い
う
ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫
。
鞭
毛
と
い
う
小
さ
い
毛
を

使
っ
て
自
在
に
動
き
回
る
単
細
胞
生
物
（
原
虫
）
で
あ
る
。

ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫
症
は
濃
厚
感
染
を
起
こ
さ
な
い
と
下

痢
に
な
ら
な
い
感
染
症
な
の
で
、
レ
ー
ベ
ン
フ
ッ
ク
氏

は
観
察
中
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

彼
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
顕
微
鏡
は
、
２
枚
の
金
属
板
の
間

に
小
さ
な
レ
ン
ズ
を
固
定
し
、
ピ
ン
の
先
に
観
察
対
象

物
を
置
く
マ
ッ
チ
箱
程
度
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
ピ
ン
ト

は
ネ
ジ
で
あ
わ
せ
、
最
大
倍
率
は
２
６
６
倍
だ
っ
た
。

顕
微
鏡
を
他
人
に
譲
ら
な
か
っ
た
た
め
、
現
存
す
る
顕

微
鏡
は
10
台
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
市
に
あ
る
ボ
ー

ル
ハ
ー
ベ
科
学
博
物
館
に
３
つ
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
る
。

レ
ー
ベ
ン
フ
ッ
ク
の
業
績
は
「
生
物
自
然
発
生
説
」

を
否
定
し
た
こ
と
。
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
は
不
潔
に
し
て
い

る
と
自
然
に
わ
く
の
で
は
な
く
、
生
物
は
必
ず
親
か
ら

生
ま
れ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
考
え
方
が
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
実
に
２
０
０
年
の
歳
月
を
要
し

た
！

図　ツァイス社製レプリカ（田中亨氏所蔵）。
矢印の部位に標本を置く
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よ
く
耳
に
す
る
ワ
ク
チ
ン
と
は
、

感
染
症
の
特
効
薬
み
た
い
な
も
の
で
す
か
？

Q
感
染
症
予
防
の
た
め
に
注
射
す
る
液
体
の
こ
と
で
、

病
原
体
を
無
毒
化
ま
た
は
弱
毒
化
し
て
つ
く
ら
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
う
つ
と
血
液
中
に
病
原
体
を
殺
す

抗
体（
中
和
抗
体
）が
で
き
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
な
い
病
原
体
も
少
な
く
な
い
。

A感
染
症
に
か
か
る
と
体
の
中
で
抗
体
（
中
和
抗
体
）
が
つ
く
ら
れ
、
外
か
ら
新
た
に
侵
入
す
る
病
原
体

を
攻
撃
し
て
防
い
で
く
れ
る
し
く
み
が
で
き
る
。
こ
の
し
く
み
が
「
免
疫
」
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
で
き

た
免
疫
は
ふ
つ
う
終
生
続
く
た
め
、「
二
度
な
し
」
と
よ
ば
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
こ
の
免
疫
の
し
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く
み
を
う
ま
く
利
用
し
た
感
染
予
防
法
だ
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
（
予
防
接
種
）
す
る
と
、
病
原
体
に
対
す

る
免
疫
（
抵
抗
力
）
を
つ
く
り
だ
し
て
、
感
染
症
に
か
か
る
の
を
防
い
で
く
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
注
射
の
あ

と
、
熱
や
発
疹
な
ど
の
副
反
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
物
の
感
染
症
に
か
か
る
よ
り
症
状
が

軽
く
、
ま
わ
り
の
人
に
う
つ
す
こ
と
も
な
い
。

赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
胎
盤
を
通
じ
て
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
中
和
抗
体
に
よ
る
免
疫
力
が
あ
る
。
効

果
は
半
年
ほ
ど
の
た
め
、
生
後
半
年
を
過
ぎ
た
乳
児
に
ワ
ク
チ
ン
を
う
つ
こ
と
で
、
中
和
抗
体
を
持
ち

続
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
な
い
病
原
体
は
多
い
。
マ
ラ
リ
ア
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
と
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
待
望
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
実
用
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
結
核
予
防

の
た
め
の
生
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
大
人
に
は
効
果
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
梅
毒
や

ハ
ン
セ
ン
病
に
も
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
。

エ
イ
ズ
予
防
の
た
め
の
一
般
標
語
は
「
知
識
と
い
う
名
の
ワ
ク
チ
ン
」。
こ
の
考
え
方
は
そ
の
ま
ま
、

ワ
ク
チ
ン
の
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
の
予
防
に
応
用
で
き
る
。
こ
の
本
の
目
的
も
、
ま
さ
に
痛
い
注

射
の
必
要
が
な
い
「
知
識
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
に
あ
る
。
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表　主なワクチンの種類と予防できる感染症
類型
定期接種
 

 

任意接種

感染症の分類 
集団予防を
目的とする
感染症

（A 類疾病）

個人予防を
目的とする
感染症

（B 類疾病）

ワクチン名 
Hib（ヒブ）ワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

B 型肝炎ワクチン
4 種混合ワクチン

BCG
MR（麻疹風疹混合）

　ワクチン
水痘ワクチン
日本脳炎ワクチン
HPV（ヒトパピローマウイ

　ルス）ワクチン
インフルエンザワクチン
　（高齢者が対象※１）

成人用肺炎球菌ワクチン
　（高齢者が対象※２）

ロタウイルスワクチン
おたふくかぜワクチン

インフルエンザワクチン
A 型肝炎ワクチン
髄膜炎菌ワクチン

予防できる感染症 
Hib （インフルエンザ菌 #）感
染症（細菌性髄膜炎、喉頭蓋

炎）

小児の肺炎球菌感染症（細

菌性髄膜炎、敗血症、肺炎等）

B 型肝炎
ジフテリア、百日咳、
破傷風、ポリオ
結核
麻疹、風疹

水痘
日本脳炎
HPV 感染症（子宮頸がん）

インフルエンザ

成人の肺炎球菌感染症

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

おたふくかぜ（ムンプス：流

行性耳下腺炎）

インフルエンザ
A 型肝炎

※１：65歳以上の人、60 ～ 64歳で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能に障害があり、身の周りの生活を極度に制
限される人またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な人

※２：平成27年度に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の誕生日を迎える人、60歳から
65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害
やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある人

*ワクチン.net（https://www.wakuchin.net/about/universal.html）をもとに作成
#インフルエンザ菌は小児ののどにいる小さな細菌で、インフルエンザウイルスとは異なる
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細
菌
に
よ
る
感
染
症
に
は
抗
生
物
質
が
投
与
さ
れ
る
。
抗
生
物
質
は
細
菌
以
外
の
病
原
体
に
は
効
か

な
い
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
風
邪
に
は
無
効
で
あ
る
。
風
邪
に
は
解
熱
剤
や
せ
き
止
め
薬
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
対
症
療
法
（
症
状
を
改
善
す
る
治
療
）
し
か
な
い
。

細
菌
に
よ
る
感
染
症
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
。
感
染
症
が
お
き
た
臓
器
が
肺
で
あ
れ
ば
肺
炎
、

感
染
症
の
治
療
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

Q
細
菌
に
は
抗
生
物
質（
抗
菌
剤
）を
使
っ
て
治
療
す
る
。

た
だ
し
、細
菌
別
に
抗
生
物
質
の
種
類
を
使
い
分
け
る

必
要
が
あ
る
。抗
生
物
質
は
、細
菌
以
外
の
微
生
物
に
は
無
効
。

真
菌（
カ
ビ
）、ウ
イ
ル
ス
や
原
虫
に
効
く
薬
は
あ
る
が
、

抗
生
物
質
ほ
ど
多
く
の
種
類
は
な
い
。

A
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肝
臓
な
ら
肝
炎
、
膀
胱
な
ら
膀
胱
炎
な
ど
と
、
部
位
に
よ
っ
て
原
因
菌
は
異
な
る
。
肺
炎
の
原
因
菌
は

肺
炎
球
菌
、
膀
胱
炎
の
原
因
菌
に
は
大
腸
菌
が
多
く
、
肝
炎
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
あ
る
。
ど
の

臓
器
に
ど
ん
な
菌
を
原
因
と
す
る
感
染
症
が
お
き
て
い
る
の
か
を
み
き
わ
め
る
の
が
医
師
の
役
割
で
あ

る
。
抗
菌
剤
に
耐
性
の
菌
も
増
え
て
き
て
い
る
。

当
然
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
よ
っ
て
治
療
方
針
は
変
わ
っ
て
く
る
。
特
定
の
菌
に
有
効
で
、
か
つ
特

定
の
臓
器
に
到
達
し
や
す
い
抗
菌
薬
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
抗
菌
薬
を
内
服
す
る
の
か
、
点
滴
に
す
る

の
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
を
い
つ
ま
で
使
う
の
か
。
感
染
症
の
部
位
と
原
因
菌
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
。
原
因
菌
を
特
定
す
る
に
は
培
養
検
査
が
必
要
だ
が
、
検
査
結
果
が
出
る
ま
で
に
１
～

５
日
間
が
必
要
で
、
培
養
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
と
く
に
急
ぐ
場
合
に
は
、
医
師
は
経
験

的
に
（
教
科
書
的
に
）
原
因
菌
を
推
定
し
て
薬
を
処
方
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
薬
剤
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
人
に
は
薬
は
使
用
で
き
な
い
。

抗
菌
薬
を
不
用
意
に
、
不
適
切
に
使
う
と
耐
性
菌
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
医
師
は
、
効

か
な
い
抗
菌
薬
の
使
用
、
少
な
す
ぎ
る
投
与
量
、
長
す
ぎ
る
投
与
期
間
が
耐
性
菌
の
登
場
を
助
長
す
る

た
め
注
意
が
必
要
だ
。
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真
菌
（
カ
ビ
）
の
感
染
症
の
場
合
は
、
抗
真
菌
薬
が
投
与
さ
れ
る
。
抗
真
菌
薬
は
種
類
が
限
ら
れ
て
い

る
う
え
、
副
作
用
が
強
い
も
の
が
多
い
。

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
治
療
薬
が
あ
る
の
は
ヘ
ル
ペ
ス
、
エ
イ
ズ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
代
表
で
あ
る

（
風
邪
ウ
イ
ル
ス
に
効
く
薬
は
な
い
）。
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
有
効
な
薬
が
な
い
の
で
、
対
症
療
法
が

行
な
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
冬
に
流
行
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
下
痢
症
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は

な
い
た
め
、
点
滴
に
よ
る
脱
水
の
管
理
が
重
要
に
な
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
く

は
、
患
者
の
免
疫
力
に
よ
っ
て
、
数
日
か
ら
10
日
ほ
ど
で
改
善
し
て
ゆ
く
。

原
虫
症
や
寄
生
虫
症
に
有
効
な
薬
は
あ
る
が
、
副
作
用
を
伴
う
。
寄
生
虫
症
の
な
か
で
、
幼
虫
寄
生

（
幼
虫
移
行
症
）
が
原
因
の
場
合
、
体
内
に
潜
む
幼
虫
を
薬
で
殺
し
て
し
ま
う
と
、
幼
虫
に
対
す
る
免
疫
反

応
が
助
長
さ
れ
て
、
か
え
っ
て
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
も
し
病
変
が
１
か
所
だ
け
の

場
合
は
、
外
科
的
に
病
変
を
手
術
切
除
す
る
の
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
。

な
お
、
免
疫
機
能
の
低
下
に
伴
い
生
じ
る
日
和
見
感
染
症
の
場
合
は
、
免
疫
状
態
の
改
善
が
最
も
重

要
な
治
療
方
針
で
あ
る
。
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第 ２ 章 　 病 原 体 ・ 感 染 症 Ｑ ＆ Ａ

第 １ 部 　 病 理 医 が の ぞ い た 感 染 症 の 世 界

コ
ラ
ム	

歴
史
に
残
る
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン　
　

導
入
大
作
戦

ワ
ク
チ
ン
の
劇
的
な
効
果
を
示
す
事
例
を
紹
介
し
よ

う
。１

９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）、
北
海
道
を
中
心
に
ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
、
い
わ
ゆ
る
小
児
麻
痺
）
が
大
流
行
し
た
。

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
口
か
ら
感
染
し
、
便
を
介
し
て
広

が
っ
て
ゆ
く
。
５
６
０
０
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が

ポ
リ
オ
に
か
か
り
、
足
が
不
自
由
に
な
り
、
死
亡
者
は

１
割
を
超
え
た
。

翌
１
９
６
１
年
に
な
る
と
、
今
度
は
九
州
を
中
心
に

ポ
リ
オ
が
は
や
り
だ
し
た
。
事
態
を
重
く
み
た
厚
生
省

（
当
時
）
は
、
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の
経
口
生
ワ
ク
チ
ン

（
セ
イ
ビ
ン
ワ
ク
チ
ン
）
を
ソ
連
と
カ
ナ
ダ
か
ら
緊
急
輸
入
。

流
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
全
国
で
一
斉
接
種
を
短

期
間
で
行
な
う
こ
と
（
絨
毯
作
戦
）
が
最
も
有
効
と
考
え
、

全
国
の
幼
児
・
児
童
１
３
０
０
万
人
に
ワ
ク
チ
ン
を
経

図　ポリオ届出患者数の年次推移（平山宗宏、2007より引用）
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口
投
与
さ
せ
た
。
歴
史
に
残
る
決
断
だ
っ
た
。
１
９
６

１
年
７
月
21
日
に
投
与
が
始
ま
る
と
、
８
月
以
降
、
ポ

リ
オ
患
者
の
数
は
み
ご
と
激
減
し
た
（
図
）。
そ
し
て
、

１
９
６
４
年
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
）
か
ら
、
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
は
定
期
投
与
と
な
っ
た
。

当
時
、
小
学
校
４
年
生
だ
っ
た
筆
者
は
、
甘
い
ワ
ク

チ
ン
を
一
口
飲
ん
で
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
た
。
筆
者

に
と
っ
て
、
と
て
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
日
本

脳
炎
の
ワ
ク
チ
ン
を
毎
年
注
射
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
飲
む
ワ
ク
チ
ン
を
大
歓
迎
し
た
。
数
あ
る
ワ
ク

チ
ン
の
中
で
も
唯
一
の
こ
の
飲
む
ワ
ク
チ
ン
は
生
ワ
ク

チ
ン
で
あ
り
、
生
き
た
弱
毒
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま

れ
る
。

弱
毒
ウ
イ
ル
ス
は
便
に
出
て
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
へ

と
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
（
当
時
の
ト
イ
レ
は
く
み
と
り
式
で
、
水

洗
ト
イ
レ
は
少
な
か
っ
た
）。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
倍
増
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
の
弱
毒
ウ
イ
ル
ス
が
ま
れ
に
病
気
（
ポ

リ
オ
）
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
だ
っ
た
。
５
０
０
万
人
に
ひ

と
り
の
確
率
だ
っ
た
。
図
を
み
る
と
、
１
９
７
０
年
（
昭

和
45
年
）
以
降
で
も
患
者
数
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
な
い
の

は
、
ワ
ク
チ
ン
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ポ
リ
オ
の
た
め
で
あ

る
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
だ
子
ど
も
か
ら
親
に
う

つ
る
事
例
も
み
ら
れ
た
（
日
本
最
後
の
本
物
の
ポ
リ
オ
患
者

は
１
９
８
０
年
）。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
２
０
１
２

年
（
平
成
24
年
）
以
降
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
ソ
ー
ク
ワ
ク

チ
ン
）
の
注
射
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
何
度
も
注
射
す
る

の
は
子
ど
も
に
は
負
担
が
大
き
い
と
考
え
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
（
ジ

フ
テ
リ
ア･

破
傷
風･

百
日
咳
の
３
種
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
に
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
混
ぜ
た
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
し
て

接
種
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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理
標
本
が
語
る
感
染
症
ス
ト
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リ
ー

ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、

真
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
感
染
症
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

か
な
り
怖
い
重
症
例
が
多
く
、

病
理
解
剖
の
重
要
性
を
と
く
に

強
調
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日
常
に
潜
む

ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
・

カ
ビ
の
巻

第 3 章
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1

小学校１年生の６歳の女児が、咳とと
もに発熱した。学校ではＡ型インフル
エンザが流行っていた。高熱が続き、
意識がもうろうとしてきたため、みか
ねた母親が自宅にあったアスピリン錠

（解熱剤）を飲ませた。翌朝、再度高
熱とともにけいれんが断続し、呼びか
けに応じない異常事態となった。大学
病院に緊急搬送されたが、肝機能障害
があり、大脳の浮腫が強かった。ほど

なく昏睡状態に陥って、４日後に死亡
した。病理解剖を行なうと、脳は著し
く腫れ（図）、肝臓は柔らかく腫大し
ていた。解熱剤に誘発された「ライ症
候群」（インフルエンザ脳症）と推測
された。

※インフルエンザウイルスとインフル
エンザ菌を区別してほしい（P095 の表

参照）。

▶ 名前　インフルエンザウイルス

▶ 感染場所　のど・気道

▶ 大きさ　100ナノメートル（1ミリの1万分の1）

▶ 棲息場所　人ののどや水鳥の腸

▶ 劇症化した場合の病名　

ライ症候群（インフルエンザ脳症）

▶ 症状　インフルエンザの症状に加えて、高熱、意識

障害、けいれん

▶ 殺傷能力（獰猛度）　脳症の致死率は高い（３割）

回復しても障害が残る

▶ 治療法　予防が第一（脳症を発症すると治療法が

ない）：小児にアスピリンを飲ませないこと！

小児の発熱に解熱剤は厳禁！
命取りの原因に

インフルエンザウイルス
No.

Case

Name

図　インフルエンザ脳症（解剖

時の肉眼所見）。大脳は著しく腫

大し、重さは 1300 グラムを超

え て い た（ 通 常 の 脳 の 重 さ は

1000 グラム程度）

Photo Data
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
死
亡
率
は
３
割
前
後

「
ラ
イ
症
候
群
」
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
に
含
ま
れ
る
死
に
至
る
危
険
性
の
高
い
病
態
だ
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
日
本
人
は
年
間
１
０
０
０
万
人
、
死
亡
者
は
３
０
０
０
人
前
後
。
15
歳

ま
で
の
小
児
の
感
染
者
数
は
半
数
の
約
５
０
０
万
人
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
数
百
人
が
〝
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
脳
症
〟
を
患
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
６
歳
ご
ろ
ま
で
の
乳
幼
児
に
多
く
、
発
症
か
ら
数
日

で
悪
化
し
、
発
熱
と
と
も
に
け
い
れ
ん
や
幻
覚
・
幻
聴
が
現
わ
れ
る
。
死
亡
率
は
３
割
前
後
で
、
回
復

し
て
も
身
体
障
害
や
学
習
障
害
が
残
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
熱
に
対
し
て
解
熱
剤
（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
消
炎
鎮
痛
剤
）

を
使
っ
た
と
き
に
生
じ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
解
熱
剤
に
は
、
ア
ス
ピ
リ
ン
、
ジ
ク

ロ
フ
ェ
ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
商
品
名
：
ボ
ル
タ
レ
ン
）、
メ
フ
ェ
ナ
ム
酸
（
商
品
名
：
ポ
ン
タ
ー
ル
）
や
イ
ン
ド

メ
タ
シ
ン
が
あ
げ
ら
れ
る
。

小
児
、
高
齢
者
、
車
い
す
利
用
者
や
血
液
透
析
患
者
な
ど
、
呼
吸
器
感
染
症
の
ハ
イ
リ
ス
ク
群
で
は
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
致
死
的
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
と
く

に
こ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
群
に
対
し
て
意
義
が
深
い
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
症
そ
の
も
の
を
防
ぐ
力
は
完
全
で
は
な
い
も
の
の
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
患
者
が
重
症
化
し
た

り
、
死
亡
し
た
り
す
る
の
を
防
止
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
お
忘
れ
な
き

よ
う
。
効
果
は
１
年
限
り
な
の
で
、
毎
年
11
月
ご
ろ
に
は
家
族
全
員
で
ワ
ク
チ
ン
注
射
を
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
た
い
。

そ
し
て
、
最
も
声
を
大
に
し
て
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
お
子
さ
ん
の
発
熱
に
対
し
て
、
大
人
と
同
じ

感
覚
で
解
熱
剤
を
安
易
に
投
与
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
子
さ
ん
が
発
熱
し
た
と
き
、
自
己
判
断
で
使

う
解
熱
剤
は
最
悪
の
選
択
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
自
己
判
断
で
は
な
く
、
必
ず
、

医
師
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
後
の
ラ
イ
症
候
群
が
症
例
報
告
さ
れ
る
の
は
、
日
本
が
圧
倒
的
に
多
い
。
諸
外
国

で
は
、「
子
ど
も
の
発
熱
に
ア
ス
ピ
リ
ン
の
服
用
は
ぜ
っ
た
い
ダ
メ
！
」
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
市
民
の

常
識
に
な
っ
て
い
る
。
お
子
さ
ん
の
発
熱
に
、
ゆ
め
ゆ
め
解
熱
剤
、
と
く
に
ア
ス
ピ
リ
ン
を
使
い
ま
せ
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ん
よ
う
に
！

大
柄
な
15
歳
の
男
の
子
の
突
然
死

も
う
一
例
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
悲
し
き
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
あ
る
年
の
５
月
、
東
京
で
は
ま

だ
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
た
。
体
重
90
キ
ロ
と
い
う
巨
漢
の
中
学
校
３
年
生
の
男
の
子

は
、
頑
張
り
屋
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
熱
を
押
し
て
学
校
に
行
き
、
昼
食
前
の
体
育
の
授
業
も
休
ま

ず
に
参
加
し
た
。
５
月
の
東
京
に
し
て
は
暑
い
日
だ
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
体
育
の
先
生
と
一
緒
に
校
庭
を
元
気
に
走
っ
て
い
た
。
頑
張
り
屋
さ
ん
の
男
の
子
は
、

校
庭
を
２
周
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
で
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
学
校
の
保
健
室
へ
。

し
ば
ら
く
ベ
ッ
ド
で
休
ん
で
い
る
と
少
し
元
気
に
な
り
、
持
っ
て
き
て
い
た
お
弁
当
を
平
ら
げ
た
。
し

か
し
、
保
健
室
の
教
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
昼
休
み
に
帰
宅
す
る
こ
と
に
な
り
、
仲
の
い
い
友
人
が
付

き
添
っ
た
。
男
の
子
は
自
宅
に
着
く
な
り
、
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
だ
。
ト
イ
レ
が
あ
ま
り
に
長
い
の
で
、

友
人
と
母
親
が
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
開
け
て
み
る
と
、
男
の
子
は
そ
こ
に
倒
れ
て
い
た
。
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Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
原
を
証
明
し
た
免
疫
染
色

原
因
の
わ
か
ら
な
い
急
死
だ
っ
た
た
め
、
法
医
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
。
母
親
は
「
息
子
は
熱
中
症
で

死
ん
だ
に
違
い
な
い
。
無
理
や
り
走
ら
せ
た
体
育
の
教
師
の
せ
い
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
の
た

め
母
親
は
、
弁
護
士
を
連
れ
て
、
警
察
と
法
医
学
教
室
へ
日
参
し
た
。

困
っ
た
の
は
、
筆
者
の
知
り
合
い
の
法
医
医
師
だ
っ
た
。
そ
の
子
の
内
臓
に
は
、
熱
中
症
を
思
わ
せ

る
所
見
に
乏
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
気
管
支
に
炎
症
が
あ
り
、
脳
に
は
浮
腫
が
目
立
っ
た
。
そ
こ
で

法
医
医
師
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
可
能
性
を
考
え
た
。

す
で
に
、
当
時
は
ま
だ
東
京
で
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
収
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

の
中
学
校
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
気
管
支
粘
膜
に
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
っ
た
。
気
管
支
の
切
片
（
顕
微
鏡
検
査
の
た
め
に
薄
く

切
っ
た
組
織
の
一
部
）
に
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
だ
け
反
応
す
る
特
異
的
な
抗
体
が
あ
れ
ば
、

Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
原
を
「
免
疫
染
色
」
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
免
疫
染
色
」
と
は
、
切
片
に
含
ま
れ
る
抗
原
物
質
に
特
異
的
に
結

合
し
た
抗
体
を
茶
色
く
染
め
だ
す
染
色
技
法
で
あ
る
。
何
を
隠
そ
う
、

筆
者
は
免
疫
染
色
の
専
門
家
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
免
疫
染
色
の
依
頼
を
受
け
た
も
の
の
、
当
時
、

肝
心
の
特
異
的
な
抗
体
が
手
元
に
な
か
っ
た
。
知
り
合
い
を
つ
て
に

探
し
回
っ
た
結
果
、
よ
う
や
く
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
特
異
的
な
抗
体
を
入
手
で
き
た
。
大
至
急
実
施
し
た
免
疫
染

色
の
結
果
、
気
管
支
粘
膜
の
細
胞
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
み
ご
と
に
証
明
さ
れ
た
［
図
］。
こ
の
頑
張
り
屋
の
男
の
子
の
死

因
は
、
熱
中
症
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
だ
っ
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

よ
く
訊
い
て
み
る
と
、
死
亡
前
日
に
発
熱
し
て
い
た
息
子
に
解
熱

剤
の
ボ
ル
タ
レ
ン
座
薬
を
使
っ
た
の
は
母
親
だ
っ
た
。
こ
の
行
為
こ

そ
が
、
致
死
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
も
た
ら
し
た
と
推
測
さ

れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
発
熱
に
対
す
る
不
用
意
な
解
熱
剤
投
与

図　気管支粘膜におけるＡ型インフルエ
ンザウイルスの陽性所見（免疫染色）。ウ
イルス抗原が多くの気管支上皮細胞の細
胞質に観察される
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は
幼
児
に
対
し
て
た
い
へ
ん
危
険
な
行
為
な
の
だ
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
15
歳
の
中
学
生
が
被
害
者
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

筆
者
が
心
配
し
た
の
は
お
母
さ
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
、
体
育
教
師
の
せ
い
で
息
子
は
死
ん
だ
と
訴
え
続

け
て
き
た
の
に
、
一
転
し
て
、
実
は
自
分
の
せ
い
で
息
子
が
亡
く
な
っ
た
と
も
い
え
る
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
し
か
も
、
専
門
家
で
す
ら
予
測
し
な
い
、
ま
さ
か
の
15
歳
肥
満
体
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
性
脳
症
。
そ
の
後
、
大
柄
な
息
子
思
い
の
あ
の
母
親
が
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
の
か
、
筆
者
に

は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
ど
う
か
、
心
安
ら
か
に
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
冬
猛
威
を
ふ
る
い
、
日
本
で
も
死
亡
者
が
多
数
で
て
い
る
。
２
０
１
６
年
１

４
６
３
人
、
17
年
２
５
６
９
人
、
18
年
３
３
２
５
人
、
19
年
３
２
５
２
人
（
厚
労
省
人
口
動
態
統
計
）。
２

０
１
９
年
１
月
は
毎
日
54
人
が
死
亡
し
た
。

米
国
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
19
年
10
月
以
降
の
今
シ
ー
ズ
ン
（
２
月
１
日
ま
で
）
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
者
は
１
万
２
０
０
０
人
に
達
し
た
。
既
知
の
病
気
で
あ
る
た
め
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
怖
さ
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
と
比
べ
て
、
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
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2

ゴールデンウィークを前に、徳島県沖
の離島の環境保全のボランティアをし
ていた 7 名中 3 名が発熱し、60 代の
男性が死亡した。病院が下した診断は
麻
は し か

疹だった。たしかに、全身に発疹を
伴っていたし、近年、大人の麻疹はそ
れほどまれではない。
亡くなった男性の娘さんは当時大阪の
医学部生で、父とボランティアに同行
していた。父の皮膚病変の特徴から、

大学で受けた授業を鮮明に思い出した。
講師は「日本紅斑熱」の発見者である
馬
ま

原
はら

文彦先生で、マダニ媒介性熱病の
特徴を熱く説いていた。

※マダニの発育過程は 3 段階ある。
幼虫、若虫と成虫。幼虫の足は 3 対
だが、若虫と成虫の足は 4 対。すべ
ての発育段階で吸血が欠かせない。

▶ 名前　

リケッチア・ジャポニカ（Rickettsia japonica）

▶ 原因　マダニ（キチマダニ）の幼虫(図１)に咬まれ

て感染

▶ 大きさ　１ミクロン

▶ 棲息場所　マダニの唾液腺

▶ 感染した場合の病名　

日本紅斑熱（日本独特の紅斑熱群リケッチア症）

▶ 症状　マダニの刺し口、全身の皮疹、発熱

▶ 殺傷能力（獰猛度）　手遅れになると致死的（年間

数例が死亡）、治療により完治

▶ 予防法　マダニに刺されないこと

▶ 治療法　抗菌剤の点滴

発生地域はパワースポットに多い
野原のマダニが媒介して感染する「日本紅斑熱」

日本紅斑熱リケッチア
（リケッチア・ジャポニカ）

No.

Case

Name

図 1　日本紅斑熱を媒介するキ

チマダニの幼虫（３対の足を有

するマダニの幼虫はガーゼの編

み目ほどの大きさ。下の目盛は

１ミリを表わす）

Photo Data
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娘
と
発
見
者
の
連
携
プ
レ
ー
で
判
明
し
た
本
当
の
死
因

父
の
死
を
嘆
き
つ
つ
も
医
学
生
の
娘
は
、「
父
の
死
因
は
麻
疹
で
な
く
、
日
本
紅
斑
熱
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
明
日
に
は
荼だ

毘び

に
付
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
切
迫
し
た
表
情
で
、
こ
の
感
染
症
の
発
見
者
で

あ
る
馬
原
文
彦
先
生
の
診
療
所
を
訪
れ
た
。
そ
の
あ
と
の
馬
原
先
生
の
行
動
は
素
早
か
っ
た
。
病
院
で

の
診
療
後
、
そ
の
日
の
深
夜
に
学
生
の
家
に
車
で
駆
け
つ
け
た
。
家
に
た
ど
り
着
く
と
、
馬
原
先
生
は

通
夜
の
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
棺
桶
の
中
の
遺
体
を
診
察
し
、
こ
の
病
気
に
特
徴
的
な
皮
疹
（
紅
斑
）
と
ダ

ニ
の
刺
し
口
を
み
つ
け
た
。
馬
原
先
生
は
日
本
紅
斑
熱
と
確
信
し
た
。

さ
ら
に
、
遺
族
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、
主
治
医
か
ら
残
っ
て
い
た
血
液
を
取
り
寄
せ
て
血
清
学
的

診
断
を
行
な
っ
た
。
当
時
、
こ
の
病
気
の
早
期
診
断
は
ま
だ
難
し
か
っ
た
。
同
様
の
症
状
を
示
し
た
他

の
２
名
も
血
清
学
的
診
断
に
よ
っ
て
日
本
紅
斑
熱
が
確
定
し
、
集
団
感
染
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
が
、
馬
原
先
生
を
早
期
診
断
法
の
開
発
へ
と
駆
り
立
て
た
。
そ
れ
が
、
筆
者
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
「
免
疫
染
色
法
」
の
開
発
だ
っ
た
。

日
本
紅
斑
熱
は
、
小
型
細
菌
に
属
す
る
「
日
本
紅
斑
熱
リ
ケ
ッ
チ
ア
」
に
感
染
す
る
と
発
症
す
る
。
リ
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ケ
ッ
チ
ア
は
、
感
染
し
た
人
な
ど
の
細
胞
の
中
で
し
か
増
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
細
菌
培
養
用
の
培
地
で
は
増
殖

し
な
い
。
一
般
に
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
を
媒
介
す
る
の
は
ダ
ニ
、
シ
ラ
ミ
、

ノ
ミ
な
ど
の
節
足
動
物
で
あ
る
。
日
本
紅
斑
熱
を
媒
介
す
る
の
は
マ

ダ
ニ
（
キ
チ
マ
ダ
ニ
ほ
か
数
種
）
の
幼
虫
で
あ
る
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
あ
と
熱
が
出
る
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
２
～
８

日
。
臨
床
症
状
は
発
熱
、
発ほ

っ

疹し
ん

（
皮ひ

疹し
ん

）、
マ
ダ
ニ
の
刺
し
口
が
三
大

徴
候
で
あ
る
［
図
2
］。

日
本
紅
斑
熱
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
知
ら
れ
て
い
る
。

① 

マ
ダ
ニ
の
幼
虫
［
図
1
］
が
病
気
を
媒
介
す
る
。
つ
ま
り
、
刺
し
口
に

目
に
み
え
る
マ
ダ
ニ
が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

② 

４
～
11
月
に
み
ら
れ
る
（
季
節
性
が
あ
る
）
。

③ 

治
療
に
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
（
ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
）
お
よ
び
ニ
ュ
ー

キ
ノ
ロ
ン
系
抗
菌
剤
が
有
効
で
あ
る
。
治
療
が
遅
れ
る
と
し
ば
し

図2　日本紅斑熱患者にみられたダニの
刺し口。中央部が潰瘍化し、周囲が赤く膨
れている（右の目盛は1ミリ単位）
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ば
重
症
化
す
る
。

④ 

西
南
日
本
（
糸
魚
川
～
静
岡
を
縦
断
す
る
中
央
構
造
線
よ
り
西
の
地
域
）
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
発

生
す
る
。

日
本
紅
斑
熱
と
致
死
率
の
高
い
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
、
ど
ち
ら
も
マ
ダ
ニ
が
媒
介

現
在
、
日
本
紅
斑
熱
は
、
感
染
症
法
に
よ
っ
て
全
例
の
届
け
出
が
医
療
機
関
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
年
間
１
０
０
例
以
上
、
最
近
で
は
２
０
０
例
を
超
す
症
例
が
届
け
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
毎
年
数
例

の
死
亡
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

西
南
日
本
に
お
け
る
日
本
紅
斑
熱
の
発
生
地
域
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
分
布
を
示
す
。
流
行
地
は

伊
勢
神
宮
（
三
重
県
）、
熊
野
古
道
（
三
重
県
～
和
歌
山
県
）、
出
雲
大
社
（
島
根
県
）、
四
国
お
遍
路
の
南
部
地

域
、
天
草
、
上か

み

五ご

島と
う

な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昔
の
ま
ま
の
森
が
残
る
、
最
近
で
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
注
目
を
浴
び
る
地
域
に
、
こ
の
日
本
固
有
の
リ
ケ
ッ
チ
ア
症
が
多
発
す
る
の
だ
。「
神
さ
ま
の
病

気
」
と
も
い
え
そ
う
だ
。
人
の
手
が
入
ら
な
い
森
や
野
山
に
住
む
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
吸
血
す
る
キ
チ

マ
ダ
ニ
な
ど
数
種
の
幼
虫
が
こ
の
熱
病
を
媒
介
す
る
。
日
本
紅
斑
熱
と
い
う
病
気
は
、
人
と
シ
カ
が
と
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も
に
感
染
す
る
「
人
獣
共
通
感
染
症
」
の
代
表
で
も
あ
る
。
森
や
野
山
に
入
る
と
き
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
よ
う
！

最
近
よ
く
新
聞
で
話
題
に
な
る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
と
「
日
本
紅
斑
熱
」

は
、
臨
床
症
状
の
み
な
ら
ず
、
発
生
地
域
が
ほ
ぼ
重
な
る
。
病
原
体
を
媒
介
す
る
マ
ダ
ニ
が
共
通
だ
か

ら
で
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
あ
と
１
～
２
週
間
で
、
発
熱
と
消
化
器
症
状
（
吐
き
気
、

嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
）
を
き
た
し
、
筋
肉
痛
、
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
や
出
血
症
状
を
伴
う
。
マ
ダ
ニ
の
刺
し
口

の
確
認
は
重
要
だ
。
血
液
所
見
で
は
、
血
小
板
と
白
血
球
が
減
少
す
る
。
致
死
率
が
30
％
に
も
及
ぶ
、
日

本
紅
斑
熱
よ
り
も
さ
ら
に
怖
い
感
染
症
だ
。

コ
ラ
ム	

日
本
紅
斑
熱
を
発
見
し
た
開
業
医
、

馬
原
文
彦
先
生

日
本
紅
斑
熱
は
、
開
業
医
の
馬
原
文
彦
先
生
が
１
９

８
４
年
、
徳
島
県
阿
南
市
新あ

ら
た野の

で
3
例
を
初
め
て
論
文

記
載
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
確
立
さ
れ
た
「
新し

ん

興こ
う

感

染
症
」（
１
９
７
０
年
以
降
に
み
つ
か
っ
た
感
染
症
）
で
あ
る
。

馬
原
先
生
は
、
開
業
医
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
リ
ケ

ッ
チ
ア
研
究
の
第
一
人
者
だ
。
筆
者
が
尊
敬
し
て
や
ま

な
い
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
。

長
い
間
、
日
本
に
は
リ
ケ
ッ
チ
ア
感
染
に
よ
る
紅
斑

熱
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
大
学
や
研

究
所
の
研
究
者
で
な
く
、
一
開
業
医
が
み
つ
け
た
偉
業

は
歴
史
に
残
る
。「
日
本
紅
斑
熱
」
は
、
こ
の
病
気
の
発

見
者
で
あ
る
馬
原
先
生
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
。
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最近では、虫歯ゼロの小学校があると
聞く。たしかに、若者たちの歯はとて
もきれいだ。とてもうらやましく思う
筆者自身の小学校時代（昭和 30 年
代）の話をしよう。当時、横浜の小学
校では、学校でも家庭でも歯磨き指導
が一切なかった。歯磨きは、朝起きた
ときに一回だけ。食事したらすぐに歯
磨き、など聞いたことさえなかった。
当然のように、私を含めた同級生はみ

んな虫歯だらけだった。ちなみに、当
時の日本歯科医師会の考え方はこうだ。
虫歯を予防したら患者が激減し、商売
あがったりになる。そのため、水道に
フッ素をいれる政策にも反対した。い
まの 60 歳以上の日本人はもっと怒る
べきである。

▶ 名前　ミュータンス菌

▶ 感染場所　人の口の中

▶ 大きさ　0.5 ～ 2ミクロンの球状細菌

▶ 病名　虫歯（齲
う

歯
し

）

▶ 症状　歯痛

▶ 殺傷能力（獰猛度）　虫歯が死ぬほど痛くても、虫

歯では死なない。ただし、心臓弁膜症や心臓の弁置

換術を受けた人はむやみに抜歯しないほうがよい

（抜歯によって致命的な敗血症となる場合がある）

▶ 予防法　歯磨きにつきる（正しい歯磨きをしまし

ょう！）。歯間ブラシの使用もお忘れなきよう！

※ちなみに、歯周病の原因菌は、歯肉ポルフィロモナ

スという嫌気性菌である

一生虫歯ゼロには乳児期の
ミュータンス菌（虫歯の原因菌）阻止がカギ

ミュータンス菌
No.

Case

Name

図　虫歯の表面（ヘマトキシリ

ン・エオジン染色）。歯の表面に

プラークが付着している。ここ

では、大型の桿菌が主体になっ

ている

Photo Data
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
い
な
い
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

人
の
口
の
中
に
は
無
数
の
常
在
菌
が
棲
ん
で
い
る
。
そ
の
代
表
が
緑

り
ょ
く

連れ
ん

菌
（
緑
色
レ
ン
サ
球
菌
）
と
よ
ば

れ
る
グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
（
グ
ラ
ム
染
色
で
青
色
に
染
ま
る
丸
い
球
状
の
菌
）
だ
。

緑
連
菌
は
、
副
鼻
腔
炎
や
誤
嚥
性
肺
炎
、
細
菌
性
心
内
膜
炎
（
心
臓
に
あ
る
弁
の
感
染
症
）
の
原
因
と
な

る
た
め
、
最
近
、
と
く
に
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
緑
連
菌
の
仲
間
に
、
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
と
名
づ
け
ら
れ
た
球
菌
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
菌
が
虫
歯
の
原
因
で
あ
る
。
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
と
は
〝
変
異
す
る
〟
と
い
う
意
味
だ
が
、
が
ん
化
に
関
連
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

虫
歯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
よ
う
。
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
砂
糖
を
分
解
し
て
、〝
グ
ル
カ
ン
〟
と
よ

ば
れ
る
糊
の
よ
う
に
ネ
バ
ネ
バ
し
た
物
質
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
の
グ
ル
カ
ン
が
歯
の
表
面
に
は
り
つ
く

と
プ
ラ
ー
ク
（
歯し

垢こ
う

）
と
な
る
［
図
］。
プ
ラ
ー
ク
は
雑
菌
の
塊
で
、
そ
の
中
で
暮
ら
す
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

が
食
べ
も
の
や
飲
み
も
の
に
含
ま
れ
る
糖
分
を
分
解
し
、
酸
を
つ
く
っ
て
歯
を
溶
か
す
。

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は
い
な
い
。
大
人
の
唾
液
が
原
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因
だ
。
親
を
は
じ
め
、
ま
わ
り
の
大
人
た
ち
が
、
自
分
が
使
っ
た
ス
プ
ー
ン
や
お
箸
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に

も
の
を
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
感
染
し
、
そ
の
ま
ま
棲
み
つ
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え
だ
す
生
後
６
か
月
過
ぎ
の
こ
ろ
、
お
母
さ
ん
が
離
乳
食
を
か
み
砕
い
て
赤
ち

ゃ
ん
に
与
え
る
の
が
い
ち
ば
ん
危
険
だ
。
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
口
の
中
に
定
着
で
き
る
の
は
、
口
腔
内

常
在
菌
叢そ

う

が
完
成
す
る
ま
で
、
と
く
に
、
歯
が
生
え
だ
し
た
あ
と
の
一
定
期
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ

の
乳
児
期
に
大
人
か
ら
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
一
生
虫
歯
と
無
縁
の
生
活
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

い
っ
た
ん
口
の
中
に
定
着
し
た
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
取
り
除
く
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
数
を
減

ら
す
こ
と
で
虫
歯
の
予
防
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
鍵
は
、
何
と
い
っ
て
も
歯
磨
き
に
あ
る
。
フ
ッ
素
入

り
歯
磨
き
粉
や
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
も
有
効
な
手
段
だ
。
キ
シ
リ
ト
ー
ル
は
、
樹
木
か
ら
と
れ
る
天
然

の
甘
味
料
で
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の
代
謝
を
阻
害
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
食
後
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム

を
か
む
と
、
唾
液
の
分
泌
が
促
さ
れ
て
、
口
の
中
が
き
れ
い
に
な
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
。

中
学
校
時
代
、
ろ
く
に
歯
磨
き
を
し
な
い
の
に
虫
歯
が
一
本
も
な
い
同
級
生
が
い
た
。
何
と
も
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
。
き
っ
と
、
乳
児
期
に
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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東京都内に筆者お気に入りのビジネス
ホテルがある。配食サービスつきの朝
食がおいしいのだ。しかし、朝食に出
される生卵は陶器製容器に入れられ、
その容器に卵を割って食べざるを得な
かった。二度目に筆者が宿泊したとき、
食中毒で営業停止にならないように、
女
お か み

将さんにサルモネラのリスクについ
てアドバイスさせてもらった。しばら
くして再び訪れたとき、思わず拍手し

た。陶器製容器の底にキッチンペーパ
ーを敷き、その上に生卵が置かれてい
たのである。これなら、新しい専用容
器をたくさん購入しなくても安全が保
証される。安あがりで効果的なアイデ
アだ。その後も宿泊しているが、この
習慣はしっかりと守られている。
※サルモネラは大腸菌や赤痢菌の仲間
のグラム陰性桿

かん

菌
きん

。サルモネラ菌と呼
ばず、サルモネラとよびすてにする。

▶ 名前　サルモネラ

▶ 原因　生卵、食肉などの生食

▶ 大きさ　長さ２ミクロン（1000分の２ミリ）の

細長い細菌（桿菌）

▶ 棲息場所　ニワトリ、豚、牛、ミドリガメなどの腸

に常在

▶ 発症した場合の病名　

サルモネラ食中毒（発熱を伴う激しい下痢が特徴）

▶ 症状　激しい腹痛や下痢（ときに下血）、嘔吐、発熱

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

重症化すると、まれに死亡する

▶ 予防法　70度で１分以上加熱

▶ 治療法　下痢による脱水の補正と発熱・腹痛の緩

和を中心とした対症療法

食中毒予防のため、生卵の殻には
サルモネラがついている前提で、取り扱うこと

サルモネラ
No.

Case

Name

朝ご飯の定番の生卵は、割り入

れる容器に直接接しないよう、

キッチンペーパーなどの上に置

くとよい

Photo Data
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生
卵
が
入
っ
て
い
た
容
器
に
割
り
入
れ
る
の
は
危
険

和
風
旅
館
の
朝
食
の
定
番
と
い
え
ば
、
ご
飯
に
納
豆
に
生
卵
だ
。
こ
の
生
卵
が
ど
う
や
っ
て
配
膳
さ

れ
る
か
に
注
意
が
必
要
だ
。

不
安
定
な
生
卵
は
、
お
椀
に
入
れ
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
実
は
、
こ
れ
は
リ
ス
キ
ー
だ
。
生
卵

の
殻
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
い
う
食
中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
卵
の
殻
が
触
れ
た
お

椀
に
卵
を
割
り
入
れ
て
食
べ
る
の
は
、
不
衛
生
極
ま
り
な
い
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
に
感
染
す
る
と
、
激
し
い
腹
痛
や
下
痢
、
高
熱
が
出
て
、
運
が
悪
い
と
死
に
至
る
こ
と

も
あ
る
。
下
痢
便
は
の
り
の
佃

つ
く
だ

煮に

様
で
、
緑
色
が
か
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
菌
は
70
度
で
１
分
以
上

加
熱
す
れ
ば
死
滅
す
る
が
、
生
卵
は
加
熱
し
な
い
た
め
に
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
わ
け
だ
。

生
卵
に
つ
い
て
、
筆
者
が
発
し
た
警
告
を
聞
い
た
養
鶏
業
者
の
男
性
か
ら
、
ク
レ
ー
ム
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
る
。
養
鶏
業
界
で
は
、
定
期
的
に
ニ
ワ
ト
リ
の
便
中
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
抜

き
打
ち
式
で
卵
も
検
査
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
日
本
の
卵
は
安
全
で
す
」
と
い
う
の
が
彼
の
言
い
分
だ



119

第 3 章 　 日 常 に 潜 む ウ イ ル ス ・ 細 菌 ・ カ ビ の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー1 1 9

っ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
卵
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
病
院
で
は
、
院
内
感
染
防
止

対
策
の
基
本
の
考
え
方
で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
プ
レ
コ
ー
シ
ョ
ン
（
標
準
予
防
策
）
に
基
づ
い
て
、
す

べ
て
の
尿
や
便
、
血
液
や
手
術
検
体
に
は
病
原
体
が
あ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
者
は
、
自
分
自
身
と
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
を
病
原
体
の
キ
ャ
リ
ア
と
み
な
し
て
接
す
る
の
だ
。
こ

の
基
本
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
卵
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
を
前
提
に
、
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

地じ

鶏ど
り

の
卵
を
み
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
卵
の
殻
に
は
し
ば
し
ば
便
が
付
着
し
て
い
る
。
鳥
類
の

排は
い

泄せ
つ

腔こ
う

は
、
人
を
は
じ
め
と
す
る
哺
乳
動
物
と
違
っ
て
、
膀
胱
と
腟
と
直
腸
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
状
態
は
〝
総
排
泄
腔
〟
と
よ
ば
れ
、
卵
が
産
ま
れ
る
出
口
は
腸
と
共
通
だ
。
そ
の
た
め
、
卵

の
殻
は
常
に
腸
管
内
容
物
で
汚
染
さ
れ
る
宿
命
に
あ
る
。
そ
の
上
、
ニ
ワ
ト
リ
の
腸
内
に
は
常
在
菌
と

し
て
サ
ル
モ
ネ
ラ
が
棲
み
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

だ
か
ら
、
地
元
産
の
生
卵
（
も
し
か
し
た
ら
民
宿
の
庭
先
で
今
朝
ほ
ど
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
超
新
鮮
な
生
卵
）
が
朝

食
に
提
供
さ
れ
る
田
舎
の
民
宿
や
合
宿
所
は
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
な
い
。
も
し
生
卵
が
お
椀

に
入
れ
て
出
さ
れ
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
民
宿
や
合
宿
所
の
方
に
教
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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コ
ラ
ム	

平
安
時
代
の
人
々
も
悩
ま
さ
れ
た　

サ
ル
モ
ネ
ラ

「
病

や
ま
い
の

草そ
う

紙し

」
と
い
う
世
界
最
古
の
病
気
の
ア
ト
ラ
ス

（
絵
巻
物
）
が
残
さ
れ
て
い
る
（
京
都
国
立
博
物
館
な
ど
が
部

分
的
に
所
蔵
）。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
庶

民
の
日
常
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
、
イ
ラ
ス
ト
画

計
21
枚
で
あ
る
。「
霍か

く

乱ら
ん

の
女
」
と
題
さ
れ
た
国
宝
の
絵

に
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
と

思
わ
れ
る
）。
食
事
を
準
備
す
る
お
母
さ
ん
の
横
の
縁
側

で
女
性
が
水
の
よ
う
な
下
痢
と
嘔
吐
を
し
て
お
り
、
家

族
が
介
抱
し
て
い
る
。
熱
が
あ
る
ら
し
く
、
介
抱
す
る

お
ば
あ
さ
ん
が
女
性
の
頭
を
冷
や
し
て
い
る
。
手
前
の

女
性
は
手
当
て
に
使
う
水
と
手
ぬ
ぐ
い
を
も
っ
て
い
る
。

筆
者
と
し
て
は
、
庭
の
犬
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
う
つ
っ

て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
心
配
だ
が
、
平
安
時
代
の
庶
民
生

活
が
み
ご
と
に
描
か
れ
た
作
品
だ
。

「
霍
乱
」
と
は
急
性
の
胃
腸
障
害
（
食
中
毒
）
を
意
味

図　「霍乱の女」（病草紙）。著作権の問題から本物の
コピーは出せないので、イラスト画を提示する

す
る
。
ど
う
し
て
サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
と
予
測
で
き
る

の
か
。
発
熱
と
と
も
に
下
痢
と
嘔
吐
を
き
た
す
食
中
毒

で
最
も
頻
度
の
高
い
の
が
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
だ
か
ら
で
あ

る
。
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1996 年（平成 8 年）1 月、都内の某
大学病院で保育器に入れられた未熟児
に致死的な肺炎が発生した。病理解剖
によってレジオネラ肺炎が確定し、そ
の後の院内調査で給水タンク内の汚染
による事故であることが判明した。図
にレジオネラ肺炎の顕微鏡写真を示す。
この事例をきっかけに、厚生省（現・
厚生労働省）が通達を出し、給水用冷
却塔の適正管理やレジオネラ汚染の定

期的なチェックが全国の病院で行なわ
れるようになった。現在では、スーパ
ー銭湯を含む温泉でも、レジオネラ菌
の定期的なチェックが義務づけられて
いる。

※サルモネラと同じく、レジオネラも
レジオネラ菌とはよばない。

▶ 名前　レジオネラ（肺好性レジオネラ）

▶ 原因　菌に汚染されたお湯からの飛沫感染

▶ 感染場所　

循環型温泉、24時間風呂、加湿器、腐葉土

▶ 大きさ　2 ～ 5ミクロンの細長い菌（桿菌）

▶ 棲息場所　

水中に分布する自由生活性アメーバの中

▶ 発症した場合の病名　レジオネラ肺炎

▶ 症状　高熱、咳・痰、呼吸困難

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

高齢者の肺炎は重症化しやすい（死亡率1割程度）

無治療だと半数以上が死亡

▶ 予防法　空調や温泉の適切なメンテナンス

▶ 治療法　抗菌剤治療

42 度前後の温泉が大好き！
レジオネラ肺炎に注意

肺好性レジオネラ
（レジオネラ・ニューモフィラ）

No.

Case

Name

図　レジオネラ肺炎（細長い形

をしたレジオネラが食細胞に食

べられている様子を矢印で示す。

桿菌が銀染色で細胞内に黒く染

まっている）

Photo Data
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源
泉
か
け
流
し
温
泉
で
の
感
染
リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

レ
ジ
オ
ネ
ラ＊

は
生
き
た
細
胞
の
中
で
し
か
増
殖
で
き
な
い
細
菌
の
一
つ
だ
。
水
の
中
で
は
単
細
胞
生

物
の
自
由
生
活
性
ア
メ
ー
バ
（
土
や
水
の
中
で
独
立
し
て
生
息
し
、
動
物
の
宿
主
を
必
要
と
し
な
い
原
虫
）
に
寄
生

し
て
生
き
の
び
る
。

こ
の
非
病
原
性
ア
メ
ー
バ
は
、
温
泉
の
温
度
で
あ
る
42
度
前
後
が
大
好
き
な
た
め
に
、
42
度
付
近
の

水
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
に
汚
染
さ
れ
や
す
い
。
事
実
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
を
わ

ず
ら
っ
た
高
齢
者
は
、
発
症
す
る
1
週
間
ほ
ど
前
に
温
泉
旅
行
に
行
っ
て

い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
潜
伏
期
間
は
２
～
10
日
）。
高
齢
者
が
温
泉
で
こ

の
菌
に
感
染
す
る
の
は
、
温
泉
の
お
湯
が
細
か
い
水
し
ぶ
き
に
な
り
や
す

い
場
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
温
泉
水
の
シ
ャ
ワ
ー
や
滝
状
の
打
た
せ
湯
の

水
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
ア
メ
ー
バ
も
ろ
と
も
レ
ジ
オ
ネ
ラ
を
吸
い
込
ん
で
、

肺
炎
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
た
だ
し
、
温
泉
の
湯
気
の
中
に
レ
ジ
オ
ネ

ラ
が
い
る
わ
け
で
な
い
。

＊レジオネラ (legionnaire)　英語で在
ざい

郷
ごう

（退役）軍
人を意味するため、「在郷軍人病」の別名もある。
1976年、アメリカ、フィラデルフィアのホテルで開
催された全米在郷軍人会で、ホテルの外を通りかか
った人を含めて、221人が肺炎になり、29人が死亡
した事件にちなんで命名された。レジオネラという
桿
かん

菌
きん

（さおのように細長い棒状の菌）に汚染された
空調の空気を吸って感染した事件だった。
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こ
こ
で
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
に
感
染
し
な
い
た
め
の
正
し
い
温
泉
の
入
り
方
を
伝
授
し
よ
う
。

ま
ず
、
温
泉
の
お
湯
が
循
環
式
な
の
か
、
か
け
流
し
式
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。
ス
ー
パ

ー
銭
湯
や
源
泉
の
湯
温
が
低
い
温
泉
で
は
、
お
湯
を
沸
か
す
必
要
が
あ
り
、
循
環
式
と
な
る
た
め
に
リ

ス
ク
が
避
け
ら
れ
な
い
。
一
方
、
か
け
流
し
式
の
温
泉
は
安
全
だ
。
お
湯
が
常
に
入
れ
替
わ
る
た
め
、
菌

が
お
湯
の
中
で
増
え
て
い
る
暇
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
熱
海
温
泉
、
箱
根
温
泉
、
草
津
温
泉
や
別
府
温

泉
な
ど
湯
量
の
多
い
温
泉
で
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
を
気
遣
う
必
要
は
ま
ず
な
い
。

循
環
式
温
泉
の
場
合
は
、
湯
船
を
清
掃
す
る
時
間
帯
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
は
定
期
的

に
検
査
さ
れ
、
温
泉
内
の
ど
こ
か
に
必
ず
陰
性
結
果
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
清
掃
直
後
で
あ
れ
ば
、
比

較
的
安
全
と
い
え
る
。
も
し
レ
ジ
オ
ネ
ラ
が
陽
性
だ
っ
た
ら
、
営
業
は
停
止
に
な
る
。
た
だ
し
、
菌
が

い
ち
ば
ん
多
い
午
前
中
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
検
査
に
は
感
度
が
あ
り
、
少
数
の

菌
は
証
明
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

と
き
ど
き
、
温
泉
旅
行
を
し
て
い
な
い
の
に
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
で
亡
く
な
る
盆
栽
好
き
の
高
齢
者

が
い
る
。
盆
栽
や
家
庭
菜
園
に
使
う
堆
肥
の
中
に
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
が
棲
み
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
。
堆
肥

の
中
は
発
酵
熱
の
た
め
常
に
温
か
く
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
向
き
の
温
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
同
然
な
の
だ
。



124

1 2 4

堆
肥
を
扱
う
と
き
は
、
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
に
必
ず
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
は
高
齢
者
が
か
か
り
や
す
い
。
若
い
人
は
か
か
り
に
く
い
の
で
、
過
剰
な
心
配
は

無
用
で
あ
る
。
念
の
た
め
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
は
、
発
症
し
て
も
周
り
の
人
へ
は
伝
染
し
な
い
。
人
の
体
内
に
は
寄
生
す
る
ア
メ

ー
バ
が
存
在
し
な
い
の
で
、
さ
す
が
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
も
生
き
残
れ
な
い
か
ら
だ
。

24
時
間
風
呂
よ
り
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
加
湿
器

以
前
、
24
時
間
風
呂
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
の
元
凶
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
た
し
か

に
、
42
℃
に
保
た
れ
る
お
湯
の
中
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
は
、
さ
ぞ
居
心
地
が
よ
か
ろ
う
。
調
べ
れ
ば
、
菌
が

み
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
菌
が
存
在
す
る
こ
と
と
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
は
違
う
。
感

染
症
が
成
立
す
る
た
め
に
は
次
の
３
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

① 

病
原
体
が
い
る
こ
と

② 

感
染
経
路
が
成
立
す
る
こ
と
（
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
の
場
合
は
汚
染
さ
れ
た
水
滴
を
吸
い
込
む
こ
と
）
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③ 

感
受
性
の
あ
る
人
（
感
染
を
受
け
や
す
い
人
）
が
い
る
こ
と
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
免
疫
力
が
あ
れ
ば
発
症

し
な
い
が
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
）

レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
の
感
染
経
路
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
細
か
い
水
し
ぶ
き
に
よ
る
飛
沫
感
染
だ
。
お

湯
の
中
に
い
く
ら
菌
が
い
よ
う
が
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
は
皮
膚
を
通
し
て
感
染
（
経
皮
感
染
）
は
し
な
い
。
湯

気
を
吸
い
込
ん
で
も
大
丈
夫
だ
。
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
い
。

ま
た
、
た
と
え
菌
を
吸
い
込
ん
で
も
、
少
量
な
ら
感
染
す
る
に
至
ら
な
い
。
高
齢
者
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
が
、
免
疫
力
の
高
い
若
い
人
の
リ
ス
ク
は
低
い
。
24
時
間
風
呂
の
場
合
は
、
お
湯
を
シ
ャ
ワ
ー

に
し
て
長
時
間
使
い
続
け
な
い
か
ぎ
り
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
の
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
近
い
。
た
だ
し
、
泥

酔
や
病
気
で
、
24
時
間
風
呂
で
入
浴
中
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
う
と
、
汚
染
さ
れ
た
お
湯
が
肺
の
中
に
入
る

た
め
に
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
の
リ
ス
ク
は
相
当
に
高
く
な
る
。

危
な
い
の
は
、
24
時
間
風
呂
よ
り
加
湿
器
の
ほ
う
だ
。
タ
ン
ク
の
水
を
換
え
な
い
で
使
っ
て
い
る
と
、

霧
状
の
水
滴
に
含
ま
れ
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
を
大
量
に
吸
い
込
む
可
能
性
が
高
い
。
病
院
で
も
、
無
用
な
院

内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
む
や
み
に
加
湿
器
を
使
う
の
は
禁
止
だ
。
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40 代の筋肉質の男性が、右前腕に違
和感を覚えた。若いころからスポーツ
マンで病気ひとつしたことのない彼は、
てっきり２日前に楽しんだゴルフによ
る筋肉痛かなと思った。しばらくして、
家族が気づいた。朦

もう

朧
ろう

として意識がは
っきりしない。みると右前腕が黒ずん
でいて、みるからにおかしい。発熱に
よる発汗も激しかった。急遽、救急車
で近くの総合病院に搬送された。

「人喰いバクテリア」は英語で flesh-
eating bacteria。つまり、肉喰い細菌。
ゴロや印象がよくないので、最初に翻
訳した人が「人喰い」とした。確かに、
ずっとわかりやすい。

▶ 名前　Ａ群 β
ベータ

溶血性レンサ球菌（溶連菌）

▶ 原因　常在菌による偶発的な感染

▶ 大きさ　径2ミクロンの球菌

▶ 棲息場所　人の体内（常在菌）

▶ 発症した場合の病名　劇症型溶血性レンサ球菌感

染症（人喰いバクテリア症）

▶ 症状　四肢（手足）が急激に壊
え

疽
そ

になる（腐る）

	 発熱、発汗、意識混濁

▶ 殺傷能力（獰猛度）　死亡率は50％

▶ 予防法　なし（予防しようがない）

▶ 治療法　外科的切開・四肢切断

発症からわずか２～３日で死亡する、
人喰いバクテリアの恐怖

人喰いバクテリア症①

溶血性レンサ球菌

No.

Case

Name

図　血液培養された溶連菌（グ

ラム染色）。青く染まる丸い菌が

2 ～ 8 個連鎖して一列に並ぶのが

特徴

Photo Data
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免
疫
機
能
を
混
乱
に
陥
れ
る
人
喰
い
バ
ク
テ
リ
ア

男
性
は
救
命
救
急
外
来
に
到
着
時
、
高
熱
と
意
識
障
害
に
加
え
て
、
右
腕
の
壊え

疽そ

が
進
行
し
て
い
た
。

診
察
上
、
ガ
ス
壊
疽
（
損
傷
し
た
皮
膚
に
細
菌
が
侵
入
し
、
ガ
ス
が
発
生
し
て
筋
肉
の
組
織
が
死
ん
で
い
く
致
死
的
な
病

気
）
の
特
徴
で
あ
る
ガ
ス
産
生
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
直
ち
に
抗
生
物
質
が
点
滴
注
射
さ
れ
る
と
と
も

に
、
緊
急
手
術
で
右
腕
が
切
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
日
に
は
左
腕
や
右
脚
に
も
壊
疽
が
進
行
し
、
あ

っ
と
い
う
間
に
病
原
菌
が
全
身
に
回
っ
て
死
亡
し
た
。
発
症
か
ら
の
全
経
過
は
た
っ

た
の
３
日
だ
っ
た
。

血
液
お
よ
び
切
断
さ
れ
た
右
上
肢
の
壊
死
組
織
か
ら
Ａ
群
βベ

ー
タ溶

血
性
レ
ン
サ
球
菌

（
略
し
て
、
溶
連
菌
）
が
培
養
さ
れ
、
感
受
性
検
査
で
ペ
ニ
シ
リ
ン
な
ど
多
く
の
抗
生
物

質
に
高
感
受
性
の
（
よ
く
効
く
）
結
果
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
、
男
性
に
は
抗
生
物
質

が
効
か
ず
、
壊
疽
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
っ
た
。

図
に
、
血
液
か
ら
培
養
さ
れ
た
溶
連
菌
を
示
す
。
鎖
の
よ
う
に
に
つ
な
が
る
丸
い

細
菌
で
、グ
ラ
ム
染
色
で
青
く
染
ま
る
。溶
連
菌
は
グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
（
グ
ラ
ム
陽
性
菌＊

）

＊グラム陽性菌　グラム染色により青色から紫色
に染色される細菌の総称。黄色ブドウ球菌や肺炎球
菌なども含まれる。一方、赤色や桃色に染まる（青く
染まらない）細菌をグラム陰性菌と呼ぶ。
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の
一
種
で
あ
る
。
顕
微
鏡
的
に
は
、
手
の
骨
格
筋
組
織
に
高
度
の
壊
死
が
み
ら
れ
、
壊
死
組
織
の
間
に

グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
が
多
数
観
察
さ
れ
た
。
血
管
に
は
血
栓
が
で
き
、
あ
ち
こ
ち
詰
ま
っ
て
い
た
（
つ
ま
り
、

細
菌
ま
で
白
血
球
が
流
れ
着
か
な
い
状
態
）。
細
菌
に
対
す
る
白
血
球
の
反
応
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
劇
症
型
溶
連
菌
感
染
症
は
〝
人
喰
い
バ
ク
テ
リ
ア
症
〟
と
通
称
さ
れ
る
と
ん
で
も
な
く
タ
チ
の

悪
い
感
染
症
だ
。
通
常
な
ら
病
原
菌
に
反
応
す
る
は
ず
の
白
血
球
が
反
応
し
て
い
な
い
点
が
、
ま
さ
に

こ
の
病
気
が
劇
症
型
（
人
喰
い
）
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
２
～
５
日

で
、
死
亡
率
は
50
％
に
達
す
る
。

抗
生
物
質
に
対
す
る
菌
の
感
受
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
四
肢
の
壊
疽
が
急
激
に
進

行
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
？

答
え
は
明
快
だ
。
壊
疽
に
陥
っ
た
組
織
で
は
、
血
液
循
環
が
滞
る
。
そ
の
た
め
酸
欠
状
態
と
な
っ
て
、

筋
肉
が
壊
死
す
る
の
だ
。
血
液
が
流
れ
な
け
れ
ば
当
然
、
血
液
中
に
点
滴
し
た
抗
生
物
質
は
病
原
菌
と

接
触
で
き
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
溶
連
菌
は
酸
素
が
な
く
て
も
増
殖
で
き
、
む
し
ろ
酸
素
の
乏
し
い
環

境
を
好
む
（
通つ

う

性せ
い

嫌
気
性
菌
の
一
つ
。「
通
性
嫌
気
性
菌
」
と
は
酸
素
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
生
き
ら
れ
る
細
菌
の
こ
と
）。

だ
か
ら
こ
そ
、
救
命
の
た
め
に
外
科
的
な
処
置
（
病
変
部
皮
膚
の
切
開
や
四
肢
の
切
断
）
が
必
要
と
な
る
。
皮
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膚
切
開
は
病
変
部
を
空
気
に
さ
ら
す
た
め
だ
。

溶
連
菌
は
人
体
に
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
細
菌
で
、
扁
桃
炎
の
原
因
菌
と
し
て
い
ち
ば
ん
有
名
だ
。
溶
連

菌
性
扁
桃
炎
の
結
果
、
猩

し
ょ
う

紅こ
う

熱ね
つ

と
よ
ば
れ
る
小
児
の
発ほ

っ

疹し
ん

性
・
発
熱
性
疾
患
や
リ
ウ
マ
チ
熱
に
よ
る
心

内
膜
炎
（
弁
膜
症
）
を
も
た
ら
す
こ
と
で
も
悪
名
高
い
。
皮
膚
に
も
感
染
し
て
お
で
き
や
丹た

ん

毒ど
く

と
い
わ
れ

る
皮
膚
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
。
こ
の
同
じ
菌
が
、
全
く
健
康
な
人
に
突
然
襲
い
か
か
り
、
い
の
ち
を

奪
う
の
だ
か
ら
何
と
も
恐
ろ
し
い
。
し
か
も
、
予
防
法
は
な
い
（
予
防
し
よ
う
が
な
い
）。
幸
い
、
年
間
の

患
者
数
が
４
０
０
人
あ
ま
り
と
珍
し
い
病
気
な
の
で
、
か
か
ら
な
い
よ
う
に
神
さ
ま
に
祈
る
し
か
な
い
。

急
激
に
悪
化
す
る
病
態
に
は
、
こ
の
人
喰
い
バ
ク
テ
リ
ア
（
溶
連
菌
）
が
出
す
「
ス
ー
パ
ー
抗
原
」
が

関
与
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
抗
原
に
は
患
者
の
炎
症
反
応
を
一
気
に
爆
発
的
に
活
性
化
さ
せ
る
作
用
が

あ
る
。
も
う
少
し
だ
け
説
明
し
よ
う
。
ス
ー
パ
ー
抗
原
は
、
Ｔ
リ
ン
パ
球
（
白
血
球
の
一
種
）
を
非
特
異

的
（
無
差
別
）
に
複
数
活
性
化
さ
せ
て
、
Ｔ
リ
ン
パ
球
か
ら
大
量
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
炎
症
を
媒
介
す
る
因

子
）
を
放
出
さ
せ
る
。
結
果
的
に
、
患
者
の
免
疫
系
は
大
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
ス

ー
パ
ー
抗
原
は
病
原
体
に
と
っ
て
の
敵
、
免
疫
系
に
対
す
る
菌
自
身
の
防
御
因
子
な
の
で
あ
る
。
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ある年の７月、Ｃ型肝炎ウイルスの感
染による肝硬変症を患う 50 代の男性
が、刺身を食べた。翌日、発熱ととも
に、ハチに刺されたような急激な痛み
を右足に訴えた。
救急車で病院に到着したときは、すで
に下肢の壊

え

疽
そ

が進行していた。大腿部
の皮膚が生検され、迅速な病理診断で
皮膚の深部から皮下脂肪に細菌感染が
確認された（図）。感染防御の主役で

ある白血球の反応はみられなかった。
つまり、壊疽に陥った足に血流がな
いため、白血球が病原体のところま
で到達できない状況だった。増殖す
る菌はグラム染色に陰性だった（つ
まり、レンサ球菌（P126）ではない）。
患者は翌朝に死亡した。

▶ 名前　ビブリオ・ブルニフィカス

▶ 原因　生ガキや刺身の摂取、あるいは調理中や海

中で傷口から感染

▶ 大きさ　２～５ミクロン、コンマ状の細長い細菌

▶ 棲息場所　汽水（川の水が流れ込む海水）

▶ 劇症化した場合の病名　劇症型ビブリオ・ブルニ

フィカス感染症（人喰いバクテリア症）

▶ 症状　発熱、痛みの強い皮膚病変、四肢（両手足）の

壊疽（肝硬変症のある人）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　死亡率30 ～ 70％

▶ 予防法　肝硬変患者は夏季に魚介類の生食や調理

を避ける

▶ 治療法　外科的処置（四肢切断や皮膚切開）

肝硬変の人が夏に生ガキや刺身を食べると、
死に至る感染症にかかる可能性がある

人喰いバクテリア症②

ビブリオ・ブルニフィカス

No.

Case

Name

図　皮下組織に増殖するビブリ

オ・ブルニフィカス（生検組織

のギムザ染色）。円形～細長くみ

える細菌が皮下組織の脂肪細胞

のまわりにみられ、白血球反応

に乏しい

Photo Data
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近
海
の
汽
水
で
と
れ
た
魚
介
類
に
要
注
意

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
ビ
ブ
リ
オ
・
ブ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
と
い
う
汽
水
（
川
の
水
が
流
れ
込
む
海
水
）
が
大
好
き

な
細
菌
（
好
塩
菌
）
に
よ
る
、
劇
症
型
感
染
症
の
典
型
例
で
あ
る
。
Ｐ
１
２
６
で
述
べ
た
劇
症
型
溶
連
菌

感
染
症
と
同
じ
く
、〝
人
喰
い
バ
ク
テ
リ
ア
症
〟
と
よ
ば
れ
る
、
げ
に
恐
ろ
し
き
感
染
症
だ
。

ビ
ブ
リ
オ
・
ブ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
は
、
水
温
が
20
度
を
超
え
る
夏
季
に
、
河
口
～
沿
岸
域
に
棲
む
貝
類
、

エ
ビ
・
カ
ニ
、
近
海
も
の
の
魚
介
類
の
腸
の
中
で
増
え
る
。
夏
が
本
場
の
岩
ガ
キ
の
生
食
が
危
険
で
、
冬

場
の
生
ガ
キ
に
リ
ス
ク
は
な
い
。

コ
レ
ラ
菌
の
仲
間
で
あ
る
こ
の
菌
は
、
鉄
を
加
え
た
培
地
で
し
か
培
養
で
き
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
肝
細
胞
の
機
能
が
劣
化
し
た
肝
硬
変
症
で
は
、
血
清
中
の
鉄
の
濃
度
が
高
く
な
る
た
め
、
こ
の
菌

は
肝
硬
変
症
患
者
の
体
内
で
増
殖
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
肝
硬
変
症
の
患
者
に
限
っ
て
致
死
的
な
敗

血
症
が
生
じ
る
（
肝
硬
変
が
な
け
れ
ば
ふ
つ
う
感
染
し
な
い
）。
発
症
す
る
の
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。

ビ
ブ
リ
オ
・
ブ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
の
感
染
経
路
は
2
つ
。
経
口
感
染
と
創
傷
感
染
（
傷
口
か
ら
感
染
）
で



132

1 3 2

あ
る
。
経
口
感
染
の
場
合
、
生
の
海
産
物
を
食
べ
た
数
時
間
～
１
日
後
に
、
四
肢
（
手
足
）
に
ハ
チ
に
刺

さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
の
強
い
皮
膚
病
変
が
生
じ
て
、
急
激
に
四
肢
の
壊
疽
が
進
行
す
る
。
創
傷
感
染
の

場
合
、
鮮
魚
の
調
理
中
に
骨
や
包
丁
で
傷
つ
け
た
手
指
や
、
岩
場
の
貝
殻
な
ど
で
傷
つ
け
た
足
か
ら
感

染
す
る
。
感
染
原
因
を
比
較
す
る
と
、
経
口
感
染
の
頻
度
が
高
く
、
死
亡
率
も
高
い
（
経
口
感
染
の
場
合
の

死
亡
率
は
７
割
、
創
傷
感
染
の
場
合
は
３
割
）。
魚
介
類
を
生
食
す
る
日
本
や
東
ア
ジ
ア
に
多
い
致
死
性
の
高
い

感
染
症
な
の
だ
。

ビ
ブ
リ
オ
・
ブ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
の
仲
間
の
好
塩
菌
に
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
い
る
。
日
本
に
多
い
食
中

毒
の
原
因
菌
だ
。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
海
水
の
塩
濃
度
３
・
５
％
前
後
が
大
好
き
な
の
に
対
し
て
、
ビ
ブ

リ
オ
・
ブ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
は
塩
濃
度
の
低
い
汽
水
（
３
％
以
下
）
を
好
む
。
つ
ま
り
、
河
川
水
が
流
入
す

る
閉
鎖
性
海
域
（
内
湾
や
湖
沼
な
ど
）
や
干
拓
地
の
調
整
池
で
夏
季
に
菌
が
増
え
や
す
い
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
、
こ
の
病
気
が
多
発
し
や
す
い
海
と
し
て
、
有
明
海
と
八
代
海
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
湾
、
瀬

戸
内
海
、
東
京
湾
な
ど
の
閉
鎖
性
の
高
い
海
域
を
含
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
海
で
と
れ
た
海
産
物
に
よ
る

症
例
が
全
体
の
９
割
を
占
め
る
そ
う
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
閉
鎖
的
な
湾
で
と
れ
る
近
海
物
以
外
の
海
産

物
の
安
全
性
は
高
い
。
肝
硬
変
症
を
わ
ず
ら
う
人
に
教
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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20 年来の糖尿病をわずらう 50 代の
男 性 は、 身 長 165 セ ン チ、 体 重 88
キロで、肥満指数 BMI

＊

が 32.3 だった。
この人は大の医者嫌いで、無治療で過
ごしていた。先日来、目の前を蚊が飛
んでいるようにみえる状態（糖尿病性
網膜症の症状の一つ）になった。右足
の人差し指の指先は黒ずんでいた。動
脈硬化による血流障害の結果と考えら
れる（糖尿病性壊

え

疽
そ

）。そんなある冬

の日、冷えきった足を温めようと、
ファンヒーターに長い間足を近づけて
いた。糖尿病のために熱さや痛みを
全く感じない状態だった（糖尿病性
末梢神経症）ため、足の裏にひどい
やけどを負ってしまった。それでも
自分で消毒薬を塗り、病院へ行かな
かった。１週間後、傷は深い潰瘍に
なってしまった。意識が朦

もう

朧
ろう

として、
体が冷たいことに家族が気づいた。

▶ 名前　皮膚の常在菌

▶ 原因　糖尿病性末梢神経障害（コントロール不良

の糖尿病の合併症）

▶ 大きさ　１～５ミクロンの細菌（混合感染）

▶ 棲息場所　健常な皮膚

▶ 発症した場合の病名　

糖尿病性末梢神経障害に合併した壊死性筋膜炎

▶ 症状　両側の足の先端部にしびれ感、痛み、感覚麻

痺（糖尿病性末梢神経障害）と足底部の潰瘍、足の

腫れ、発熱、ショック状態（壊死性筋膜炎）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

進行すると死亡例が少なくない

▶ 予防法　フットケア

▶ 治療法　抗菌剤、下肢切断

糖尿病性末梢神経症に合併
大事なフットケア怠ると足切断の危機

常在菌による壊死性筋膜炎
No.

Case

Name

図　糖尿病性末梢神経症に伴う

高度のやけど。矢印に、動脈硬

化症によって壊疽になった足の

人差し指を示す。糖尿病では細

菌感染を生じやすい

Photo Data
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糖
尿
病
と
フ
ッ
ト
ケ
ア

「
糖
尿
病
性
末
梢
神
経
障
害
」
は
、
治
療
に
無
頓
着
な
糖
尿
病
患
者
に
お
こ
る
恐
ろ
し
い
合
併
症
で
あ

る
。
ふ
つ
う
、
糖
尿
病
歴
が
数
年
か
ら
十
数
年
の
ベ
テ
ラ
ン
糖
尿
病
患
者
に
発
症
す
る
。
症
状
は
、
両

側
の
手
足
（
と
く
に
足
）
の
先
端
部
の
し
び
れ
感
、
痛
み
、
感
覚
麻
痺
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
足

先
の
感
覚
麻
痺
（
痛
み
を
感
じ
な
い
こ
と
）
が
、
ひ
ど
い
や
け
ど
の
原
因
と
な
っ
た
。

自
律
神
経
系
が
お
か
さ
れ
る
と
、
立
ち
あ
が
っ
た
と
き
の
め
ま
い
、
下
痢
や
便
秘
、
排

尿
障
害
、
勃
起
障
害
（
Ｅ
Ｄ
）、
汗
が
出
に
く
い
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
自
律
神
経
症
状
が

出
る
。

救
急
車
で
大
学
病
院
に
緊
急
搬
送
さ
れ
た
と
き
は
、
右
足
の
裏
に
深
い
壊え

死し

（
潰
瘍
）
が

あ
り
［
図
］、
発
熱
と
血
圧
低
下
（
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
）
に
よ
っ
て
呼
吸
が
早
く
浅
い
状
態
に

な
っ
て
い
た
。

緊
急
で
右
足
裏
の
病
変
部
が
一
部
切
り
取
ら
れ
た
が
、
足
裏
の
潰
瘍
か
ら
足
先
全
体
に

＊BMIの計算方法　体重（キログラム）÷（メート
ル）２で求める。22が適正値。
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広
が
る
感
染
症
（
壊
死
性
筋
膜
炎
）
は
容
易
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
来
院
６
日
目
に
膝
か
ら
下
の
右

足
が
切
断
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
壊
死
性
筋
膜
炎
と
は
、
皮
下
脂
肪
組
織
と
骨
格
筋
の
筋
膜
の
間
に
あ
る
疎ま

ば
らな

結
合
組
織

に
壊
死
を
伴
っ
て
広
が
る
細
菌
感
染
症
の
こ
と
。
連
鎖
球
菌
や
嫌
気
性
菌
に
よ
る
混
合
感
染
が
生
じ
る
。

糖
尿
病
が
あ
る
と
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
急
速
に
進
行
し
て
重
篤
な
状
態
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

生
命
の
危
機
を
何
と
か
脱
し
た
男
性
は
、
そ
の
後
、
義
肢
を
つ
け
た
歩
行
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

に
励
み
、
医
療
者
に
協
力
的
な
患
者
へ
と
変
身
し
た
。
さ
す
が
に
身
に
し
み
た
の
だ
ろ
う
。
糖
尿
病
の

治
療
（
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
）
を
受
け
入
れ
、
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
も
積
極
的
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

低
空
飛
行
な
が
ら
、
目
（
糖
尿
病
性
網も

う

膜ま
く

症
）
や
腎
臓
（
糖
尿
病
性
腎
症
）
の
障
害
は
何
と
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
糖
尿
病
性
末
梢
神
経
障
害
を
有
す
る
患
者
に
は
、
十
分
な
〝
フ
ッ
ト
ケ
ア
〟（
足
に
注

意
を
払
う
こ
と
）
が
求
め
ら
れ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
か
ら
感
染
や
循
環
障
害
が
増
悪
す
る
か
ら
で
あ
る
。

足
先
の
感
覚
が
な
い
た
め
、
や
け
ど
し
て
も
釘
を
踏
み
抜
い
て
も
、
靴
や
靴
下
が
血
で
染
ま
る
ま
で
気

づ
か
な
い
状
況
に
陥
る
。
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動
脈
粥

じ
ゅ
く

状じ
ょ
う硬

化
症
（
太
い
血
管
に
お
こ
る
動
脈
硬
化
症
で
、
動
脈
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
溜
ま
る
）
に
よ
る
糖

尿
病
性
壊え

疽そ

が
生
じ
る
と
、
感
覚
障
害
と
易い

感か
ん

染せ
ん

性せ
い

（
免
疫
力
低
下
な
ど
で
、
細
菌
な
ど
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
状
態
）
の
た
め
重
篤
化
し
や
す
い
。

も
う
一
度
、
糖
尿
病
で
フ
ッ
ト
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
理
由
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

① 

末
梢
神
経
障
害
に
よ
る
感
覚
麻
痺
が
あ
る
。

② 

動
脈
硬
化
に
よ
る
血
流
障
害
が
あ
る
。

③ 

糖
尿
病
性
網
膜
症
に
よ
っ
て
転
び
や
す
く
な
り
、
外
傷
を
受
け
や
す
い
。

④ 

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る
腎
機
能
障
害
の
結
果
、
傷
口
が
治
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

⑤ 

糖
尿
病
に
よ
る
易
感
染
性
の
た
め
、
感
染
が
増
悪
し
や
す
い
。

糖
尿
病
は
肥
満
者
に
多
い
代
表
的
な
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
糖
尿
病
に
対
す
る
適
切
な
薬
物
治
療
と

と
も
に
、
日
々
の
生
活
習
慣
の
改
善
（
食
事
と
運
動
）
が
求
め
ら
れ
る
。
糖
尿
病
を
軽
く
み
な
い
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
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５年前から糖尿病の治療を受けていた
60 代男性は、ある中小企業の部長で、
身長 168 センチ、体重 95 キロ、肥
満指数 BMI

＊

は 33.7 と肥満体だった。
糖尿病による腎機能障害を指摘されて
いたのに、治療薬の服用をサボり気味。
しかも、運動療法や食事療法の指導に
も耳を貸さず、とても優良患者とはい
えなかった。
その日は朝から体調不良だったが、無

理して出社したところ、昼休みに腹
痛と吐き気が強くなり、部長室で倒
れた。社内診療所の診察で急性膵炎
が疑われて、大学病院へ緊急搬送さ
れた。発症後 12 時間で腹痛が増強し
て、ショック状態となり、発症後 35
時間の短時間で死亡した。

（＊BMIはP134参照）

▶ 名前　ガス壊疽菌

▶ 原因　コントロール不良の糖尿病

▶ 大きさ　長さ３～５ミクロンの桿菌

▶ 棲息場所　土の中や人の腸の中

▶ 劇症化した場合の病名　

劇症型膵炎（膵ガス壊疽）

▶ 症状　急激な腹痛、吐き気

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

治療しないと48時間以内に死亡

▶ 予防法や治療法　糖尿病のコントロール、抗菌薬、

高圧酸素療法

▶ 特徴　四肢の壊
え

疽
そ

のない内臓のガス壊疽の診断は

とても難しい

糖尿病を原因とする致死的膵炎
感染に対する抵抗力低下で常在菌に命を奪われる!?

ガス壊疽菌
No.

Case

Name

図　膵ガス壊疽（グラム染色）。

膵臓は壊死に陥り、ガス産生に

よる空胞ができている。空胞の

中にグラム陽性（青く染まる）の

細長い桿菌が多数増殖している

Photo Data
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糖
尿
病
が
原
因
と
な
っ
た
致
死
性
膵
炎

急
性
膵
炎
と
糖
尿
病
の
関
係
を
明
確
に
す
る
目
的
で
、
病
理
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
。
病
理
解
剖
の
担

い
手
は
わ
れ
ら
病
理
医
で
あ
る
。
病
理
解
剖
所
見
を
説
明
し
よ
う
。

膵
臓
に
は
高
度
の
出
血
と
壊
死
が
み
ら
れ
、
濁
っ
た
腹
水
を
伴
っ
て
い
た
。
顕
微
鏡
を
覗
く
と
、
膵

臓
に
は
、
ガ
ス
産
生
に
よ
る
空
胞
が
み
ら
れ
、
空
胞
内
に
は
グ
ラ
ム
染
色
陽
性
（
染
色
に
よ
っ
て
青
色
に
染

ま
る
）
の
桿
菌
（
ガ
ス
壊え

疽そ

菌
）
が
増
殖
し
て
い
た
［
図
］。

肝
臓
に
は
小
さ
な
泡
粒
大
の
ガ
ス
空
胞
が
多
数
み
ら
れ
、
そ
こ
に
も
多
く
の
細
菌
が
た
か
っ
て
い
た
。

肝
臓
病
変
は
膵
臓
病
変
の
結
果
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
最
終
診
断
は
、
ガ
ス
壊
疽
菌
に
よ
る

劇
症
型
膵
炎
（
膵
ガ
ス
壊
疽
）
だ
っ
た
。

膵
臓
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
（
血
糖
値
を
下
げ
る
、
つ
ま
り
細
胞
に
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
ま
せ
る
ホ
ル
モ
ン
）
を
分
泌

す
る
膵
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
（
膵
島
）
と
呼
ば
れ
る
０
・
１
ミ
リ
大
の
内
分
泌
細
胞
の
塊
（
島
）
が
散

在
し
て
い
る
。
糖
尿
病
で
は
、
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
物
質
（
べ
っ
た
り
と
赤
く
染
ま
る
異
常

物
質
）
が
沈
着
す
る
の
が
顕
微
鏡
的
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
男
性
の
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
に
も
ア
ミ
ロ
イ
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ド
の
沈
着
が
確
認
さ
れ
、
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
が
顕
微
鏡
的
に
も
確
認
さ
れ
た
。

ガ
ス
壊
疽
は
、
ガ
ス
壊
疽
菌
（
俗
称
：
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
、
学
名
は
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ー
フ
リ
ン
ジ
ェ
ン
ス
）

に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
（
典
型
例
で
は
、
四
肢
の
急
激
な
壊
疽
を
き
た
す
）。

ガ
ス
壊
疽
菌
は
土
の
中
の
み
な
ら
ず
、
腸
の
中
に
も
棲
み
つ
い
て
い
る
常
在
菌
の
一
つ
だ
。
交
通
事

故
や
災
害
な
ど
に
伴
う
大
き
な
外
傷
に
よ
っ
て
血
行
が
障
害
さ
れ
る
と
、
土
の
中
に
潜
む
ガ
ス
壊
疽
菌

が
お
も
に
手
足
の
皮
膚
へ
と
持
ち
込
ま
れ
、
傷
口
の
皮
下
組
織
で
増
殖
す
る
。
ガ
ス
壊
疽
菌
は
酸
素
の

乏
し
い
環
境
（
酸
欠
状
態
）
に
な
る
と
急
に
元
気
が
で
る
菌
（
酸
素
が
あ
る
と
生
き
て
ゆ
け
な
い
偏
性
嫌
気
性
菌
）

で
、
血
行
が
悪
く
な
る
こ
と
は
、
菌
に
と
っ
て
は
好
都
合
な
の
で
あ
る
。
皮
膚
は
水
ぶ
く
れ
と
と
も
に

青
銅
色
に
な
り
、
激
し
い
痛
み
を
伴
う
。
病
巣
は
急
激
に
拡
大
し
て
筋
肉
の
壊
死
が
進
み
、
悪
臭
（
腐

肉
臭
）
を
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
心
臓
を
麻
痺
さ
せ
た
り
、
赤
血
球
を
溶
血
さ
せ
た
り
す
る
外が

い

毒ど
く

素そ

（
菌
が
分
泌
す
る
毒
素
）
の
産
生
と
多
量
の
ガ
ス
産
生
が
患
者
を
苦
し
め
る
。
死
亡
率
は
と
て
も
高
い
。

一
方
、
ガ
ス
壊
疽
は
外
傷
と
無
関
係
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、〝
非
外
傷
性
ガ
ス
壊
疸
〟
と
よ
ば
れ

る
。
糖
尿
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
肝
硬
変
、
悪
性
腫
瘍
、
血
液
疾
患
な
ど
で
、
抵
抗
力
が
低
下
し
た
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状
態
だ
と
発
症
し
や
す
い
。
と
く
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
糖
尿
病
で
は

重
症
化
し
や
す
い
。

生
活
習
慣
病
の
代
表
で
あ
る
糖
尿
病
は
、
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
不

足
が
原
因
で
あ
る
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
と
血
糖
値
が
高
く
な
り
、
動
脈
硬
化
が
助
長
さ
れ
て
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
腎
臓
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
と
血
液
透
析
に
、
目

（
網
膜
）
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
失
明
し
、
末
梢
神
経
が
障
害
さ
れ
る
と
手
足
の
痛
み
を
感
じ
な
く
な

る
［
Ｐ
１
３
３
参
照
］。
さ
ら
に
、
長
く
続
く
高
血
糖
状
態
が
白
血
球
の
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
糖
尿
病
患

者
は
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
（〝
易
感
染
性
〟）。

こ
こ
で
紹
介
し
た
ケ
ー
ス
は
、
ま
さ
に
糖
尿
病
に
お
け
る
易
感
染
性
が
悪
さ
の
元
凶
で
あ
り
、
腸
内

に
棲
み
つ
く
ガ
ス
壊
疽
菌
が
膵
臓
に
日ひ

和よ
り

見み

感
染
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
は
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法
を
き
ち
ん
と
受
け
な
い
（
医

師
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
）〝
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
〟
患
者
に
お
こ
り
や
す
い
。
ゆ
め
ゆ
め
、
糖
尿
病
を
甘

く
み
な
い
こ
と
。
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70 代男性は一人暮らしだった。彼は、
隣に住む住民にどんどん悪化する息苦
しさを訴えた。発熱はなかった。男性
は救急車で運ばれたが、病院の救命救
急外来へ到着したときには、のどに白
い膜状の滲出物（偽

ぎ

膜
まく

）がべったりと
付着し、気管内に挿管チューブを入れ
るのが困難な状態だった。そうこうし
ているうちに、男性は息絶えた。
救命救急チームは病名を推測すること

ができなかった。そこで、気管内挿管
操作の間にたまたま剥がれ落ちたのど

（咽
いん

頭
とう

）の粘膜片が、ホルマリン固定
されて病理診断に提出された。この標
本が唯一、最終診断への手がかりとな
った。死亡した患者は病理解剖される
ことなく、そのまま連絡を受けた遺族
に引きとられ、まもなく荼

だ

毘
び

に付され
た。

▶ 名前　ジフテリア菌

▶ 原因　ジフテリア菌が飛沫感染して発症

▶ 大きさ　

２～６ミクロンの桿菌（一端がふくれている）

▶ 棲息場所　ジフテリア患者と健康（無症候性）保菌

者ののどの粘膜

▶ 劇症化した場合の病名　ジフテリア

▶ 症状　のどの痛み、息苦しさ（熱はない）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

致死率５〜 20％（小児と高齢者で高い）

▶ 予防法　三種混合ワクチン（DPT）

▶ 治療法　抗菌薬と血清療法

臨床医が診断できない !?
国内 10 年ぶりの死亡例でバイオハザードの危機に！

ジフテリア菌
No.

Case

Name

図　ジフテリア菌（左はグラム

染色、右は走査型電子顕微鏡像）

偽膜の中に青く染まるグラム陽

性桿菌の断面が観察される。電

子顕微鏡では、杖のような形を

したジフテリア菌が確認される

Photo Data
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ジ
フ
テ
リ
ア
を
知
ら
な
い
医
師
た
ち

病
理
（
顕
微
鏡
）
画
像
を
説
明
し
よ
う
。
咽
頭
粘
膜
の
表
面
に
は
、
通
常
の
染
色
で
う
っ
す
ら
青
く
染

ま
る
も
や
も
や
と
し
た
物
質
（
偽
膜
）
が
べ
っ
た
り
と
付
着
し
て
い
た
。
発
熱
の
な
い
急
激
な
臨
床
経
過

と
こ
の
あ
ま
り
み
か
け
な
い
顕
微
鏡
所
見
を
鑑
み
て
、
筆
者
が
尊
敬
す
る
病
理
医
、
伊
藤
雅
文
先
生
（
現
、

名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
副
院
長
）
は
ジ
フ
テ
リ
ア
を
疑
っ
た
。
グ
ラ
ム
染
色
を
行
な
う
と
、
グ
ラ
ム
陽
性
桿

菌
の
断
面
が
多
数
染
め
出
さ
れ
た
［
図
］。

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
は
グ
ラ
ム
陽
性
桿
菌
で
あ
り
、
臨
床
像
を
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
可
能
性
が
非
常
に
濃
厚
だ
っ
た
。
急
激
な
死
亡
に
は
、

偽ぎ

膜ま
く

に
よ
る
気
道
閉
塞
だ
け
で
な
く
、
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
に
よ
る
心
筋
傷
害

が
関
与
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
患
者
の
死
亡
か
ら
３
日
後
、
病

理
診
断
に
基
づ
い
て
、
病
院
は
地
域
の
保
健
所
に
ジ
フ
テ
リ
ア
の
死
亡
例
と

し
て
届
け
出
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
は
二
類
感
染
症＊

に
分
類
さ
れ
、
直
ち
に
保
健

所
に
届
け
る
こ
と
が
病
院
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

＊二類感染症　二類感染症は感染症法で「感染力や
罹患した場合の重篤性などに基づく総合的な観点
からみた危険性が高い感染症」と定義されている

（第2章P081参照）。ジフテリアのほか、結核、ポリ
オ（急性灰白髄炎）、重症急性呼吸器症候群（SARS）、
中 東 呼 吸 器 症 候 群（MERS）、鳥 イ ン フ ル エ ン ザ
H5N1が含まれる。
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と
こ
ろ
が
、
管
轄
の
保
健
所
長
の
判
断
は
と
て
も
納
得
で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
疑ぎ

似じ

コ
レ
ラ
は

受
け
つ
け
る
が
、
疑
似
ジ
フ
テ
リ
ア
（
ジ
フ
テ
リ
ア
の
疑
い
）
は
受
理
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
確
定
診
断
に
必
要
な
細
菌
学
的
な
培
養
検
査
や
血
清
抗
体
価
の

測
定
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
。
相
手
は
、
死
亡
率
の
高
い
怖
い
感
染
症
だ
か
ら
こ
そ
二
類

感
染
症
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
伝
染
病
で
あ
る
。
ジ
フ
テ
リ
ア
の
感
染
経
路
は
飛
沫
感
染
で
あ
る
。
気

管
内
挿
管
操
作
に
苦
労
し
た
医
師
団
に
限
ら
ず
、
手
伝
っ
た
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
室
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
、
救
急
車
の
運
転
手
、
そ
し
て
救
急
車
を
手
配
し
た
隣
の
住
民
に
も
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
（
病

原
体
感
染
拡
大
へ
の
危
険
性
）
が
迫
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
フ
テ
リ
ア
の
潜
伏
期
間
は
２
～
５
日
で

あ
る
。

病
理
診
断
を
担
当
し
た
伊
藤
先
生
は
あ
き
れ
か
え
っ
た
。
そ
し
て
、
病
理
医
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
沸
き
立
ち
、
ま
ず
、
固
定
液
（
ホ
ル
マ
リ
ン
）
の
中
に
浮
遊
す
る
桿
菌
を
走
査
型
電
子

顕
微
鏡
で
観
察
し
た
。
片
側
が
棍こ

ん

棒ぼ
う

の
よ
う
に
膨
隆
し
、
鞭べ

ん

毛も
う

の
な
い
電
子
顕
微
鏡
所
見
は
ジ
フ
テ
リ

ア
菌
と
し
て
矛
盾
し
な
か
っ
た
［
図
］。
同
時
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
特
有
の
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
に
対
す
る
抗

体
を
購
入
し
て
〝
免
疫
染
色
〟
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
の
遺
伝
子
を
ポ
リ
メ
ラ
ー
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ゼ
連
鎖
反
応
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
）
と
い
う
遺
伝
子
検
索
技
法
で
検
索
し
た
。
と
も
に
明
ら
か
な
陽
性
所
見
が
得

ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と
し
て
の
動
か
ぬ
証
拠
が
つ
か
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
検
討

す
る
の
に
３
か
月
を
要
し
た
。

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
の
Ｄ
は
ジ
フ
テ
リ
ア

最
終
的
に
、
厚
生
省
（
当
時
）
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
日
本
に
お
け
る
10
年
ぶ
り
の
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る

死
亡
例
と
認
定
し
、
正
式
な
記
録
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
奇
し
く
も
、
感
染

症
の
診
断
に
お
け
る
病
理
診
断
の
重
要
性
・
有
用
性
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
直
接
診
断
を
担
当
さ
れ

た
伊
藤
先
生
の
プ
ロ
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
。

幸
い
、
本
例
に
関
連
し
た
二
次
感
染
は
生
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
保
健
所
長
の
首
を
救
っ
た

こ
と
は
確
か
だ
。
も
し
二
次
感
染
が
生
じ
て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
思
わ
ず
身
震
い
す
る
。
ジ
フ
テ
リ

ア
は
日
本
で
は
稀
だ
が
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
劇
症
型
の
伝
染
病
で
あ
る
。
未
体
験
の
臨
床
医

が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
臨
床
的
に
ジ
フ
テ
リ
ア
を
考
慮
せ
ず
に
対
応
す
る

と
、
大
き
な
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、
住
民
、
救
急
隊
員
、
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医
療
者
が
受
け
て
い
た
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
ワ
ク
チ
ン
）
が
予
防
に
有
効
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ジ
フ
テ
リ
ア
（
Ｄ
）
だ
け
で
な
く
、
百
日
咳
（
Ｐ
）
と
破
傷
風
（
Ｔ
）
も
防
い
で
く
れ
る
Ｄ
Ｐ
Ｔ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
ぜ
ひ
と
も
推
奨
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
ワ
ク
チ
ン
に
ポ
リ

オ
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
‐
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）
が
定
期
接
種
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
が
３
か
月
遅
れ
で
ジ
フ
テ
リ
ア
の
死
亡
例
を
発
表
し
た
と
き
の
新
聞
報
道
は
、
再
び
病
理
医

の
プ
ロ
意
識
を
逆
な
で
し
た
。
い
わ
く
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
伝
染
病
（
二
類
感
染
症
）
を

３
か
月
も
か
か
っ
て
診
断
し
た
病
理
医
を
揶や

揄ゆ

す
る
よ
う
な
記
事
だ
っ
た
か
ら
だ
。
マ
ス
コ
ミ
の
短
絡

的
な
無
理
解
が
む
な
し
か
っ
た
。
感
染
症
に
お
け
る
病
理
診
断
の
重
要
性
・
役
割
へ
の
正
し
い
理
解
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
は
戦
前
日
本
の
小
児
の
感
染
症
に
よ
る
死
因
の
第
一
位
だ
っ
た
。
現
在
で
も
発
展
途
上

国
に
蔓ま

ん

延え
ん

し
て
お
り
、
皮
膚
に
感
染
す
る
ジ
フ
テ
リ
ア
も
み
ら
れ
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の
１
９
９
０
年
前

半
か
ら
ロ
シ
ア
に
お
こ
っ
た
ジ
フ
テ
リ
ア
の
流
行
は
、
西
欧
に
飛
び
火
し
て
国
際
問
題
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
Ｄ
Ｐ
Ｔ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
防
疫
が
功
を
奏
し
て
、
爆
発
的
な
患
者
の
発
生
は
す
で

に
収
束
し
て
い
る
。
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30 代女性が 10 日間にわたるアフリ
カ大陸の旅から、女友だち４人ととも
に帰国した。帰国翌日から高熱が出て、
意識が朦朧としてきた。ついにけいれ
んが出現したため、救急車で大学病院
へ搬送された。皮膚や結膜に出血斑が
あり、頸部（首）が硬くなる〝髄膜刺
激症状〟が確認された。頭部 CT でく
も膜下出血が認められた。来院直後に
血圧が低下してショック状態となり、

抗生物質療法を行なう間もなく、６時
間後にあっけなく死亡した。幸いなこ
とに、彼女の友人たちは元気だった。

※このように外国から持ち込まれる感
染症は「輸入感染症」とよばれる。

▶ 名前　髄膜炎菌

▶ 原因　保菌者からの飛沫感染

▶ 大きさ　0.6 ～ 1ミクロンの球菌

▶ 棲息場所　健康保菌者ののどの粘膜

▶ 劇症化した場合の病名　

急性化膿性髄膜炎に伴う急性副腎不全（劇症型髄

膜炎）

▶ 症状　頭痛、吐き気、意識レベルの低下、皮膚や粘

膜の出血斑

▶ 殺傷能力（獰猛度）　全身症状が生じると、治療し

ても20 ～ 30％の死亡率

▶ 予防法　髄膜炎菌ワクチンの接種

▶ 治療法　抗菌剤の点滴

髄膜炎菌による劇症型髄膜炎
全身から出血して死に至る

髄膜炎菌
No.

Case

Name

図　髄膜炎菌性髄膜炎（病理解

剖時の大脳の肉眼所見）．高度の

出血化膿性髄膜炎が観察される。

髄膜が出血し、膿がたまっている

Photo Data
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旧
称
は
、
法
定
伝
染
病
の 

〝
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
〟

病
理
解
剖
で
は
、
髄ず

い

膜ま
く

腔く
う

に
出
血
と
と
も
に
大
量
に
膿
の
た
ま
る
急
性
化
膿
性
髄
膜
炎
が
観
察
さ
れ

た
［
図
］。
ま
た
、
両
側
の
副
腎
（
腎
臓
の
上
側
に
あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
に
反
応
す
る
小
さ
い
内
分
泌
臓
器
）
に
出
血
が

め
だ
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
み
ら
れ
た
急
激
な
致
死
的
病
態
は
、
急
性
化
膿
性
髄
膜
炎
に
伴
う
急
性
副

腎
不
全
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
セ
ン
症
候
群
）
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
病
態
で
は
、
全
身
の
皮

膚
・
粘
膜
に
出
血
傾
向
が
み
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
劇
症
型
細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
グ
ラ
ム
陰
性
球
菌
（
グ
ラ
ム
染
色
で
赤
く
染

ま
る
双
球
菌
）
に
属
す
る
髄
膜
炎
菌
の
感
染
が
原
因
で
あ
る
。
髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎
は
、

日
本
で
は
長
く
〝
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
〟
の
名
称
で
法
定
伝
染
病
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
き
た
。

１
９
９
９
年
４
月
の
感
染
症
予
防
法
の
施
行
と
そ
の
後
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
今
で

は
五
類
感
染
症＊

に
分
類
さ
れ
、
１
週
間
以
内
に
保
健
所
へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ

＊五類感染症　感染症法により、伝染性の感
染症は感染力や致死率といった危険度や対
策法に応じて、一類～五類に分類されている。
第2章（P081）を参照。
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け
ら
れ
て
い
る
。
患
者
あ
る
い
は
健
康
保
菌
者
（
咽
頭
粘
膜
に
保
菌
）
か
ら
の
飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
感
染
が

広
が
っ
て
ゆ
く
。
飛
沫
感
染
と
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
と
し
て
出
さ
れ
る
飛
沫
を
の
ど
に
吸
い
込
ん
で
感

染
す
る
感
染
様
式
で
あ
る
［
Ｐ
０
６
５
参
照
］。
患
者
の
同
居
人
が
髄
膜
炎
に
か
か
る
危
険
性
は
、
５
０
０
～
４

０
０
０
倍
に
の
ぼ
る
。

発
症
す
る
と
怖
い
髄
膜
炎
菌
、
弱
点
は
乾
燥
と
低
温

ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央
部
の
赤
道
に
沿
う
地
域
に
は
、〝
ア
フ
リ
カ
髄
膜
炎
ベ
ル
ト
（
帯
）〟
と
称
さ
れ
る

こ
の
感
染
症
の
多
発
地
帯
が
あ
る
。
乾
季
の
12
～
６
月
に
は
毎
年
の
よ
う
に
ど
こ
か
の
国
で
ア
ウ
ト
ブ

レ
イ
ク
（
特
定
地
域
に
特
定
の
感
染
症
が
集
中
的
に
発
生
す
る
こ
と
）
が
生
じ
て
い
る
。
１
９
９
４
年
の
は
じ
め
、

筆
者
は
髄
膜
炎
ベ
ル
ト
の
東
の
端
に
あ
る
ケ
ニ
ア
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
。
そ
の
と
き
い
っ
し
ょ
に
仕

事
を
し
た
若
い
地
元
の
検
査
技
師
に
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

彼
が
高
校
生
の
と
き
、
学
校
で
髄
膜
炎
が
流
行
っ
た
。
当
時
は
、
寄
宿
舎
の
４
人
部
屋
で
共
同
生
活

を
し
て
い
た
と
い
う
。
４
人
全
員
が
髄
膜
炎
に
か
か
り
、
生
き
残
っ
た
の
は
彼
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
ほ

ど
、
注
意
す
べ
き
怖
い
病
気
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
伝
染
病
は
、
乳
幼
児
か
ら
青
年
期
ま
で
の
人
が
と
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く
に
か
か
り
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
研
究
や
調
査
の
目
的
で
家
族
と
も
ど
も
長
期
滞
在
す

る
場
合
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
強
く
勧
め
ら
れ
る
。
日
本
で
は
普
及
し
て

い
な
い
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
は
い
と
も
簡
単
に
手
に
入
る
。

髄
膜
炎
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
の
診
断
に
は
、
脳
脊
髄
液
の
中
に
髄
膜
炎
菌
を
み
つ
け
る
こ
と
が
最

重
要
で
あ
る
。
診
断
は
、
腰
の
部
分
に
長
い
針
を
刺
し
て
脳
と
脊
髄
を
潤
す
液
体
（
脳
脊
髄
液
）
を
採
取

し
て
行
な
わ
れ
る
。
ま
ず
グ
ラ
ム
染
色
で
グ
ラ
ム
陰
性
双
球
菌
の
存
在
を
確
認
し
、
細
菌
培
養
で
髄
膜

炎
菌
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
だ
。

人
に
だ
け
感
染
す
る
こ
の
髄
膜
炎
菌
は
、
実
は
た
い
へ
ん
ナ
イ
ー
ブ
で
弱
い
細
菌
で
あ
り
、
乾
燥
や

低
温
状
態
で
簡
単
に
死
滅
し
て
し
ま
う
。
診
断
目
的
で
脳
脊
髄
液
を
培
養
す
る
と
き
は
、
採
取
し
た
検

体
を
人
肌
に
温
め
な
が
ら
直
ち
に
検
査
室
に
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
検
査
室
で
は
、
血
液
を
含
む

培
地
を
使
っ
て
炭
酸
ガ
ス
の
存
在
下
で
培
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
臨
床
的
に
髄
膜
炎
菌

感
染
を
疑
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
な
い
と
、
検
査
で
は
偽
陰
性
と
な
り
や
す
い
。

実
は
、
亡
く
な
っ
た
こ
の
30
代
女
性
の
場
合
、
抗
生
物
質
が
投
与
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

病
理
解
剖
の
と
き
に
採
取
さ
れ
た
脳
脊
髄
液
か
ら
髄
膜
炎
菌
は
培
養
さ
れ
な
か
っ
た
。
死
後
時
間
が
経

過
し
て
体
温
の
下
が
っ
た
遺
体
か
ら
は
、
こ
の
菌
は
培
養
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
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病
理
解
剖
を
実
施
す
る
病
理
医
と
検
査
技
師
は
、
こ
の
細
菌
の
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
た
ま
た
ま
夜
間
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
病
理
解
剖
の
始
ま
る
翌
朝
ま

で
遺
体
が
遺
体
用
冷
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
髄
膜
炎
菌
の
ほ
と
ん
ど
が
死
滅
し
、
バ

イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
が
著
し
く
低
減
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
生
き
た
菌
が
少
量
残
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
解
剖
担
当
者
が
身
に
つ
け
る
手
袋
と
マ
ス
ク
で
飛
沫
感
染
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

念
の
た
め
、
病
理
解
剖
を
担
当
し
た
病
理
医
と
検
査
技
師
に
、「
解
剖
の
あ
と
風
邪
を
ひ
か
な
か
っ

た
？
」
と
聞
い
て
み
た
。
髄
膜
炎
菌
が
の
ど
に
飛
沫
感
染
す
る
場
合
、
ま
ず
風
邪
様
症
状
が
で
る
は
ず

だ
か
ら
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、
答
え
は
ノ
ー
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
よ
う
に
、
遺
体
の
冷
蔵
庫
保
存
が
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
を
低
減
し
て
く
れ
た
ケ
ー
ス
は
ほ

か
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
も
、
死
後
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て

低
減
す
る
。
体
内
に
残
る
酵
素
が
ウ
イ
ル
ス
を
分
解
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

医
療
業
務
に
伴
っ
て
生
じ
る
院
内
感
染
は
、「
職
務
感
染
」
あ
る
い
は
「
業
務
感
染
」
と
称
さ
れ
る
。

医
療
者
は
と
き
に
、
命
を
は
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
。
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30 代の優秀な男性臨床検査技師に発
熱が長く続き、咳が止まらない。検査
の結果、両側の肺に空洞形成を認める
肺結核がみつかり、痰のなかに結核菌
が多数証明された。彼は病理診断部門
に所属し、とくに細胞診に熱心だった。
１年前の検診では異常がなく、半年ほ
ど前に大腸がんとして切除された腸結
核の生の臓器から捺印細胞標本（病変
部をスライドガラスにこすりつけて細

胞の姿を観察する）をつくり、顕微鏡
で検討していた。腸結核の可能性は臨
床的に疑われていなかったため、無防
備な状態で作業中に結核菌を吸い込ん
でしまったのだ。すぐに結核療養所で
長期療養することとなった。空洞を伴
う重症結核だったため、半年の予定が
１年近くの入院となってしまった。彼
は子どものころの BCG 接種でツベル
クリン反応が陽性だった。

▶ 名前　ヒト型結核菌

▶ 感染場所　おもに肺（全身どの臓器にも感染する）

▶ 大きさ　2 ～ 4ミクロンの細長い細菌

▶ 棲息場所　人の気道から排出

▶ 感染した場合の病名　肺結核

▶ 症状　発熱、咳、血痰、呼吸困難、だるさ、やせ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　昭和26年まで日本人の死因

の第一位だった。エイズやステロイド剤長期投与

後などの免疫抑制状態では重症化する

▶ 予防法　換気、特殊マスク（N95マスク）の着用

BCG接種の効果は少ない（BCG接種でツベルクリ

ン反応が陽転していても、実は、結核菌の感染を防

ぐ力は弱い）

▶ 治療法　抗結核薬の長期内服

空気感染する結核菌は、
院内感染・職務感染のリスクが高い

結核菌
No.

Case

Name

図　結核菌の顕微鏡所見（抗酸

菌染色）。酸に耐性のある結核菌

は抗酸菌の一種である。抗酸菌

染色で赤く染色される大型桿菌

が集団で感染している姿を示す。

活動性肺結核病巣である

Photo Data
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驚
き
の
結
核
史

１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
に
ド
イ
ツ
人
、
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
（
第
５
回
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
）

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
結
核
菌
は
、
空
気
感
染
に
よ
っ
て
肺
結
核
を
も
た
ら
す
。
空
気
中
を
た
だ
よ
う

少
数
の
結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
が
成
立
す
る
。
明
治
初
期
ま
で
肺
結
核
は
労ろ

う

咳が
い

と
よ

ば
れ
て
い
た
。
肺
結
核
は
慢
性
感
染
症
の
代
表
で
、
年
余
に
わ
た
る
感
染
で
、
発
熱
、
咳
、
血
痰
、
呼

吸
困
難
を
き
た
す
。
国
民
病
と
言
わ
れ
、
筆
者
の
生
ま
れ
た
昭
和
26
年
（
１

９
５
１
年
）
ま
で
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
だ
っ
た
。
有
効
な
抗
結
核
薬
の
な

か
っ
た
戦
前
に
は
、
多
く
の
有
名
人＊

が
結
核
に
倒
れ
た
。
左
記
の
石
川
啄
木

の
短
歌
か
ら
も
当
時
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

年
ご
と
に
肺
病
や
み
の
殖
え
て
ゆ
く

　

村
に
迎
へ
し
若
き
医
者
か
な

　

呼い

吸き

す
れ
ば
、
胸
の
中う

ち

に
て
鳴
る
音
あ
り
、

＊結核に倒れた有名人　幕末志士の高杉晋作、新撰
組の沖田総司、政治家では陸奥宗光、小村寿太郎、作
家・詩人では樋口一葉、正岡子規、国木田独歩、魯迅、
石川啄木、堀辰雄、画家・作曲家では竹久夢二、滝廉
太郎などなど。木戸孝允、新島襄、夏目漱石、森鷗外、
宮沢賢治、太宰治、芥川龍之介、遠藤周作、吉行淳之
介らも結核に悩んでいた。
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凩
こ
が
ら
しよ
り
も
さ
び
し
き
そ
の
音
！

　

薬
の
む
こ
と
を
忘
る
る
を
、

　

そ
れ
と
な
く
、
た
の
し
み
に
思
ふ
長な

が

病や
ま
いか

な

殖
産
興
業
の
か
け
声
高
い
明
治
後
半
期
、
地
方
か
ら
都
市
へ
と
動
員
さ
れ
た
若
き
女
工
た
ち
に
も
悲

劇
が
襲
っ
た
。
換
気
の
悪
い
職
場
で
働
き
、
狭
い
宿
舎
で
共
同
生
活
す
る
彼
女
た
ち
の
多
く
が
、
結
核

に
空
気
感
染
し
た
の
だ
。
病
気
の
た
め
に
故
郷
に
帰
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
数
字

を
示
そ
う
。
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
の
統
計
「
女
工
と
結
核
」
に
よ
る
と
、
紡
績
工
場
で
働
く
女
工

の
72
・
５
％
、
生
糸
工
場
70
・
８
％
、
織
布
工
場
64
・
６
％
、
製
麻
工
場
66
・
２
％
の
死
因
が
結
核
あ

る
い
は
結
核
の
疑
い
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
と
い
う
恐
ろ
し
さ
。

結
核
は
む
ろ
ん
日
本
だ
け
の
感
染
症
で
は
な
い
。
結
核
は
長
く
世
界
中
に
蔓
延
し
続
け
て
き
た
。
結

核
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た
り
）
の
日
本
に
お
け
る
最
高
値
は
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
の
２
５
７
人
で

あ
る
（
平
成
30
年
の
数
字
は
１
・
８
）。
18
～
19
世
紀
の
欧
米
の
主
要
都
市
で
の
結
核
死
亡
率
は
、
20
世
紀
初

頭
の
日
本
よ
り
も
ず
っ
と
高
く
、
ロ
ン
ド
ン
（
１
７
８
０
年
頃
）
で
は
９
０
０
人
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
１
８
５

０
年
頃
）
で
は
１
０
０
０
人
だ
っ
た
。
結
核
死
亡
率
の
世
界
記
録
は
１
８
９
０
年
に
お
け
る
米
国
オ
ク
ラ
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ホ
マ
州
フ
ォ
ー
ト
・
シ
ル
の
コ
ロ
ニ
ー
に
お
け
る
ア
パ
ッ
チ
族
で
、
実
に
１
万
４
２
８
２
人
。
毎
年
７

人
に
１
人
が
結
核
で
死
亡
し
、
単
純
計
算
で
７
年
後
に
は
絶
滅
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
数
字
だ
。

空
気
感
染
の
恐
ろ
し
さ

結
核
菌
に
よ
る
空
気
感
染
は
換
気
の
悪
い
閉
鎖
空
間
に
長
く
と
ど
ま
る
と
生
じ
や
す
い
。
学
校
の
教

室
、
病
院
の
病
室
や
診
察
室
、
刑
務
所
、
冬
の
長
距
離
バ
ス
や
国
際
線
の
飛
行
機
の
な
か
。
結
核
菌
を

排
菌
す
る
患
者
が
い
る
と
、
そ
の
空
間
を
共
有
す
る
人
は
結
核
に
か
か
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
病
院
内

で
結
核
が
多
発
す
る
院
内
感
染
は
可
能
な
限
り
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
感
染
の
可
能
性
の
あ
る
人

た
ち
に
は
、
結
核
に
特
異
性
の
高
い
血
液
検
査
（
ク
オ
ン
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ン
検
査
、
Ｔ-

ス
ポ
ッ
ト
検
査
）
が
行
な

わ
れ
る
。
こ
れ
を
接
触
者
検
診
と
呼
ぶ
。
狭
い
病
理
解
剖
室
で
結
核
病
変
自
体
を
切
り
開
く
行
為
は
著

し
く
リ
ス
ク
が
高
い
。
結
核
患
者
の
痰
を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
細
胞
診
検
査
の
危
険
性
も
推
し
て
知
る
べ

し
。
ケ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
た
臨
床
検
査
技
師
の
場
合
、
結
核
病
変
そ
の
も
の
に
近
づ
き
、
捺
印
標
本

を
つ
く
る
こ
と
で
結
核
菌
を
大
量
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

感
染
防
止
対
策
の
基
本
は
、
換
気
と
マ
ス
ク
の
着
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、
普
通
の
マ
ス
ク
で
は
結
核



155

第 3 章 　 日 常 に 潜 む ウ イ ル ス ・ 細 菌 ・ カ ビ の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー1 5 5

菌
は
網
目
の
間
を
す
り
抜
け
て
し
ま
う
た
め
効
果
が
な
い
。
結
核
菌
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
だ
と
す
る
と
、
網

目
は
2
メ
ー
ト
ル
四
方
に
も
な
る
。
医
療
者
は
微
小
な
結
核
菌
を
通
さ
な
い
Ｎ
95
と
よ
ば
れ
る
特
殊
な

マ
ス
ク
を
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
結
核
の
可
能
性
を
臨
床
的
に
正
し
く
推
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
で
も
思
い
も
よ
ら
な
い
結
核
病
変
が
経
験
さ
れ
る
た
め
に
、
結
核

に
か
か
っ
て
し
ま
う
医
療
者
は
な
か
な
か
な
く
な
ら
な
い
。
病
理
医
と
病
理
検
査
技
師
は
と
く
に
バ
イ

オ
ハ
ザ
ー
ド
に
曝
さ
れ
や
す
い
。
そ
う
、
結
核
は
病
理
医
と
病
理
検
査
技
師
の
職
業
病
な
の
で
あ
る
。

空
気
感
染
を
生
じ
る
病
原
体
は
次
の
３
つ
だ
け
。
結
核
菌
、
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ウ
イ
ル
ス
と
麻
疹

ウ
イ
ル
ス
だ
。
い
ず
れ
も
、
乾
燥
に
つ
よ
く
、
空
気
中
を
た
だ
よ
う
少
数
の
病
原
体
で
病
気
が
ひ
き
お

こ
さ
れ
る
と
い
う
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
病
原
体
で
あ
る
。
病
理
医
に
は
こ
ん
な
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
も

あ
る
。
あ
る
病
院
の
病
理
医
が
全
身
性
の
水
痘
で
死
亡
し
た
白
血
病
患
者
の
病
理
解
剖
を
行
な
っ
た
。
２

週
間
後
に
執
刀
医
自
身
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
子
ど
も
た
ち
を
含
む
家
族
全
員
が
水
痘
を
発
症
し
た
。
幸

い
、
全
員
自
然
治
癒
し
た
が
、
剖
検
を
介
し
た
「
業
務
感
染
」
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
。

水
痘
ウ
イ
ル
ス
が
小
児
白
血
病
病
棟
で
「
敵
」
と
よ
ば
れ
る
理
由
は
、
単
に
そ
の
強
い
感
染
力
の
み

な
ら
ず
、
結
核
菌
と
同
様
に
、
空
気
感
染
を
き
た
す
た
め
で
あ
る
。
か
の
病
理
医
も
、
剖
検
室
で
発
生

し
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
吸
入
し
て
水
痘
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
感
染
し
た
に
違
い
な
い
。
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50 代の健常な男性が仕事中にローラ
ーに左足を挟まれてしまった。すぐに
病院に搬送されたが、左足にひどい骨
折があり、太い動脈が損傷していた。
緊急手術で、壊

え

死
し

部の切除と損傷した
動脈の修復が行なわれるとともに、骨
折が固定された。しかし、傷口が感染
して、膿が溜まる状態となってしまっ
た。２週間後に高熱が出て、痰と血液
からメチシリン耐性黄色ブドウ球菌

（ＭＲＳＡ）が培養された。病巣感染
がコントロールできないため、受傷後
１か月、遅まきながら左膝以下の足が
切断された。その後も発熱が続き、尿
量が減少して、受傷後２か月で死亡し
た。

▶ 名前　メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）

▶ 感染場所　心臓の弁、全身臓器

▶ 大きさ　0.5 ～ 2ミクロン

▶ 棲息場所　鼻の穴、のど

▶ 感染した場合の病名　MRSA敗血症

▶ 症状　発熱、病巣感染（感染部位に膿がたまる

	 こと）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　全身感染に至ると致死的

▶ 予防法　手洗い・手指消毒の励行

▶ 治療法　抗MRSA薬の点滴

▶ 特徴　MRSAは多剤耐性の黄色ブドウ球菌であ

り、院内感染する病原体のうち最も悪名高い

傷口に感染したＭＲＳＡは手ごわい。
院内感染を起こさない努力が必要！

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌
（ＭＲＳＡ）

No.

Case

Name

図　心臓の出口にある大動脈弁

に 観 察 さ れ た 感 染 性 心 内 膜 炎

（グラム染色）。青く染まるグラ

ム陽性球菌の感染・増殖してい

る。培養検査で、MRSA が証明さ

れた

Photo Data
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病
院
内
で
猛
威
を
振
る
う
病
原
体

事
例
の
男
性
は
病
理
解
剖
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
が
全
身
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
は
心
臓
の
出
口
に
位
置
す
る
大
動
脈
弁
に
ひ
ど
く
感
染
し
、
感
染
性
心
内
膜
炎
に
な
っ
て
い
た
（
図
）。

こ
こ
か
ら
菌
が
全
身
に
ば
ら
ま
か
れ
、
敗
血
症
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
感
染
し
た
血
の
塊

（
感
染
性
塞そ

く

栓せ
ん

）
が
腸
の
動
脈
に
詰
ま
り
、
小
腸
が
壊え

死し

に
陥
っ
て
穴
が
あ
い
て
、
化
膿
性
腹
膜
炎
に
な
っ

て
い
た
。
感
染
性
塞
栓
に
よ
る
梗こ

う

塞そ
く

（
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
に
よ
る
臓
器
の
壊
死
）
は
、
心
臓
、
腎
臓
や
脾
臓

に
も
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
肺
炎
を
併
発
し
て
い
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
多
剤
耐
性
の
（
ほ
と
ん
ど
の
抗
菌
剤
が
効
か
な
い
）
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
で
あ
り
、
院
内
感
染
の

元
凶
と
し
て
悪
名
高
い
。
過
去
に
、
抗
菌
剤
を
不
用
意
に
使
い
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
が
多
剤
耐
性
化
し
て
、
病
院
の
中
に
巣
食
う
よ
う
に
な
っ
た
。

通
常
の
（
耐
性
で
な
い
）
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
は
皮
膚
に
で
き
る
お
で
き
（
毛
嚢
炎
）
の
原
因
菌
で
あ
り
、
多

く
の
人
の
毛
穴
に
常
在
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
、
患
者
さ
ん
の
病
変
部
だ
け
で
な
く
、
医
療
者
の
皮
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膚
、
と
く
に
鼻
の
穴
（
鼻
前
庭
部
）
の
鼻
毛
の
く
ぼ
み
に
棲
み
つ
く
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
を
保
菌
す
る
医
療
者
が

不
用
意
に
自
分
の
鼻
を
触
っ
た
手
で
病
変
部
を
処
置
す
る
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
院
内
感
染
が
成
立
す
る
。
鼻

は
無
意
識
に
つ
い
触
っ
て
し
ま
う
場
所
で
あ
る
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
院
内
感
染
を
防
止
す
る
に
は
、
徹
底
し
た
手
洗
い
・
手
指
消
毒
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
一
処
理
一
手
洗
い
（
処
置
ご
と
に
手
洗
い
す
る
こ
と
）
が
原
則
だ
が
、
臨
床
の
現
場
で
は
な
か
な
か
難
し

い
。
手
洗
い
し
す
ぎ
る
と
手
荒
れ
を
お
こ
し
て
、
か
え
っ
て
手
に
菌
が
つ
き
や
す
く
な
る
。
手
洗
い
し

た
あ
と
に
手
袋
を
着
用
す
る
が
、
手
袋
を
し
た
手
で
自
分
の
顔
を
触
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。

だ
れ
が
触
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ド
ア
ノ
ブ
や
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
も
触
れ
て
は
い
け
な
い
。

入
院
患
者
の
有
毛
部
（
鼻
の
穴
、
ひ
げ
や
陰
部
）
に
も
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
付
着
（
不
顕
性
感
染
）
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
顔
や
陰
部
を
診
察
し
た
あ
と
手
洗
い
せ
ず
（
手
袋
を
替
え
ず
）
に
病
変
部
を
処
置
す
る

の
は
ご
法
度
だ
。
診
察
の
順
番
が
お
か
し
い
場
合
、
遠
慮
し
な
い
で
指
摘
し
て
ほ
し
い
［
Ｐ
０
６
２
参
照
］。

こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
院
内
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
と
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

足
の
傷
が
な
か
な
か
治
ら
ず
、
局
所
の
処
置
を
繰
り
返
す
う
ち
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
接
触
感
染
し
て
し
ま
い
、

血
液
中
へ
と
入
り
込
ん
だ
菌
が
心
臓
の
弁
膜
に
病
変
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
全
身
感
染
・
敗は

い

血け
つ

症し
ょ
うに

至
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っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
の
ど
に
も
定
着
（
不
顕
性
感
染
）
し
や
す
い
た
め
、
入
院
中
に
誤
嚥
を
お

こ
す
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
肺
炎
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
肺
炎
は
し
ば
し
ば
空く

う

洞ど
う

を
形
成
し

て
難
治
と
な
り
、
死
因
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。

外
傷
を
受
け
た
病
変
部
、
変
形
し
た
心
臓
弁
膜
、
空
洞
を
つ
く
る
肺
炎
病
変
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
感
染
す

る
と
、
抗
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
薬
（
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
や
テ
イ
コ
プ
ラ
ニ
ン
）
で
完
治
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
。
病

変
部
に
は
十
分
な
血
流
が
な
い
た
め
、
抗
菌
剤
が
菌
に
到
達
で
き
な
い
の
が
理
由
で
あ
る
。

院
内
感
染
は
、
入
院
し
た
た
め
に
起
こ
る
感
染
症
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
入
院
さ
え
し
な
け
れ

ば
お
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
病
院
側
の
責
任
は
重
い
。
患
者
さ
ん
の
怒
り
は
当
然
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
病
院
に
棲
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
を
駆
逐
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
病
院

の
頭
痛
の
種
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
院
内
感
染
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
夢
で
あ
り
続
け
て
い
る
［
第
２
章 

の
Ｑ
＆
Ａ

「
感
染
症
は
ど
の
よ
う
に
し
て
人
に
う
つ
る
の
で
す
か
？
」
参
照
］。

序
章
に
紹
介
し
た
「
医
師
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
悲
劇
」［
Ｐ
０
２
４
］
は
、
19
世
紀
半
ば
か
ら
途
絶
え
る

こ
と
な
く
、
現
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
ケ
ー
ス
は
、
明
治
維
新
に
大
村
益
次

郎
を
襲
っ
た
創
傷
感
染
に
よ
く
似
て
い
る
［
Ｐ
０
５
４
「
日
本
最
初
の
院
内
感
染
」
参
照
］。
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北米や欧州の都市部で、黒人やヒスパ
ニック系の小児に多発する「頭部白
癬」（別名：しらくも）の原因菌が、
2001 年についに日本に上陸した。
白癬は、皮膚に感染するカビ（真菌）
の感染症だが、海外から上陸した菌の
名前は「トリコフィトン・トンズラン
ス」（トンズランス菌）という。上陸
した経路は明らかになっていない。
このトンズランス菌による頭部白癬や

体部白癬（別名：たむし）は、東北や
北陸の柔道部で初めて集団発生し、
2002 ～ 2003 年には全国の中学、高
校、大学の柔道部やレスリング部で多
発するに至った。
ちなみに、白癬菌は表皮角質層、毛髪
や爪の主成分であるケラチンたんぱく
を栄養にして増殖する。

▶ 名前　

トリコフィトン・トンズランス（トンズランス菌）

▶ 感染場所　頭部や体部の皮膚

▶ 大きさ　幅は5ミクロン、長さは100ミクロンを

超え、糸状に連なる

▶ 棲息場所　皮膚や毛の角層

▶ 感染した場合の病名　

トリコフィトン・トンズランス感染症

▶ 症状　頭部では症状がほとんどない、ときに脱毛

体部では輪っか状に赤く腫れる

▶ 殺傷能力（獰猛度）　ミズムシでは死にません！

▶ 治療法　ヘアブラシの共有禁止、抗カビ剤入りシ

ャンプーの使用

▶ 治療法　抗カビ薬の内服

日本に新たに上陸した
強豪の柔道・レスリング選手を好むカビ

トリコフィトン・トンズランス
（白

はく

癬
せん

菌＝ミズムシ菌の一種）

No.

Case

Name

図　白癬菌性毛嚢炎：毛嚢の中

央部に位置する毛髪の内部に赤

く染まるカビが多数感染してい

る（PAS 染色：過ヨウ素酸シッ

フ染色）。ここでは、カビは丸く

みえる

Photo Data
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診
断
と
治
療
は
、
チ
ー
ム
全
体
で
行
な
う
こ
と
が
大
切
！

「
白は

く

癬せ
ん

」
は
医
学
用
語
で
、
一
般
名
は
お
な
じ
み
の
「
水
虫
」
で
あ
る
。
皮
膚
糸
状
菌
（
白
癬
菌
）
と

い
う
カ
ビ
の
一
種
で
、
も
と
も
と
は
土
の
中
に
棲
ん
で
い
た
が
、
人
の
皮
膚
の
表
皮
成
分
で
あ
る
ケ
ラ

チ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
を
栄
養
に
繁
殖
す
る
よ
う
進
化
し
た
。
白
癬
を
お
こ
す
皮
膚
糸
状
菌
は
世
界

に
40
種
類
以
上
存
在
し
、
日
本
に
は
こ
の
う
ち
10
種
類
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
コ
フ
ィ
ト
ン
・
ト
ン
ズ
ラ
ン
ス＊

は
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
い
な
か
っ
た
新

し
い
タ
イ
プ
の
皮
膚
糸
状
菌
で
、
髪
の
毛
の
毛も

う

嚢の
う

（
毛
穴
の
奥
の
毛
根
を
包
ん
で
い

る
部
分
）
に
感
染
し
や
す
い
。
頭
部
白
癬
の
場
合
は
、
毛
が
根
元
で
切
れ
て
、
残

っ
た
毛
が
黒
い
点
に
み
え
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
軽
け
れ
ば
フ
ケ
が
増
え
る
程

度
だ
が
、
ひ
ど
い
場
合
は
強
い
炎
症
の
結
果
、
髪
の
毛
が
抜
け
て
し
ま
う
。

誤
っ
て
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
を
使
う
と
、
ケ
ル
ス
ス
禿と

く

瘡そ
う

と
呼
ば
れ
る
重
症

型
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
ケ
ル
ス
ス
禿
瘡
で
は
、
脱
毛
に
加
え
て
、
激
し
い
化

＊トンズランス　トンズランス（tonsurans）は英語
のtonsure（剃

てい

毛
もう

）からとられた。病変によって脱毛
するからである。日本語のトンズラ（遁

とん

走
そう

の遁とず
らかるの合成語で、そっと逃げ去ることを意味する
隠語）とは無関係である。トリコフィトンは白癬菌
の総称である。
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膿
性
炎
症
が
生
じ
る
。
頭
皮
が
赤
く
腫
れ
て
膿
が
た
ま
り
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
な
る
。

た
だ
し
、
多
く
の
場
合
症
状
に
乏
し
く
、
専
門
医
で
す
ら
見
落
と
す
こ
と
が
あ
る
。
無
症
状
の
保
菌

者
が
い
る
こ
と
が
、
家
族
間
あ
る
い
は
柔
道
や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
選
手
同
士
に
感
染
が
広
が
る
原
因

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
再
発
し
や
す
い
。
身
体
的
な
接
触
の
多
い
格
闘
技
で
、
相
手
と
接
触
し
た

際
に
皮
膚
の
小
さ
な
傷
か
ら
す
か
さ
ず
侵
入
す
る
、
と
て
も
感
染
力
の
強
い
カ
ビ
な
の
だ
。

体
部
白
癬
の
場
合
は
、
ふ
つ
う
の
「
た
む
し
」
と
同
じ
く
、
環か

ん

状じ
ょ
う
紅こ

う
斑は

ん
（
輪
っ
か
状
の
赤
い
皮
膚
の
発
疹
）

が
お
も
な
所
見
だ
が
、
か
ゆ
み
な
ど
の
炎
症
症
状
は
軽
い
場
合
が
多
い
。
柔
道
着
で
擦
れ
る
顔
、
首
、
上

半
身
に
多
く
み
ら
れ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
ト
ン
ズ
ラ
ン
ス
菌
で
は
足
指
の
水
虫
や
陰
部
の
い
ん
き
ん

の
症
状
は
な
い
。

ト
ン
ズ
ラ
ン
ス
菌
は
ヒ
ト
に
し
か
感
染
せ
ず
、
病
変
は
、
強
豪
の
柔
道
や
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
頻

度
の
高
い
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
練
習
量
や
試
合
数
が
多
い
、
海
外
遠
征
が
多
い
、
宿
舎
で
集
団

生
活
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
白
癬
に
か
か
る
こ
と
は
強
豪
チ
ー
ム
の

あ
か
し
と
い
え
る
。
そ
の
証
拠
に
、
強
豪
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
多
い
東
海
地
方
で
は
、
柔
道
選
手
よ

り
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
の
ほ
う
が
か
か
り
や
す
い
。
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全
国
的
に
み
る
と
、
最
近
は
小
学
生
の
柔
道
選
手
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、

家
庭
内
や
一
般
社
会
に
拡
散
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
、
小
学
生
は
重
症
化
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
だ
（
た
だ
し
、
死
ぬ
こ
と
は
な
い
）。

診
断
や
治
療
は
、
集
団
で
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
へ
の
教
育
・
啓

発
が
重
要
と
な
る
。
患
者
の
周
囲
に
は
、
無
症
状
の
保
菌
者
が
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
頭
部
白

癬
の
場
合
、
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
で
髪
を
と
か
す
と
ト
ン
ズ
ラ
ン
ス
菌
が
付
着
す
る
の
で
、
合
宿
所
で
の
ヘ
ア

ブ
ラ
シ
の
共
有
は
や
め
た
い
。
予
防
に
は
、
抗
カ
ビ
剤
入
り
シ
ャ
ン
プ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

体
部
白
癬
は
塗
り
薬
（
外
用
抗
カ
ビ
薬
）
で
治
療
す
る
が
、
頭
部
白
癬
の
治
療
に
は
医
師
が
処
方
す
る

抗
カ
ビ
薬
を
内
服
す
る
。
頭
部
白
癬
に
は
塗
り
薬
は
無
効
の
こ
と
が
多
い
。
治
療
期
間
は
３
か
月
を
要

す
る
。
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コ
ラ
ム	

ス
リ
ッ
パ
か
ら
の	

院
内
感
染
に
注
意
！

ス
リ
ッ
パ
は
、
明
治
初
期
に
横
浜
で
発
明
さ
れ
た
日

本
の
特
産
品
だ
。
日
本
家
屋
の
中
に
、
外
国
人
が
土
足

で
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
生
活
の
知
恵
だ

っ
た
。
日
本
の
ホ
テ
ル
や
日
本
の
航
空
会
社
で
は
当
た

り
前
の
ス
リ
ッ
パ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
海
外
で
は
ま
ず
望

め
な
い
。
し
か
し
日
本
で
は
、
土
足
厳
禁
対
策
か
、
あ

る
い
は
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
か
、
病
院
に
も
ス
リ
ッ

パ
が
普
及
し
た
。

最
近
で
は
、
さ
す
が
に
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
る
大

病
院
は
減
っ
た
が
、
開
業
医
で
は
ま
だ
ス
リ
ッ
パ
が
使

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
土
足
だ
と
感
染
症
が
増

え
る
の
か
、
ス
リ
ッ
パ
を
履
け
ば
床
が
き
れ
い
に
保
た

れ
る
の
か
。
答
え
は
い
ず
れ
も
ノ
ー
で
あ
る
。

ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
て
も
、
床
に
は
菌
が
い
る
も

の
だ
。
た
だ
し
、
病
院
の
床
を
触
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
床
よ
り
も
、
病
院
で
気
を
つ
け
る
べ
き
は
空
気

感
染
や
飛
沫
感
染
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ス
リ
ッ

パ
は
院
内
感
染
防
止
の
た
め
に
は
、
何
の
役
に
も
た
た

な
い
。
逆
に
、
誰
が
履
い
た
か
わ
か
ら
な
い
ス
リ
ッ
パ

を
履
い
て
、
水
虫
を
う
つ
さ
れ
る
可
能
性
は
決
し
て
少

な
く
な
い
。
ス
リ
ッ
パ
よ
り
重
要
な
の
は
、
マ
ス
ク
や

手
洗
い
で
あ
る
。

欧
米
の
病
院
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、
無
菌
室
で

も
、
集
中
治
療
室
で
も
、
手
術
室
で
も
土
足
で
出
入
り

す
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
日
本
の
病
院
で
も
、
今
で

は
大
部
分
の
病
院
が
「
複
足
制
」（
病
室
や
手
術
室
の
出
入

り
の
際
に
靴
を
履
き
替
え
る
風
習
）
を
廃
止
し
た
。
も
し
ま

だ
複
足
制
の
医
療
機
関
が
あ
れ
ば
、
別
の
施
設
を
探
し

た
ほ
う
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
院
内
感
染

防
止
対
策
の
基
本
が
わ
か
っ
て
い
な
い
病
院
で
無
用
な

感
染
症
に
院
内
感
染
し
な
い
た
め
の
、
患
者
の
知
恵
と

な
る
。



第
２
部　

病
理
標
本
が
語
る
感
染
症
ス
ト
ー
リ
ー

寄
生
虫
と
節
足
動
物
の
寄
生
例
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
寄
生
虫
や
ダ
ニ
に

ま
つ
わ
る
話
は
、
と
く
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
が

高
い
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

寄
生
虫
に
は
、
目
に
み
え
な
い
単
細
胞
生
物

で
あ
る
「
原げ

ん

虫ち
ゅ
う」

と
目
に
み
え
る
大
き
さ
の

「
蠕ぜ

ん

虫ち
ゅ
う」（

線
虫
、
吸
虫
、
条
虫
の
総
称
）
が

あ
り
ま
す
（
Ｐ
０
５
７
参
照
）。

寄
生
虫
症
の

恐
怖
の
巻

第 4 章
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原 虫 類
①1

ソフトコンタクトレンズを使用中の
20 代女性が、左目の異物感と涙が止
まらないことを訴えて来院した。眼科
的な診察で、角膜にびらん形成がみら
れたため、ヘルペスウイルスによる角
膜炎が疑われ、抗ウイルス剤が投与さ
れた。ところが、痛みの強い角膜炎は
なかなか改善せず、発症後 17 日目に
は白いリング状の潰瘍ができて、視力
は 0.04 へと極端に悪化した（図）。角

膜の擦過細胞診を行なうと、アカント
アメーバが検出された。コンタクトレ
ンズの保存液からもアメーバが培養さ
れた。こうして、ソフトコンタクトレ
ンズ装用によるアカントアメーバ角膜
炎の診断が確定した。

▶ 名前　アカントアメーバ

▶ 感染場所　目の角膜

▶ 大きさ　15 ～ 35ミクロン

（0.015 ～ 0.035ミリ）

▶ 棲息場所　淡水や土の中

▶ 感染した場合の病名　アカントアメーバ角膜炎

▶ 症状　異物感、流
りゅう

涙
るい

、目やに、痛み、白いリング状の

角膜潰瘍

▶ 殺傷能力（獰猛度）　進行すると失明

▶ 予防法　コンタクトレンズの正しい使用

▶ 治療法

点眼薬(効果不安定)、進行すると角膜移植

コンタクトレンズは正しく使おう
アメーバで痛〜い角膜炎に

アカントアメーバ
No.

Case

ClassificatioinnName

図　アカントアメーバ角膜炎。

角膜の中央部に白いリング状の

潰瘍が形成されている。強い痛

みとともに、視力が著しく低下

した

Photo Data
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ワ
ン
デ
イ
タ
イ
プ
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
繰
り
返
し
使
っ
て
発
症

ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
は
、
自
然
界
に
棲
息
す
る
〝
自
由
生
活
性
ア
メ
ー
バ
〟
の
一
つ
で
、
川
、
沼
、
プ

ー
ル
や
湿
っ
た
土
壌
や
公
園
の
砂
、
さ
ら
に
洗
面
所
な
ど
身
近
な
水
ま
わ
り
に
も
分
布
す
る
。

ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
角
膜
炎
を
発
症
し
た
20
代
の
女
性
は
、
ワ
ン
デ
イ
タ
イ
プ
の
ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
１
週
間
以
上
繰
り
返
し
使
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
正
し
い
使
い
方
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
保

存
液
の
中
で
ア
メ
ー
バ
が
異
常
に
増
え
て
、
角
膜
の
小
さ
な
傷
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

角
膜
は
、
黒
目
の
部
分
を
覆
う
厚
さ
０
・
５
ミ
リ
の
光
を
通
す
透
明
な
組
織
で
あ
る
。
角
膜
に
で
き

た
小
さ
な
傷
に
、
病
原
微
生
物
が
付
着
し
て
繁
殖
し
た
状
態
が
角
膜
炎
で
あ
る
。

ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
角
膜
炎
で
は
目
の
激
し
い
痛
み
と
大
量
の
目
や
に
を
生
じ
る
と
と
も
に
、
角
膜

が
白
く
濁
り
、
白
目
が
充
血
す
る
。
進
行
す
る
と
、
角
膜
の
中
央
部
に
リ
ン
グ
状
の
白
い
混
濁
と
潰
瘍

が
生
じ
る
。
特
効
薬
は
な
い
の
で
、
角
膜
を
削
り
取
る
こ
と
で
物
理
的
に
病
原
体
を
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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た
だ
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
抗
真
菌
（
カ
ビ
）
薬
の
点
眼
と
静
脈
注
射
に
加
え
て
、
界
面
活
性
剤
の
点

眼
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
幸
い
、
白
色
混
濁
は
改
善
に
向
か
っ
た
。
点
眼
治
療
が
功
を
奏
し
た
ラ
ッ
キ

ー
な
ケ
ー
ス
だ
。
一
般
的
に
は
治
り
に
く
い
病
気
な
の
で
、
と
に
か
く
予
防
（
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
正
し

い
使
い
方
）
が
重
要
で
あ
る
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
と
保
存
液
は
常
に
清
潔
に
！

ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
性
角
膜
炎
の
患
者
の
多
く
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
毎
日
使
い
捨
て
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
レ
ン
ズ
を
繰
り
返
し
装
用
し
て
い
た
り
、
再
装
用
可
能
な
２
週
間
用
レ
ン
ズ
で
も

洗
い
や
す
す
ぎ
を
怠
っ
た
り
す
る
な
ど
、
正
し
い
洗
浄
法
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
レ
ン
ズ
の
装

用
時
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
も
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
原
因
に
な
る
。
12
時
間
以
上
の
長
時
間
の
装
用
は
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、
自
宅
に
帰
っ
た
あ
と
は
す
ぐ
に
外
す
こ
と
が
大
切
だ
。
装
用
し
っ
ぱ
な
し
で

寝
て
し
ま
う
の
は
禁
物
で
あ
る
。

洗
浄
と
保
存
が
一
体
型
に
な
っ
た
Ｍ
Ｐ
Ｓ
（
マ
ル
チ
パ
ー
ポ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
液
は
消
毒
力
が
弱
く
、

浸
け
て
お
く
だ
け
で
は
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
対
策
に
は
効
果
が
乏
し
い
。
石
け
ん
で
よ
く
手
洗
い
し
て



169

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー1 6 9

か
ら
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
十
分
に
こ
す
り
洗
い
し
て
、
物
理
的
に
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
を
す
す
ぎ

流
し
た
あ
と
に
消
毒
す
る
の
が
鉄
則
だ
。
毎
回
新
し
い
液
を
使
う
こ
と
も
基
本
と
な
る
。
さ
ら
に
、
消

毒
時
間
を
守
る
こ
と
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
消
毒
液
を
注
ぎ
足
し
て
使
わ
な
い
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
消
毒

後
の
レ
ン
ズ
は
、
水
で
よ
く
す
す
い
で
か
ら
装
用
す
る
こ
と
。
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
は
、
水
で
よ
く
洗
っ
た

あ
と
し
っ
か
り
と
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
ア
メ
ー
バ
は
乾
燥
に
弱
い
！

１
９
９
０
年
代
以
降
、
お
し
ゃ
れ
用
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
女
子
高
校
生
を
中
心
に
流
行
し

た
。
眼
科
医
が
関
与
せ
ず
、
通
販
で
入
手
可
能
な
「
度
な
し
カ
ラ
コ
ン
」（
視
力
矯
正
を
目
的
と
し
な
い
カ
ラ

ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
が
と
く
に
問
題
だ
っ
た
。
微
細
な
色
素
粒
子
が
角
膜
表
面
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
不

良
品
が
出
回
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

若
い
女
性
た
ち
に
病
識
・
知
識
が
欠
け
て
い
た
た
め
、
角
膜
の
傷
害
の
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、
度
な
し

カ
ラ
コ
ン
に
よ
る
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
角
膜
炎
も
報
告
さ
れ
た
。
日
本
で
の
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の

通
販
に
対
す
る
規
制
が
甘
い
こ
と
に
よ
る
社
会
的
不
利
益
だ
っ
た
。
遅
ま
き
な
が
ら
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
11
月
か
ら
、
視
力
補
正
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
と
同
様
に
、
度
な
し
カ
ラ
コ
ン
も
医
薬
品
医
療

機
器
等
法
（
旧
薬
事
法
）
の
規
制
対
象
と
な
り
、
医
師
に
よ
る
処
方
が
必
要
と
な
っ
た
。
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原 虫 類
②2

獣医師志望の 17 歳の男子高校生は、
10 日前から発熱し、１日 40 回に及
ぶひどい水溶性下痢に苦しんだ。発症
する１か月前、北海道の親戚の獣医師
を訪ね、農場で多くの動物と接触。と
くに、熱心に牛の面倒をみた。周囲に
同じ症状をもつ人はいなかった。血便
はなかったが、診察した担当医は、若
い人がかかりやすい “ 炎症性腸疾患 ”

（潰瘍性大腸炎とクローン病）の可能

性を考えた。そこで、大腸内視鏡検査
を行なって腸粘膜を生検した。顕微鏡
観察では、大腸粘膜に異常は乏しく、
小腸（回腸）粘膜に炎症がめだった。
よくみると、小腸粘膜上皮の表面に２
～３ミクロンの大きさの好塩基性を示
す（青っぽく染色される）小粒子が観
察された。「免疫染色」により小粒子
が原虫であることが判明。クリプトス
ポリジウム症の病理診断が確定した。

▶ 名前　クリプトスポリジウム・パルヴム

▶ 感染場所　小腸粘膜（表面の微絨毛に寄生）

▶ 大きさ　2 ～ 3ミクロン（感染型）、

4 ～ 6ミクロン（オオシスト）

▶ 棲息場所　動物の腸内

▶ 感染した場合の病名　クリプトスポリジウム症

▶ 症状　ひどい水様性下痢

▶ 殺傷能力（獰猛度）　エイズ患者には致死的、

	 健康人は自然治癒

▶ 予防法　汚染された水や食品を避ける、

手洗いの実践

▶ 治療法　抗原虫薬（効果は乏しい）、脱水対策

北海道の農場で牛からもらう下痢症
クリプトスポリジウム症

クリプトスポリジウム・
パルヴム

No.

Case

ClassificatioinnName

図　クリプトスポリジウム症の

小腸電子顕微鏡写真。矢印の円

形のクリプトスポリジウム・パ

ルヴムは 2 ミクロンの小型原虫。

G ＝杯細胞（粘液をもつ）、N ＝

微絨毛をもつ絨毛上皮細胞の核

Photo Data
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人じ
ん

獣じ
ゅ
う

共
通
感
染
症
で
、
牛
と
の
接
触
に
よ
る
場
合
が
い
ち
ば
ん
多
い

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ル
ヴ
ム
は
小
腸
粘
膜
表
面
の
微び

絨じ
ゅ
う

毛も
う

に
寄
生
す
る
小
型
球
形
の
原
虫

で
あ
る
。「
ク
リ
プ
ト
」
は
〝
隠
れ
た
・
秘
密
の
〟、「
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
」
は
〝
胞ほ

う
子し

〟、「
パ
ル
ヴ
ム
」
は

〝
小
さ
い
〟
を
意
味
す
る
。
こ
の
原
虫
の
感
染
を
原
因
と
す
る
集
団
下
痢
症
が
、
1
９
９
４
年
に
神
奈
川

県
平
塚
市
で
、
１
９
９
６
年
に
埼
玉
県
越お

ご

生せ

町
で
相
次
い
で
発
生
し
た
。
平
塚
で
は
雑
居
ビ
ル
の
給
水

施
設
の
汚
染
、
越
生
は
町
営
水
道
の
汚
染
が
原
因
で
、
そ
れ
ぞ
れ
４
６
１
人
と
８
８
１
２
人
が
下
痢
を

し
た
。
幸
い
、
死
者
は
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ッ
プ
半
杯
程
度
の
水
を
飲
む
こ
と
で
感
染
が
生
じ
た
の
で

あ
る
。

１
９
９
３
年
、
米
国
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
で
発
生
し
た
水
道
水
汚
染
事
故
で
は
、
市
民
の
４
人
に
ひ

と
り
に
あ
た
る
40
万
人
が
感
染
し
て
４
４
０
０
人
が
入
院
し
た
。
う
ち
、
エ
イ
ズ
患
者
69
人
が
死
亡
し

た
。
有
効
な
治
療
薬
が
な
い
た
め
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症
は
エ
イ
ズ
の
患
者
に
致
命
的
な
コ
レ

ラ
様
下
痢
症
を
も
た
ら
す
の
だ
。

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
は
病
原
体
を
含
む
糞
が
手
指
を
介
し
て
口
へ
入
る
「
糞
口
感
染
」
を
示
す
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［
ア
メ
ー
バ
赤
痢
Ｐ
３
６
６
参
照
］。
熱
帯
ア
フ
リ
カ
で
は
、
エ
イ
ズ
の
死
因
と
し
て
結
核
に
つ
い
で
多
い
重
要
な
感
染

症
と
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
は
、
小
腸
の
吸
収
上
皮
細
胞
の
微
絨
毛
内
で
増
え
続
け
る
。
微
絨
毛
と
は
、

小
腸
粘
膜
が
栄
養
分
を
吸
収
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
場
所
で
あ
る
。
感
染
力
が
つ
よ
く
、
消
毒
剤
（
塩
素
）

抵
抗
性
が
高
い
オ
オ
シ
ス
ト
が
下
痢
便
の
中
に
大
量
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
下
痢
便
中
の
丸
い

オ
オ
シ
ス
ト
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
で
確
定
診
断
さ
れ
る
が
、
食
中
毒
や
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
症
と

の
鑑
別
診
断
が
求
め
ら
れ
る
。

感
染
は
オ
オ
シ
ス
ト
の
経
口
感
染
（
糞
口
感
染
）
に
よ
る
。
潜
伏
期
間
は
4
～
10
日
で
、
手
洗
い
の
励

行
が
感
染
予
防
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
免
疫
能
が
正
常
の
人
で
は
、
一
日
３
リ
ッ
ト
ル
に
も
及
ぶ
ひ

ど
い
下
痢
は
２
週
間
以
内
に
自
然
治
癒
す
る
が
、
し
っ
か
り
水
分
を
補
給
す
る
な
ど
の
脱
水
防
止
策
が

求
め
ら
れ
る
。
腹
痛
と
嘔
吐
も
み
ら
れ
る
。

原
虫
は
腸
の
中
で
〝
自
家
感
染
〟
を
繰
り
返
し
て
増
え
て
ゆ
く
た
め
、
免
疫
能
が
低
下
し
た
エ
イ
ズ

患
者
で
は
命
に
関
わ
る
下
痢
症
と
な
る
。
人
以
外
に
も
、
牛
、
豚
、
羊
、
山
羊
、
犬
、
猫
、
ネ
ズ
ミ
と

い
っ
た
哺
乳
類
に
広
く
感
染
す
る
「
人
獣
共
通
感
染
症
」
な
の
だ
。
感
染
症
法
で
は
五
類
感
染
症
に
指
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定
さ
れ
て
い
る
が
、
感
染
原
因
と
し
て
は
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
牛
と
の
接
触
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
海

外
へ
の
渡
航
（
と
く
に
イ
ン
ド
）
や
男
性
同
性
間
の
性
的
接
触
（
ア
ナ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
）
が
次
に
多
い
。

大
腸
内
視
鏡
検
査
で
採
取
さ
れ
た
生
検
組
織
の
病
理
標
本
で
、
青
っ
ぽ
く
染
ま
る
円
形
の
病
原
体
を

小
腸
粘
膜
の
表
面
に
み
つ
け
る
こ
と
が
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
が
、
ム
シ
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
の
で
、

注
意
深
く
顕
微
鏡
を
覗
か
な
い
と
見
逃
し
や
す
い
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
抗
体
を
使

っ
た
「
免
疫
染
色
」
が
有
効
で
あ
る
。
図
［
Ｐ
１
７
０
］
に
、
特
別
に
電
子
顕
微
鏡
写
真
を
お
み
せ
す
る
（
電

子
顕
微
鏡
写
真
は
白
黒
で
あ
る
）。
人
の
小
腸
吸
収
上
皮
細
胞
の
表
面
を
覆
う
微
絨
毛
に
感
染
す
る
丸
い
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
原
虫
が
観
察
さ
れ
る
。

牛
で
痛
い
目
に
遭
っ
た
こ
の
男
子
高
校
生
は
、
獣
医
師
志
望
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
、
獣
医
師
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
、
志
望
の
決
意
が
固
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
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原 虫 類
③3

タイやオーストラリアに駐在したあと、
インド在住４年になる 30 代男性ビジ
ネスマンが、頭痛と高熱をきたした。
臨床検査で血小板減少や肝機能障害を
指摘されたため、急遽帰国して地元の
病院を訪れた。感染症の疑いで全身検
査が行なわれたが、なかなか診断がつ
かない。そこで、肝臓から針生検が行
なわれた。
病理診断は難解だった。肝臓実質に小

さな “ 類上皮細胞肉
にく

芽
げ

腫
しゅ

（慢性炎症反
応による顕微鏡的病変）”が多発してい
た。類上皮細胞は上皮細胞に似た特殊
な形を示すマクロファージ（白血球の
一種）のこと。専門家へのコンサルテ
ーション（病理診断に関する専門家同
士の相談）として、筆者に郵送されて
きた標本を顕微鏡で観察すると、いく
つかの可能性が考えられた。

▶ 名前　リーシュマニア・ドノヴァニ（ドノヴァン氏

がみつけたリーシュマニア）

▶ 寄生場所　人、ネズミ、犬（宿主）

▶ 大きさ　2 ～ 5ミクロン、球形

▶ 棲息場所　サシチョウバエの腸と口
こう

吻
ふん

	（2 ～ 3ミリ大の小型の刺すハエ：日本にはいない）

▶ 寄生された場合の病名　内臓リーシュマニア症

（カラ・アザール＝黒熱病）

▶ 症状　発熱、肝臓や脾臓の腫大、

皮膚の色素沈着（黒色化）、下痢や貧血など

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

放置すれば、感染後数か月～数年で死に至る

▶ 予防法　防虫スプレー

▶ 治療法　抗原虫薬

輸入感染症としての内臓リーシュマニア症
海外で感染して肝機能が悪化

リーシュマニア・
ドノヴァニ

No.

Case

ClassificatioinnName

図　内臓リーシュマニア症（患

者自身の血清を利用した免疫染

色）。肉芽腫病変に褐色に染色さ

れる円形の病原体（原虫）が観

察される。右下に高倍率所見を

示す

Photo Data
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診
断
の
難
し
い
輸
入
感
染
症

30
代
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
検
体
の
鑑
別
診
断
の
結
果
は
、
タ
イ
に
多
い
類る

い

鼻び

疽そ

（
類
鼻
疽
菌
に
よ
る
全
身
感

染
症
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
み
ら
れ
る
Ｑ
熱
（
リ
ケ
ッ
チ
ア
に
似
た
細
菌
、
コ
ク
シ
エ
ラ
の
全
身
感
染
症
、
Ｑ
は

query

不
明
を
意
味
す
る
）、
イ
ン
ド
に
多
発
す
る
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
の
ほ
か
、
結
核
や
非
結
核
性
抗
酸
菌

症
（
結
核
菌
以
外
の
抗
酸
菌
に
よ
る
感
染
症
）
が
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
筆
者
は
奥
の
手
を
使
っ
た
。
患
者
さ
ん
の
血
清
中
に
存
在
す
る
病
原
微
生
物
に
対
す
る
特

異
抗
体
を
利
用
し
て
、
肝
臓
病
変
の
中
の
病
原
体
に
色
を
つ
け
て
探
り
出
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
免
疫
染
色

の
技
法
で
あ
る
。
希
釈
し
た
患
者
さ
ん
自
身
の
抗
体
が
、
自
ら
の
肝
臓
を
む
し
ば
ん
だ
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ

ア
原
虫
を
み
ご
と
染
め
だ
し
た
［
図
］。
そ
し
て
、
内
臓
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
（
カ
ラ
・
ア
ザ
ー
ル
＝
黒
熱
病
）

の
最
終
病
理
診
断
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
血
清
検
査
で
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ニ
に
対
す

る
抗
体
（
免
疫
反
応
）
が
確
認
さ
れ
た
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
病
原
微
生
物
に
対
す
る
治
療
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
診
断
が
確
定
し
な
い
と
治
療
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方
針
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
そ
の
病
院
の
臨
床
医
チ
ー
ム
は
困
り
果
て
て
い
た
。
そ
の
間
に
も
、
患
者

さ
ん
の
病
状
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
命
に
関
わ
る
状
態
に
ま
で
至
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
大
至
急
こ
の

患
者
さ
ん
の
血
清
を
送
っ
て
も
ら
い
、
免
疫
染
色
を
加
え
た
と
い
う
わ
け
だ
。

診
断
後
、
直
ち
に
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
の
特
効
薬
（
ア
ン
チ
モ
ン
剤
）
が
投
与
さ
れ
、
こ
の
患
者
さ
ん

の
命
は
無
事
救
わ
れ
た
。
筆
者
自
慢
の
（
と
っ
て
お
き
の
）
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

内
臓
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
は
、
熱
帯
～
亜
熱
帯
に
広
く
分
布
す
る
原
虫
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
ド
ノ

ヴ
ァ
ニ
に
よ
る
生
命
予
後
の
よ
く
な
い
感
染
症
で
あ
る
［
Ｐ
０
７
７
］。
体
長
２
～
３
ミ
リ
（
蚊
の
３
分
の
１
ほ

ど
の
大
き
さ
）
の
小
さ
な
ハ
エ
、
サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
に
刺
さ
れ
て
媒
介
さ
れ
る
が
、
人
か
ら
人
へ
は
う
つ

ら
な
い
。
サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
の
針
は
蚊
よ
り
太
く
、
傷
つ
け
た
皮
膚
か
ら
滲
み
出
る
血
を
吸
う
。

こ
の
内
臓
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
は
、
世
界
中
に
み
ら
れ
る
感
染
症
で
、
ネ
ズ
ミ
や
犬
に
も
感
染
す
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
イ
ン
ド
型
の
「
黒
熱
病
」
は
人
だ
け
に
感
染
し
、
致
死
率
が
高
い
。
幸

い
日
本
に
は
な
い
病
気
だ
が
、
今
回
の
よ
う
に
〝
輸
入
感
染
症
〟
と
し
て
突
然
医
師
の
目
の
前
に
現
わ

れ
る
た
め
、
病
気
を
み
た
こ
と
の
な
い
日
本
の
医
師
団
に
と
っ
て
、
診
断
を
つ
け
る
こ
と
が
た
い
へ
ん

難
し
い
。
し
か
し
、
人
の
命
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
言
い
訳
は
無
用
で
あ
る
。
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原 虫 類
④4

30 代の男性５人組は、アフリカ大陸
の砂漠の国、マリ共和国で４か月にわ
たる植林ボランティアの活動に参加し
ていた。
ある朝、現場に出かける前に、防虫ス
プレーをたっぷりと露出部皮膚に振り
かけたが、一日中作業をして汗だくに
なると、その効果は怪しくなっていた。
ちょうどそのころ、サシチョウバエの
大群が襲いかかってきたのである。５

人の露出部の腕は、この小型のハエに
集中攻撃されてしまった。
３か月ほどたつと、刺された部位が潰
瘍化してきた（図）。痛みはない。５
人はそんな状態で帰国し、それぞれ
別々の都内の病院を受診した。そして、
すべての病院で皮膚生検が行なわれた。
病理診断の出番である。
※サシチョウバエは P293 に紹介する
オオチョウバエの仲間。

▶ 名前　皮膚リーシュマニア原虫

（リーシュマニア・マジョール）

▶ 寄生場所　人、ネズミ、犬（宿主）

▶ 大きさ　2 ～ 5ミクロン、球形

▶ 棲息場所　サシチョウバエの腸と口
こう

吻
ふん

▶ 寄生された場合の病名　皮膚リーシュマニア症

（アフリカ型）

▶ 症状　かゆみを伴う丘
きゅう

疹
しん

と痛みのない皮膚潰瘍

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

死亡率０％、皮膚病変は自然治癒

▶ 予防法　防虫スプレー

▶ 治療法　必要ならアンチモン剤

アフリカでサシチョウバエに襲われた男性５人組、
皮膚にリーシュマニア原虫が感染

皮膚リーシュマニア原虫
（リーシュマニア・マジョール）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　皮膚リーシュマニア症。ア

フリカ大陸でサシチョウバエに

刺されて３か月目。潰瘍が多数

みられる。みた目ほど痛くない

Photo Data
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皮
膚
の
免
疫
機
能
の
働
き
で
、
原
虫
を
攻
撃

筆
者
が
こ
の
ケ
ー
ス
の
皮
膚
の
標
本
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
真
皮
に
集
ま
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

（
大
食
細
胞
）
の
中
に
、
小
さ
く
て
丸
い
原
虫
が
無
数
感
染
し
て
い
た
。

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
病
原
体
な
ど
の
異
物
を
食
べ
て
や
っ
つ
け
る
炎
症
細
胞
（
白
血
球
の
仲
間
）
で

あ
る
。
発
症
し
た
彼
の
仲
間
の
血
清
を
試
薬
と
し
て
免
疫
染
色
を
行
な
う
と
、
虫
体
に
一
致
し
た
つ
よ

い
陽
性
反
応
が
確
認
さ
れ
た
。
血
清
中
に
あ
る
原
虫
に
対
す
る
抗
体
が
、
標
本
の
中
の
原
虫
と
特
異
的

に
反
応
す
る
結
果
、
虫
が
褐
色
に
染
め
だ
さ
れ
る
筆
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
秘
策
で
あ
る
。

最
終
診
断
は
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
ル
感
染
に
よ
る
農
村
型
（
ア
フ
リ
カ
型
）
皮
膚
リ
ー
シ
ュ

マ
ニ
ア
症
だ
っ
た
。

サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
に
刺
さ
れ
て
１
～
２
週
間
た
つ
と
、
ま
ず
か
ゆ
み
を
伴
っ
た
丘
疹
が
現
わ
れ
る
。
数

か
月
す
る
と
病
変
周
囲
が
盛
り
あ
が
り
、
図
の
よ
う
に
中
心
部
が
痛
み
の
な
い
潰
瘍
と
な
る
が
、
自
然

に
治
癒
す
る
。
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
頑
張
っ
て
原
虫
を
食
べ
つ
く
し
て
く
れ
る
お
か
げ
だ
。
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中
近
東
や
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ネ
ズ
ミ
類
が
保
虫
宿
主
で
、
感
染
す
る
と
手
足
に
潰
瘍
を
形
成
す
る
。
農

村
型
（
ア
フ
リ
カ
型
）
皮
膚
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
と
よ
ば
れ
、
病
巣
が
広
が
っ
て
く
っ
つ
き
あ
う
傾
向
を

示
す
（
原
因
は
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
ル
の
感
染
）。

一
方
、
イ
ン
ド
や
地
中
海
東
部
の
病
型
は
、
イ
ヌ
を
保
虫
宿
主
と
し
、
都
市
生
活
者
の
顔
や
頸
部
の

１
か
所
に
結
節
や
無
痛
性
潰
瘍
を
き
た
す
。
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
ト
ロ
ピ
カ
感
染
に
よ
る
都
市
型
（
イ

ン
ド
型
）
皮
膚
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
病
変
の
拡
大
は
み
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に

「
マ
ジ
ョ
ー
ル
」
は
〝
お
も
な
〟〝
大
き
な
〟、「
ト
ロ
ピ
カ
」
は
〝
熱
帯
〟
を
意
味
す
る
。

リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
原
虫
に
感
染
し
て
発
症
す
る
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
は
、
お
も
に
２
つ
の
形
が
あ
る
。

Ｐ
１
７
４
で
紹
介
し
た
「
内
臓
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
」
と
、
こ
こ
に
述
べ
た
「
皮
膚
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア

症
」
で
あ
る
。
前
者
は
全
身
性
疾
患
で
、
命
に
関
わ
る
重
症
の
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
皮
膚
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
は
、
皮
膚
だ
け
に
病
変
が
で
き
る
の
で
、
生
命
予
後
は
良
好
で
あ

る
。こ

こ
で
紹
介
し
た
東
京
の
男
性
仲
間
５
人
の
皮
膚
病
変
は
、
治
療
薬
の
効
果
も
手
伝
っ
て
、
幸
い
、
き

れ
い
に
消
え
て
い
っ
た
。
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原 虫 類
⑤5

ケニア帰りの 60 代のプロカメラマン
が、発熱とともに訳のわからないこと
を言いだし、家族に連れられて横浜に
ある市中病院を受診した。1979 年の
真夏のできごとだった。
この人はアフリカ大陸でのサファリ撮
影のプロカメラマンだった。ケニアへ
は何度となく撮影に訪れ、野生動物の
写真を撮り続けていた。マラリア予防
薬として、現地で簡単に手に入るクロ

ロキンを飲んでいた。クロロキンは安
価な抗マラリア薬だが、網膜症による
失明をきたすなど副作用が多いので、
日本ではなかなか入手できない。

※語源
マラリア（malaria）は、
mal＝悪い、 aria＝空気。
ファルシパールム（falciparum）は、
falci＝鎌、 parum＝産み出す。

▶ 名前　マラリア・ファルシパールム（マラリア原

虫）

▶ 寄生場所　ハマダラ蚊

▶ 大きさ　直径1.5ミクロン

▶ 棲息場所　ハマダラ蚊の唾液腺

▶ 寄生された場合の病名　熱帯熱マラリア

▶ 症状　発熱、悪寒、頭痛、黄疸、意識障害

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

重症マラリアの死亡率は15 ～ 20%

▶ 予防法　ハマダラ蚊に刺されないようにする

▶ 治療法　抗マラリア薬の服用

▶ 特徴　マラリア原虫には5種類が知られている。

致死率のいちばん高い熱帯熱マラリアのほか、

	 三日熱マラリア、四日熱マラリア、卵型マラリア、

サルマラリアがある

予防薬の効かない熱帯熱マラリア
筆者が感染症の病理を専門とするきっかけになった

熱帯熱マラリア原虫
（マラリア・ファルシパールム）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　熱帯熱マラリアの末梢血の

顕微鏡写真。「輪状体」とよばれ

る青く染まる、輪っかのように

みえるマラリア原虫が、赤血球

の中に多数観察される

Photo Data
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筆
者
初
め
て
の
マ
ラ
リ
ア
の
診
断

そ
の
日
は
土
曜
日
だ
っ
た
が
、
私
は
病
理
診
断
室
で
業
務
中
で
あ
っ
た
。
担
当
医
か
ら
電
話
で
相
談

さ
れ
た
。

「
ア
フ
リ
カ
帰
り
の
人
が
発
熱
、
黄
疸
、
意
識
障
害
を
訴
え
て
き
て
い
る
。
黄お

う
熱ね

つ
病
か
も
し
れ
な
い
が
、

血
液
検
査
室
に
行
っ
て
、
末
梢
血
標
本
（
赤
血
球
や
白
血
球
、
血
小
板
な
ど
を
染
色
し
た
血
液
標
本
）
を
み
て
き

て
く
れ
な
い
か
」

そ
の
こ
ろ
の
私
は
、
医
師
に
な
っ
て
ま
だ
３
年
目
。
当
然
、
黄
熱
病
の
体
験
は
な
か
っ
た
し
、
マ
ラ

リ
ア
の
血
液
標
本
も
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
顕
微
鏡
を
の
ぞ
く
と
診
断
は
簡
単
だ
っ
た
。
赤

血
球
の
半
数
以
上
に
「
輪り

ん

状じ
ょ
う体
」
と
呼
ば
れ
る
、
輪
っ
か
の
よ
う
に
み
え
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
感
染
し

て
い
た
。
複
数
の
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
同
時
に
感
染
す
る
赤
血
球
も
あ
っ
た
［
図
］。
医
学
生
時
代
の
実
習
が

役
に
立
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

黄
熱
病
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
末
梢
血
で
は
診
断
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
、
黄
熱
病
で
は
な
く
、
熱

帯
熱
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
重
篤
な
病
態
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
黄
熱
病
と
マ
ラ
リ
ア
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は
と
も
に
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
重
症
発
熱
性
疾
患
で
、
発
生
地
域
が
重
な
る
特
徴
が
あ
る
。

患
者
の
黄
疸
は
、
感
染
し
た
赤
血
球
が
壊
れ
る
た
め
に
生
じ
る
溶
血
性
黄
疸
（
黄
疸
で
血
液
中
に
増
え
る

ビ
リ
ル
ビ
ン
は
、
赤
血
球
の
も
つ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
代
謝
産
物
）
だ
っ
た
。
意
識
障
害
は
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫
に
感
染

し
た
赤
血
球
が
脳
の
毛
細
血
管
に
詰
ま
る
た
め
に
生
じ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
、「
脳
性
マ
ラ
リ
ア
」
の

別
名
が
あ
る
。
命
に
関
わ
る
緊
急
事
態
（
重
症
の
マ
ラ
リ
ア
）
で
あ
る
こ
と
が
新
米
医
者
に
も
す
ぐ
に
わ
か

っ
た
。

世
界
中
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
で
、
い
ま
だ
に
マ
ラ
リ
ア
は
多
く
の
人
た
ち
の
命
を
奪
っ
て
い
る
。
な

か
で
も
死
亡
す
る
の
は
子
ど
も
た
ち
が
多
い
。
そ
し
て
、
死
亡
例
の
多
く
は
こ
の
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
原

虫
に
よ
る
脳
性
マ
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
の
マ
ラ
リ
ア

患
者
は
２
億
2
０
０
０
万
人
、
マ
ラ
リ
ア
死
亡
者
は
43
万
５
０
０
０
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
［
Ｐ
０
７
７
］。

40
年
前
の
日
本
で
は
、
治
療
薬
が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た

診
断
が
つ
い
た
は
い
い
が
、
緊
急
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
薬
が
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
は
日
本
に
な
い
病
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気
な
の
で
、
当
時
は
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
て
も
薬
が
な
い
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
（
現
在
は
こ
う
し
た
希
少
疾し

っ

病ぺ
い

用
医
薬
品
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
て
、
国
が
そ
の
製
造
や
輸
入
を
経
済
的
に
支
援
し
て
い
る
。
救
命
救
急
外
来
に
は

供
給
先
の
連
絡
先
が
書
か
れ
て
い
る
）。
め
っ
た
に
な
い
病
気
は
、
特
効
薬
が
あ
っ
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
た

め
、
市
場
原
理
に
任
せ
て
い
る
と
日
本
で
は
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

お
よ
そ
40
年
前
の
１
９
７
９
年
当
時
、
残
念
な
が
ら
希
少
薬
（
オ
ー
フ
ァ
ン
・
ド
ラ
ッ
グ
）
を
供
給
す
る

国
の
し
く
み
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
土
曜
日
の
午
後
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
相
談
す

る
も
の
の
、
ら
ち
が
あ
か
な
い
。
よ
う
や
く
、
東
京
の
某
大
学
の
寄
生
虫
学
教
室
に
薬
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
病
院
職
員
が
薬
を
取
り
に
行
っ
た
。
病
院
に
戻
っ
た
の
は
午
後
４
時
を
ま
わ
っ
た
こ
ろ
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
一
刻
を
争
う

状
況
だ
っ
た
の
だ
。

患
者
さ
ん
は
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
の
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
予
防
薬
と
し
て
飲
ん
で
い
た
の
に
、
ど
う
し
て
死
に

至
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

現
在
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
半
分
く
ら
い
は
ク
ロ
ロ
キ
ン
耐
性
を
示

す
。
つ
ま
り
、
現
地
で
普
及
し
て
い
る
安
い
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
が
効
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
朝
、
私
が
病
理
解
剖
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
悪
性
の
経
過
を
た
ど
る
マ
ラ
リ
ア
で
、
マ
ラ
リ
ア
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色
素
と
呼
ば
れ
る
黒
い
色
素
が
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
沈
着
し
て
い
た
。
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
感
染
し
た
赤

血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
、
黒
い
マ
ラ
リ
ア
色
素
に
変
わ
る
た
め
だ
。
真
っ
黒
な
脾
臓
は
と
く
に
印
象

的
だ
っ
た
。
脳
も
全
体
に
黒
っ
ぽ
く
、
顕
微
鏡
的
に
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
感
染
し
て
マ
ラ
リ
ア
色
素
を
も

つ
赤
血
球
が
脳
の
毛
細
血
管
を
閉
塞
し
て
、
多
数
の
点
状
出
血
を
も
た
ら
し
て
い
た
（
ま
さ
に
、
脳
性
マ
ラ

リ
ア
）。
私
が
感
染
症
の
病
理
を
専
門
と
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
と
も
い
え
る
、
そ
ん
な
と

て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。
小
柄
だ
っ
た
患
者
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

病
理
解
剖
を
め
ぐ
る
余
談
を
記
す
。
解
剖
の
日
の
朝
、
明
る
い
光
が
差
し
込
む
狭
い
解
剖
室
に
入
っ

た
私
は
当
惑
し
た
。
解
剖
室
に
蚊
が
飛
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
マ
ラ
リ
ア
は
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

感
染
症
だ
。
そ
の
蚊
は
、
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
ほ
ど
大
き
く
な
い
、
お
そ
ら
く
イ
エ
カ

ら
し
か
っ
た
。
し
か
も
、
蚊
が
死
体
の
血
を
吸
う
こ
と
は
な
い
。
万
が
一
吸
っ
た
と
し
て
も
、
人
の
血

液
に
い
る
原
虫
が
感
染
で
き
る
形
に
ま
で
蚊
の
中
で
変
化
す
る
に
は
日
数
を
要
す
る
。
だ
か
ら
気
に
す

る
必
要
が
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
だ
っ
た
が
、
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
す
べ
て
の
蚊
を
つ
ぶ
し
て
か
ら
、
窓
を
閉
め
き
っ
て
解
剖
を
始
め
た
。
あ
の
と
き

の
蒸
し
暑
さ
は
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
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コ
ラ
ム	

パ
ナ
マ
地
峡
開
発
に
よ
る	

マ
ラ
リ
ア
と
黄
熱
病
の
犠
牲
者

パ
ナ
マ
運
河
の
建
設
は
、
蚊
と
の
戦
い
の
歴
史
そ
の

も
の
だ
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
と
黄
熱
病
に
よ
っ
て
、
い
っ

た
い
ど
れ
だ
け
の
人
の
命
が
失
わ
れ
た
だ
ろ
う
。

１
８
５
０
年
に
始
ま
っ
た
パ
ナ
マ
地
峡
横
断
鉄
道
の

建
設
工
事
は
困
難
を
極
め
、
１
８
５
５
年
に
よ
う
や
く

終
了
し
た
。
こ
の
難
工
事
で
は
、
枕
木
１
本
に
つ
き
労

働
者
１
人
が
パ
ナ
マ
熱
で
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

１
８
６
９
年
に
ス
エ
ズ
運
河
を
完
成
さ
せ
た
フ
ラ
ン
ス

人
の
レ
セ
ッ
プ
ス
伯
爵
は
、
１
８
８
１
年
に
こ
の
パ
ナ

マ
地
峡
横
断
鉄
道
を
買
い
取
り
、
パ
ナ
マ
運
河
建
設
を

強
行
し
た
。
そ
し
て
、
８
年
後
の
１
８
８
９
年
に
工
事

中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
、
マ
ラ
リ
ア
と
黄
熱
病
に

よ
っ
て
労
働
者
２
万
人
が
死
亡
し
た
。
当
時
、
こ
れ
ら

の
熱
病
が
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
こ
と
は
ま
だ
広
く

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
死
亡
率
は
黄
熱
病
が
高
く
、

死
亡
実
数
は
マ
ラ
リ
ア
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
会
社
か
ら
パ
ナ
マ
鉄
道
を
手
に
入
れ
た

米
国
政
府
は
、
１
９
０
４
年
パ
ナ
マ
運
河
建
設
に
着
手

し
た
。
８
年
に
わ
た
る
運
河
建
設
工
事
は
、
大
規
模
な

熱
帯
病
予
防
対
策
の
記
念
す
べ
き
成
功
例
と
な
っ
た
。

赤
血
球
に
寄
生
す
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫
は
１
８
８
０
年
に

発
見
さ
れ
、
１
８
９
５
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
ロ
ス
少

佐
は
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
の
唾
液
腺
で
増
え

る
こ
と
を
報
告
し
た
（
１
９
０
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）。

ロ
ス
は
蚊か

帳や

の
使
用
、
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
と
溜
り
水
の

除
去
な
ど
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
策
を
提
案
し
た
。

一
方
、
黄
熱
病
が
蚊
に
媒
介
さ
れ
る
事
実
は
１
８
８

１
年
、
米
国
人
の
フ
ィ
ン
レ
イ
医
師
に
よ
っ
て
突
き
止

め
ら
れ
た
。
米
国
の
陸
軍
軍
医
、
ゴ
ー
ガ
ス
少
佐
は
１

８
９
８
年
、
キ
ュ
ー
バ
で
の
感
染
実
験
で
琉
球
し
ま
蚊

が
黄
熱
病
を
媒
介
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
１
９
０
１

年
、
徹
底
し
た
住
民
教
育
と
蚊
の
駆
除
に
よ
っ
て
、
わ

ず
か
半
年
で
キ
ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
か
ら
黄
熱
病
は

姿
を
消
し
た
。
ゴ
ー
ガ
ス
は
そ
の
後
パ
ナ
マ
で
の
黄
熱
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病
予
防
に
も
貢
献
し
た
。
１
９
０
５
年
末
に
は
パ
ナ
マ

運
河
で
の
黄
熱
病
の
発
生
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

住
居
周
辺
に
住
み
つ
い
て
昼
間
に
活
動
す
る
琉
球
し

ま
蚊
に
媒
介
さ
れ
る
黄
熱
病
は
、
都
市
型
の
伝
染
病
で

あ
り
、
予
防
対
策
が
練
り
や
す
か
っ
た
。
一
方
、
水
た

ま
り
で
増
え
る
夜
行
性
の
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
に
よ
っ
て
媒
介

さ
れ
る
マ
ラ
リ
ア
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
型
の
熱
病
で
あ
り
、

大
変
手
ご
わ
か
っ
た
。

ゴ
ー
ガ
ス
医
師
の
必
死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ

ナ
マ
で
の
マ
ラ
リ
ア
の
撲ぼ

く

滅め
つ

は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

１
９
０
６
年
、
運
河
労
働
者
の
10
人
中
８
人
が
マ
ラ
リ

ア
で
入
院
し
た
。
現
在
、
世
界
保
健
機
関
が
推
進
す
る

マ
ラ
リ
ア
保
健
対
策
で
は
「
撲
滅
」
の
語
は
封
印
さ
れ
、

「
制
圧
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
マ
ラ
リ
ア
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
は
、
多
く
の
医
学
者
の
夢
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

１
９
１
８
年
、
軍
医
総
監
に
昇
格
し
た
ゴ
ー
ガ
ス
は
、

黄
熱
病
の
最
大
の
発
生
地
だ
っ
た
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
の

グ
ア
ヤ
キ
ル
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
医

学
研
究
所
で
活
躍
す
る
野
口
英
世
を
呼
び
寄
せ
た
。
野

口
は
パ
ナ
マ
運
河
を
通
っ
て
こ
の
町
に
到
着
し
、
黄
熱

病
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
「
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ

が
黄
熱
病
の
原
因
病
原
体
で
あ
る
」
と
発
表
し
た
が
、

後
に
こ
れ
は
誤
り
だ
と
判
明
し
た
。
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
（
レ

プ
ト
ス
ピ
ラ
）
を
原
因
と
す
る
熱
病
、
ワ
イ
ル
病
の
臨
床

症
状
は
黄
熱
病
と
よ
く
似
て
い
る
。
診
断
を
間
違
え
た

の
は
現
地
の
臨
床
医
で
あ
っ
て
、
野
口
の
責
任
で
は
な

い
！ 

野
口
は
そ
の
後
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ

ル
へ
と
黄
熱
病
研
究
の
足
跡
を
残
し
、
１
９
２
８
年
、

西
ア
フ
リ
カ
（
現
ガ
ー
ナ
）
で
，
黄
熱
病
に
よ
る
壮
絶
な

死
を
迎
え
た
。
51
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。

ワ
イ
ル
病
（
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
）
の
原
因
や
病
態
を
解

明
し
た
の
は
同
時
代
の
日
本
人
医
師
、
稲
田
龍

り
ょ
う

吉き
ち

と
井い

戸ど

泰ゆ
た
かで

、
二
人
は
そ
の
後
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
の

候
補
に
な
っ
た
。
実
は
、
野
口
と
稲
田
は
１
９
１
５
年

（
大
正
４
年
）
に
横
浜
で
会
っ
て
い
る
。
野
口
が
南
米
エ

ク
ア
ド
ル
で
黄
熱
病
研
究
を
本
格
的
に
開
始
す
る
３
年

前
の
こ
と
だ
っ
た
。
米
国
と
日
本
の
間
の
共
同
研
究
が

や
り
に
く
い
、
そ
ん
な
時
代
の
皮
肉
だ
っ
た
。

（医学のあゆみ175（2）：154-156，1995を改変）
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ちょっと酔っ払った 60 代の男性が、
場末の寿司屋で、仲間とともに寿司を
たらふく食べて帰宅した。すると、夜
中に急にお腹が差し込むように痛くな
り、しばらく待ってもちっともよくな
らない。市民病院の夜間救急を受診す
ると、話を聞いてピンときた当直医は、
早速、得意の胃の内視鏡検査を行なっ
た。ちょうど胃の中がカラになるころ
だった。そして医師は、胃粘膜に頭を

突っ込んでいる白く細長い虫を発見
（図）。内視鏡によってこの厄介な虫は引
き抜かれた。これで診断と治療は終了。

※胃切除された人がアニサキスにであ
うと、アニサキスは小腸粘膜につき刺
さる。これを腸アニサキス症とよぶ。

▶ 名前　アニサキス幼虫

▶ 寄生場所　

幼虫：海の魚の腹膜、エラ、生殖器や筋肉

成虫：イルカやクジラの胃粘膜

▶ 大きさ　長さ２センチ（幼虫）

▶ 寄生された場合の病名　

急性腹症（胃アニサキス症）

▶ 症状　みぞおちの激しい痛み、悪心、嘔吐など

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 弱点　－20度以下の冷凍、60度以上の加熱

▶ 治療法　内視鏡によるひき抜き

居心地のよいヒトの胃が大好き！
寿司を食べたあと胃に激痛をひきおこす

アニサキス幼虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　胃の内視鏡所見。胃粘膜に

刺さった白く細長いＣ字形の線

虫がアニサキス幼虫

Photo Data
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あ
ら
ゆ
る
海
の
魚
に
寄
生
す
る
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫

刺
身
や
寿
司
を
食
べ
る
と
き
に
要
注
意
な
の
が
「
ア
ニ
サ
キ
ス
」
だ
。
ア
ニ
サ
キ
ス
は
、
イ
ル
カ
や

ク
ジ
ラ
の
胃
の
中
が
大
好
き
な
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
細
長
い
寄
生
虫
で
、
回
虫
の
仲
間
で
あ
る
。

幼
虫
の
と
き
は
白
く
、
大
き
さ
は
２
セ
ン
チ
く
ら
い
。
海
に
暮
ら
す
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
魚
に
寄
生
し
、

そ
の
魚
が
大
型
の
哺
乳
動
物
に
食
べ
ら
れ
る
の
を
待
ち
構
え
て
い
る
。
計
画
ど
お
り
に
イ
ル
カ
や
ク
ジ

ラ
に
食
べ
ら
れ
る
と
、
胃
の
中
に
寄
生
し
て
生
活
す
る
。
こ
の
棲
家
で
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
雌
雄
の
成
虫

に
な
る
と
、
メ
ス
は
た
く
さ
ん
の
卵
を
産
む
。
卵
か
ら
幼
虫
が
か
え
る
と
、
海
に
出
て
、
新
た
な
寄
生

場
所
を
探
す
の
で
あ
る
。

幼
虫
が
好
む
の
は
、
魚
の
中
で
も
と
く
に
腹
膜
や
エ
ラ
、
卵
巣
な
ど
の
生
殖
器
で
、
多
数
寄
生
す
る

場
合
は
筋
肉
内
に
も
潜
む
。
こ
の
魚
が
釣
り
あ
げ
ら
れ
、
調
理
人
が
生
魚
の
筋
肉
（
身
）
に
潜
む
ア
ニ
サ

キ
ス
に
気
づ
か
ぬ
ま
ま
客
に
提
供
す
る
と
、
客
は
生
の
刺
身
や
寿
司
と
と
も
に
ア
ニ
サ
キ
ス
を
口
に
す

る
こ
と
に
な
る
。
運
よ
く
、
人
の
胃
に
た
ど
り
つ
い
た
ア
ニ
サ
キ
ス
の
幼
虫
は
、
大
喜
び
で
居
心
地
の
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よ
い
人
の
胃
の
粘
膜
に
潜
り
込
む
。
こ
の
と
き
、
急
激
な
腹
痛
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
。

知
ら
ず
に
ア
ニ
サ
キ
ス
を
口
に
し
て
し
ま
っ
た
人
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ア
ニ
サ
キ
ス
が
胃

の
粘
膜
に
潜
り
込
む
の
が
、
口
に
入
っ
て
か
ら
数
時
間
後
の
た
め
、
夕
食
で
寿
司
や
刺
身
を
口
に
し
た

人
は
夜
中
に
痛
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
夜
間
救
急
を
受
診
す
る
は
め
に
な
る
。

医
者
が
、
胃
の
内
視
鏡
を
行
な
う
と
、
胃
粘
膜
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
い
る
白
く
細
長
い
虫
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
ア
ニ
サ
キ
ス
に
と
っ
て
は
万
事
休
す
。
内
視
鏡
に
よ
っ
て
、
人
に
と
っ
て
は
厄
介

な
虫
と
し
て
胃
か
ら
引
き
抜
か
れ
る
。

こ
の
病
態
は
「
急
性
腹ふ

く

症し
ょ
う」

と
呼
ば
れ
る
。
急
激
な
腹
痛
を
ひ
き
お
こ
す
病
気
の
総
称
で
、
胃
潰
瘍

に
よ
る
穿せ

ん

孔こ
う

（
穴
が
あ
く
こ
と
）、
虫
垂
炎
（
盲
腸
）、
子
宮
外
妊
娠
や
尿
管
結
石
な
ど
が
原
因
の
場
合
も
あ

る
。
こ
れ
が
、
日
本
人
に
多
い
「
ア
ニ
サ
キ
ス
症
」
と
い
わ
れ
る
寄
生
虫
症
の
一
種
だ
。

太
平
洋
近
海
産
に
多
く
、
日
本
海
産
に
少
な
い

日
本
に
は
ア
ニ
サ
キ
ス
の
研
究
者
が
多
い
。
詳
細
な
調
査
が
行
な
わ
れ
、
ア
ニ
サ
キ
ス
に
は
い
く
つ

か
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
人
の
胃
粘
膜
に
刺
さ
り
や
す
い
種
類
は
、
実
は
太
平
洋
産
の
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近
海
魚
に
多
く
、
日
本
海
産
に
は
少
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
博
多
名
物
の
〝
ご
ま
サ
バ
〟（
サ
バ
の
刺

身
の
ご
ま
醤
油
あ
え
）
は
安
全
度
が
高
い
。

ア
ニ
サ
キ
ス
は
サ
バ
、
ア
ジ
、
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
イ
カ
な
ど
の
魚
介
類
に
寄
生
し
、
魚
介
類
が
死

亡
す
る
と
、
寄
生
し
て
い
る
内
臓
か
ら
筋
肉
（
身
の
部
分
）
に
移
動
す
る
。
そ
の
た
め
、
新
鮮
な
魚
を
購

入
し
た
ら
、
ま
ず
は
内
臓
を
取
り
除
く
。
内
臓
は
生
で
は
食
べ
な
い
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
ア

ニ
サ
キ
ス
は
冷
凍
す
る
と
死
滅
す
る
の
で
、
必
ず
冷
凍
す
る
遠
海
も
の
の
マ
グ
ロ
は
安
全
だ
（
厚
生
労
働

省
は
、
マ
イ
ナ
ス
20
℃
以
下
、
24
時
間
以
上
の
冷
凍
を
指
導
し
て
い
る
）。

虫
は
長
さ
が
２
セ
ン
チ
あ
る
の
で
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
れ
ば
大
丈
夫
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア

ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
、
通
常
の
咀そ

嚼し
ゃ
くで
は
か
み
切
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
寿
司
や
刺
身
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ

と
い
つ
ま
で
も
か
ん
で
味
わ
う
人
は
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
魚
肉
を
薄
い
切
り
身
に
し
て
も
、
虫

体
は
切
断
さ
れ
な
い
。
わ
さ
び
、
し
ょ
う
が
な
ど
の
薬
味
に
も
殺
虫
効
果
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
生
で

食
べ
る
と
き
は
、
魚
を
さ
ば
く
と
き
に
目
視
し
て
取
り
除
く
の
が
一
番
だ
。
と
は
い
え
、
素
人
に
は
ア

ニ
サ
キ
ス
の
知
識
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
最
近
で
は
ア
ジ
や
カ
ツ
オ
な
ど
ア
ニ
サ
キ
ス
の
心
配
の
あ
る

魚
は
一
度
冷
凍
し
、
解
凍
し
た
商
品
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
家
庭
で
お
い
し
い
生
魚
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を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
あ
る
が
、
健
康
に
は
代
え
ら
れ
な
い
。

和
食
の
調
理
人
は
、
こ
の
厄
介
な
虫
に
精
通
し
て
い
る
。
筋
肉
の
中
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
潜
む
ア
ニ

サ
キ
ス
の
幼
虫
は
、
調
理
の
段
階
で
プ
ロ
の
目
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
っ
と
引
き
抜
か
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
目
の
肥
え
た
プ
ロ
の
板
前
さ
ん
の
い
る
寿
司
屋
の
安
全
性
は
高
い
が
、
ア
ニ
サ
キ

ス
の
知
識
に
乏
し
い
調
理
人
の
い
る
場
末
の
寿
司
屋
な
ど
で
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
に
当
た
る
確
率
が
高
い

と
筆
者
は
想
像
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
り
、
ア
ニ
サ
キ
ス
予
防
の
秘
密
兵
器
が
登
場
し
た
。
株
式

会
社
イ
シ
ダ
（
京
都
市
）
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
の
検
出
装
置
、「i-Spector

」
を
専
門
店
用
に
販
売
し
て
い

る
。
魚
の
切
り
身
に
紫
外
線
を
照
射
し
、
専
用
の
ブ
ル
ー
フ
ィ
ル
ム
を
通
す
と
ア
ニ
サ
キ
ス
が
青
く
光

る
た
め
、
簡
単
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
価
な
簡
易
装
置
を
開
発
し
て
、
家
庭
で
も
生
魚
を
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
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富山市在住の 50 代の男性は、お腹の
皮膚がむずがゆかった。目をやると、
皮膚に蛇行する赤い筋がみえた。なに
やら一部は水ぶくれになっている。近
くの病院を受診すると、皮膚科医がベ
テランだったのが幸いした。季節はホ
タルイカが旬の５月。男性が２週間前
に、港近くの小料理屋でとれたてのホ
タルイカを生で食べた食歴を聞きだし
た。そして、確定診断のため、皮膚の

一部を採取（生検）。病理医はその標
本を顕微鏡でみて、皮膚に寄生する小
さな線虫の断面を確認した（図）。生
のホタルイカを食べることのできる、
富山県特産の病気だ。

▶ 名前　旋
せん

尾
び

線虫幼虫症

▶ 成虫の寄生場所　ツチクジラの腎臓

▶ 大きさ　（幼虫の体長）１～２ミリ、（幅）０．１ミリ

▶ 棲息場所　ホタルイカの内臓

▶ 寄生された場合の病名　皮膚爬
は

行
こう

症（旋尾線虫幼

虫移行症）

▶ 症状　腸閉塞による腹痛（食後2時間〜 2日）、

	 皮膚の線状の水ぶくれ（食後2週間）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

腸閉塞を起こすと緊急手術が必要となる！

▶ 弱点　ホタルイカの冷凍処理あるいは加熱処理で

死滅（イカの内臓を取り除くだけでもかなり有効）

生のホタルイカはうまいが危険！
虫が皮膚を這う「皮膚爬

は

行
こう

症」に注意 !!

旋
せん

尾
び

線虫の幼虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　旋尾線虫幼虫症の皮膚生検

（ヘマトキシリン・エオジン染色）。

表皮直下に水ぶくれをつくる小

さな線虫の丸い断面がみられる。

好酸球（ピンク色に染まる白血

球）による炎症反応を伴う

Photo Data
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幼
虫
の
寄
生
率
は
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
２
～
７
％

こ
の
ム
シ
は 
「
旋
尾
線
虫
」
の
幼
虫
で
、
人
が
ホ
タ
ル
イ
カ
を
生
食
す
る
と
、
腸
か
ら
進
入
し
て
お

腹
や
手
足
の
皮
膚
を
這
う
こ
と
が
あ
る
。
潜
伏
期
間
は
２
週
間
程
度
で
、
体
長
わ
ず
か
１
～
２
ミ
リ
、
体

の
幅
は
０
・
１
ミ
リ
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
ホ
タ
ル
イ
カ
に
寄
生
し
て
い
て
も
、
ア
ニ
サ
キ
ス
の
よ
う
に

肉
眼
で
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

旋
尾
線
虫
の
親
虫
（
成
虫
）
は
、
日
本
海
に
生
息
す
る
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
腎
臓
に
寄
生
し
、
虫
卵
が
尿
中

か
ら
海
へ
と
放
出
さ
れ
る
。
そ
の
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
が
ど
う
や
っ
て
ホ
タ
ル
イ
カ
に
た
ど
り
着
く

の
か
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
日
本
海
の
ホ
タ
ル
イ
カ
に
は
、
２
～
７
％
の
割
合
で
幼
虫
が

寄
生
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
富
山
湾
で
の
ホ
タ
ル
イ
カ
の
シ
ー
ズ
ン
（
３
～
８
月
、
ピ
ー
ク
は
４
～
５
月
）

に
な
る
と
、
幼
虫
は
ホ
タ
ル
イ
カ
と
い
っ
し
ょ
に
人
の
体
内
に
簡
単
に
入
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
旋
尾
線
虫
は
ヒ
ト
に
な
じ
め
な
い
の
で
、
幼
虫
が
ヒ
ト
の
体
内
に
入
っ
て
も
成
虫
ま
で
に

は
育
た
な
い
。
幼
虫
の
ま
ま
体
内
を
移
動
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
。
ホ
タ

ル
イ
カ
は
酒
の
肴さ

か
なと
し
て
食
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
患
者
は
中
年
男
性
に
多
い
。
酔
っ
払
っ
て
、
ホ
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タ
ル
イ
カ
を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
覚
え
て
い
な
い
人
も
い
る
。

旋
尾
線
虫
に
寄
生
さ
れ
る
と
、
と
き
に
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
よ
う
な
「
急
性
腹
症
」
を
お
こ
す
場
合

が
あ
る
。
幼
虫
が
小
腸
の
壁
に
潜
り
込
ん
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
誘
発
す
る
た
め
に
、
腸
閉
塞
（
イ
レ
ウ

ス
）
を
き
た
す
の
だ
。
こ
の
急
性
腹
症
型
の
場
合
、
潜
伏
期
間
は
２
時
間
～
２
日
で
、
皮
膚
爬
行
症
の

場
合
に
比
べ
て
ず
っ
と
短
い
。
小
腸
病
変
部
で
は
、
小
型
の
虫
を
攻
撃
し
よ
う
と
多
数
の
好
酸
球
（
赤

く
染
ま
る
白
血
球
の
一
種
）
が
集
ま
り
、
ひ
ど
く
む
く
む
た
め
に
、
強
烈
な
腹
痛
を
き
た
す
の
だ
。

幼
虫
は
冷
凍
処
理
で
死
滅
す
る

ツ
チ
ク
ジ
ラ
（
口
の
と
が
っ
た
、
体
長
が
12
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
型
の
ク
ジ
ラ
）
は
、
日
本
海
の
ほ
か
北
太
平
洋

に
も
生
息
し
て
い
る
。
北
太
平
洋
で
は
、
旋
尾
線
虫
の
幼
虫
は
カ
ニ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、

ハ
タ
ハ
タ
や
ホ
ッ
ケ
に
寄
生
す
る
。

で
も
ご
安
心
を
。
こ
ち
ら
遠
海
モ
ノ
は
、
必
ず
冷
凍
処
理
さ
れ
て
運
ば
れ
る
の
で
、
旋
尾
線
虫
が
寄

生
し
て
い
た
と
し
て
も
死
滅
し
て
し
ま
う
の
で
安
全
で
あ
る
。
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旋
尾
線
虫
の
こ
の
弱
点
に
目
を
つ
け
、
国
は
１
９
９
７
年
か
ら
ホ
タ
ル
イ
カ
の
出
荷
に
際
し
て
、
冷

凍
処
理
（
マ
イ
ナ
ス
30
℃
で
、
４
日
以
上
）
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
１
９
９
２
年
を
ピ
ー

ク
に
こ
の
寄
生
虫
症
は
激
減
し
て
い
る
。
東
京
の
料
亭
で
出
さ
れ
る
冷
凍
ホ
タ
ル
イ
カ
は
ま
ず
安
全
な

の
で
、
ご
心
配
な
き
よ
う
。

幼
虫
は
ホ
タ
ル
イ
カ
の
内
臓
に
寄
生
す
る
の
で
、
内
臓
を
し
っ
か
り
取
り
除
い
た
ホ
タ
ル
イ
カ
は
安

全
性
が
高
く
な
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
酢
漬
け
や
塩
漬
け
で
は
幼
虫
は
死
な
な
い
。
地
元
富
山
で
は
、「
躍
り
食
い
が

い
い
」「
生
が
う
ま
い
」
と
い
う
食
通
（
痛
？
）
は
後
を
絶
た
ず
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

毎
年
皮
膚
科
を
訪
れ
る
人
が
現
わ
れ
る
。
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50 代の男性は、有機農法で育てた野
菜を食べるよう常日頃心がけていた。
そしてある日、定期健康診断で胃がん
のＡＢＣ検診を受けた。一つは胃炎の
原因菌であるピロリ菌（ヘリコバクタ
ー・ピロリ）感染の有無をチェックす
る抗体検査。もう一つは胃粘膜から産
生されるペプシノゲン検査で、胃粘膜
の萎縮度を調べる。その組み合わせで
胃がんのリスクがＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４

段階で評価されるのだ。結果がＢ（ピ
ロリ菌抗体陽性、ペプシノゲン正常）
だったため、胃の内視鏡検査を受けた。
内視鏡医は、胃カメラを十二指腸に入
れたとき、あっと驚いた。素早く動く
回虫を１匹発見したのだ。動きがあま
りに早かったため、一部だけしか撮影
に成功していない（図）。ムシは小腸
の奥へと消えていった。

▶ 名前　ヒト回虫。学名はアスカリス・ルンブリコイ

デス（アスカリスは回虫、ルンブリコイデスはミミ

ズのようなを意味する）

▶ 寄生場所　人の小腸内

▶ 大きさ　（成虫の体長）20 ～ 35センチ

▶ 寄生された場合の病名　回虫症

▶ 症状　普通、症状なし

▶ 殺傷能力（獰猛度）　高度の寄生で腸閉塞をきたす

（途上国の小児で死亡例あり）

▶ 弱点　70度以上の熱、駆虫薬で死滅

▶ 参考　回虫には動物の好みがいろいろ。ヒト回虫

のほか、イヌ回虫、アライグマ回虫、フェレット回

虫など。アニサキスはクジラ・イルカの回虫に属す

一匹の回虫は駆除する必要なし！
腸に寄生した回虫はアレルギー性疾患を予防する

回虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　内視鏡検査で偶然発見され

てしまった不運な回虫。左に十

二指腸粘膜を走る回虫の体を、

右に駆虫されて便に排出された

メスの成虫を示す。虫は死んで

どす黒く変色している

Photo Data
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成
虫
は
、
小
腸
で
２
～
４
年
の
寿
命
ま
で
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す

回
虫
は
、
鉤こ

う

虫ち
ゅ
う、

鞭べ
ん

虫ち
ゅ
うと

と
も
に
「
土
壌
媒
介
寄
生
虫
」
と
よ
ば
れ
る
。
回
虫
の
受
精
卵
は
湿
っ
た

土
の
中
で
発
育
し
、
感
染
能
力
の
あ
る
幼
虫
保
有
卵
（
成
熟
卵
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、
感
染
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
土
の
中
で
の
熟
成
が
必
要
な
の
だ
。
有
機
野
菜
が
育
つ
土
は
、
そ
の
た
め
の
絶
好
の

環
境
が
整
っ
て
い
る
。
成
熟
卵
は
有
機
野
菜
と
と
も
に
出
荷
さ
れ
、
し
っ
か
り
洗
浄
さ
れ
な
い
ま
ま
生

食
さ
れ
る
と
、
人
の
体
内
へ
の
潜
入
に
成
功
す
る
。
胃
に
た
ど
り
着
き
、
胃
酸
で
卵
殻
が
溶
け
る
と
、
幼

虫
が
放
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
孵ふ

化か

し
た
幼
虫
は
小
腸
の
壁
を
通
り
抜
け
て
血
管
（
静
脈
）
に
入
り
込
み
、

肝
臓
、
横
隔
膜
を
通
っ
て
さ
ら
に
肺
へ
と
到
達
す
る
。

１
ミ
リ
大
に
ま
で
成
長
し
た
幼
虫
は
、
気
道
を
上
に
進
み
、
の
ど
か
ら
再
び
消
化
管
へ
と
戻
る
。
そ

し
て
、
小
腸
で
成
虫
に
な
る
。
こ
の
体
内
の
冒
険
旅
行
に
は
、
３
～
４
か
月
が
か
か
る
が
、
成
虫
に
な

る
と
寿
命
が
尽
き
る
ま
で
の
２
～
４
年
を
お
と
な
し
く
小
腸
で
過
ご
す
。
回
虫
は
オ
ス
メ
ス
が
別
々
な

の
で
、
受
精
卵
を
つ
く
る
に
は
最
低
２
匹
の
寄
生
が
必
要
と
な
る
。
成
虫
は
20
～
35
セ
ン
チ
の
長
さ
で
、

メ
ス
が
オ
ス
よ
り
大
き
い
。
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こ
の
男
性
は
、
胃
粘
膜
に
ピ
ロ
リ
菌
が
感
染
し
て
い
た
も
の
の
、
幸
い
、
胃
が
ん
は
み
つ
か
ら
な
か

っ
た
。
回
虫
を
発
見
し
た
主
治
医
は
、
駆く

虫ち
ゅ
う薬
の
コ
ン
バ
ン
ト
リ
ン
（
一
般
名
：
ピ
ラ
ン
テ
ル
パ
モ
酸
塩
）
を

処
方
し
た
。
１
回
の
服
用
で
、
２
日
後
に
便
か
ら
死
ん
だ
メ
ス
成
虫
が
回
収
さ
れ
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
急
増
と
回
虫
保
有
率
の
低
下
は
逆
相
関

回
虫
症
は
世
界
中
で
10
億
人
も
の
人
た
ち
が
か
か
り
、
高
度
の
寄
生
に
よ
る
腸
閉
塞
に
よ
っ
て
、
年

間
１
万
人
の
子
ど
も
た
ち
の
命
を
奪
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
感

染
率
が
高
い
。
日
本
で
も
、
戦
後
の
一
時
期
は
回
虫
症
の
全
盛
期
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
撲ぼ

く

滅め
つ

状

態
に
近
い
。
こ
れ
は
、
小
中
学
生
の
検
便
の
義
務
化
、
肥
料
と
し
て
の
屎し

尿に
ょ
う利
用
の
衰
退
、
駆
虫
薬
の

普
及
に
よ
る
。
最
近
で
は
、
有
機
栽
培
野
菜
や
輸
入
韓
国
産
（
と
く
に
済チ

ェ

州ジ
ュ

島
産
）
キ
ム
チ
に
よ
る
回
虫
感

染
が
と
き
ど
き
報
告
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
（
小
中
学
生
の
検
便
は
も
う
行
な
わ
れ
て
い
な
い
）。

す
で
に
定
年
退
官
し
た
筆
者
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
回
虫
が
ま
だ
当
た
り
前
に
寄
生
し
て
い
た
時
代

だ
っ
た
。
私
自
身
も
、
小
学
５
年
生
の
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
年
）、
夏
休
み
前
の
回
虫
卵
検
査
で
陽
性
と
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判
明
。
担
任
の
先
生
に
「
虫
が
虫
垂
に
迷
い
こ
む
と
、
虫
垂
炎
（
盲
腸
）
の
原
因
に
な
る
」
と
諭
さ
れ
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
駆
虫
薬
、
カ
イ
ニ
ン
酸
を
飲
ん
だ
。
夏
休
み
に
林
の
中
で
セ
ミ
捕
り
を
し
て
い
る
と
、
急

に
便
意
を
も
よ
お
し
た
た
め
、
木
の
根
元
に
そ
っ
と
排
泄
し
た
。
そ
の
便
を
み
て
、
心
臓
が
破
裂
す
る

ほ
ど
驚
い
た
。
ま
る
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
か
う
ど
ん
の
よ
う
な
真
っ
白
な
虫
の
塊
が
、
土
の
上
に
鎮
座
し

て
い
た
の
だ
。
絡
み
あ
っ
た
虫
は
動
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
（
カ
イ
ニ
ン
酸
の
お
か
げ
で
ム
シ
が
死
滅

し
、
そ
の
塊
が
便
意
を
誘
発
し
た
の
だ
ろ
う
）。
便
の
色
は
な
く
、
ま
さ
に
ム
シ
の
塊
だ
っ
た
！　

何
匹
い
た
か

を
数
え
る
間
も
な
く
、
土
を
か
け
る
と
「
お
母
さ
ー
ん
」
と
泣
き
叫
び
つ
つ
、
自
宅
に
走
り
戻
っ
た
。
お

か
げ
で
、
今
で
も
花
粉
症
に
悩
ま
ず
に
済
ん
で
い
る
。

そ
の
わ
け
を
説
明
し
よ
う
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
名
誉
教
授
の
藤
田
紘こ

う

一い
ち

郎ろ
う

博
士
は
、
ヒ
ト
回
虫
の

寄
生
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
気
管
支
喘ぜ

ん

息そ
く

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
に
防
止
効
果
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
（『
笑
う
カ
イ
チ
ュ
ウ
』
講
談
社
、
１
９
９
９
：『
ア
レ
ル
ギ
ー
の
９
割
は

腸
で
治
る
！
』
だ
い
わ
文
庫
、
２
０
１
１
）。

寄
生
虫
に
寄
生
さ
れ
る
と
、
ヒ
ト
は
大
量
の
「
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
」
を
産
生
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
も
と
と

な
る
「
抗
ア
レ
ル
ゲ
ン
Ｉｇ
Ｅ
抗
体
」
の
産
生
を
抑
制
す
る
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
の
こ
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と
）。
Ｉ
ｇ
Ｅ
は
、
好
酸
球
（
赤
く
染
ま
る
顆
粒
を
も
つ
白
血
球
）
と
と
も
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
主
役
を
果

た
す
、
血
液
中
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。
近
年
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
急
増
と
回
虫
保

有
率
の
低
下
は
逆
相
関
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
の
日
本
の
回
虫
寄
生
率
は
都
市
部
で
30
～
40
％
、
農

村
部
で
は
60
％
に
及
ん
だ
が
、
最
近
は
０
・
０
２
％
に
ま
で
激
減
し
、
世
界
最
低
の
レ
ベ
ル
を
誇
っ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
回
虫
や
サ
ナ
ダ
ム
シ
を
お
な
か
に
飼
え
ば
、
喘
息
や
花
粉
症
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
藤
田
教
授
は
自
ら
数
メ
ー
ト
ル
あ
る
サ
ナ
ダ
ム
シ
と
仲
よ
く
暮
ら
し
、
ア
レ

ル
ギ
ー
と
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
患
者
さ
ん
は
駆
虫
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
予
防
効
果
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
回
虫
た
ち
は
子
孫
を
残
す
た
め
に
、
寄

生
し
た
宿
主
を
攻
撃
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
の
が
戦
略
で
あ
る
。
１
匹
や
２
匹
い
た
と

こ
ろ
で
人
体
に
は
何
の
害
も
な
い
こ
と
を
ぜ
ひ
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
１
匹
で
は
回
虫
は
子
孫
を
残
せ
な

い
の
だ
。 

小
学
生
の
こ
ろ
の
筆
者
は
、
て
ん
こ
盛
り
の
回
虫
を
お
な
か
の
中
に
飼
っ
て
い
た
が
、
症
状

が
あ
っ
た
覚
え
は
ま
っ
た
く
な
い
。
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4 歳の女児の外陰部に、昼間うろうろ
していたムシに母親が気づき、大学病
院を受診した。
ムシの正体は、長さ 10 ミリの蟯

ぎょう

虫
ちゅう

の
メス成虫だった。病理診断用にホルマ
リン（ホルムアルデヒド水溶液で、強
烈な固定・消毒効果がある）で固定さ
れた親虫が、筆者のところに回ってき
た。そして、固定液の中の死んだ虫を
実体顕微鏡で観察してみて驚いた（実

体顕微鏡は観察対象をそのままの状態
で観察できる）。親虫の子宮内を埋め
尽くす受精卵（“幼虫包

ほう

蔵
ぞう

卵”）は、ホ
ルマリンに固定してから 2 日たって
いるにもかかわらず生存し続け、卵の
中で幼虫が元気に動いていたのである。

▶ 名前　蟯
ぎょう

虫
ちゅう

 

▶ 寄生場所　盲腸（大腸の始まりの部分）

▶ 大きさ　長さ１センチ（成虫のメス）

▶ 寄生された場合の病名　蟯虫症

▶ 症状　肛門周辺のつよいかゆみ（小児がかかりや

すく、家庭内感染として、家族全員に広がることが

少なくない）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

蟯虫症が致死的になることはない

▶ 弱点　虫卵は強靱、酸、ホルマリン、乾燥に耐える!

衣類の洗濯と手洗いが重要

蟯
ぎょう

虫
ちゅう

のメスは、 夜中に肛門周辺に産卵
つよいかゆみを感じる子どもの蟯虫症

蟯
ぎょう

虫
ちゅう

No.

Case

ClassificatioinnName

図 1　ホルマリン固定に耐える蟯

虫卵。柿の種のような形の卵の

中で幼虫が活発に動き回ってい

た

Photo Data
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死
ん
で
も
産
卵
で
き
る
蟯
虫

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
さ
れ
た
蟯

ぎ
ょ
う

虫ち
ゅ
うの

メ
ス
の
子
宮
内
で
動
く
幼
虫
を
み
た
と
き
、
最
初
は
目
の
錯
覚
か

と
思
っ
た
。
き
っ
と
、
い
つ
に
な
く
今
日
は
疲
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
観
察

し
て
い
る
と
、
顕
微
鏡
の
明
る
い
光
の
せ
い
で
、
観
察
の
た
め
に
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
の
下
に
垂
ら
し
て
お

い
た
水
が
少
し
蒸
発
し
て
、
そ
の
圧
力
で
、
虫
卵
が
産
卵
口
か
ら
外
部
へ
と
押
し
出
さ
れ
た
。
そ
う
、
蟯

虫
は
死
ん
で
も
産
卵
で
き
る
こ
と
を
目
に
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
虫
卵
は
む
き
だ
し
に
な
っ
た
。
卵
の
殻
が
分
厚
く
、
片
側
が
直
線
状
を
示
す
柿
の
種
の
よ

う
な
形
が
特
徴
だ
。
そ
の
虫
卵
の
中
で
、
間
違
い
な
く
、
幼
虫
は
活
発
に
動
き
回
っ
て
い
た
［
図
１
］。
私

の
目
の
錯
覚
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
わ
て
て
、
寄
生
虫
学
の
同
僚
に
確
認
し
た
。
す
る
と
、「
虫

卵
は
ホ
ル
マ
リ
ン
程
度
で
は
死
に
ま
せ
ん
」
と
キ
ッ
パ
リ
。
そ
の
あ
ま
り
の
冷
静
さ
に
、
逆
に
い
さ
さ

か
驚
い
た
。

確
か
に
、
虫
卵
は
過
酷
な
自
然
環
境
の
中
で
生
き
残
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ん
と
か
ヒ
ト
の
口
か
ら
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体
内
に
入
り
込
ん
だ
受
精
卵
は
、
胃
酸
の
環
境
を
生
き
抜
き
、
腸
ま
で
行
き
着
く
必
要
性
が
あ
る
の
だ
。

ホ
ル
マ
リ
ン
す
ら
は
じ
き
返
す
強

き
ょ
う

靱じ
ん

な
卵
の
殻
に
、
拍
手
を
送
り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

盲
腸
に
寄
生
し
た
蟯
虫
は
、
肛
門
周
囲
で
産
卵

蟯
虫
症
は
熱
帯
よ
り
も
温
帯
に
多
い
病
気
で
あ
る
。
蟯
虫
の
成
虫
は
盲
腸
（
大
腸
の
始
ま
り
の
部
分
）
に

寄
生
す
る
。
夜
間
、
メ
ス
虫
が
長
い
大
腸
を
下
っ
て
肛
門
の
外
に
這
い
だ
し
、
肛
門
周
囲
の
皮
膚
に
産

卵
す
る
。
そ
の
刺
激
が
つ
よ
い
か
ゆ
み
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

産
卵
後
６
～
７
時
間
で
（
朝
ま
で
に
は
）
感
染
力
の
あ
る
卵
へ
と
成
熟
す
る
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
手
指
に
付
着
し
た
虫
卵
を
口
に
入
れ
て
経
口
感
染
（
自
家
感
染
）
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
内
感
染

が
問
題
と
な
る
。
ホ
ル
マ
リ
ン
に
耐
え
る
強
靱
な
虫
卵
が
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
家
庭
内
の
あ
ち
こ

ち
に
ば
ら
ま
か
れ
る
か
ら
だ
。

治
療
に
は
、
コ
ン
バ
ン
ト
リ
ン
と
い
う
薬
を
家
族
全
員
が
飲
む
必
要
が
あ
る
。
服
用
は
、
２
週
間
あ

け
て
３
回
が
基
本
。
寝
具
や
タ
オ
ル
に
つ
い
た
虫
卵
を
駆
除
す
る
た
め
の
洗
濯
も
重
要
だ
。
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現
在
の
子
ど
も
の
蟯
虫
保
有
率
は
１
％
以
下
に

筆
者
が
小
学
生
の
こ
ろ
の
昭
和
30
年
代
は
、
回
虫
に
負
け
な
い
ほ

ど
蟯
虫
が
広
が
っ
て
い
た
。
蟯
虫
卵
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
は
、
セ

ロ
フ
ァ
ン
テ
ー
プ
を
肛
門
に
押
し
あ
て
る
セ
ロ
フ
ァ
ン
テ
ー
プ
法
で

行
な
わ
れ
、
筆
者
を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
陽
性
だ
っ
た
。
お

尻
の
穴
の
ま
わ
り
の
な
ん
と
か
ゆ
か
っ
た
こ
と
か
！　

日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
蟯
虫
保
有
率
が
１
％
以
下
に
な
っ
て
久
し
い
た
め
、
小
学

３
年
生
以
下
を
対
象
と
し
た
セ
ロ
フ
ァ
ン
テ
ー
プ
法
に
よ
る
虫
卵
検

査
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
中
止
さ
れ
た
。

最
近
で
も
稀
に
、
急
性
虫
垂
炎
と
し
て
切
除
さ
れ
た
虫
垂
の
腔く

う

内な
い

に
蟯
虫
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
体
壁
か
ら
外
側
に
、
三
角
形

に
突
出
す
る
一
対
の
側そ

く

翼よ
く

が
顕
微
鏡
的
な
特
徴
で
あ
る
［
図
２
］。

図2　虫垂炎として切除された虫垂にみ
られた蟯虫の断面（ヘマトキシリン・エオ
ジン染色）。青く染まる三角形の側翼（矢
印）が顕微鏡的な特徴である。内部に、筋
肉（ｍ）、側索（ｃ）や腸（G）も観察される
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感
染
症
の
病
理
が
専
門
で
、
２
０
０
０
年
に
「
感
染
症
病
理
ア
ト
ラ
ス
」（
文
光
堂
）
を
発
刊
し
た
筆

者
の
も
と
に
は
、
日
本
で
は
稀
な
こ
う
し
た
事
例
が
た
び
た
び
送
ら
れ
て
く
る
。
病
理
診
断
の
確
認
の

た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
プ
ロ
の
病
理
医
同
士
間
の
相
談
）
が
目
的
だ
。

病
理
医
と
い
え
ど
も
、
す
べ
て
の
病
気
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
珍
し
い
あ
る
い
は
診

断
の
難
し
い
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
る
。
感
染
症
の
病
理
が
専
門
の
筆

者
の
も
と
に
は
、
珍
し
い
感
染
症
の
標
本
が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
わ
け
。
筆
者
自
身
も
、
難
し
い
が

ん
の
診
断
は
、
が
ん
の
病
理
の
専
門
家
に
よ
く
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

正
し
い
病
理
診
断
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
に
適
切
な
治
療
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
病
理
医
の
専
門
家
の
間
で
郵
送
費
は
自
腹
で
相
談
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
し
く
み
は
、
長
年
私
た
ち
、
ま
じ
め
な
病
理
医
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
善
意
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。（
一
般
社
団
法
人
）
日
本
病
理
学
会
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
し
て
い
る
。
拍
手
！（
し
て
ほ
し
い
。）
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線 虫 類
⑤10

神奈川県在住の 60 代の男性が、長期
間続く下痢、体重減少、ふらつき感を
訴えて近くの病院に来院した。検査で
は、低栄養状態を示す低タンパク血症
と貧血が高度だった。
胃の緊急内視鏡検査が行なわれ、胃粘
膜が数か所生検された。担当したその
病院の病理医は、胃粘膜に小さな線虫
を発見した（図）。
病理医の診断は単に寄生虫感染だった。

間違いではないが、適切とはいえない
診断だった。はっきり、糞線虫症と診
断してほしかった。
この状況はちょっとヤバい。そのわけ
は？

▶ 名前　糞線虫

▶ 寄生場所　人の小腸

▶ 大きさ　

成虫：体長２～３ミリ、体幅0.03 ～ 0.04ミリ

幼虫：体長0.3 ～ 0.8ミリ

▶ 寄生された場合の病名　糞線虫症

▶ 感染経路　経皮感染

▶ 地域性　熱帯・亜熱帯地方に分布（日本では九州、

沖縄、奄美地方）

▶ 症状　下痢、体重減少、ふらつき感（貧血）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　高度の感染やエイズなどの免

疫不全状態では死に至る。蠕虫の中で唯一、日和見

感染を生じる。

▶ 弱点　低温

幼虫が腸内で感染を繰り返す「自家感染」で重症化
診断には居住地の確認が重要

糞線虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　糞線虫症の胃生検（ヘマト

キシリン・エオジン染色）。本来

小腸に寄生する糞線虫が胃粘膜

に多数観察される。これだけで

重症寄生が示唆される

Photo Data
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糞
線
虫
症
、
亜
熱
帯
～
熱
帯
に
の
み
分
布

糞
線
虫
症
は
、
糞
線
虫
が
小
腸
に
寄
生
す
る
寄
生
虫
症
で
あ
る
。
糞
線
虫
が
成
長
す
る
過
程
に
は
、

「
寄
生
世
代
」
と
「
自
由
世
代
」
が
あ
る
。

寄
生
世
代
は
腸
の
中
で
メ
ス
虫
だ
け
で
子
孫
を
残
す
（〝
単た

ん

為い

生
殖
〟と
い
う
）。
メ
ス
成
虫
は
、
体
長
２

～
３
ミ
リ
の
微
小
な
線
虫
で
、
子
宮
に
幼
虫
の
入
っ
た
卵
を
数
個
も
っ
て
い
る
。
卵
が
人
の
腸
の
中
で

孵ふ

化か

す
る
と
、
体
長
０
・
３
～
０
・
８
ミ
リ
の
幼
虫
に
な
る
。
便
と
い
っ
し
ょ
に
外
界
に
排
泄
さ
れ
た

幼
虫
は
、
１
ミ
リ
程
度
の
オ
ス
と
メ
ス
の
成
虫
に
分
か
れ
て
土
の
中
で
自
由
生
活
を
送
り
、
オ
ス
と
メ

ス
が
仲
よ
く
有
性
生
殖
す
る
（
こ
れ
が「
自
由
世
代
」）。

土
の
中
で
生
ま
れ
た
幼
虫
が
人
に
接
触
す
る
と
、
傷
の
な
い
皮
膚
を
通
し
て
感
染
す
る
（
経
皮
感
染
）。

土
の
温
度
が
低
く
な
り
過
ぎ
る
と
成
虫
が
生
き
延
び
ら
れ
な
い
た
め
、
糞
線
虫
は
亜
熱
帯
～
熱
帯
に
だ

け
分
布
す
る
。
日
本
で
は
、
九
州
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
に
限
っ
て
み
ら
れ
る
。
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自
家
感
染
を
繰
り
返
し
て
重
症
化

こ
の
ケ
ー
ス
で
寄
生
虫
症
と
の
報
告
を
受
け
た
臨
床
医
は
、
糞
便
の
虫
卵
検
査
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
が
、

判
定
は
陰
性
だ
っ
た
。
糞
線
虫
症
の
場
合
、
虫
卵
で
は
な
く
幼
虫
が
排
出
さ
れ
る
の
で
、
虫
卵
検
査
は

陰
性
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
神
奈
川
県
在
住
の
男
性
は
何
の
治
療
も
さ
れ
ず
に
帰
宅
。
治
療
の
開
始
が

遅
れ
、
命
に
関
わ
る
ほ
ど
の
重
症
化
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
担
当
医
と
病
理
医
の
間
の
、
残
念
で
た
い

へ
ん
危
険
な
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

男
性
の
患
者
さ
ん
は
２
週
間
後
、
症
状
が
悪
化
し
、
衰
弱
状
態
で
再
来
院
し
た
。
主
治
医
が
よ
く
聞

い
て
み
る
と
、
患
者
さ
ん
は
沖
縄
県
生
ま
れ
で
、
長
く
沖
縄
で
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
今
回
の
よ
う
な
小
型
の
線
虫
に
よ
る
消
化
管
感
染
は
糞
線
虫
以
外
で
は
ま
ず
み
ら
れ
な

い
。
糞
線
虫
は
通
常
、
小
腸
粘
膜
に
寄
生
す
る
の
だ
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
胃
粘
膜
に
糞
線
虫
が
み
つ

か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
間
違
い
な
く
糞
線
虫
の
重
症
感
染
を
意
味
す
る
た
め
、
適
切
か
つ
迅
速
な
病

理
診
断
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
糞
線
虫
症
は
神
奈
川
県
に
は
み
ら
れ
な
い
病
気
な
の
で
、
病
理
医
・
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臨
床
医
と
も
に
糞
線
虫
症
の
経
験
が
な
く
、
沖
縄
の
医
療
者
に
は
常
識
で
あ
る
正
確
な
知
識
が
欠
け
て

い
た
と
い
う
わ
け
だ
。

幸
い
、
２
度
目
の
来
院
時
に
原
因
が
明
ら
か
と
な
り
、
患
者
さ
ん
は
特
効
薬
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
で
回

復
・
治
癒
し
た
。

す
べ
て
の
幼
虫
が
便
と
と
も
に
体
外
に
排
出
さ
れ
れ
ば
、
自
然
治
癒
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
、
腸
管
粘
膜
か
ら
体
内
へ
と
幼
虫
が
侵
入
し
て
再
び
感
染
す
る
〝
自
家
感
染
〟
を
繰
り
返
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
男
性
は
沖
縄
か
ら
神
奈
川
県
に
移
り
住
ん
で
か
ら
も
、
長
く
ゆ
っ
く
り
と
し
た

感
染
が
続
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
自
家
感
染
が
重
症
化
し
た
た
め
に
、
つ
い
に

衰
弱
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

抵
抗
力
が
低
下
す
る
白
血
病
や
エ
イ
ズ
感
染
者
は
、
要
注
意

糞
線
虫
症
は
、
九
州
地
方
に
多
い
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
（
と
く
に
、
く
す
ぶ
り
型
）
に
合
併
し
や
す
い
。
成

人
Ｔ
細
胞
白
血
病
は
、
花
び
ら
の
形
を
し
た
核
を
も
つ
白
血
病
細
胞
が
特
徴
で
、
日
本
人
の
研
究
者
が
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初
め
て
記
載
し
た
九
州
地
方
に
多
い
血
液
が
ん
で
あ
る
。

白
血
病
に
よ
っ
て
免
疫
機
能
を
担
う
Ｔ
リ
ン
パ
球
の
機
能
が
落
ち
る
と
、
糞
線
虫
に
感
染
し
や
す
く

な
る
。
と
く
に
、
白
血
病
を
治
療
す
る
と
抵
抗
力
が
さ
ら
に
落
ち
る
た
め
に
重
症
化
し
や
す
い
。

エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
が
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
タ
イ
や
ケ
ニ
ア
と
い
っ
た
熱
帯
地
方
で
は
、
糞
線
虫

症
は
し
ば
し
ば
エ
イ
ズ
患
者
の
死
因
と
な
る
。
幼
虫
が
全
身
に
広
が
る
播は

種し
ゅ

性
糞
線
虫
症
に
進
展
す
る

た
め
だ
。
原
虫
以
外
の
寄
生
虫
の
中
で
唯
一
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
細
胞
性
免
疫
不
全
症
に
伴
っ
て
〝
日ひ

和よ
り

見み

感
染
〟
を
生
じ
る
の
が
糞
線
虫
症
の
特
徴
で
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
注
意
点
が
あ
る
。
糞
線
虫
症
を
疑
っ
た
場
合
、
決
し
て
腹ふ

く

腔く
う

鏡き
ょ
う検

査
を
行
な
っ
て

は
な
ら
な
い
。
検
査
に
よ
る
気
腹
（
検
査
の
た
め
に
、
お
腹
に
ガ
ス
を
入
れ
る
こ
と
）
が
腸
管
内
の
幼
虫
を
刺
激

し
て
、
高
度
の
自
家
感
染
と
全
身
へ
の
播
種
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
高
い
。
幼
虫
が
空
気
の
あ
る
自
然

界
と
間
違
え
て
、
活
発
に
動
き
回
る
か
ら
で
あ
る
。
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コ
ラ
ム	

糞
線
虫
症
の
特
効
薬

２
０
１
５
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞

し
た
北
里
研
究
所
の
大
村
智さ

と
し教

授
は
、
土
の
中
に
棲
む

“
放ほ

う

線せ
ん

菌き
ん

”
と
い
う
糸
の
よ
う
に
細
長
い
細
菌
が
つ
く
り

だ
す
画
期
的
な
薬
を
発
見
し
た
。
線
虫
や
昆
虫
・
ダ
ニ

（
節
足
動
物
）
の
神
経
を
麻
痺
さ
せ
る
抗
生
物
質
、
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
で
あ
る
。

こ
の
経
口
治
療
薬
は
、
現
在
は
人
や
動
物
に
寄
生
す

る
線
虫
や
ダ
ニ
（
疥か

い

癬せ
ん

）
を
退
治
す
る
駆く

虫ち
ゅ
う薬
と
し
て
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
糞
線
虫
症
と
疥
癬

が
診
療
報
酬
の
適
応
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
は
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
症
（
糸
状
虫
症
：
蚊
に
刺
さ
れ
て
感
染
し
、
下
肢

が
象
の
皮
膚
の
よ
う
に
硬
く
腫
れ
る
）、
回か

い

旋せ
ん

糸
状
虫
症
（
オ

ン
コ
セ
ル
カ
症
＝
河
川
盲
目
症
：
ブ
ユ
に
刺
さ
れ
て
目
が
つ
ぶ
れ

る
）
の
特
効
薬
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
大
手

製
薬
会
社
の
メ
ル
ク
社
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
イ
ベ
ル

メ
ク
チ
ン
を
無
償
提
供
し
、
回
旋
糸
状
虫
症
（
オ
ン
コ
セ

ル
カ
症
）
に
よ
る
失
明
を
毎
年
数
万
人
単
位
で
救
っ
て
い

る
（
Ｐ
０
４
６
参
照
）。

１
９
２
８
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
フ
レ
ミ
ン
グ
が
発
見
し

た
青
カ
ビ
由
来
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
筆
頭
に
、
化
学
者
た

ち
は
土
の
中
に
暮
ら
す
真
菌
（
カ
ビ
）
や
放
線
菌
か
ら
抗

生
物
質
と
呼
ば
れ
る
化
学
物
質
を
次
々
と
発
見
し
、
薬

と
し
て
開
発
し
て
き
た
。
細
菌
を
標
的
と
し
た
抗
生
物

質
の
医
療
へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。

真
菌
や
放
線
菌
が
抗
生
物
質
を
つ
く
り
だ
す
理
由
は
、

栄
養
分
を
取
り
あ
う
競
争
相
手
を
減
ら
す
た
め
だ
。
土

の
中
で
の
生
存
競
争
に
勝
ち
残
る
と
い
う
「
合
目
的
性
」

が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
よ
り
大
型
（
菌
に
と
っ
て

は
超
巨
大
）
で
強
力
な
競
争
相
手
で
あ
る
土
の
中
の
住
民
、

昆
虫
の
幼
虫
や
線
虫
を
攻
撃
す
る
物
質
を
こ
れ
ら
微
生

物
が
つ
く
り
だ
す
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
こ
に
目
を
つ

け
た
大
村
智
教
授
は
さ
す
が
！　
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は

土
の
中
に
い
な
い
寄
生
虫
で
あ
る
吸
虫
（
ジ
ス
ト
マ
）
や

条
虫
（
サ
ナ
ダ
ム
シ
）
に
は
無
効
で
あ
る
。
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線 虫 類
⑥11

神奈川県在住の 40 代の女性が、人間
ドックの健康診断で痰の細胞診検査を
受けた。その結果、標本にとぐろを巻
く小線虫が一匹観察された。
長さ 0.3 ミリのその子虫は、顕微鏡的
には糞線虫の幼虫との区別ができなか
った（図）。糞線虫については、前項
で詳しく述べたので、参照してほしい。
もしこの女性が糞線虫症なら、免疫不
全状態に伴う播

は

種
しゅ

性糞線虫症（全身に

広がるタチのよくない病態）を意味す
る。ムシをみつけた筆者が緊急事態を
想定したため、大騒ぎ状態とあいなっ
た。

▶ 名前　非病原性線虫の幼虫

▶ 生息場所　土の中（人に寄生することはない。土の

中では線虫の仲間が多数くらしている）

▶ 大きさ　

子虫の長さは0.5ミリ以下（目にみえない）

▶ 寄生された場合の病名　病気でない

▶ 症状　無症状

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 弱点　怖い糞線虫の幼虫にそっくりな小さな子虫

だが、害はない

吸い込まれたほこりの中の卵が孵化！
痰の中に発見された子虫が糞線虫なら命の危険に

非病原性線虫の幼虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　痰の中に発見された小線虫

の幼虫（喀痰細胞診標本、パパ

ニコロウ染色）。とぐろを巻く線

虫の幼虫が１匹発見された。す

わ、一大事

Photo Data
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ほ
こ
り
と
一
緒
に
吸
い
込
ま
れ
た
卵
は
、
気
道
内
で
孵
化
す
る
こ
と
が
あ
る

痰
の
中
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
一
匹
の
線
虫
が
発
見
さ
れ
た
た
め
に
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
一
件
の
顛て

ん

末ま
つ

を
お

話
し
し
よ
う
。

筆
者
は
す
ぐ
に
担
当
医
に
電
話
を
し
て
、
命
に
か
か
わ
る
緊
急
事
態
の
可
能
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
し
て
、
直
ち
に
、
免
疫
不
全
状
態
を
も
た
ら
す
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
や
エ
イ
ズ
の
可
能
性

が
血
液
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
幸
い
、
い
ず
れ
も
陰
性
だ
っ
た
。

念
の
た
め
、
女
性
の
痰
の
細
胞
診
の
再
検
査
を
行
な
っ
た
が
、
ム
シ
は
二
度
と
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
特
別
な
症
状
は
な
か
っ
た
。
筆
者
を
中
心
と
す
る
医
療
者
た
ち
の
大
騒
ぎ
を
尻
目
に
、
患
者

さ
ん
は
け
ろ
っ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
！

最
終
的
に
、
土
の
中
に
棲
む
非
病
原
性
の
小
線
虫
の
幼
虫
が
、
た
ま
た
ま
標
本
に
迷
い
込
ん
だ
も
の

と
判
断
さ
れ
た
。

土
の
中
に
は
自
由
生
活
性
の
線
虫
類
が
多
数
生
息
し
て
い
る
。〝
エ
レ
ガ
ン
ス
線
虫
〟
と
名
づ
け
ら
れ
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た
体
長
１
ミ
リ
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ム
シ
は
、
よ
く
研
究
に
利
用
さ
れ
る
。
受
精
卵
を
ほ
こ
り
と
と
も
に

た
ま
た
ま
吸
引
す
る
と
、
気
道
内
で
虫
卵
が
孵ふ

化か

し
て
こ
の
よ
う
な
所
見
が
得
ら
れ
る
。
臨
床
的
に
ま

っ
た
く
意
味
の
な
い
偶
発
所
見
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
小
線
虫
の
偶
発
的
な
混
入
は
、
土
遊
び
す
る
子

ど
も
か
ら
と
ら
れ
た
尿
で
も
と
き
ど
き
経
験
さ
れ
る
。

細
胞
診
断
を
担
当
し
た
筆
者
は
、
専
門
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
深
読
み
し
、
大
騒
ぎ
し
て
し
ま
っ
た
点

を
大
い
に
反
省
し
て
い
る
。
冷
静
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
、
も
し
免
疫
不
全
症
に
伴
う
糞
線
虫
症
な
ら
、
虫

は
一
匹
だ
け
の
は
ず
は
な
い
。
と
く
に
、
患
者
さ
ん
に
は
余
分
な
心
配
（
と
検
査
費
用
の
３
割
負
担
）
を
お

か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

エ
レ
ガ
ン
ス
線
虫
が
が
ん
細
胞
の
匂
い
を
か
ぎ
分
け
る
能
力
を
利
用
し
た
尿
検
査
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
早
期
が
ん
を
含
む
が
ん
患
者
の
尿
一
滴
に
嗅
覚
鋭
い
エ
レ
ガ
ン
ス
線
虫
が
寄
っ
て
く
る
。

「n-nose

」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
診
断
法
の
開
発
者
は
、
九
州
大
学
の
廣
津
崇た

か

亮あ
き

氏
だ
。



215

線 虫 類
⑦12

平成 30（2018）年 6 月 3 日、日本テレ
ビの人気番組『ザ！鉄腕！DASH!!』で、
沖縄や奄美群島に棲みつく「死のカタ
ツムリ」、アフリカマイマイが紹介さ
れた。
番組では、TOKIO のメンバーの城島茂
さんと長瀬智也さんが、触ると病気が
うつるこの巨大カタツムリを捕獲した。
茶色い殻が 7 ～ 9 センチ、全長 20 セ
ンチにもなる。このカタツムリを茹で、

都内の一流懐石料理店に持ち込んで、
数種の和食料理に仕上げてもらって、
おいしそうに食べていた。この日の放
送内容は、子どものころから絶対に触
るなと教えられてきた沖縄県民にとっ
て、衝撃の展開だったようだ。

▶ 名前　広
かん

東
とん

住血線虫

▶ 寄生場所　ネズミの血液の中。中間宿主は、アフリ

カマイマイ 、ナメクジ、カタツムリ

▶ 大きさ　体長２センチ

▶ 寄生された場合の病名　

広東住血線虫症（好酸球性髄膜炎）

▶ 症状　発熱、激しい頭痛、悪心、嘔吐、脳神経麻痺、

筋力の著しい低下、知覚異常

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

髄膜炎をきたし、ときに致死的となる

▶ 弱点　加熱と冷凍

広東住血線虫を媒介する「死のカタツムリ」、
エスカルゴとして食べると美味！

広
カン

東
トン

住血線虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　広東住血線虫の幼虫による

好酸球性髄膜炎（マウスへの実

験的感染後 15 日目、ヘマトキシ

リン・エオジン染色）。髄膜腔に

幼線虫の断面が観察される

Photo Data
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ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
と
の
接
触
や
生
食
で
感
染

死
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
原
因
と
な
る
病
気
は
「
広カ

ン

東ト
ン

住
血
線
虫
症
」
と
い
う
。
ネ
ズ
ミ
の
血
液
（
肺
動

脈
）
の
中
に
棲
む
糸
状
に
細
長
い
、
体
長
２
セ
ン
チ
の
広
東
住
血
線
虫
に
よ
る
寄
生
虫
症
で
あ
る
。

幼
虫
が
野
ネ
ズ
ミ
や
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
す
る
と
、
肺
動
脈
の
中
で
成
虫
と
な
っ
て
多
数
産
卵
す
る
。

孵
化
し
た
幼
虫
は
ネ
ズ
ミ
の
肺
の
毛
細
血
管
か
ら
気
道
に
移
動
し
、
消
化
管
に
入
っ
て
糞
と
い
っ
し
ょ

に
排
泄
さ
れ
る
。

糞
の
中
の
幼
虫
は
、〝
中
間
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

〟（
寄
生
虫
の
幼
虫
が
育
つ
動
物
）
と
な
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
ナ
メ

ク
ジ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
に
糞
と
と
も
に
食
べ
ら
れ
る
か
接
触
す
る
こ
と
で
、
中
間
宿
主
の
体
内
に
寄

生
す
る
。
そ
れ
を
カ
エ
ル
や
オ
オ
ト
カ
ゲ
が
食
べ
、
さ
ら
に
そ
の
捕
食
者
を
ネ
ズ
ミ
が
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
幼
虫
は
よ
う
や
く
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
で
き
る
わ
け
だ
。
こ
の
場
合
、
ネ
ズ
ミ
は
〝
終

し
ゅ
う

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

〟
と

よ
ば
れ
る
。
カ
エ
ル
や
オ
オ
ト
カ
ゲ
の
介
在
は
必
須
で
は
な
く
、〝
待
機
宿
主
〟
と
よ
ば
れ
る
。

広
東
住
血
線
虫
が
子
孫
を
残
す
た
め
に
は
、
幼
虫
が
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、



217

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー2 1 7

た
ま
た
ま
人
が
、
中
間
宿
主
の
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ナ
メ
ク
ジ
や
カ
タ
ツ
ム
リ
を
生
で
食
べ
る
と
、
人

へ
の
感
染
が
成
立
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
触
っ
た
だ
け
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
寄
生
虫
は
人
に
寄
生
し
て

も
成
虫
に
は
な
れ
な
い
が
、
幼
虫
が
脊
髄
や
脳
の
髄ず

い

液え
き

の
中
に
寄
生
す
る
と
「
広
東
住
血
線
虫
症
」
に

な
る
。

感
染
後
２
週
間
ほ
ど
の
潜
伏
期
間
を
お
い
て
、
髄
膜
炎
特
有
の
発
熱
、
激
し
い
頭
痛
、
悪お

心し
ん

、
嘔
吐
、

髄
膜
刺
激
症
状
（
首
が
硬
く
な
る
）
が
み
ら
れ
、
髄
液
の
中
に
好こ

う

酸さ
ん

球き
ゅ
うと
よ
ば
れ
る
赤
く
染
ま
る
顆
粒
を

も
つ
白
血
球
が
増
加
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。「
好
酸
球
性
髄
膜
炎
」（
髄
液
中
に
好
酸
球
が
増
え
る
急
性
髄
膜

炎
）
と
よ
ば
れ
る
。
運
が
悪
く
な
け
れ
ば
、
２
～
４
週
間
で
治
る
。
な
お
、
好
酸
球
は
喘ぜ

ん

息そ
く

、
花
粉
症

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
寄
生
虫
病
の
と
き
に
増
え
る
特
徴
が
あ
る
。
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
の
Ｉ
ｇ
Ｅ
と
同
じ
挙
動
を
示
す
。

２
０
０
０
年
、
沖
縄
で
日
本
初
の
死
亡
例
が

こ
の
病
気
は
、
台
湾
、
タ
イ
、
タ
ヒ
チ
・
サ
モ
ア
な
ど
の
太
平
洋
諸
国
に
多
い
。
日
本
か
ら
も
60
例



218

2 1 8

以
上
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
半
数
以
上
が
沖
縄
の
症
例
で
あ
る
。

寄
生
の
原
因
は
食
用
の
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
場
合
が
多
い
が
、
ナ
メ
ク
ジ
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
リ

ン
ゴ
貝
）、
陸
生
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
（
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
）、
淡
水
産
の
エ
ビ
、
陸
生
の
カ
ニ
や
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
媒

介
す
る
こ
と
も
あ
る
。
沖
縄
旅
行
中
に
食
べ
た
生
野
菜
が
原
因
と
推
測
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
野
菜
に

つ
い
た
ナ
メ
ク
ジ
に
気
づ
か
ず
、
ミ
キ
サ
ー
で
砕
い
た
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
感
染
し
た
の
だ
ろ
う
。

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
６
月
、
沖
縄
県
の
嘉か

手で

納な

基
地
内
に
住
む
７
歳
の
女
の
子
が
、
日
本
で
初

め
て
、
広
東
住
血
線
虫
症
に
よ
る
「
好
酸
球
性
髄
膜
炎
」
で
死
亡
し
た
。

「
死
の
カ
タ
ツ
ム
リ
」
が
沖
縄
に
棲
み
つ
い
た
の
は
終
戦
の
年
の
１
９
４
５
年
。
戦
争
で
荒
れ
果
て
た

沖
縄
に
、
食
用
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
は
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
「
エ
ス
カ
ル
ゴ
」
と
し
て
世
界
中
で
食
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
を
は
じ
め
と
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
大
型
カ
タ
ツ
ム
リ
は
沖
縄
の
温
暖
で
湿
気
の
多
い
気
候
の
お
か
げ
で
大
繁
殖
し
た
。
そ

の
数
は
今
や
数
百
万
匹
と
い
わ
れ
る
。
野
菜
を
食
べ
荒
ら
す
有
害
動
物
と
し
て
、
植
物
防
疫
法
に
よ
っ

て
分
布
地
か
ら
の
生
体
（
生
き
て
い
る
も
の
）
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
テ
レ
ビ
番
組
『
ザ
！
鉄
腕
！

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
!!
』
で
持
ち
出
し
て
い
た
が
、
茹
で
た
あ
と
に
持
ち
出
し
て
い
た
の
で
違
法
で
は
な
い
）。
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広
東
住
血
線
虫
に
よ
る
好
酸
球
性
髄
膜
炎
で
亡
く
な
っ
た
人
体
例
を
紹
介
し
よ
う
（
台
湾
行
政
院
衛
生
署
、

陳ち
ん

瑩え
い

霖り
んChen, Eng-Rin

博
士
に
よ
る
）。

患
者
は
台
湾
に
住
む
５
歳
の
女
児
で
あ
る
。
病
理
解
剖
に
よ
っ
て
、
脳
の
髄
膜
腔
に
幼
線
虫
の
断
面

が
観
察
さ
れ
た
。
ど
う
や
ら
、
家
族
の
留
守
中
に
、
家
の
冷
蔵
庫
に
生
で
保
存
さ
れ
て
い
た
ア
フ
リ
カ

マ
イ
マ
イ
を
食
べ
て
感
染
し
た
ら
し
い
。
図
［
Ｐ
２
１
５
］
に
、
マ
ウ
ス
で
実
験
的
に
作
製
し
た
広
東
住
血
線

虫
性
髄
膜
炎
の
顕
微
鏡
写
真
を
示
し
た
。

20
年
以
上
前
の
こ
と
。
埼
玉
県
で
、
ナ
メ
ク
ジ
を
触
っ
た
男
の
子
に
こ
の
病
気
が
発
生
し
た
こ
と
を

報
じ
る
新
聞
記
事
を
み
て
、
ナ
メ
ク
ジ
を
調
べ
て
み
る
気
に
な
っ
た
。
医
学
生
が
地
元
の
埼
玉
県
で
集

め
て
く
れ
た
ナ
メ
ク
ジ
１
０
０
匹
あ
ま
り
を
顕
微
鏡
標
本
に
し
て
検
討
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
残
念
な

が
ら
、
い
や
幸
い
な
こ
と
に
、
線
虫
の
幼
虫
は
ナ
メ
ク
ジ
の
体
内
に
1
匹
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
ひ

や
ひ
や
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ナ
メ
ク
ジ
に
は
砂
粒
の
よ
う
な
石
灰
分
が
多
く
、
何
と
標
本
が
つ
く
り
に

く
か
っ
た
こ
と
。
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40 代の男性が酔っ払った勢いで、友
人とともに、ドジョウの躍り食いに挑
戦した。香港からの輸入ドジョウが水
槽に飼われている日本料理店だった。
１か月後、右胸部の皮膚のむずがゆさ
に気づき、目をやると、赤い線状の皮
疹があり、しかも日によって動いてい
た（図）。
驚いて、彼は近くの皮膚科を受診した。
医師による食歴の聞きとりと皮膚生検

の結果、顎
がっ

口
こう

虫
ちゅう

症の診断が下された。
顎口虫という寄生虫（線虫）の幼虫に
よる「皮膚爬

は

行
こう

症」である。
まさに、むしず（虫唾）が走る状態か
もしれない。虫唾（虫酸）は胸がムカ
ムカしたときに胃から口に出る酸っぱ
い液体のこと。その昔、胃の中にいる
寄生虫が出す唾液と考えられていた。

▶ 名前　顎口虫

▶ 寄生場所　

淡水魚を食べる哺乳類（イタチ、イヌ、ブタ）の腸。

人では成虫になれず、皮下をさまよう。

第一中間宿主はケンミジンコ

第二中間宿主は淡水魚

▶ 大きさ　幼虫の体長2 ～ 4ミリ

▶ 寄生された場合の病名　顎口虫症

▶ 症状　赤い線状の皮疹、皮膚のむずがゆさ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

まれに顔の皮下、眼や脳に迷入すると厄介

▶ 弱点　加熱や冷凍に弱い（他の線虫と同じ）

▶ 予防法　淡水魚を生で食べない

ドジョウの躍り食いに注意！
顎口虫の幼虫は皮膚の下をさまよいながら生き続ける

顎
がっ

口
こう

虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　顎口虫による皮膚爬行症。

右胸部の皮膚に蛇行する赤い線

状の皮疹を認める。「旋尾線虫

症」(P192) で紹介した旋尾線虫

幼虫症によく似た病態である

Photo Data
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顎
口
虫
は
４
種
類
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

が
異
な
る

日
本
で
は
古
来
、
ド
ジ
ョ
ウ
を
食
べ
る
文
化
が
あ
っ
た
。
ド
ジ
ョ
ウ
は
水
田
に
多
く
棲
み
、
簡
単
に

手
に
入
る
食
材
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
庶
民
は
仕
事
の
合
間
に
ド
ジ
ョ
ウ
料
理
屋
に
立
ち
寄
り
、「
ド
ジ

ョ
ウ
汁
」
を
食
べ
て
か
ら
午
後
の
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。

ド
ジ
ョ
ウ
汁
や
鍋
料
理
な
ど
加
熱
す
れ
ば
安
全
な
の
だ
が
、
躍
り
食
い
に
は
覚
悟
が
必
要
だ
。
躍
り

食
い
と
は
、
魚
介
類
を
生
き
た
ま
ま
食
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
躍
り
食
い
さ
れ
る
の
は
シ
ロ
ウ
オ
と

ド
ジ
ョ
ウ
だ
。
う
ろ
こ
が
気
に
な
ら
ず
、
細
長
く
小
型
な
の
で
、
躍
り
食
い
に
向
い
て
い
る
。

線
虫
の
仲
間
で
あ
る
顎
口
虫
の
卵
は
、
水
中
に
暮
ら
す
〝
第
一
中
間
宿
主
〟
の
ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ
に
と

り
込
ま
れ
る
。〝
第
二
中
間
宿
主
〟
は
ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ
を
食
べ
る
淡
水
魚
。〝
終
宿
主
〟
で
あ
る
哺
乳
動

物
が
魚
を
食
べ
る
と
、
顎
口
虫
は
哺
乳
動
物
の
腸
の
中
で
成
虫
に
な
っ
て
産
卵
す
る
。

顎
口
虫
は
４
種
類
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
中
間
宿
主
と
終
宿
主
が
異
な
る
。
ち
ょ
っ
と
複
雑
だ

が
説
明
し
よ
う
。
有ゆ

う
棘き

ょ
く顎
口
虫
の
第
二
中
間
宿
主
は
ラ
イ
ギ
ョ（
雷
魚
）、
終
宿
主
は
イ
ヌ
・
ネ
コ
、
剛ご

う
棘き

ょ
く
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顎
口
虫
と
ド
ロ
レ
ス
顎
口
虫
の
第
二
中
間
宿
主
は
そ
れ
ぞ
れ
輸
入
ド
ジ
ョ
ウ
と
ヤ
マ
メ
、
終
宿
主
は
と

も
に
ブ
タ
・
イ
ノ
シ
シ
、
日
本
顎
口
虫
の
第
二
中
間
宿
主
は
日
本
ド
ジ
ョ
ウ
、
終
宿
主
は
イ
タ
チ
で
あ
る
。

幼
虫
が
皮
膚
の
下
を
移
動
し
た
跡
が
、
赤
く
腫
れ
、
か
ゆ
み
が
出
る

人
に
は
、
第
二
中
間
宿
主
の
淡
水
魚
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染
す
る
。
淡
水
魚
を
生
で
食
べ
て
か
ら
３

～
４
週
間
た
つ
と
、
幼
虫
が
皮
膚
を
蛇
行
・
迷
走
す
る
。
皮
膚
が
赤
く
な
り
、
か
ゆ
み
と
痛
み
を
伴
う
。

そ
し
て
、
皮
膚
病
変
が
時
間
と
と
も
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
医
学
用
語
で
「
皮
膚
爬は

行こ
う

症
」

と
よ
ぶ
。

人
は
終
宿
主
で
な
い
た
め
、
感
染
し
た
虫
は
腸
で
成
虫
に
な
れ
ず
、
皮
膚
の
下
を
さ
ま
よ
う
こ
と
に

な
る
。「
幼
虫
移
行
症
」
で
あ
る
た
め
、
駆
虫
剤
は
使
わ
な
い
。
駆
虫
剤
を
使
う
と
体
内
の
ど
こ
か
で
虫

が
死
ん
で
し
ま
い
、
死
ん
だ
虫
に
対
す
る
炎
症
反
応
が
起
こ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
病
状
が
悪
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

幼
虫
の
皮
下
の
移
動
速
度
が
１
時
間
あ
た
り
５
セ
ン
チ
と
速
い
た
め
、
診
断
と
治
療
を
兼
ね
た
「
生

検
」
を
ど
こ
か
ら
す
る
か
が
問
題
と
な
る
（
標
本
の
中
に
ム
シ
が
い
な
い
と
診
断
は
で
き
な
い
）。
線
状
の
皮
疹
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先
端
部
を
切
除
し
て
も
、
も
う
そ
こ
に
ム
シ
は
い
な
い
。
ム
シ
が
移
動
し
た
あ
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

で
あ
る
皮
疹
が
現
わ
れ
る
ま
で
に
一
定
時
間
を
必
要
と
す
る
た
め
だ
。
手
慣
れ
た
皮
膚
科
医
は
皮
膚
の

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
を
し
て
、
ム
シ
の
位
置
を
確
認
す
る
が
、
そ
の
部
位
に
は
ま
だ
赤
み
は
な
い
。

爬
行
疹
の
出
現
部
位
は
、
腹
部
、
胸
部
、
背
部
な
ど
に
多
い
が
、
四
肢
や
顔
面
に
出
現
す
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
れ
な
が
ら
、
顎
口
虫
の
眼
球
や
脳
へ
の
「
内
臓
移
行
症
」
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

寄
生
し
た
幼
虫
は
体
内
を
移
動
し
な
が
ら
、
数
年
に
わ
た
っ
て
生
き
続
け
る
。
ム
シ
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
人
が
終
宿
主
で
あ
る
動
物
（
イ
ヌ
や
イ
ノ
シ
シ
や
イ
タ
チ
）
に
食
べ
ら
れ
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い

る
の
だ
。
ウ
ー
ム
。

幼
虫
は
、
酢
漬
け
で
は
死
な
な
い
の
で
要
注
意
！

こ
の
顎
口
虫
症
の
原
因
食
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
ま
で
の
日
本
で
は

ラ
イ
ギ
ョ
に
よ
る
有
棘
顎
口
虫
が
多
か
っ
た
。
食
糧
難
の
時
代
に
ラ
イ
ギ
ョ
を
刺
身
で
食
べ
た
こ
と
が

原
因
だ
っ
た
。
ラ
イ
ギ
ョ
は
空
気
呼
吸
を
す
る
大
型
の
淡
水
魚
で
、
鋭
い
歯
を
持
っ
て
い
る
。
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タ
イ
料
理
の
ソ
ム
・
フ
ァ
ッ
ク
（som

 fuk

：
淡
水
魚
の
酢
漬
け
加
工
食
品
）
は
、
現
在
で
も
有
棘
顎
口
虫
症

の
原
因
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
韓
国
産
の
輸
入
ド
ジ
ョ
ウ
に
媒
介
さ
れ
る
剛
棘

顎
口
虫
が
多
い
。

ド
ロ
レ
ス
顎
口
虫
や
日
本
顎
口
虫
に
よ
る
皮
膚
爬
行
症
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ヤ
マ
メ
お
よ
び
日
本
産
ド

ジ
ョ
ウ
の
生
食
に
よ
る
。
ス
ッ
ポ
ン
、
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
を
生
食
し
て
発
症
す
る
ド
ロ
レ
ス
顎
口
虫
症
も

あ
る
。

最
近
、
外
来
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
刺
身
を
食
べ
て
日
本
顎
口
虫
症
を
発
症
し
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
被
害
に
対
す
る
「
釣
っ
て
、
食
べ
て
、
駆
逐
し
よ
う
」
運
動
は
と
て
も
貴
重

な
活
動
だ
が
、
決
し
て
生
で
食
べ
な
い
こ
と
！

メ
キ
シ
コ
で
も
、
名
物
料
理
セ
ビ
チ
ェ（
養
殖
し
た
川
魚
の
酢
漬
け
・
マ
リ
ネ
料
理
）
に
よ
る
顎
口
虫
症
の
多

発
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
幼
虫
は
酢
漬
け
で
は
死
な
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
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ある年の８月、広島県府中市を流れる
芦田川沿いに住む 70 代の女性が、ひ
じの皮膚に硬いシコリを自覚して来院
した。２か月ほど前、農作業中にブユ
に繰り返し刺されたという。かゆみや
赤みはない。診断確定の目的で、８ミ
リ大の皮膚のシコリが切りとられ、病
理診断に提出された。
病理診断のコンサルテーション（相
談）を受けた筆者は、動物性回旋糸状

虫症（オンコセルカ症）をつよく疑っ
た（図）。知り合いの大分大学の寄生
虫学者に相談したところ、遺伝子診断
を踏まえて、イノシシに感染する動物
性回旋糸状虫（オンコセルカ）のメス
成虫であることがみごと確定した。た
だし、ムシは未成熟で、虫卵はつくら
れていなかった。

▶ 名前　動物性回旋糸状虫（オンコセルカ）

▶ 寄生場所　イノシシの皮下

まれに人にも寄生するが成熟できない！

ブユが媒介する

▶ 大きさ　とぐろを巻く成虫は長さ20 ～ 50センチ

に及ぶ。体幅は0.2 ～ 0.4ミリと細い

▶ 寄生された場合の病名　

動物性回旋糸状虫症（オンコセルカ症）

▶ 症状　皮膚のシコリ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　人には悪さをしない

▶ 予防法　ブユに刺されないこと

▶ 治療　外科的切除

ブユに刺されて皮膚にシコリが
人に寄生する回旋糸状虫は失明のリスク大！

動物性回
かい

旋
せん

糸
し

状
じょう

虫
ちゅう

（オンコセルカ）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　動物性回旋糸状虫症の皮膚

生検（ヘマトキシリン・エオジ

ン染色）。虫の断面が観察され

る。M：筋肉、矢印：腸管、★：

子宮、☆：側索、△：体壁の突

起、◇：体腔

Photo Data
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動
物
性
の
回
旋
糸
状
虫
は
、
人
の
体
内
で
は
生
き
長
ら
え
な
い

病
理
診
断
が
つ
い
て
し
ば
ら
く
し
て
、
筆
者
は
大
分
大
学
の
専
門
家
と
医
学
生
２
人
と
い
っ
し
ょ
に

現
地
に
足
を
運
び
、
患
者
さ
ん
に
お
会
い
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ユ
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
す
て
き
な
高

齢
女
性
の
患
者
さ
ん
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
畑
の
被
害
を
嘆
い
て
い
た
。

早
朝
、
川
沿
い
の
道
で
た
く
さ
ん
の
ブ
ユ
を
採
取
し
、
川
に
棲
む
幼
生
も
調
べ
た
。
ブ
ユ
は
き
れ
い

な
水
が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
る
場
所
で
な
い
と
棲せ

い

息そ
く

で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
朝
、
ブ
ユ
が
舞
う
と
い

う
こ
と
は
、
美
し
い
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
高
校
生
時
代
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
の
合
宿
で

長
野
県
の
菅す

が

平だ
い
ら高
原
を
訪
れ
た
と
き
、
朝
露
が
冷
た
い
高
原
で
何
か
所
も
刺
さ
れ
た
ブ
ユ
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
小
さ
い
ブ
ユ
に
刺
さ
れ
る
と
、
蚊
と
違
っ
て
、
何
日
も
か
ゆ
み
が
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

動
物
を
終

し
ゅ
う

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
す
る
回
旋
糸
状
虫
が
人
へ
寄
生
す
る
病
態
は
、
動
物
性
回
旋
糸
状
虫
症
と
よ
ば
れ

る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
日
本
に
は
イ
ノ
シ
シ
を
終
宿
主
と
す
る
タ
イ
プ
が
分
布
し
て
い
る
。

も
う
少
し
説
明
し
よ
う
。
イ
ノ
シ
シ
が
ブ
ユ
に
刺
さ
れ
る
と
、
回
旋
糸
状
虫
の
子
虫
（
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ

リ
ア
）
が
皮
膚
に
注
入
さ
れ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
子
虫
が
成
虫
へ
と
発
育
す
る
と
と
も
に
、
皮
膚
に
シ
コ
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リ
が
で
き
る
。
シ
コ
リ
の
中
で
雌
雄
の
成
虫
が
出
会
う
と
メ
ス
は
た
く
さ
ん
の
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
を

血
液
中
へ
と
放
出
す
る
。
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
入
り
の
血
液
を
ブ
ユ
が
吸
っ
て
次
の
イ
ノ
シ
シ
が
感
染

す
る
。
こ
の
途
中
で
人
が
ブ
ユ
に
刺
さ
れ
る
と
皮
膚
に
シ
コ
リ
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
。
た
だ
し
、
成

虫
は
人
の
体
内
で
は
成
熟
で
き
な
い
た
め
、
血
液
中
に
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
が
お
出
ま
し
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
つ
ま
り
、
全
身
的
な
症
状
が
出
る
こ
と
は
な
い
。

人
に
寄
生
す
る
回
旋
糸
状
虫
は
、
熱
帯
ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
中
米
に
蔓
延

動
物
性
回
旋
糸
状
虫
と
異
な
り
、
人
を
本
来
の
宿
主
と
す
る
回
旋
糸
状
虫
（
オ
ン
コ
セ
ル
カ
）
が
い
る
。

こ
れ
に
感
染
す
る
と
、
多
く
の
人
が
失
明
す
る
厄
介
な
寄
生
虫
で
あ
る
。
熱
帯
ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ビ
ア

半
島
や
中
米
の
海
抜
５
０
０
～
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
度
帯
の
地
域
に
分
布
す
る
。
河
川
流
域
に
棲

む
ブ
ユ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
た
め
、“
河か

川せ
ん

盲も
う

目も
く

症し
ょ
う”
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
回
旋
糸
状
虫
は
人
の
皮
下
組
織
に
寄
生
し
、
数
匹
の
雌し

雄ゆ
う

の
成
虫
（
長
さ
が
20
～
50
セ
ン
チ
に
達
す

る
が
、
幅
は
０
・
２
～
０
・
４
ミ
リ
と
糸
の
よ
う
に
細
長
い
）
と
無
数
の
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
（
０
・
３
ミ
リ
長
の
幼

虫
）
を
含
む
炎
症
性
の
シ
コ
リ
（
オ
ン
コ
セ
ル
カ
腫
瘤
）
を
つ
く
る
。
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ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
が
真
皮
へ
と
移
動
す
る
と
、
か
ゆ
み
の
つ
よ
い
皮
膚
炎
に
な
る
。
血
中
に
入
り

込
ん
だ
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
が
眼
球
の
中
に
侵
入
す
る
と
、
失
明
す
る
可
能
性
が
高
い
。
現
在
、
世
界

中
で
４
０
０
０
万
人
も
の
〝
河
川
盲
目
症
〟
の
患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
［
Ｐ
０
７
７
］。

回
旋
糸
状
虫
症
に
は
特
効
薬
が
あ
る
。
２
０
１
５
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
受
賞
者
の
大
村

智
博
士
が
発
見
し
た
抗
生
物
質
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
［
Ｐ
２
１
１
］
だ
。
こ
の
薬
が
、
多
く
の
人
を
失
明
か
ら

救
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
イ
ヌ
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
［
次
項
］
に
も
と
て
も
効
果
的
で
、
飼
い

犬
だ
け
で
な
く
、
野
犬
の
フ
ィ
ラ
リ
ア
感
染
率
は
激
減
し
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
動
物
性
回
旋
糸
状
虫
症
の
場
合
は
、
失
明
の
恐
れ
は
な
く
、
症
状
は
皮
膚
の
シ
コ

リ
だ
け
の
た
め
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
使
わ
な
い
。
虫
が
死
ん
で
も
い
っ
た
ん
で
き
た
シ
コ
リ
は
消
え

な
い
し
、
こ
の
特
効
薬
を
気
楽
に
使
う
こ
と
で
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

現
在
、
畜
産
関
係
で
は
特
効
薬
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
が
安
易
に
多
用
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
牛
の

寄
生
虫
症
や
疥
癬
に
よ
く
効
く
か
ら
だ
。
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
活
性
を
保
っ
た

ま
ま
、
尿
で
は
な
く
便
の
中
へ
と
排
出
さ
れ
る
。
す
る
と
、
牛
糞
を
利
用
し
て
子
孫
を
残
し
、
牛
糞
の

栄
養
分
を
自
然
に
返
す
重
要
な
働
き
を
果
た
し
て
い
る
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
（
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
昆
虫
）
が
死
に

絶
え
て
し
ま
う
の
だ
。
伝
家
の
宝
刀
は
、
本
当
に
必
要
な
と
き
に
だ
け
使
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。
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⑩15

40 代の男性が、検診で胸部エックス
線撮影の異常を指摘されて来院した。
異常陰影以外に特別な症状はなかった。
ＣＴ検査では、右肺の中葉にがんと紛
らわしい円形の結節性病変がみられた。
肺がんを否定できないため、治療と診
断確定を兼ねて、胸

きょう

腔
くう

鏡
きょう

下で肺の部分
切除が行なわれた。胸腔鏡下手術では、
胸に３か所ほど穴を開けて、そこから
内視鏡と手術道具を挿入して手術が行

なわれる。
病理診断はイヌ糸状虫症（イヌフィラ
リア症）だった。壊

え

死
し

性の結節性病変
の真ん中に、肺動脈の中に詰まった線
虫の断面が観察された。血管の中に幼
虫が侵入するこのような顕微鏡所見は
イヌ糸状虫症に特徴的であり、診断価
値が高い。

▶ 名前　イヌ糸状虫（イヌフィラリア）

▶ 寄生場所　犬の右心室、大静脈、肺動脈

	 蚊が媒介する

▶ 大きさ	 成虫：フィラリア：15 ～ 20センチ

	 幼虫：ミクロフィラリア：0.3ミリ

▶ 寄生された場合の病名　

イヌ糸状虫症（イヌフィラリア症）

▶ 症状　無症状。健康診断でたまたまみつかること

が多い。皮膚にシコリをきたすこともある

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

イヌ糸状虫症が致死的になることはない

▶ 予防法　蚊に刺されないようにする

▶ 治療法　外科的切除

蚊を媒介して人にも感染するイヌフィラリアは
肺に肺がんもどきの影をつくる

イヌ糸状虫
（イヌフィラリア）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　犬の血液中にみられるイヌ

糸状虫のミクロフィラリア（ギム

ザ染色）。とぐろを巻くような幼

虫が血液の中に多数観察される

Photo Data
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フ
ィ
ラ
リ
ア
症
に
感
染
し
た
犬
に
は
死
の
危
険
性
も

イ
ヌ
糸
状
虫
（
イ
ヌ
フ
ィ
ラ
リ
ア
）
は
、
犬
の
右
心
室
、
大
静
脈
、
肺
動
脈
の
中
に
寄
生
す
る
15
～
20
セ

ン
チ
大
の
そ
う
め
ん
様
の
住
血
性
線
虫
で
あ
る
（
血
液
の
中
に
棲
む
ム
シ
）。
犬
の
体
内
で
メ
ス
の
フ
ィ
ラ

リ
ア
が
０
・
３
ミ
リ
ほ
ど
の
長
さ
の
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
（
幼
虫
）
を
産
む
と
、
多
数
の
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ

リ
ア
が
犬
の
血
液
中
を
流
れ
る
［
図
］。

こ
の
犬
を
蚊
が
刺
す
と
、
血
液
と
と
も
に
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
が
蚊
の
体
内
に
入
り
、
そ
の
蚊
が
別

の
犬
を
感
染
さ
せ
る
。
犬
の
血
液
に
侵
入
し
た
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
は
、
血
液
を
通
っ
て
肺
動
脈
や
心

臓
に
寄
生
す
る
。
イ
ヌ
糸
状
虫
症
は
慢
性
的
に
経
過
す
る
た
め
、
循
環
障
害
に
よ
る
症
状
（
散
歩
中
に
疲

れ
や
す
く
な
り
、
乾
い
た
咳
を
す
る
よ
う
に
な
る
）
が
現
わ
れ
る
ま
で
に
数
年
ほ
ど
か
か
る
。
症
状
が
現
わ
れ
た

こ
ろ
に
は
、
心
臓
や
肺
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
犬
は
死
に
至
る
危
険
性
が
高
い
。

以
前
は
、
日
本
の
野
犬
の
20
～
50
％
が
イ
ヌ
糸
状
虫
に
感
染
し
て
い
た
が
、
特
効
薬
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン
［
Ｐ
２
１
１
］
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
数
字
は
激
減
し
て
い
る
。
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と
く
に
沖
縄
地
方
で
は
蚊
に
注
意
！　

人
に
感
染
す
る
可
能
性
も

イ
ヌ
糸
状
虫
の
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
（
幼
虫
）
を
も
つ
蚊
が
人
を
刺
す
と
、
ま
れ
に
人
に
寄
生
す
る
こ

と
が
あ
る
。
命
を
脅
か
す
ほ
ど
重
症
化
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
血
液
中
に
移
行
し
た
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ

ア
が
肺
を
流
れ
る
肺
動
脈
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
炎
症
性
の
シ
コ
リ
が
つ
く
ら
れ
る
。
蚊
に
刺
さ
れ
た
部

位
（
皮
下
組
織
）
に
シ
コ
リ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

肺
病
変
の
多
く
は
無
症
状
で
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
偶
然
発

見
さ
れ
る
。
肺
に
、
肺
が
ん
に
似
た
結
節
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
胸
腔
鏡
を
使
っ
た
手
術
で
病

変
が
摘
出
さ
れ
る
と
、
血
管
内
の
幼
虫
を
中
心
と
す
る
壊
死
性
病
変
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。

暖
か
い
気
候
で
蚊
が
元
気
な
せ
い
か
、
あ
る
い
は
の
ら
犬
が
多
い
せ
い
か
、
人
の
イ
ヌ
糸
状
虫
症
は

沖
縄
地
方
に
多
い
。
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吸 虫 類
①16

酪農農家の 50 代の女性が、発熱と腹
部の違和感を訴えて来院した。肝臓に
異常陰影を認めたため、肝臓がんが否
定できない。肝臓の一部が手術で切り
とられた。切除標本では、肝臓の被膜
の下に不規則な形の６センチ大の膿

のう

瘍
よう

（膿の塊）がみられた。顕微鏡でみて
みると、病変内に大型の吸虫の断面が
観察された（図）。吸虫は未熟で、虫
卵はつくられていなかった。肝

かん

蛭
てつ

とよ

ばれる吸虫の未成熟個体が、肝臓表面
から胆管へと移動中にたまたまみつか
ってしまったケースである。
肝臓には、虫体に対するつよい炎症反
応がみられ、それが症状発現につなが
った。この肝蛭くんは肝臓の中での移
動にもたついてしまったために、炎症
反応を誘発してしまい、ますます身動
きがとれなくなってしまったのかもし
れない。

▶ 名前　肝蛭

▶ 寄生場所　羊、山羊、牛の肝臓や胆嚢・胆管	

幼虫は水辺の草に付着する

▶ 大きさ　２～３センチ大（扁平で葉っぱ形）

▶ 寄生された場合の病名　肝蛭症

▶ 症状　ないことが多い

ときどき、発熱、腹部の違和感など

▶ 殺傷能力（獰猛度）

じっと寄生している分には影響はない

▶ 弱点　加熱に弱い。牛と仲のよい生活をしない限

り、感染することはない

▶ 診断　糞便の虫卵検査、抗体検査

▶ 治療法　駆虫薬（プラジカンテルなど）

牛のまわりに潜む肝蛭の子虫
牧場の近くに自生したセリを食べるのは要注意！

肝
かん

蛭
てつ

No.

Case

ClassificatioinnName

図　肝蛭症の肝臓病変（ヘマト

キシリン・エオジン染色）。体壁

に短い棘の生えた虫が肝臓にト

ンネルを掘っている。つよい炎

症反応を伴っている

Photo Data



233

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー2 3 3

牛
、
羊
や
人
の
肝
臓
と
胆
嚢
に
寄
生
す
る
肝
蛭

肝
蛭
は
世
界
中
の
牛
、
羊
、
山
羊
に
広
く
寄
生
し
て
お
り
、
人
に
も
寄
生
す
る
「
人じ

ん

獣じ
ゅ
う共

通
寄
生
虫

症
」
で
あ
る
。
２
～
３
セ
ン
チ
大
の
扁
平
で
葉
っ
ぱ
形
の
吸
虫
で
、
条
虫
（
サ
ナ
ダ
ム
シ
）
と
同
じ
、〝
扁

形
動
物
門
〟
に
属
し
て
い
る
。
肝
臓
や
胆
管
、
胆
嚢
に
寄
生
す
る
。
雌
雄
同
体
（
オ
ス
メ
ス
の
区
別
が
な
い
）

で
、
腸
は
あ
る
が
、
肛
門
が
な
い
。
消
化
と
生
殖
の
た
め
の
吸
盤
が
２
個
並
ん
で
あ
り
、
２
つ
の
口
（
ス

ト
ー
マ
）
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
ジ
ス
ト
マ
＝
二に

口こ
う

虫ち
ゅ
うと
も
よ
ば
れ
る
。

肝
臓
に
寄
生
す
る
吸
虫
と
し
て
、
肝
蛭
の
ほ
か
、
肝
吸
虫
と
日
本
住
血
吸
虫
が
有
名
で
あ
る
。
あ
と

の
２
つ
は
肝
硬
変
症
の
原
因
と
し
て
、
戦
前
の
日
本
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
肝
蛭
は
幸
い
、
肝
硬
変
症

を
つ
く
ら
な
い
。
中
間
宿

し
ゅ
く
主し

ゅ

は
淡
水
産
巻
き
貝
の
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
で
、
貝
か
ら
遊
走
（
移
動
）
し
た
子
虫

は
、
稲
や
セ
リ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
ク
レ
ソ
ン
な
ど
の
水
辺
の
草
に
く
っ
つ
い
て
感
染
型
幼
虫
「
メ
タ
セ
ル

カ
リ
ア
」
へ
と
発
育
す
る
。
こ
の
感
染
型
幼
虫
は
、
刈
り
と
ら
れ
た
稲
ワ
ラ
で
３
～
４
か
月
間
生
存
し

続
け
る
。
そ
の
た
め
、
感
染
牛
の
敷
き
ワ
ラ
を
堆
肥
に
利
用
し
て
い
る
水
田
は
、
感
染
の
場
を
提
供
す

る
。
牛
を
飼
う
農
場
の
近
く
で
と
っ
た
セ
リ
や
ク
レ
ソ
ン
な
ど
を
お
ひ
た
し
に
し
て
食
べ
る
と
、
肝
蛭
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に
感
染
す
る
危
険
性
が
少
な
く
な
い
。

感
染
型
幼
虫
は
牛
や
人
の
小
腸
で
孵ふ

化か

し
、
い
っ
た
ん
腹ふ

く

腔く
う

へ
移
行
し
て
か
ら
、
肝
臓
表
面
の
被
膜

を
食
い
破
っ
て
、
最
終
的
に
総
胆
管
に
棲
み
つ
く
。
総
胆
管
に
生
着
す
る
ま
で
の
期
間
は
２
～
３
か
月

で
あ
る
。
胆
嚢
炎
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
〝
体
内
移
行
性
〟
の
た
め
、
未
熟
な
肝
蛭
が

腹
腔
、
肺
、
脳
や
皮
下
組
織
に
迷
い
込
む
こ
と
が
あ
る
。

サ
ッ
と
ゆ
で
る
く
ら
い
で
は
生
き
残
る

こ
こ
に
紹
介
し
た
患
者
さ
ん
の
生
活
歴
を
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
自
宅
の
敷
地
内
に
多
く
の
牛
を
飼

育
し
て
お
り
、
２
か
月
ほ
ど
前
の
春
先
に
、
近
く
を
流
れ
る
小
川
に
自
生
す
る
セ
リ
を
と
っ
て
、
お
ひ

た
し
に
し
て
何
度
も
食
べ
て
い
た
そ
う
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
家
族
全
員
の
検
診
が
必
要
に
な
る
。

加
熱
し
て
お
ひ
た
し
に
す
る
の
だ
か
ら
、
肝
蛭
の
幼
虫
は
死
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
セ
リ
が
し
ん
な
り
す
る
ま
で
の
時
間
は
短
い
た
め
、
幼
虫
を
完
全
に
死
滅
さ
せ
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
調
理
す
る
と
き
に
生
き
た
幼
虫
が
ま
な
板
の
上
や
包
丁
あ
る
い
は
手
に
つ
い

て
、
最
終
的
に
調
理
さ
れ
た
お
ひ
た
し
に
混
入
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
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60 代の社長さんは、接待でよく江戸
前寿司を食べる。とくに、ネタの寸法
に切った笹の上に行儀よく筏

いかだ

に並べて
握るシラウオの握り寿司が好物で、彼
は接待のたびに注文した。
太り気味だったため、ある日人間ドッ
クを受けた。その結果、糞便検査で横
川吸虫卵が陽性といわれた（図）。下
痢や腹痛といった症状はまったくなか
ったが、感染源は大好物のシラウオの

握りと推測された。
プラジカンテルという駆虫剤を飲んだ
結果、３か月後の再検査で便の中の虫
卵は陰性化した。

▶ 名前　横川吸虫

▶ 寄生場所　人、犬、猫、豚、ネズミ、サギ、カワウな

ど、淡水魚を食べる哺乳類と鳥類の腸の粘膜。

	 中間宿主はシラウオやアユ

▶ 大きさ	 成虫：１～２ミリ大

		  虫卵：長径30ミクロン

▶ 寄生された場合の病名　横川吸虫症

▶ 症状　多数寄生した場合に限って下痢や腰痛

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

横川吸虫症で死亡した例はない！

▶ 弱点　加熱

▶ 診断　糞便の虫卵検査

▶ 治療法　駆虫薬（プラジカンテル）

シラウオやアユの生食で感染する横川吸虫
少数なら症状はなく、ゆる～い予防対策でＯＫ

横
よこ

川
がわ

吸虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　便中の横川吸虫卵。黄色み

を帯びた小型の虫卵である。数

ある寄生虫の卵の中でいちばん

小さい

Photo Data
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白
ゴ
マ
と
そ
っ
く
り
な
横
川
吸
虫
の
成
虫

シ
ラ
ウ
オ
は
江
戸
っ
子
に
な
じ
み
深
い
魚
で
、
徳
川
家
康
が
こ
の
魚
を
た
い
へ
ん
好
ん
だ
記
録
が
残

っ
て
い
る
。
シ
ラ
ウ
オ
は
春
に
な
る
と
産
卵
の
た
め
に
隅
田
川
に
姿
を
み
せ
る
、
江
戸
の
春
の
風
物
詩

だ
っ
た
。
佃

つ
く
だ

島じ
ま

で
の
シ
ラ
ウ
オ
漁
が
、
築
地
魚う

お

河が

岸し

の
ル
ー
ツ
だ
。
頭
部
の
紋
様
が
葵あ

お
いの

ご
紋
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
ト
ノ
サ
マ
ウ
オ
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。

シ
ラ
ウ
オ
の
鮮
魚
は
半
透
明
だ
が
、
塩
を
ま
ぶ
し
た
り
、
加
熱
し
た
り
、
冷
凍
し
た
り
す
る
と
白
く

な
る
。
生
は
傷
み
や
す
い
た
め
、
産
地
で
釜
揚
げ
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
横
川
吸
虫
は
加
熱
に
弱
い

た
め
、
釜
揚
げ
さ
れ
た
シ
ラ
ウ
オ
は
安
全
だ
。

横
川
吸
虫
は
ヒ
ト
の
消
化
管
に
寄
生
す
る
吸
虫
の
代
表
で
あ
る
。
発
見
者
の
横
川
定さ

だ
む博
士
（
１
８
８
３

～
１
９
５
６
年
）
に
ち
な
ん
で
〝
ヨ
コ
ガ
ワ
〟
と
読
む
。
成
虫
は
ゴ
マ
粒
大
で
洋
梨
形
を
し
て
い
る
。
便

の
中
に
混
じ
る
白
ゴ
マ
は
、
横
川
吸
虫
の
成
虫
と
似
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
。

〝
第
一
中
間
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

〟
は
淡
水
産
巻
き
貝
の
カ
ワ
ニ
ナ
、〝
第
二
中
間
宿
主
〟
は
ア
ユ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ウ

グ
イ
な
ど
の
淡
水
魚
で
あ
る
。
日
本
各
地
の
河
口
で
捕
れ
、
春
先
に
躍
り
食
い
さ
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
（
シ
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ラ
ウ
オ
と
は
別
種
）
に
寄
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
終
宿
主
は
、
人
の
ほ
か
、
犬
、
猫
、
豚
、
ネ
ズ
ミ
、
サ

ギ
、
カ
ワ
ウ
な
ど
、
淡
水
魚
を
食
べ
る
哺
乳
類
と
鳥
類
で
、
腸
の
粘
膜
に
寄
生
す
る
。
グ
ル
メ
ブ
ー
ム

の
た
め
、
寄
生
率
が
な
か
な
か
減
少
せ
ず
、
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

日
本
人
の
寄
生
虫
症
の
中
で
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
に
つ
い
で
第
２
位
の
発
生
頻
度
を
誇
っ
て
い
る
。
成

虫
の
寿
命
が
１
年
と
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
少
数
寄
生
の
場
合
、
無
症
状
で
あ
る
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診

者
の
糞
便
検
査
で
検
出
さ
れ
る
虫
卵
の
う
ち
最
も
頻
度
の
高
い
の
が
横
川
吸
虫
卵
（
56
％
）
で
、
次
い
で

ラ
ン
ブ
ル
鞭べ

ん

毛も
う

虫
（
23
％
）、
肝
吸
虫
（
13
％
）
の
順
で
あ
る
（
回
虫
は
１
％
）。

予
防
に
は
、
第
二
中
間
宿
主
の
ア
ユ
や
シ
ラ
ウ
オ
を
生
食
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

非
加
熱
の
ア
ユ
や
シ
ラ
ウ
オ
を
食
べ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
て
も
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。
焼

き
過
ぎ
て
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
調
理
さ
れ
た
ア
ユ
の
塩
焼
き
に
幼
虫
が
生
き
残
っ
て
い
た
り
、
ア

ユ
を
調
理
し
た
ま
な
板
に
幼
虫
が
残
り
、
他
の
食
材
に
付
着
し
て
感
染
源
に
な
る
場
合
も
あ
る
か
ら
だ
。

も
し
感
染
し
て
も
特
別
な
症
状
は
な
く
自
然
治
癒
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
安
全
な
寄
生
虫
と

い
え
る
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
、
グ
ル
メ
食
の
代
表
と
も
い
え
る
シ
ラ
ウ
オ
の
握
り
寿
司
を
注
文
し
た

り
、
春
の
風
物
詩
で
あ
る
シ
ロ
ウ
オ
の
躍
り
食
い
を
し
た
り
し
ま
す
か
？　

も
っ
と
も
、
た
と
え
感
染

し
て
も
大
き
な
健
康
被
害
は
な
い
の
で
心
配
は
い
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
。
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25 歳の日本人男性が大学病院に来院
した。血尿が出たためだ。痛みや発熱
の症状はない。思い当たる原因につい
て、男性から話を聞いた担当医は仰天
した。
４年前、大学生のときに、３か月間に
わたる「アフリカ大陸縦断サバイバル
ツアー」に単独で参加したという。世
界中の強者 30 人ほどがパリに集合し、
空路モロッコへ移動後、アフリカ大陸

を自分たちの足だけで南下。アフリカ
大陸の西海岸から赤道直下のジャング
ルを通過して、いったんケニアに至り、
一路南アフリカへ。そこで折り返して
東海岸に沿って北上、ゴールはケニア
海岸線の町モンバサだった。
インド洋に臨むモンバサ海岸のサンゴ
礁の美しさは一見の価値ありです！

（独り言です）

▶ 名前　ビルハルツ住血吸虫

	（ビルハルツは発見者のドイツ人医師の名）

▶ 寄生場所　子虫は淡水に棲む巻き貝（中間宿主）、

成虫は人の静脈内（終宿主）

▶ 大きさ	 虫卵：長径110 ～ 170ミクロン

		  子虫（セルカリア）：長さ0.3ミリ

		  成虫：1 ～ 1.5センチ

▶ 寄生された場合の病名　ビルハルツ住血吸虫症

▶ 症状　血尿（痛みや熱はない）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

長期にわたる寄生で、水腎症や膀胱がんがおきる

▶ 予防法　巻き貝の駆除

▶ 治療法　駆虫薬

アフリカ大陸の川で水浴びして経皮感染
４ 年後に血尿が出て、 尿中にたくさんの虫卵が！

ビルハルツ住血吸虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図１　血尿中の虫卵。中に子虫

（ミラシジウム）を容れる。右下

に小さいトゲがみえる。大きさ

が 100 ミクロンを超える大型虫

卵である。虫卵のまわりの小さ

い粒子は赤血球

Photo Data
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日
本
に
は
な
い
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
症

男
性
は
、「
ア
フ
リ
カ
大
陸
縦
断
サ
バ
イ
バ
ル
ツ
ア
ー
」
の
３
か
月
間
、
野
宿
を
繰
り
返
し
、
川
や
水

た
ま
り
で
水
浴
び
を
し
た
。
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
の
は
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
発
熱
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
３
日
間
だ
け
だ
っ
た
ら
し
い
。

図2　サバイバルツアーの経路とビルハルツ住血
吸虫の分布

サ
バ
イ
バ
ル
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
を
図
２
に
示

そ
う
。
若
き
強
者
が
歩
い
た
ル
ー
ト
は
、
ま
さ

に
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
症
の
汚
染
地
域
と
一

致
し
て
い
た
。
世
の
中
に
は
、
な
ん
と
も
と
ん

で
も
な
い
ツ
ア
ー
が
あ
る
も
の
だ
。

病
院
で
は
す
ぐ
に
尿
検
査
が
行
な
わ
れ
た
。

尿
を
顕
微
鏡
で
み
る
と
、
赤
血
球
に
混
じ
っ
て
、

多
数
の
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
の
虫
卵
が
認
め

ら
れ
た
。
端
っ
こ
に
短
い
ト
ゲ
の
あ
る
大
き
な

濃い地域が
ビルハルツ住血
吸虫の分布域 －移動の軌跡
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虫
卵
で
、
内
部
で
子
虫
（
ミ
ラ
シ
ジ
ウ
ム
）
が
せ
わ
し
な
く
動
い
て
い
た
［
図
］。
こ
の
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸

虫
症
は
日
本
に
は
な
い
病
気
で
、「
輸
入
感
染
症
」
と
よ
ば
れ
る
。
病
院
は
こ
の
初
体
験
に
大
騒
ぎ
と
な

っ
た
。
す
ぐ
に
、
全
身
の
検
査
が
行
な
わ
れ
た
。

大
腸
内
視
鏡
検
査
で
、
下
部
大
腸
の
壁
に
異
常
が
み
つ
か
っ
た
た
め
に
生
検
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
も

な
く
、
病
理
診
断
に
よ
り
虫
卵
結
節
と
い
わ
れ
る
寄
生
虫
卵
に
よ
る
病
変
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
駆
虫

薬
プ
ラ
ジ
カ
ン
テ
ル
の
経
口
投
与
が
行
な
わ
れ
、
血
尿
は
な
く
な
り
、
虫
卵
も
尿
か
ら
消
え
た
。

わ
ず
か
10
分
の
水
浴
び
で
感
染

感
染
経
路
を
み
て
み
よ
う
。
患
者
の
尿
が
排
泄
さ
れ
る
と
、
尿
内
の
虫
卵
か
ら
生
ま
れ
で
た
幼
生
（
ミ

ラ
シ
ジ
ウ
ム
）
が
泳
ぎ
だ
し
、
川
の
中
に
棲
む
巻
き
貝
に
到
達
す
る
。
ミ
ラ
シ
ジ
ウ
ム
に
は
無
数
の
線
毛

が
あ
り
、
泳
ぎ
が
得
意
だ
。
貝
の
中
で
ミ
ラ
シ
ジ
ウ
ム
か
ら
無
数
の
子
虫
（
セ
ル
カ
リ
ア
）
が
生
ま
れ
、
こ

の
目
に
み
え
な
い
こ
の
子
虫
た
ち
（
長
さ
０
・
３
ミ
リ
ほ
ど
）
が
川
の
中
に
散
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
そ
の

水
を
使
っ
て
水
浴
び
を
し
た
人
は
、
わ
ず
か
10
分
ほ
ど
の
間
に
、
傷
の
な
い
正
常
の
皮
膚
か
ら
感
染
す

る
（
経
皮
感
染
）。



241

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー2 4 1

皮
膚
に
入
っ
た
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
の
子
虫
は
、
血
液
の
中
に
移
動
し
て
、
血
流
に
乗
っ
て
膀
胱

の
ま
わ
り
の
静
脈
に
寄
生
す
る
。
血
管
の
中
に
寄
生
す
る
の
で
、〝
住
血
〟
吸
虫
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。子

虫
は
人
の
「
骨
盤
静
脈
」
の
中
で
１
～
１
・
５
セ
ン
チ
大
の
成
虫
に
成
長
。
オ
ス
メ
ス
が
仲
よ
く

抱
き
合
っ
て
暮
ら
し
て
、
メ
ス
は
ど
ん
ど
ん
卵
を
産
む
。
産
卵
さ
れ
た
無
数
の
虫
卵
が
詰
ま
っ
て
静
脈

の
流
れ
が
悪
く
な
る
と
、
膀
胱
の
壁
に
肉
眼
的
な
大
き
さ
の
潰か

い

瘍よ
う

が
で
き
て
、
血
液
と
と
も
に
尿
中
へ

ど
っ
と
虫
卵
が
排
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

経
皮
感
染
後
３
か
月
も
た
つ
と
、
尿
の
中
に
虫
卵
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
肉
眼
で
確
認
で

き
る
血
尿
を
も
た
ら
す
膀
胱
潰
瘍
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
ふ
つ
う
数
年
を
要
す
る
。
こ
の
青
年
の

場
合
も
４
年
か
か
っ
て
い
る
。

成
虫
の
寿
命
は
10
～
15
年
と
と
て
も
長
生
き
だ
。
時
間
が
た
つ
と
、
膀
胱
だ
け
で
な
く
、
尿
管
、
子

宮
頸
部
、
下
部
大
腸
と
い
っ
た
骨
盤
臓
器
や
外
陰
部
に
も
虫
卵
に
よ
る
病
変
（
虫
卵
結
節
）
が
つ
く
ら
れ

る
。
こ
の
青
年
で
は
、
下
部
大
腸
に
虫
卵
結
節
が
確
認
さ
れ
た
。

女
性
の
場
合
、
子
宮
頸
部
の
病
変
は
、
子
宮
頸
が
ん
と
紛
ら
わ
し
い
潰
瘍
性
病
変
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
尿
管
が
お
か
さ
れ
る
と
、
虫
卵
結
節
に
よ
っ
て
尿
管
が
狭
く
な
り
、
水
腎
症
（
尿
の
流
れ
が
滞
っ
て
腎
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臓
が
水
ぶ
く
れ
す
る
状
態
）
に
よ
る
腎
臓
障
害
を
き
た
す
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
膀
胱
に
が
ん
が
で
き
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
の
分
布
地
域
で
あ
る
ケ
ニ
ア
で
は
、
住
血
吸
虫
症
に
よ
る
発
が
ん

は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
地
の
人
々
の
平
均
寿
命
は
40
歳
代
。
多
く
の
人
が

が
ん
発
生
以
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

筆
者
は
、
ケ
ニ
ア
東
部
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
に
あ
る
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
症
の
多
発
地
域
に
お
け
る

膀
胱
が
ん
の
発
生
状
況
を
知
る
た
め
に
、
現
地
で
活
動
す
る
日
本
人
医
師
と
共
同
調
査
を
行
な
っ
た
。
３

０
０
人
ほ
ど
の
成
人
村
民
に
水
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
も
ら
い
、
膀
胱
の
超
音
波
検
査
と
排
尿
後
の
尿
細

胞
診
を
検
討
し
た
。
超
音
波
で
わ
か
る
膀
胱
が
ん
は
一
例
も
な
か
っ
た
。
尿
の
細
胞
診
標
本
は
現
地
の

検
査
技
師
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
。
し
ば
し
ば
虫
卵
は
み
つ
か
っ
た
も
の
の
、
が
ん
細
胞
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
寝
て
い
る
間
に
、
暴
れ
ゾ
ウ
に
家
を
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
亡
く
な
る
人
が
い
る
、
そ
ん
な
土
地
で

の
調
査
だ
っ
た
。
住
民
の
多
く
は
掘
っ
建
て
小
屋
の
よ
う
な
家
に
住
み
、
電
気
や
ト
イ
レ
は
な
い
。
住

民
台
帳
は
な
く
、
ど
こ
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
言
葉
の
壁
が
あ
る
中
、
暗
く
な
っ
て

か
ら
帰
宅
し
た
人
に
検
査
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。
実
際
に
調
査
を
実
践
し
た
日
本
人
医
師
の
苦
労
を

わ
か
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。　
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コ
ラ
ム	

住
血
吸
虫
対
策
の
裏
表

１
９
９
４
年
の
１
月
中
旬
、
筆
者
は
ケ
ニ
ア
に
い
た
。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
感
染
症
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
お
手
伝
い
に
、
専
門
家
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
領
ケ
ニ

ア
の
首
都
だ
っ
た
海
岸
線
の
町
、
モ
ン
バ
サ
か
ら
車
で

一
時
間
ち
ょ
っ
と
内
陸
に
入
っ
た
サ
バ
ン
ナ
地
帯
の
村

だ
っ
た
。
猛
烈
に
揺
れ
る
ジ
ー
プ
の
前
に
つ
づ
く
緑
の

間
を
貫
く
真
っ
赤
な
道
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
こ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
、
ビ

ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
対
策
の
対
象
地
域
。
ケ
ニ
ア
医
学

中
央
研
究
所
（KEM

RI

）
の
病
理
技
師
に
、
細
胞
診
の
イ

ロ
ハ
を
伝
授
す
る
の
が
筆
者
の
役
目
だ
っ
た
。

こ
の
山
間
の
村
に
は
電
気
も
水
道
も
な
い
。
小
学
校

に
は
土
で
で
き
た
壁
と
椰や

子し

の
葉
の
屋
根
は
あ
る
が
、

ド
ア
も
窓
ガ
ラ
ス
も
床
も
、
そ
し
て
椅
子
も
机
も
な
い
。

教
室
の
中
に
は
石
こ
ろ
が
敷
い
て
あ
り
、
唯
一
学
校
ら

し
い
黒
板
に
は
、
算
数
の
勉
強
の
あ
と
が
残
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
、
調
査
と
練
習
を
か
ね
て
小
学
生
の
お
し
っ

こ
を
集
め
た
。
義
務
教
育
８
年
制
の
小
学
校
の
生
徒
の

中
か
ら
、
２
年
生
と
７
年
生
の
30
人
ず
つ
が
選
ば
れ
た
。

検
尿
コ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
器
具
は
日
本
か
ら

持
参
し
た
。
検
尿
コ
ッ
プ
を
渡
す
と
、
制
服
を
着
た
裸

足
の
生
徒
た
ち
は
校
庭
の
隅
々
に
散
っ
て
い
っ
た
。
こ

の
小
学
校
に
ト
イ
レ
は
な
い
か
ら
だ
。

近
く
の
町
の
地
区
病
院
（
こ
こ
に
は
電
気
が
あ
る
）
ま
で

検
体
を
運
ん
で
遠
心
分
離
し
て
み
る
と
、
と
に
か
く
沈ち

ん

渣さ

の
量
に
驚
か
さ
れ
た
。
実
に
、
３
分
の
２
以
上
の
小

学
生
た
ち
に
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住
血
吸
虫
の
虫
卵
が
陽
性
だ

っ
た
。
泥
水
に
浸
か
っ
て
遊
ぶ
た
め
、
住
血
吸
虫
症
の

子
虫
（
セ
ル
カ
リ
ア
）
が
い
と
も
簡
単
に
経
皮
感
染
す
る

の
だ
。
で
も
、
彼
ら
は
み
た
目
に
は
い
た
っ
て
健
康
だ
。

教
室
に
生
徒
た
ち
を
集
め
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た
と

き
の
大
歓
声
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
つ
き
の

カ
メ
ラ
で
写
真
撮
影
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
だ
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ろ
う
。
彼
ら
の
輝
く
目
、
白
い
歯
、
そ
し
て
人
懐
っ
こ

い
仕
草
が
懐
か
し
い
。

小
学
校
の
校
長
先
生
に
質
問
し
た
。
２
年
生
の
生
徒

数
に
比
べ
て
、
７
年
生
の
生
徒
数
が
明
ら
か
に
少
な
い

の
を
不
思
議
に
思
っ
た
か
ら
だ
。
答
え
は
全
く
意
外
だ

っ
た
。
７
年
生
に
な
る
と
、
血
尿
を
出
す
頻
度
が
増
す
。

低
学
年
の
と
き
に
寄
生
し
た
住
血
吸
虫
が
成
熟
し
て
、

血
尿
の
原
因
と
な
る
膀
胱
潰
瘍
を
つ
く
る
よ
う
に
な
る

た
め
だ
。
血
尿
を
出
し
た
子
は
家
で
成
人
の
お
祝
い
を

受
け
、
そ
の
後
学
校
に
来
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大

人
に
な
っ
た
ら
彼
ら
は
、
畑
で
の
貴
重
な
働
き
手
と
な

る
か
ら
だ
。

こ
の
地
方
で
は
、
子
ど
も
が
血
尿
を
出
す
の
は
あ
た

り
ま
え
で
、
大
き
く
な
れ
ば
自
然
に
治
る
。
痛
く
も
か

ゆ
く
も
な
い
。
熱
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
貧
血
で

倒
れ
る
こ
と
も
な
い
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
同
じ
よ
う
に
血
尿
を

出
し
て
き
た
こ
の
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
常
生
活

に
ほ
と
ん
ど
影
響
の
な
い
〝
住
血
吸
虫
症
〟
は
、
病
気

の
う
ち
に
入
ら
な
い
の
だ
。
病
気
と
は
、
生
命
に
危
険

の
及
ぶ
マ
ラ
リ
ア
（
こ
の
あ
た
り
は
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
が
飛
び
交

う
）、
肺
炎
や
下
痢
症
（
こ
の
３
つ
の
疾
病
が
こ
の
国
の
三
大

死
因
）
を
意
味
す
る
。

手
元
の
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、「
正
常
」
と
は
、「
み

な
と
同
じ
、
ま
わ
り
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
」
で
あ
る
。

み
ん
な
が
血
尿
と
な
る
こ
の
地
方
で
は
、
血
尿
は
「
正

常
」
の
う
ち
な
の
だ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
正
常
や
健
康

っ
て
何
だ
ろ
う
。
日
本
住
血
吸
虫
症
を
撲
滅
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
授
す
る
の
が
こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ね
ら
い
だ
っ
た
が
、
先
進
国
の
価
値
観
を
ア
フ
リ
カ

に
押
し
つ
け
る
こ
と
の
傲
慢
さ
、
無
意
味
さ
を
実
感
し

た
、
そ
ん
な
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

こ
の
地
域
を
歩
い
て
み
た
。
赤
道
直
下
の
太
陽
が
焼

け
つ
く
よ
う
に
暑
い
。
サ
バ
ン
ナ
の
畑
に
植
え
た
と
う

も
ろ
こ
し
が
立
ち
枯
れ
し
て
い
る
。
土
に
植
え
た
稲
（
お

か
ぼ
）
は
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
ま
る
で
イ
ネ

科
の
雑
草
の
よ
う
だ
。
穂
の
つ
い
て
い
る
株
は
数
え
る
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く
ら
い
。
そ
の
う
ち
、
実
の
つ
い
て
い
る
の
は
半
分
以

下
だ
っ
た
。

１
月
は
乾
季
だ
。
小
川
の
流
れ
が
止
ま
り
、
水
た
ま

り
が
で
き
て
い
た
。
水
た
ま
り
に
は
、
マ
ラ
リ
ア
や
フ

ィ
ラ
リ
ア
（
糸
状
虫
）
を
媒
介
す
る
蚊
の
ボ
ウ
フ
ラ
や
住

血
吸
虫
症
を
媒
介
す
る
巻
き
貝
が
た
く
さ
ん
棲
ん
で
い

る
。
人
々
は
こ
の
泥
水
を
シ
ュ
ロ
の
葉
で
濾
過
し
て
飲

み
、
炊
事
・
洗
濯
に
使
い
、
水
浴
び
を
す
る
。
こ
こ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
も
あ
る
。
向
こ
う
側
で
、
子

ど
も
た
ち
が
お
い
し
そ
う
に
マ
ン
ゴ
ー
や
カ
シ
ュ
ー
ナ

ッ
ツ
の
実
を
食
べ
な
が
ら
手
を
振
っ
て
い
る
。

水
た
ま
り
の
横
に
径
50
㎝
ほ
ど
の
大
き
な
穴
が
あ
い

て
い
た
。
ゾ
ウ
の
足
跡
。
こ
こ
は
、
シ
ン
バ
国
立
公
園

に
接
し
て
お
り
、
野
生
の
ゾ
ウ
が
多
い
。
そ
う
、
野
生

動
物
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
水
源
な
の
だ
。

住
血
吸
虫
症
対
策
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
小
川
の
整
備

を
進
め
て
い
た
。
巻
き
貝
が
棲
み
に
く
く
な
る
よ
う
に
、

小
川
に
生
え
る
雑
草
を
手
で
ひ
き
抜
き
、
小
川
の
底
を

ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
下
げ
、
流
れ
を
直
線
化
し
て
流
速
を

早
め
る
の
で
あ
る
。
炎
天
下
で
、
丸
一
日
働
い
て
た
っ

た
の
80
ケ
ニ
ア
シ
リ
ン
グ(

Ｋ
sh)

（
１
Ｋ
sh
は
１
・
６
円
）。

そ
れ
が
彼
ら
に
と
っ
て
貴
重
な
現
金
収
入
と
な
る
。

住
民
た
ち
が
こ
の
仕
事
を
ひ
き
受
け
る
理
由
は
、
住

血
吸
虫
症
を
減
ら
し
た
い
か
ら
で
な
い
こ
と
は
明
白
だ

っ
た
。
こ
の
地
方
の
人
々
は
現
金
収
入
が
少
な
い
た
め

に
、
１
０
０
円
程
度
の
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
の
ク
ロ
ロ
キ
ン

が
買
え
な
い
。
地
区
病
院
を
訪
れ
る
マ
ラ
リ
ア
患
者
の

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
簡
易
検
査
（
ザ
ー
リ
法
）
の
値
を
み
る
と
、

５ 

ｇ
／
dl
は
あ
た
り
ま
え
で
、
３ｇ
／
dl
も
稀
で
な
い

（
ち
な
み
に
、
正
常
値
は
13
～
15ｇ
／
dl
）。
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る

高
度
の
溶
血
性
貧
血
の
結
果
だ
。

あ
あ
、
こ
の
土
地
の
人
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
い
っ

た
い
何
だ
ろ
う
。
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
基
盤
）
が
ま
っ
た
く
整
っ
て
い
な
い
こ
の
村
で
、
私
た

ち
は
彼
ら
に
何
を
し
て
あ
げ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
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吸 虫 類
④19

コメ農家の跡継ぎである 30 代の男性
は、６年前から毎年、田植えを手伝っ
ている。今年も田植えのため、毎日素
足で水田に入っていた。２日前から、
下肢が水田の水面に触れるあたりに、
かゆみのつよい水ぶくれがたくさんで
き、一部は出血を伴っていた（図）。
いっしょに田植えをした家族にも足に
赤いぽつぽつができてかゆがっていた。
近くの皮膚科を受診すると、水田皮膚

炎がつよく疑われた。研究志向のつよ
い担当皮膚科医は、自ら水田まで出か
け、田んぼに棲む巻き貝、ヒラマキモ
ドキを多数採集。丹念に貝を解剖して、
ついにヒラマキモドキから住血吸虫の
幼虫（セルカリア）が分離された。そ
の結果、この男性は住血吸虫性皮膚炎

（トリ住血吸虫症）と最終診断された。

▶ 名前　トリ住血吸虫の幼虫（セルカリア）

▶ 寄生場所　鳥類の腸壁静脈

	 中間宿主は淡水性巻き貝

▶ 大きさ　セルカリア（子虫）：長さ0.3ミリ

▶ 寄生された場合の病名　住血吸虫性皮膚炎

	（別名：水田皮膚炎、トリ住血吸虫症）

▶ 症状　足のかゆみ、水疱（みずぶくれ）、発疹

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

水鳥を殺すが、ヒトはかゆいだけ

▶ 注意点　水田に素足で入らないこと

▶ 治療法　ステロイド外用薬の塗布

鳥の住血吸虫の幼虫が皮膚に入り込む
人に寄生する住血吸虫が内臓に寄生すると危険

トリ住血吸虫の幼虫
（セルカリア）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　 水 田 皮 膚 炎（ 左： 肉 眼 像、

右：セルカリアの顕微鏡写真）。

両方の下肢が田んぼの水面に触

れるあたりに、かゆみのつよい

水ぶくれが多発している。一部

は出血性である。顕微鏡でみつ

かったセルカリア（幼虫）には、

二股に分かれた尾がみられる

Photo Data
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皮
膚
炎
を
も
た
ら
す
原
因
は
、
鳥
に
寄
生
す
る
住
血
吸
虫
の
幼
虫

住
血
吸
虫
性
皮
膚
炎
は
、
別
名
水
田
皮
膚
炎
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
鳥
類
の
腸
壁
静
脈
に
寄
生
す
る
住

血
吸
虫
の
幼
虫
で
あ
る
セ
ル
カ
リ
ア
が
、
人
の
皮
膚
に
侵
入
（
経
皮
感
染
）
す
る
こ
と
が
原
因
で
発
症
す

る
。
そ
の
た
め
、
ト
リ
住
血
吸
虫
症
と
も
よ
ば
れ
る
。

〝
中
間
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

〟
と
な
る
の
は
小
さ
い
巻
き
貝
で
、
ヒ
ラ
マ
キ
モ
ド
キ
は
ム
ク
ド
リ
住
血
吸
虫
を
、
ヒ
メ

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
カ
モ
住
血
吸
虫
を
仲
介
す
る
。
巻
き
貝
は
、
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
た
田
植
え
の
時

期
に
多
い
。
農
作
業
中
に
水
に
触
れ
る
水
面
に
近
い
皮
膚
、
つ
ま
り
足
首
の
上
あ
た
り
に
小
さ
な
丘
疹

や
小

し
ょ
う

水す
い

疱ほ
う

（
み
ず
ぶ
く
れ
）
が
多
発
す
る
。
手
に
発ほ

っ

疹し
ん

が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
河
川
で
の
作
業
の
あ
と

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
。
発
症
ま
で
の
時
間
は
数
時
間
で
、
軽
症
な
ら
１
～
２
日
で
お
さ
ま
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
つ
よ
い
か
ゆ
み
を
伴
う
発
疹
が
数
日
以
上
続
く
場
合
も
あ
る
が
、
ス
テ
ロ

イ
ド
外
用
薬
を
塗
る
こ
と
で
１
～
２
週
間
で
完
治
す
る
。
水
疱
を
伴
っ
て
炎
症
反
応
が
つ
よ
い
場
合
は
、

反
復
感
染
例
が
疑
わ
れ
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る
病
変
で
あ
る
た
め
、
毎
年
田
植
え
を
す
る
た
び

に
ひ
ど
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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予
防
の
た
め
に
は
、
可
能
な
ら
水
田
に
入
ら
な
い
こ
と
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
、
作
業
が
終
わ
っ
た
ら

す
ぐ
に
手
足
を
よ
く
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
だ
。

多
く
の
人
命
を
奪
っ
て
き
た
、
人
に
寄
生
す
る
住
血
吸
虫
症

一
方
、
人
に
重
篤
な
病
害
を
も
た
ら
す
住
血
吸
虫
症
は
、
吸
虫
の
成
虫
が
人
の
静
脈
内
に
寄
生
す
る

（
血
の
中
に
棲
む
）。
門
脈
（
消
化
管
か
ら
肝
臓
に
栄
養
分
を
運
ぶ
静
脈
）
に
寄
生
す
る
こ
と
で
肝
硬
変
症
を
き
た
す

日
本
住
血
吸
虫
症
と
マ
ン
ソ
ン
住
血
吸
虫
症
、
骨
盤
静
脈
に
寄
生
し
て
血
尿
を
き
た
す
ビ
ル
ハ
ル
ツ
住

血
吸
虫
症
［
Ｐ
２
３
８
］
が
恐
る
べ
き
住
血
吸
虫
症
の
代
表
で
あ
る
。

中
間
宿
主
と
な
る
淡
水
性
の
巻
き
貝
の
棲
む
川
、
沼
、
湖
に
人
が
入
る
と
、
子
虫
で
あ
る
セ
ル
カ
リ

ア
が
経
皮
感
染
す
る
。
流
行
地
が
限
定
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
、
多
く
の
人
命
を
奪
う
こ
と
か
ら
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
重
点
的
な
対
策
を
講
じ
る
、
世
界
的
に
重
要
な
寄
生
虫
病
だ
［
Ｐ
０
７
７
］。

日
本
住
血
吸
虫
症
は
、
山
梨
県
の
甲
府
盆
地
や
静
岡
県
の
三
島
・
沼
津
地
方
、
広
島
県
福
山
市
（
片

山
地
方
）、
利
根
川
下
流
域
、
筑
後
川
流
域
な
ど
の
日
本
の
一
部
地
域
に
み
ら
れ
、
多
く
の
患
者
の
命
を

奪
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
間
宿
主
と
な
る
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
（
カ
タ
ヤ
マ
ガ
イ
と
も
よ
ば
れ
る
）
を
撲
滅
す
る
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対
策
が
行
な
わ
れ
、
１
９
７
８
年
を
最
後
に
、
み
ご
と
根
絶
さ
れ
た
。
日
本
は
、
住
血
吸
虫
症
を
根
絶

や
し
に
で
き
た
世
界
で
唯
一
の
国
で
あ
る
。

１
９
５
０
年
代
初
頭
、
四
川
盆
地
を
ふ
く
む
揚よ

う

子す

江こ
う

（
長
江
）
流
域
で
日
本
住
血
吸
虫
症
の
大
流
行
が

顕
在
化
し
た
中
華
人
民
共
和
国
で
は
、
中
国
共
産
党
の
指
導
者
、
毛マ

オ

沢ツ
ォ
ー
東ト

ン
の
指
令
の
も
と
、
大
々
的
な

感
染
防
止
対
策
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
対
策
は
不
成
功
に
終
わ
り
、
今
で
も
揚
子
江
流
域
（
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
は
日
本
住
血
吸
虫
症
の
濃
厚
汚
染
地
帯
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
ト
リ
住
血
吸
虫
症
は
、
鳥
類
に
寄
生
す
る
住
血
吸
虫
症
の
た
め
、
人
に
は
皮
膚
炎

を
つ
く
る
が
、
子
虫
が
静
脈
内
で
成
虫
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
か
ゆ
み
に
対
す
る
が
ま
ん
が
必
要
だ
が
、

幸
い
、
命
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。

一
般
に
、
寄
生
虫
に
は
成
虫
に
な
る
の
に
適
し
た
宿
主
（
動
物
）
が
決
ま
っ
て
い
る
（
宿
主
特
異
性
と
よ

ば
れ
る
）。
鳥
の
住
血
吸
虫
は
人
で
成
虫
に
な
れ
な
い
し
、
人
が
大
好
き
な
日
本
住
血
吸
虫
が
鳥
に
感
染

す
る
こ
と
も
な
い
。
日
本
住
血
吸
虫
症
の
場
合
も
、
セ
ル
カ
リ
ア
が
人
に
経
皮
感
染
す
る
と
き
に
皮
膚

炎
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
幼
虫
は
皮
膚
か
ら
す
ぐ
に
体
内
へ
と
入
り
込
む
の
で
、
ト
リ
住

血
吸
虫
症
の
よ
う
な
〝
迷
え
る
セ
ル
カ
リ
ア
〟
に
よ
る
皮
膚
炎
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
。
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吸 虫 類
⑤20

30 代の男性が、急激に進行する意識
障害とけいれんのため、病院に緊急搬
送された。すぐさま頭部をエックス線
撮影すると、前頭葉に石灰化を伴う境
界がはっきりした泡

ほう

沫
まつ

状陰影が観察さ
れ、原因病変と判断された。症状の原
因となったつよい脳浮腫を軽減して救
命する目的で、病変の手術的な切除が
行なわれた。
顕微鏡所見では、脳組織に壊

え

死
し

を伴う

炎症があり、少数の虫卵が観察された
（図）。成虫は確認できなかった。宮崎
肺吸虫の異所性寄生による脳病変と推
定された。主治医が回復した男性から
話を聞くと、３か月ほど前にレストラ
ンで生のサワガニを食べたことがわか
った。

▶ 名前　宮崎肺吸虫

▶ 寄生場所　野生動物の肺の末梢気管支、

	 人の胸膜や脳。中間宿主はサワガニ

▶ 大きさ	 成虫：体長７～ 16ミリ

	 虫卵：70 ～ 100ミクロン

▶ 寄生された場合の病名　宮崎肺吸虫症

▶ 症状　肺寄生の場合は胸痛や咳、

	 脳寄生の場合は意識障害やけいれん

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

脳に寄生すると命を脅かすことがある

▶ 弱点　加熱

▶ 治療法　外科的切除、駆虫薬

どんなに酔っ払っても、
刺身を飾るサワガニを食べるな！

宮崎肺吸虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　 宮 崎 肺 吸 虫 に よ る 脳 病 変

（ヘマトキシリン・エオジン染

色）。壊死を伴う強い炎症反応が

みられ、壊死性病変の中に虫卵

が少数確認される（矢印）

Photo Data
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寄
生
先
の
肺
に
う
ま
く
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
成
虫
が
脳
に
侵
入

患
者
の
男
性
は
、
横
浜
の
本
格
的
な
中
華
料
理
店
で
、
舟
に
乗
っ
た
豪
華
な
刺
身
を
提
供
さ
れ
た
。
刺

身
を
囲
む
よ
う
に
サ
ワ
ガ
ニ
が
飾
ら
れ
て
い
た
（
本
格
中
華
料
理
で
よ
く
み
か
け
る
習
慣
ら
し
い
）。

本
来
、
サ
ワ
ガ
ニ
は
飾
り
で
あ
っ
て
、
食
べ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
深
酔

い
し
た
状
態
で
、
生
の
サ
ワ
ガ
ニ
を
分
別
な
く
い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
仲
間
が
そ

う
証
言
し
、
感
染
の
原
因
が
サ
ワ
ガ
ニ
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
若
き
男
性
は
そ
の
後
、
軽
い
半
身
麻
痺
を
残
し
な
が
ら
も
み
ご
と
回
復
。
今
も
元
気
で
働
い
て

い
る
。
主
治
医
だ
っ
た
脳
外
科
医
い
わ
く
、
も
し
あ
の
と
き
緊
急
手
術
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん

彼
の
命
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

肺
吸
虫
は
、
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
と
宮
崎
肺
吸
虫
の
２
種
が
日
本
国
内
に
分
布
す
る
。
い
ず
れ

も
第
一
中
間
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

は
カ
ワ
ニ
ナ
（
淡
水
産
の
細
長
い
巻
き
貝
）
で
、
第
二
中
間
宿
主
は
そ
れ
ぞ
れ
、
モ
ク
ズ

ガ
ニ
と
サ
ワ
ガ
ニ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
淡
水
産
の
カ
ニ
を
生
食
す
る
こ
と
で
感
染
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
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幼
虫
が
寄
生
し
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
生
肉
を
食
べ
て
感
染
し
た
例
も
あ
る
。
野
生
動
物
の
肉
を
使
う

ジ
ビ
エ
料
理
は
、
し
っ
か
り
火
を
通
す
こ
と
が
感
染
予
防
に
つ
な
が
る
。

ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
の
〝
終

し
ゅ
う

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

〟
は
人
で
あ
る
。
人
に
摂
取
さ
れ
た
感
染
型
幼
虫
は
、
小
腸

で
孵
化
し
て
腸
の
壁
を
破
り
、
横
隔
膜
、
胸
膜
を
通
っ
て
肺
へ
と
侵
入
す
る
。
こ
の
過
程
で
、
幼
虫
が

肝
臓
、
胸
膜
、
胸
壁
の
皮
下
な
ど
へ
迷
入
し
て
、
腫
瘍
（
が
ん
）
と
紛
ら
わ
し
い
所
見
を
示
す
こ
と
が
あ

る
。
こ
う
し
た
〝
異
所
性
寄
生
〟
で
も
成
虫
は
多
数
の
虫
卵
を
つ
く
る
の
が
、
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸

虫
の
特
徴
で
あ
る
。
脳
に
迷
入
す
る
と
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
重
篤
な
症
状
を
呈
す
る
。

ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
の
成
虫
は
、
体
長
７
～
16
ミ
リ
の
レ
モ
ン
形
で
あ
る
。
人
の
肺
の
末
梢
気

管
支
に
虫

ち
ゅ
う

嚢の
う

（
虫
結
節
）
と
よ
ば
れ
る
空
洞
性
病
変
（
ま
ん
中
に
穴
が
開
い
た
病
変
）
を
つ
く
っ
て
寄
生
し
、
虫

卵
は
痰
の
中
へ
排
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
痰
の
細
胞
診
で
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
虫
卵
が
発
見
さ
れ
る
。

感
染
し
て
か
ら
成
虫
に
成
長
す
る
ま
で
に
２
～
３
か
月
を
要
す
る
。
肺
が
ん
や
肺
結
核
と
紛
ら
わ
し

い
肺
の
異
常
陰
影
を
つ
く
っ
て
、
咳
と
血
痰
を
も
た
ら
す
。
成
虫
は
長
生
き
で
、
無
治
療
だ
と
20
年
以

上
生
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
症
は
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
を
食
べ
る
習
慣
の
あ
る
南

九
州
に
比
較
的
多
い
。
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一
方
、
今
回
の
ケ
ー
ス
の
原
因
と
な
っ
た
宮
崎
肺
吸
虫
は
、
本
来
は
ネ
ズ
ミ
、
イ
タ
チ
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
野
生
動
物
や
イ
ヌ
の
肺
に
寄
生
し
て
虫
卵
を
産
む
。
宮
崎
肺
吸
虫
の
幼
虫
が
本
来
の
終
宿
主
で

な
い
人
に
感
染
し
た
場
合
、
肺
の
中
に
は
入
れ
ず
、
胸
膜
に
と
ど
ま
る
た
め
、
気
胸
（
空
気
が
胸

き
ょ
う

腔く
う

に
漏
れ

だ
し
て
呼
吸
困
難
と
な
る
病
態
）
と
胸
水
貯
留
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
。
肺
に
虫
嚢
は
つ
く
ら
れ
ず
、
虫
卵

が
血
痰
や
喀
痰
中
へ
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

宮
崎
肺
吸
虫
が
人
に
寄
生
し
た
場
合
、
虫
卵
の
産
生
は
少
数
に
と
ど
ま
る
。
人
の
体
内
で
は
十
分
に

成
熟
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
れ
に
、
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
と
同
じ
よ
う
な
〝
異
所
性
寄
生
〟

に
よ
る
脳
病
変
が
み
ら
れ
る
。
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
肺
吸
虫
症
に
よ
る
脳
病
変
と
違
っ
て
、
組
織
内
に
虫

卵
は
み
い
だ
せ
な
い
か
、
あ
っ
て
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
少
数
で
あ
る
。
サ
ワ
ガ
ニ
は
都
会
の
料

亭
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
宮
崎
肺
吸
虫
症
は
都
市
部
に
散
発
す
る
。
宮
崎
肺

吸
虫
は
宮
崎
県
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
発
見
者
、
九
州
大
学
の
宮
崎
一
郎
教
授
に
ち
な
ん
だ
命
名
で

あ
る
。



254

条 虫 類
①21

11 歳の小学生の女の子のおしりの穴
から、ひものようなものが顔をだした。
驚いた母親がすぐに娘を病院に連れて
きた。
女の子には、サナダムシを飼っていた
精神的ショック以外に、特別な症状は
なかった。よく聞くと、３か月前に家
族でサーモンの刺身を食べたそうだ。
駆虫目的で、注腸造影剤であるガスト
ロ グ ラ フ ィ ン 100 ミ リ リ ッ ト ル が

十二指腸に直接注入された。ほどなく
して排泄された〝日本海裂

れっ

頭
とう

条
じょう

虫
ちゅう

〟
全長の肉眼所見を図に示す。うすっぺ
らい横幅の広い片節が、果てしなくつ
ながっている。

▶ 名前　日本海裂頭条虫

▶ 寄生場所　ケンミジンコ（第一中間宿主）

	 マス（第二中間宿主）

	 人、犬、猫、キツネなどの哺乳類（終宿主）

▶ 大きさ	 体長２～９メートル、幅10 ～15ミリ（成

虫）

▶ 寄生された場合の病名　日本海裂頭条虫症

▶ 症状　通常、無症状。腹痛、下痢、腹部膨満感などを

	 訴えることも

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

	 みた目派手だが、命に関わらない

▶ 弱点　加熱、−20度以下での冷凍

▶ 治療法　プラジカンテル（駆虫薬）の内服（最近、

	 ガストログラフィンは使われない）

肛門から顔を出すひも状のサナダムシ
飼っておくと花粉症やメタボ予防に効果あり !?

日本海裂
れっ

頭
とう

条
じょう

虫
ちゅう

（俗名：サナダムシ）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　日本海裂頭条虫の全体像。

一つひとつの片節は横長である。

ムシをちぎらずに大便を取り除

く（身支度を調える）までの担

当の臨床検査技師の苦労をしの

んでほしい

Photo Data
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日
本
産
の
サ
ナ
ダ
ム
シ
と
北
欧
産
の
サ
ナ
ダ
ム
シ

日
本
人
に
寄
生
す
る
サ
ナ
ダ
ム
シ
の
多
く
は
、
日
本
海
裂
頭
条
虫
で
あ
る
。

「
条
虫
」
の
俗
称
が
サ
ナ
ダ
ム
シ
。
長
さ
２
～
９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
サ
ナ
ダ
ム
シ
の
親
虫
が
「
真さ

な

田だ

紐ひ
も

」
に
似
る
こ
と
が
由
来
で
あ
る
。
真
田
紐
は
、
木
綿
や
絹
で
織
っ
た
幅
の
狭
い
縞し

ま

模も

様よ
う

の
あ
る
平
織

り
ま
た
は
袋
織
り
の
平
ら
な
紐
を
さ
す
。
関
ヶ
原
の
合
戦
の
あ
と
和
歌
山
県
の
九く

度ど

山や
ま

に
蟄ち

っ

居き
ょ

し
て
い

た
真
田
幸ゆ

き

村む
ら

（
信の

ぶ

繁し
げ

）
が
、
父
の
昌ま

さ

幸ゆ
き

と
と
も
に
発
明
し
、
収
入
を
得
る
た
め
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
。

筆
者
が
医
学
生
の
こ
ろ
、
日
本
人
に
み
ら
れ
る
サ
ナ
ダ
ム
シ
寄
生
の
代
表
は
、
広こ

う

節せ
つ

裂れ
っ

頭と
う

条
虫
と
習

っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
、
日
本
海
裂
頭
条
虫
と
し
て
広
節
裂
頭
条
虫
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
わ
け
を
説
明
し
よ
う
。

１
９
８
６
年
、
島
根
医
大
環
境
保
健
医
学
の
山
根
洋よ

う

右す
け

教
授
は
、
北
欧
産
の
マ
ス
（
淡
水
産
）
か
ら
取

り
だ
し
た
広
節
裂
頭
条
虫
の
５
ミ
リ
大
の
幼
虫
、
プ
レ
ロ
セ
ル
コ
イ
ド
（
嚢の

う

尾び

虫
）
を
自
ら
飲
ん
で
、
日

本
産
の
マ
ス
（
サ
ク
ラ
マ
ス
な
ど
の
川
を
遡そ

上じ
ょ
うす
る
海
洋
回
遊
魚
）
に
寄
生
す
る
幼
虫
の
場
合
と
比
較
し
た
結
果
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を
報
告
し
た
。
北
欧
産
の
幼
虫
で
は
ひ
ど
い
下
痢
と
貧
血
に
苦
し
ん
だ
が
、
日
本
産
で
は
無
症
状
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
両
者
は
異
な
る
種
と
し
て
認
め
ら
れ
、
日
本
産
マ
ス
に
寄
生
す
る
条
虫
は
、
日
本
海

裂
頭
条
虫
と
再
分
類
さ
れ
た
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー「
笑
う
カ
イ
チ
ュ
ウ
」（
講
談
社
文
庫
、
１
９
９
９
年
）
の
著
者
で
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

の
寄
生
虫
学
教
授
だ
っ
た
藤
田
紘
一
郎
博
士
は
、
こ
の
日
本
海
裂
頭
条
虫
を
長
く
お
腹
に
飼
っ
て
い
た
。

断
続
的
に
計
６
匹
も
！

藤
田
先
生
い
わ
く
、「
実
際
に
自
分
の
お
腹
の
な
か
で
飼
っ
て
み
た
ら
、
花
粉
症
に
も
な
ら
ず
、
中
性

脂
肪
が
落
ち
て
メ
タ
ボ
が
解
消
さ
れ
、
い
た
っ
て
健
康
な
体
に
な
り
ま
し
た
」。
こ
の
よ
う
に
、
寄
生
虫

学
者
は
果
敢
に
も
、
自
ら
を
実
験
台
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
拍
手
！

西
欧
で
は
、
広
節
裂
頭
条
虫
の
幼
虫
（
嚢
尾
虫
）
が
や
せ
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
恋

多
き
ギ
リ
シ
ャ
系
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
（
１
９
２
３
～
１
９
７
７
年
）
が
90
キ
ロ
の
巨
体
か

ら
解
放
さ
れ
た
の
は
、
北
欧
産
マ
ス
由
来
の
幼
虫
を
意
図
的
に
飲
み
込
ん
だ
お
か
げ
だ
っ
た
。
半
年
後

に
は
長
い
サ
ナ
ダ
ム
シ
を
お
腹
に
抱
え
つ
つ
、
60
キ
ロ
ま
で
減
量
で
き
た
そ
う
だ
。
１
９
０
０
～
１
９

２
０
年
ご
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ナ
ダ
ム
シ
の
カ
プ
セ
ル
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
幼
虫
を
飲
み
込
み
、

体
重
が
望
む
と
こ
ろ
ま
で
減
っ
た
ら
、
寄
生
虫
を
薬
で
退
治
し
た
ら
し
い
。
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感
染
予
防
に
は
、
加
熱
ま
た
は
冷
凍
保
存
を

広
節
裂
頭
条
虫
と
日
本
海
裂
頭
条
虫
は
あ
わ
せ
て
淡
水
産
裂
頭
条
虫
と
よ
ば
れ
、
両
者
は
肉
眼
的
に

区
別
で
き
な
い
。
第
一
中
間
宿
主
は
ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ
で
、
第
二
中
間
宿
主
は
サ
ク
ラ
マ
ス
や
ベ
ニ
マ
ス

な
ど
の
マ
ス
類
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
終
宿
主
の
人
や
ク
マ
な
ど
の
哺
乳
類
が
、
生
で
食
べ
る
と
感
染
す

る
。
体
内
に
入
っ
た
幼
虫
は
、
小
腸
の
粘
膜
に
頭
節
を
吸
着
さ
せ
て
成
長
す
る
。

条
虫
は
、
頭
節
、
頸
部
お
よ
び
片へ

ん

節せ
つ

（
体
節
）
か
ら
な
る
。
頭
節
は
宿
主
の
腸
粘
膜
に
食
ら
い
つ
く
器

官
で
あ
る
。
頸
部
は
頭
節
直
下
の
成
長
中
心
で
、
新
た
な
片
節
を
つ
く
り
続
け
る
。
片
節
は
数
個
～
数

千
個
に
及
ぶ
。
片
節
の
幅
は
10
～
15
ミ
リ
で
、〝
広
節
〟
の
名
の
と
お
り
横
幅
が
広
い
。
腸
は
な
く
、
栄

養
分
は
か
ら
だ
の
表
面
か
ら
吸
収
す
る
。
オ
ス
メ
ス
の
区
別
は
な
い
。
十
分
成
長
す
る
ま
で
に
は
３
か

月
ほ
ど
の
時
間
を
要
す
る
。
成
長
す
る
と
糞
便
中
に
虫
卵
を
排
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

い
ず
れ
の
条
虫
の
幼
虫
も
、
加
熱
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
で
24
時
間
以
上
冷
凍
す
る
と
死
滅
す

る
。
日
本
海
裂
頭
条
虫
よ
り
ち
ょ
っ
と
怖
い
広
節
裂
頭
条
虫
は
、
も
っ
ぱ
ら
カ
ナ
ダ
や
北
欧
か
ら
の
輸
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入
マ
ス
の
生
食
で
寄
生
す
る
が
、
９
割
は
冷
凍
も
の
な
の
で
安
全
で
あ
る
。
生
鮮
冷
蔵
も
の
は
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
が
多
く
、
お
も
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
空
輸
さ
れ
て
い
る
の
で
要
注
意
だ
。
ち
な

み
に
、
回
転
寿
司
で
人
気
の
ネ
タ
、
ト
ロ
サ
ー
モ
ン
は
寄
生
虫
の
い
な
い
環
境
で
養
殖
さ
れ
て
お
り
、
安

全
性
が
高
い
。
ど
う
か
ご
安
心
を
。
症
状
の
な
か
っ
た
こ
の
女
の
子
が
食
べ
た
サ
ー
モ
ン
は
、
き
っ
と

日
本
産
の
サ
ク
ラ
マ
ス
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
図
［
Ｐ
２
５
４
］
の
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
肉
眼
写
真
を
一
枚
撮
影
す
る
た
め
に
、
外
来
検
査
を

担
当
す
る
臨
床
検
査
技
師
が
ど
れ
ほ
ど
苦
労
す
る
か
、
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。
片
節
が
ち
ぎ
れ
な
い

よ
う
に
気
遣
い
つ
つ
、
便
を
て
い
ね
い
に
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。
ホ
ル
マ
リ
ン
は
刺
激
が
き
つ

く
て
と
て
も
使
え
な
い
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
中
で
の
作
業
と
な
る
。

技
師
さ
ん
い
わ
く
、〝
く
○
ま
み
れ
の
つ
ら
い
半
日
仕
事
〟
だ
。
ぜ
ひ
こ
の
作
品
を
堪
能
し
，
褒
め
て

あ
げ
て
ほ
し
い
。
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条 虫 類
②22

忘年会のシーズン。とある都内の大学
病院の医局員の一団が、忘年会の二次
会でマムシ料理店に立ち寄った。そし
て、男性陣全員が、精力のもととなる
マムシの生血のワイン割りを飲んだ。
きつい臭いがワインの香りに隠されて
いた。生きたマムシの頭をはさみで切
り離し、尾のほうからしごいて生血を
搾りだす実演つきだった。
年を越したころ、医局員に次々と異変

がおこった。大腿部や腹部の皮膚にシ
コリができて、少しずつ移動するかと
思うと、つぎの日には消えていた。彼
らは各自こっそり皮膚科を受診した。
シコリが切開され、そこに潜む寄生虫
が切除された。診断はいずれもマンソ
ン孤

こ

虫
ちゅう

症だった。ムシはマムシの血液
中にはいないが、血液を搾りとるとき
に皮下にたくさん寄生する子虫が血液
に人工的に混入したと考えられる。

▶ 名前　マンソン孤虫（マンソン裂頭条虫の幼虫）

▶ 寄生場所　ケンミジンコ（第一中間宿主）

	 ヘビ、カエル、イノシシ、人など（第二中間宿主）

	 イヌ、ネコ（終宿主）

▶ 大きさ　体長５ミリから60センチ（幼虫）

▶ 寄生された場合の病名　マンソン孤虫症

▶ 症状　皮膚の下をゆっくり動くシコリ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

	 顔の皮下、眼や脳に入り込むと困りもの

▶ 弱点　加熱、−20度以下での冷凍

▶ 予防法　ゲテモノ食いをしない

▶ 治療法　外科的切除

ゲテモノ食いにご注意を！
皮膚の下を子虫がゆっくりうごめいてシコリをつくる

マンソン孤
こ

虫
ちゅう

No.

Case

ClassificatioinnName

図　マンソン孤虫。白いヒモ状

の虫が皮下から摘出された。動

きがゆっくりののんびりした寄

生虫である

Photo Data
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最
良
の
治
療
法
は
、
虫
を
取
り
だ
す
こ
と

マ
ン
ソ
ン
裂
頭
条
虫
の
幼
虫
（
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
）
が
ヒ
ト
の
皮
膚
に
迷
入
・
迷
走
す
る
病
態
は
、
マ
ン

ソ
ン
孤
虫
症
と
よ
ば
れ
る
。
大
腿
部
、
腹
部
、
胸
部
、
鼠そ

径け
い

部
や
乳
房
な
ど
、
皮
下
脂
肪
の
多
い
皮
膚

に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

マ
ン
ソ
ン
孤
虫
症
で
は
、
既
に
紹
介
し
た
旋
尾
線
虫
症
［
Ｐ
１
９
２
］
や
顎
口
虫
症
［
Ｐ
２
２
０
］
に
よ
る
皮
膚

爬は

行こ
う

症
と
違
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
、
皮
下
に
痛
み
の
な
い
シ
コ
リ
を
つ
く
る
。
麻
酔
し
て
切
開

す
る
と
、
動
き
の
遅
い
ゆ
っ
た
り
型
の
白
く
光
沢
の
あ
る
幼
虫
（
擬ぎ

尾び

虫ち
ゅ
う）
が
み
つ
か
る
。
大
き
さ
は
、

発
育
の
程
度
に
よ
っ
て
５
ミ
リ
か
ら
60
セ
ン
チ
に
わ
た
る
。
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
は
ヒ
モ
状
で
、 

伸
縮
性
が

高
く
［
図
］、
数
年
間
は
生
存
し
続
け
る
。
最
良
の
治
療
は
外
科
的
に
虫
を
取
り
去
る
こ
と
だ
。

も
う
一
例
紹
介
し
よ
う
。
と
き
ど
き
自
宅
で
飼
育
す
る
地じ

鶏ど
り

の
さ
さ
身
を
食
べ
て
い
た
45
歳
の
農
家

の
女
性
は
、
３
週
間
前
に
腹
部
の
皮
膚
に
シ
コ
リ
を
自
覚
し
た
。

軽
い
発
赤
を
伴
う
が
、
か
ゆ
み
や
痛
み
は
な
い
。
シ
コ
リ
の
位
置
が
少
し
ず
つ
移
動
し
て
い
る
こ
と
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が
気
に
な
っ
て
来
院
し
た
。
そ
し
て
、
生
検
に
よ
っ
て
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
症
の
病
理
診
断
が
確
定
し
た
。

幼
虫
は
、
顔
の
皮
下
や
眼
、
脳
へ
迷
入
す
る
こ
と
も

マ
ン
ソ
ン
裂
頭
条
虫
（
体
長
１
～
２
メ
ー
ト
ル
）
の
終
宿
主
は
犬
や
猫
、
第
一
中
間
宿
主
は
ケ
ン
ミ
ジ
ン

コ
で
あ
る
。
第
二
中
間
宿
主
は
両
生
類
か
ら
人
ま
で
幅
広
い
。
幼
虫
が
人
に
感
染
し
て
も
成
虫
に
は
な

れ
な
い
の
で
、
人
は
第
二
中
間
宿
主
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
人
は
犬
や
猫
に
食
わ
れ
な
い
の
で
、
寄
生

虫
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
成
虫
に
な
れ
な
い
寄
生
失
敗
例
と
い
え
る
。

人
へ
の
感
染
経
路
は
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
、
ニ
ワ
ト
リ
（
と
く
に
地
鶏
）
や
イ
ノ
シ
シ
の
生
食
だ
が
、
と
き

に
、
ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ
を
水
と
と
も
に
飲
ん
で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
。
マ
ム
シ
を
含
む
ヘ
ビ
は
、
と
く

に
濃
厚
感
染
し
て
い
る
。
飼
育
中
に
感
染
す
る
機
会
の
な
い
市
販
の
鶏
肉
は
安
全
で
あ
る
。

先
の
45
歳
女
性
が
食
べ
た
地
鶏
の
ほ
か
、
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
妙
な
も
の
を
生
で
食

べ
た
り
、
マ
ム
シ
の
生
血
を
飲
ん
で
１
週
間
以
上
が
経
過
す
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
皮
膚
症
状
が
現

わ
れ
る
。
皮
膚
を
這
う
だ
け
な
ら
か
わ
い
い
も
の
だ
が
、
肺
、
尿
道
、
腹ふ

く

腔く
う

、
顔
の
皮
下
、
眼
や
脳
へ

の
迷
入
例
も
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
「
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
」
に
は
ご
用
心
！
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タ
イ
や
中
国
で
は
、
カ
エ
ル
の
肉
を
眼
病
治
療
の
目
的
で
ま
ぶ
た
に
貼
る
民
間
療
法
が
あ
る
そ
う
だ
。

そ
の
結
果
、
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
が
眼
球
や
脳
へ
迷
入
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
末
転
倒
と
い
え
る
。

寄
生
虫
は
、
寄
生
し
た
宿
主
に
対
し
て
臓
器
障
害
や
発
育
障
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
が
、
と
き

に
、
宿
主
に
発
育
促
進
作
用
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
鳥
取
大
学
医
学
部
の
平
井
和か

ず

光み
つ

教
授
の
グ
ル
ー
プ

は
、
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
（
擬
尾
虫
）
の
分
泌
す
る
成
長
促
進
因
子
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
発
表
し
て

い
る
。

マ
ン
ソ
ン
孤
虫
の
頭
部
を
皮
下
に
移
植
さ
れ
た
マ
ウ
ス
の
体
重
は
、
対
照
群
に
比
べ
て
明
ら
か
に
増

加
し
た
。
そ
の
因
子
（
成
長
ホ
ル
モ
ン
様
物
質
）、
は
、
肝
細
胞
、
筋
肉
、
脾
臓
の
重
量
増
加
や
骨
端
部
の

細
胞
分
裂
を
刺
激
す
る
が
、
体
脂
肪
に
変
化
は
な
い
。
成
長
補
助
薬
や
筋
肉
増
強
薬
と
し
て
の
開
発
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。
で
も
、
マ
ン
ソ
ン
孤
虫
症
の
患
者
さ
ん
の
体
重
が
増
加
し
た
と
す
る
報
告
は
乏

し
い
。
十
分
な
効
果
が
で
る
前
に
治
療
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
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日本人学生の 20 代の女性は、韓国済
州島産のキムチが好物で、頻繁に食べ
ていた。５日前から突然右腕に力が入
らなくなったため来院した。ＣＴ検査
で、結節性病変が大脳半球に多発して
いた。右腕の異常は、多発性脳病変が
運動神経を傷害したためと考えられた。
末梢血白血球数は正常で、寄生虫症で
増加することが多い好酸球も増えてい
なかった。本人の了承のもと、診断確
定のために、頭蓋骨の一部を切り取っ

て、脳組織の生検が行なわれた。
標本を顕微鏡で覗いてみると、ブドウ
の房状の胞

ほう

嚢
のう

壁を認め、ブドウ状嚢
のう

尾
び

虫
ちゅう

症に一致する所見がみられた（図）。
脳有

ゆう

鉤
こう

嚢
のう

虫
ちゅう

症にみられる独特の病変で
ある。虫体が生きている限り、炎症反
応はおこらない。厄介なことに、この
患者さんのように脳病変はしばしば多
発するので、残念ながら、１か所を取
り除いても治療効果はない。

▶ 名前　有鉤嚢虫（有鉤条虫の幼虫）

▶ 寄生場所　

成虫（有鉤条虫）は小腸、幼虫は皮下や脳

中間宿主は豚、人も中間宿主となる（本文参照）

▶ 大きさ　腸の成虫は2 ～ 4メートル、脳の幼虫は 

1 ～ 2センチほど

▶ 寄生された場合の病名　脳有鉤嚢虫症

▶ 症状　脳に寄生するとしびれ感やけいれん

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

寄生する脳の部位によっては致死的となる

▶ 弱点　加熱

▶ 予防法　豚肉は十分加熱して食べる

韓国産キムチを食べてけいれん！
脳に寄生するととても厄介なサナダムシ

有
ゆう

鉤
こう

嚢
のう

虫
ちゅう

（有鉤条虫の幼虫）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　脳有鉤嚢虫症（左：脳の造

影 CT 写真、右：脳生検標本のヘ

マトキシリン・エオジン染色）。

大脳に結節性病変を多数認める

（矢印）。顕微鏡的に、ブドウの

房状の胞嚢壁が観察される

Photo Data
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韓
国
産
キ
ム
チ
に
よ
る
右
腕
の
脱
力

有
鉤
条
虫
は
豚
を
中
間
宿
主
、
人
を
終
宿
主
と
す
る
サ
ナ
ダ
ム
シ
で
あ
る
。
全
長
２
～
４
メ
ー
ト
ル

の
成
虫
は
、
人
が
豚
肉
の
中
に
潜
む
幼
虫
、
有
鉤
嚢
虫
（
嚢の

う

尾び

虫ち
ゅ
う）
を
食
べ
る
こ
と
で
、
小
腸
に
寄
生
す

る
。
日
本
海
裂
頭
条
虫
［
Ｐ
２
５
４
］
に
比
べ
て
、
分
厚
い
体
壁
と
細
長
い
片へ

ん
節せ

つ
が
特
徴
で
あ
る
。
現
代
日
本

で
は
、
こ
の
成
虫
の
寄
生
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、
豚
の
便
中
に
排
泄
さ
れ
た
虫
卵
が
野
菜
な
ど
に
付
着
し
、
そ
れ
を
人
が
摂
取
す
る
と
、
体
内

で
卵
か
ら
か
え
っ
た
第
二
期
幼
虫
の
有
鉤
嚢
虫
が
、
脳
、
眼
筋
、
骨
格
筋
、
心
筋
、
皮
下
組
織
、
肝
、
肺

に
移
動
す
る
。
脳
と
皮
下
組
織
に
移
動
す
る
と
、
症
状
が
現
わ
れ
る
頻
度
が
高
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
人
は
終

し
ゅ
う

宿し
ゅ
く
主し

ゅ
だ
け
で
な
く
、
中
間
宿
主
に
も
な
る
。
有
鉤
嚢
虫
の
発
育
は
ゆ
っ
く

り
な
た
め
、
症
状
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。
有
鉤
嚢
虫
が
皮
下
組
織
に
み
い
だ
さ
れ
る
場
合
は
、
ふ
つ

う
病
変
は
１
か
所
だ
け
で
、
皮
膚
爬は

行こ
う

症
の
形
を
と
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
袋
状
に
嚢
胞
化
し
た
幼

虫
が
特
徴
で
あ
る
。
病
変
を
切
除
す
れ
ば
治
療
完
了
で
あ
る
。
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脳
有
鉤
嚢
虫
症
は
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
、
麻
痺
を
き
た
す
。
有
鉤
嚢
虫
は
大
豆
大
～
え
ん
ど
う

豆
大
の
胞
嚢
内
に
透
明
な
液
体
を
入
れ
る
。
脳
で
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
病
変
が
多
発
し
、
有
鉤

嚢
虫
は
ブ
ド
ウ
状
を
示
す
（
ブ
ド
ウ
状
嚢
尾
虫
症
と
も
よ
ば
れ
る
）。

多
数
の
虫
卵
に
汚
染
さ
れ
た
韓
国
産
キ
ム
チ
が
原
因
食
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
韓
国
の
医
師
に
よ
る

と
、「
ソ
ウ
ル
の
キ
ム
チ
は
大
丈
夫
だ
が
、
南
部
、
と
く
に
済チ

ェ
州ジ

ュ
島
産
の
キ
ム
チ
が
危
な
い
。
白
菜
の
栽

培
に
、
豚
の
屎
尿
を
肥
や
し
に
す
る
習
慣
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
の
こ
と
。

生
き
た
有
鉤
嚢
虫
は
通
常
、
炎
症
反
応
を
お
こ
さ
な
い
で
じ
っ
と
潜
ん
で
い
る
が
、
治
療
で
虫
体
が

死
亡
す
る
と
、
異
物
反
応
（
炎
症
）
が
誘
導
さ
れ
る
。
有
鉤
嚢
虫
が
い
つ
ま
で
生
き
る
か
っ
て
？ 

有
鉤

嚢
虫
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
の
患
者
さ
ん
が
豚
に
食
べ
ら
れ
る
の
を
じ
っ
と
、
何
年
で
も
待
ち
続
け

る
。
待
つ
の
が
生
存
戦
略
な
の
で
、
き
っ
と
患
者
さ
ん
が
死
ぬ
ま
で
彼
ら
は
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。脳

有
鉤
嚢
虫
症
は
病
変
が
多
発
す
る
た
め
に
、
手
術
的
切
除
は
困
難
で
あ
る
。
脳
有
鉤
嚢
虫
症
で
は
、

治
療
が
炎
症
を
ひ
き
お
こ
す
た
め
に
、
逆
効
果
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
点
を
十
分
考
慮
し
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
ま
だ
20
代
。
説
明
も
今
後
の
対
応
も
た
い
へ
ん
難
し
い
。

み
な
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
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条 虫 類
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北海道では、キタキツネの繁殖による
農場近辺のエキノコックス虫卵の汚染
が問題となっている。かわいいキタキ
ツネは観光客に好評で、集客力がある
ため、農場主が餌づけする。それがエ
キノコックス虫卵の汚染が広がる要因
となっているのだ。
北海道におけるエキノコックス症の患
者数は、毎年 20 ～ 30 人である。肝
臓の中をゆっくりと広がり、最終的に

がんと同じように、肺や脳に転移性病
変をつくる恐ろしい寄生虫病である。
ゆめゆめ、北海道の農場周辺の小川の
水を飲んだり、野イチゴの実を食べな
いように！

※北海道の医師（病理医）はこの病気
に詳しいが、他の地域ではなじみが少
ない。

▶ 名前　エキノコックス（多
た

包
ほう

条
じょう

虫
ちゅう

）

▶ 寄生場所　野ネズミ（中間宿主）

	 キツネ、イヌ（終宿主）

▶ 大きさ	 虫卵：径30ミクロン（0.03ミリ）

		  成虫：体長2ミリ

▶ 寄生された場合の病名　 

エキノコックス症（多包条虫症）

▶ 症状　腹痛、発熱、黄疸

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

進行すると、がんと同様の経過をたどる

▶ 弱点　加熱、乾燥

▶ 予防法　北海道の農場周辺の小川の水を飲まない、

野イチゴを食べない

▶ 治療法　外科的切除

かわいいキタキツネがもつこわい寄生虫
死に至ることもあるエキノコックス症

エキノコックス
（多

た

包
ほう

条
じょう

虫
ちゅう

）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　 肝 臓 の エ キ ノ コ ッ ク ス 症

（手術切除例）。境界不明瞭なス

ポンジ状に穴の開いた病変が肝

臓に形成されている。1 目盛＝ 5

ミリ

Photo Data
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キ
タ
キ
ツ
ネ
が
生
息
す
る
地
域
で
の
野
イ
チ
ゴ
の
生
食
は
厳
禁

現
在
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
感
染
率
は
、
キ
ツ
ネ
が
40
％
、
イ
ヌ
が
１
％
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
虫
卵
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
便
の
中
に
混
じ
る
た
め
、
人
が
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
集
ま
る

農
場
周
辺
の
小
川
で
清
水
を
飲
ん
だ
り
、
小
川
に
自
生
す
る
野
イ
チ
ゴ
の
実
を
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
す

る
と
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

虫
卵
は
抵
抗
性
が
高
く
、
マ
イ
ナ
ス
10
～
20
度
で
は
死
な
ず
、
水
中
で
４
か
月
生
存
す
る
。
た
だ
し
、

熱
に
は
弱
く
、
加
熱
す
る
と
死
滅
す
る
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
、
野
ネ
ズ
ミ
を
中
間
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

、
キ
ツ
ネ
お
よ
び
イ
ヌ
を
終
宿
主
と
す
る
体
長
２
ミ

リ
ほ
ど
の
小
型
の
サ
ナ
ダ
ム
シ
（
条
虫
）
で
あ
る
。
野
ネ
ズ
ミ
に
感
染
す
る
と
、
肝
臓
に
多
数
の
子
虫

（
原
頭
節
）
が
つ
く
ら
れ
、
キ
ツ
ネ
、
犬
や
オ
オ
カ
ミ
に
捕
食
さ
れ
る
の
を
待
つ
。

人
へ
の
感
染
は
、
キ
ツ
ネ
が
分
布
す
る
寒
冷
地
帯
を
中
心
に
世
界
の
一
部
の
地
域
に
み
ら
れ
る
が
、
日

本
で
は
北
海
道
全
域
に
分
布
す
る
。
キ
ツ
ネ
の
糞
の
中
に
含
ま
れ
る
虫
卵
を
人
が
摂
取
す
る
と
、
肝
臓

に
ス
ポ
ン
ジ
状
の
小
さ
な
嚢
胞
（
胞
嚢
）
が
多
数
つ
く
ら
れ
る
［
図
］。
嚢
胞
は
、
ゼ
リ
ー
状
の
内
容
物
で
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満
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
正
式
に
は
多た

包ほ
う

条じ
ょ
う

虫ち
ゅ
うと

よ
ば
れ
る
理
由
で
あ
る
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
と
っ
て
、
人
は
本
来
の
中
間
宿
主
で
は
な
い
た
め
、
感
染
す
る
と
肝
臓
に
嚢
胞

は
で
き
る
が
、
野
ネ
ズ
ミ
と
違
っ
て
子
虫
は
ほ
と
ん
ど
つ
く
ら
れ
な
い
。
し
か
し
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

（
多
包
条
虫
症
）
は
悪
性
で
、
子
虫
の
い
な
い
嚢
胞
が
肝
臓
の
中
を
ま
る
で
が
ん
の
よ
う
に
広
が
り
、
と
き

に
、
肺
や
脳
に
遠
隔
転
移
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
病
気
の
症
状
が
で
る
ま
で
に
は
10
年
以
上
の

年
月
が
か
か
る
が
、
そ
の
間
に
肝
臓
の
嚢
胞
は
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
り
、
上
腹
部
の
不
快
感
、
腹
痛
、
貧

血
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
わ
れ
る
。
放
置
す
る
と
、
末
期
に
は
肝
不
全
と
な
っ
て
死
に
至
る
。

北
海
道
保
健
福
祉
部
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
、「
感
染
予
防
」
の
た
め
の
注
意
点
を
紹
介
し
よ
う
。

① 

外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
う
。

② 

キ
ツ
ネ
に
餌
づ
け
し
た
り
、
触
っ
た
り
し
な
い
。

③ 

キ
ツ
ネ
が
近
寄
ら
な
い
よ
う
、
生
ゴ
ミ
を
適
切
に
処
理
す
る
。

④ 

飼
い
犬
が
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
な
い
よ
う
、
放
し
飼
い
に
し
た
り
野
原
や
公
園
で
放
さ
な
い
。

⑤ 

山
菜
や
野
の
果
実
は
、
十
分
に
加
熱
も
し
く
は
よ
く
水
洗
い
し
て
か
ら
食
べ
る
。

⑥ 

沢
の
水
は
生
で
飲
ま
な
い
。
飲
む
場
合
は
煮
沸
す
る
。



269

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー2 6 9

コ
ラ
ム	

礼
文
島
か
ら
撲
滅
さ
れ
た	

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

北
海
道
最
北
端
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
礼れ

文ぶ
ん

島
で
お
こ

っ
た
悲
劇
の
歴
史
を
紹
介
し
よ
う
。

大
正
時
代
、
礼
文
島
で
は
野
ネ
ズ
ミ
が
大
量
発
生
し

て
困
り
果
て
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
正
13
年
（
１
９
２

４
年
）、
野
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
と
毛
皮
生
産
を
目
的
に
、
千

島
列
島
中
部
の
シ
ム
シ
ル
島
か
ら
12
頭
の
ベ
ニ
ギ
ツ
ネ

が
礼
文
島
に
導
入
さ
れ
た
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
感
染
し
た
キ
ツ
ネ
は
放
し
飼
い

に
さ
れ
、
繁
殖
の
た
め
10
年
間
禁
猟
と
さ
れ
た
。
昭
和

５
～
６
年
頃
が
キ
ツ
ネ
の
繁
殖
の
ピ
ー
ク
で
（
そ
の
後
は

捕
獲
に
よ
り
減
少
）、
家
の
床
下
に
巣
を
つ
く
り
、
餌
を
求

め
て
家
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ

ツ
ネ
の
水
飲
み
場
は
住
民
と
共
通
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

キ
ツ
ネ
と
野
ネ
ズ
ミ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
飼
い
犬
、
飼
い

猫
や
島
民
自
身
に
も
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）、
島
民
に
最

初
の
感
染
者
が
み
つ
か
っ
た
。

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）
ま
で
に
、
礼
文
島
の
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
症
患
者
は
認
定
さ
れ
た
だ
け
で
１
３
１
名
、

死
亡
者
は
実
に
１
０
３
名
に
の
ぼ
っ
た
。
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
年
）、
行
政
は
住
民
検
診
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、

キ
ツ
ネ
や
野
犬
を
駆
除
し
た
。
飼
い
犬
・
飼
い
猫
に
も

徹
底
し
た
殺
処
分
を
断
行
し
た
。「
犬
を
連
れ
て
行
か
な

い
で
！
」
と
泣
き
叫
ぶ
飼
い
主
、
縁
の
下
に
犬
を
隠
そ

う
と
す
る
飼
い
主
を
尻
目
に
、
計
２
５
０
頭
も
の
飼
い

犬
が
殺
処
分
さ
れ
た
。

寄
生
が
完
全
に
収
束
す
る
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）

ま
で
、
礼
文
島
で
は
犬
や
猫
を
飼
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
北
海

道
全
域
に
蔓
延
し
て
い
る
が
、
あ
れ
ほ
ど
は
や
っ
た
礼

文
島
に
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
長
年
、
本
州
に
は
な

い
と
さ
れ
て
き
た
。
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
10
月
、

秋
田
県
で
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
発
生
が
新
聞
報
道
さ
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れ
、
北
海
道
外
に
広
が
っ
た
第
一
例
と
し
て
全
国
的
に

話
題
と
な
っ
た
。
臨
床
的
に
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
が
疑

わ
れ
、
某
研
究
所
で
行
な
わ
れ
た
血
清
診
断
で
陽
性
と

判
断
さ
れ
た
の
だ
。
肝
臓
病
変
が
手
術
切
除
さ
れ
、
担

当
病
理
医
か
ら
筆
者
に
相
談
が
あ
っ
た
。
病
理
診
断
は

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
で
は
な
く
、
肝か

ん

蛭て
つ

症し
ょ
うだ

っ
た
（
Ｐ

２
３
２
参
照
）。
秋
田
大
学
の
吉
村
堅
太
朗
教
授
が
血
清

反
応
を
再
検
し
た
結
果
も
肝
蛭
症
で
あ
っ
た
。
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
弱
い
交
差
反
応
性
が
誤
認
の
原
因

だ
っ
た
。

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
４
月
、
愛
知
県
知
多
半
島

の
阿あ

久ぐ

比い

町
で
捕
獲
さ
れ
た
野
犬
の
糞
か
ら
エ
キ
ノ
コ

ッ
ク
ス
の
遺
伝
子
が
検
出
さ
れ
た
。
詳
細
な
遺
伝
子
検

査
で
、
ム
シ
は
北
海
道
産
と
判
明
し
た
。
北
海
道
か
ら

運
ば
れ
て
き
た
イ
ヌ
が
媒
介
し
た
ら
し
い
。

阿
久
比
町
は
新に

い

美み

南な
ん

吉き
ち

の
童
話
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』（
昭

和
７
年
＝
１
９
３
２
年
）
の
舞
台
で
、
町
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね

が
く
ら
し
て
い
た
里
山
」
を
観
光
資
源
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
矢
先
の
こ
と
。
阿
久
比
町
周
辺
は
か
つ
て
キ
ツ

ネ
の
生
息
地
だ
っ
た
が
、
昭
和
30
年
代
に
姿
を
消
し
た
。

そ
し
て
最
近
、
キ
ツ
ネ
が
半
世
紀
ぶ
り
に
確
認
さ
れ
た

こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
３
月
、
知
多
半
島

で
捕
獲
さ
れ
た
野
犬
56
匹
中
３
匹
の
糞
か
ら
エ
キ
ノ
コ

ッ
ク
ス
遺
伝
子
が
検
出
さ
れ
た
。
同
時
に
、
愛
知
県
保

健
局
は
愛
知
県
内
で
４
例
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
人

体
例
の
届
け
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
（
２
０
１
４

年
１
例
、
２
０
１
８
年
３
例
）。
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
北

海
道
か
ら
本
州
へ
と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
感

染
経
路
は
不
明
の
よ
う
だ
が
、
何
と
も
不
気
味
な
状
況

で
あ
る
。
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30 代の女性が、古典的な毛織物製の
ワンピースの水着を身に着け、夏の湘
南海岸で海水浴を楽しんだ。その日、
海水は濁っていた。海から上がってし
ばらくすると、水着をつけている部分
がチクチクと痛み始めた。海水浴場近
くの開業医を訪れると、ベテラン医師
は直ちに “海水浴皮膚炎” の診断を下
した。
夏の海岸（ことに湘南海岸）で、水着

に覆われた皮膚に一致してチクチクす
るかゆみや軽い痛みを示す“小丘

きゅう

疹
しん

”
が多発する皮膚病がみられる。一つひ
とつの皮疹の大きさはよくそろってい
る。これが海水浴皮膚炎である。

▶ 名前　ゾエア（エビやカニの幼生）

	（動物性プランクトン）

▶ 感染場所　皮膚のやわらかい場所

▶ 大きさ　2ミリ前後

▶ 病名　海水浴皮膚炎（プランクトン皮膚炎）

▶ 症状　ちくちくしたかゆみや痛み

▶ 殺傷能力（獰猛度）　刺されて死んだ人はいない

▶ 予防法　濁った海水の水浴びは避ける。布製の水

着を避ける

▶ 治療法　軟膏塗布

海水浴では、 やわらかなお尻や
胸を狙うエロい虫に注意！

ゾエア（エビやカニの幼生）

No.

Case

ClassificatioinnName

図 1　 海 水 浴 皮 膚 炎 と ゾ エ ア。

トゲをもつゾエアはカニの幼生

で、動物性プランクトンの代表

である。シラスの中に混じって

いるので、注意深いみなさんは

気づいているでしょう。大きな

目と長いトゲが特徴

Photo Data
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ゾ
エ
ア
は
海
藻
が
多
い
と
き
や
赤
潮
の
と
き
に
多
く
登
場

原
因
は
、「
ゾ
エ
ア
」
と
よ
ば
れ
る
エ
ビ
や
カ
ニ
の
幼
生
（
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
の
ト
ゲ
に
刺
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
〝
ト
ゲ
刺
し
反
応
〟
で
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
皮
膚
炎
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
海
水
浴
中

よ
り
、
水
か
ら
上
が
っ
た
あ
と
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
。
水
分
が
蒸
発
す
る
と
塩
分
濃
度
が
高
ま
り
、

苦
し
く
な
っ
た
幼
生
た
ち
が
暴
れ
だ
す
の
だ
。

ゾ
エ
ア
は
、
海
水
が
濁
っ
て
海
藻
が
多
い
と
き
や
赤
潮
の
と
き
に
多
く
登
場
す
る
。
毛
織
物
製
水
着

に
は
ゾ
エ
ア
が
付
着
し
や
す
い
た
め
被
害
が
多
く
、
滑
ら
か
な
化
繊
の
水
着
で
は
被
害
が
少
な
い
。
陰

部
を
刺
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
エ
ロ
虫
、
キ
ン
食
い
、
チ
ン
チ
ン
虫
の
俗
称
も
あ
る
。
と
く
に
、
皮
膚

が
柔
ら
か
く
、
水
着
の
面
積
が
大
き
い
女
性
の
ほ
う
が
刺
さ
れ
や
す
い
。

刺
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
温
水
と
石
け
ん
で
洗
い
流
す
と
よ
い
。
症
状
が
出
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
病

院
に
行
く
と
、
医
師
が
軟
膏
を
処
方
し
て
く
れ
る
。

図
１
は
、
典
型
的
な
肉
眼
所
見
と
ゾ
エ
ア
（
カ
ニ
幼
生
）
の
顕
微
鏡
写
真
で
あ
る
。
お
し
り
と
ゾ
エ
ア

の
写
真
は
、
湘
南
海
岸
で
開
業
す
る
こ
だ
わ
り
の
皮
膚
科
医
、
故
中
野
政
男
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
。
こ
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の
ベ
テ
ラ
ン
医
師
は
、
間
違
い
な
く
、
海
水
浴
皮
膚
炎
の
日
本
一
の
専
門
家
だ
っ
た
。

海
で
は
ク
ラ
ゲ
皮
膚
炎
と
オ
ニ
ヒ
ト
デ
刺
症
に
も
ご
用
心

参
考
ま
で
に
、
ク
ラ
ゲ
皮
膚
炎
と
オ
ニ
ヒ
ト
デ
刺
症
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
ク
ラ
ゲ
皮
膚
炎
で
は
、
先

に
紹
介
し
た
海
水
浴
皮
膚
炎
の
と
き
に
み
ら
れ
る
ト
ゲ
刺
し
反
応
に
加
え
て
、
生
物
毒
（
刺し

胞ほ
う

毒ど
く

）
に
よ

る
強
い
炎
症
反
応
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
鮮
や
か
な
青
色
を
し
た
浮
き
袋
を
持
つ
カ
ツ
オ
ノ
エ
ボ
シ

は
電
気
ク
ラ
ゲ
と
俗
称
さ
れ
、
症
状
が
激
し
い
。
カ
ツ
オ
ノ
エ
ボ
シ
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
各
地
の

海
岸
に
流
れ
着
く
。
死
ん
で
い
て
も
刺
胞
が
発
射
さ
れ
る
の
で
触
れ

な
い
よ
う
に
。
ク
ラ
ゲ
皮
膚
炎
で
は
線
状
に
水
ぶ
く
れ
を
伴
う
皮
疹

が
特
徴
で
、
刺
さ
れ
る
回
数
が
重
な
る
と
皮
疹
は
重
症
化
す
る
［
図
２
］。

オ
ニ
ヒ
ト
デ
刺
症
は
、
沖
縄
の
海
で
珊さ

ん

瑚ご

礁し
ょ
うを
食
害
す
る
こ
と
で

悪
名
高
い
オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
刺
さ
れ
る
と
発
症
す
る
。
皮
膚
の
広
い
範

囲
に
中
毒
性
紅
斑
が
み
ら
れ
る
。
体
長
30
セ
ン
チ
で
10
〜
20
本
の
腕

を
も
ち
、
ト
ゲ
の
先
が
赤
い
。

図2　クラゲ皮膚炎　
クラゲ皮膚炎（クラゲ刺症）では、刺された
部位の皮膚に線状の水ぶくれができる
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コ
ラ
ム	

サ
ー
フ
ァ
ー
や
ダ
イ
バ
ー
に
多
い	

納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー

納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
や
ダ
イ
バ
ー
に

多
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
は
日
本
人
独
特
の
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
で
、
納
豆
を
よ
く
食
べ
る
東
日
本
に
多
い
。
納
豆
を

食
べ
た
あ
と
８
～
12
時
間
で
、
じ
ん
ま
疹
、
呼
吸
器
症

状
（
せ
き
、
く
し
ゃ
み
）、
粘
膜
症
状
（
口
・
唇
・
舌
の
違
和

感
、
ま
ぶ
た
の
腫
れ
、
の
ど
の
か
ゆ
み
）、
消
化
器
症
状
（
嘔

吐
、
下
痢
）
と
い
っ
た
症
状
が
現
わ
れ
る
。

納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
は
、
納
豆
菌
（
枯こ

草そ
う

菌
）
が

大
量
に
つ
く
る
ね
ば
ね
ば
し
た
物
質
、
ガ
ン
マ
ポ
リ
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
（
γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ
）
で
あ
る
。
納
豆
菌
の
γ-
Ｐ

Ｇ
Ａ
は
、
腸
の
中
で
分
解
さ
れ
に
く
く
、
吸
収
さ
れ
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
だ
か
ら
、
症
状
が
発
症
す
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の
だ
。

サ
ー
フ
ァ
ー
や
ダ
イ
バ
ー
は
海
で
よ
く
ク
ラ
ゲ
に
刺

さ
れ
る
。
ク
ラ
ゲ
の
触
手
に
は
納
豆
菌
と
同
じ
γ-

Ｐ

Ｇ
Ａ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
サ
ー
フ
ァ
ー
や
ダ
イ
バ
ー
は

こ
う
し
て
頻
回
に
γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ
に
曝
さ
れ
て
い
る
の
で
、

納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
が
発
症
し
や
す
い
。

γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ
は
、
食
品
添
加
物
と
し
て
、
健
康
飲
料
、

プ
リ
ン
、
カ
ッ
プ
麺
、
人
工
甘
味
料
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食

品
な
ど
に
含
ま
れ
る
。
保
湿
効
果
の
高
い
γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ

は
、
化
粧
品
、
石
け
ん
、
ヘ
ア
ケ
ア
用
品
に
も
添
加
さ

れ
る
。
幸
い
、
こ
れ
ら
が
納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
を
誘
発
す

る
と
い
う
報
告
は
ま
だ
な
い
。

タ
キ
ソ
ー
ル
と
い
う
抗
が
ん
剤
に
γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ
を
結

合
さ
せ
た
オ
パ
キ
シ
オ
は
、
副
作
用
軽
減
の
た
め
米
国

で
開
発
さ
れ
た
。
納
豆
を
食
べ
な
い
米
国
で
は
、
こ
の

薬
が
卵
巣
が
ん
や
肺
が
ん
の
治
療
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
ま
だ
認
可
さ
れ
て
い
な
い
。

γ-

Ｐ
Ｇ
Ａ
は
、
水
中
の
不
純
物
を
凝
集
す
る
作
用

が
強
い
た
め
、
汚
水
処
理
に
も
利
用
さ
れ
だ
し
て
い
る
。

今
後
、
汚
水
処
理
業
者
に
納
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
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ニキビに悩む 10 代後半の女性が、ニ
キビ治療を得意とする皮膚科医を訪れ
た。皮膚科医は、ニキビ病変部に増え
るニキビダニ（毛包虫）を顕微鏡でみ
つけだした。
ニキビは、思春期から青年期の顔（と
くに、おでこ、ほお、口のまわり、下
あご）にできる吹き出物で、皮脂（ア
ブラ分）の多い皮膚の毛穴に炎症がお
こる病気である。ひどくなるとニキビ

跡が残ってしまうので、若い女性の悩
みとなる。原因は性ホルモン分泌によ
る皮脂分泌の増加とアクネ菌（アクネ
は医学用語でニキビのこと）といわれ
る細菌の異常増殖である。実は、病変
部の毛穴では、ニキビダニ（毛包虫）
と称される小さなダニも増えている。
ニキビダニが増えるのは、彼らが大好
きな皮脂がたっぷりと供給されるから
で、ダニがニキビの原因ではない。

▶ 名前　ニキビダニ（毛包虫）

▶ 感染場所　皮脂腺が豊富な毛穴（とくに顔面）

▶ 大きさ　体長：0.2 ～ 0.3ミリ

▶ 病名　尋常性ざ瘡＝ニキビ（毛包虫症）

▶ 症状　吹き出物

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

じっと棲みついているのでふつうは無害

▶ 予防法　

だれでももっているので、予防する必要はない

▶ 治療法　ニキビの治療

大人の寄生率は 100％ !?
皮脂の多い毛穴に棲む小さな小さなニキビダニ

ニキビダニ（毛包虫）

No.

Case

ClassificatioinnName

ニキビダニの顕微鏡写真（左：

毛穴から押し出されたダニ３匹、

右：顔の毛嚢に寄生するダニの

ヘマトキシリン・エオジン染色）。

短い４対の脚をもつ目にみえな

いダニである

Photo Data
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ニ
キ
ビ
ダ
ニ
の
感
染
経
路

ニ
キ
ビ
ダ
ニ
（
毛
包
虫
）
は
、
体
長
が
０
・
２
～
０
・
３
ミ
リ
の
小
型
の
ダ
ニ
で
、
ウ
ジ
虫
様
で
細
長

く
、
短
い
脚
が
４
対
（
８
本
）
あ
る
。
鼻
、
ま
ぶ
た
、
耳
の
穴
な
ど
の
皮ひ

脂し

腺せ
ん

の
豊
富
な
毛
穴
に
そ
っ
と

寄
生
す
る
。

ニ
キ
ビ
ダ
ニ
は
、
毛
穴
（
毛も

う

包ほ
う

）
の
中
で
卵
を
産
み
、
幼
虫
、
第
1
若
虫
、
第
２
若
虫
を
経
て
成
虫
に

な
り
、
一
生
を
過
ご
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
は
２
週
間
程
度
で
あ
る
。
皮
脂
分
泌
が
増
加
し
た

毛
穴
に
、
細
菌
（
ア
ク
ネ
菌
＝
ニ
キ
ビ
菌
）
の
二
次
感
染
が
お
こ
る
と
ニ
キ
ビ
に
な
る
。
大
人
の
ダ
ニ
寄
生

率
は
１
０
０
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ニ
キ
ビ
に
は
必
ず
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
が
い
る
が
、
ニ
キ
ビ
の
な
い
毛
穴

に
も
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
が
し
ば
し
ば
棲
み
つ
い
て
い
る
。
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
は
ニ
キ
ビ
の
原
因
で
は
な
い
。

鼻
の
毛
穴
を
押
さ
え
る
と
、
白
っ
ぽ
い
皮
脂
が
出
て
く
る
の
を
体
験
し
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

を
顕
微
鏡
で
み
る
と
、
虫
体
が
観
察
で
き
る
。
こ
う
し
て
押
し
だ
さ
れ
た
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
と
顔
の
毛
嚢
に

寄
生
す
る
顕
微
鏡
写
真
を
図
に
示
す
。
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ダ
ニ
が
い
て
も
、
普
段
は
何
の
悪
さ
も
し
な
い
の
で
ご
安
心
を
。
つ
ま
り
、
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
は
人
の
常

在
性
微
生
物
な
の
だ
。
人
以
外
に
も
、
犬
や
猫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
に
固
有
の
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
の
寄
生

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
動
物
の
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
は
人
に
は
寄
生
し
な
い
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
に
使
わ
れ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
顔
に
塗
る
と
、
虫
体
数
が
ど
っ
と
増
え

る
。
ス
テ
ロ
イ
ド
が
皮
膚
の
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を

顔
の
皮
膚
に
塗
り
つ
づ
け
る
と
、
皮
膚
が
萎
縮
し
て
赤
ら
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
作

用
の
強
い
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
顔
に
塗
る
こ
と
は
ご
法
度
だ
。
ス
テ
ロ
イ
ド
を
顔
に
塗
っ
た
あ
と
で
き

る
〝
酒し

ゅ

さ
〟
と
い
う
鼻
の
頭
が
赤
く
な
る
皮
膚
病
で
は
、
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
が
悪
さ
を
し
て
い
る
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ニ
キ
ビ
ダ
ニ
は
い
な
い
。
親
や
ま
わ
り
の
大
人
が
接
触
し
、
皮
膚

同
士
が
触
れ
あ
っ
た
と
き
に
感
染
す
る
。
毛
穴
の
外
に
で
て
周
囲
を
う
ろ
つ
く
第
２
若
虫
が
、
素
早
く

赤
ち
ゃ
ん
に
接
触
感
染
す
る
。
ダ
ニ
が
接
触
感
染
す
る
可
能
性
の
い
ち
ば
ん
高
い
行
為
は
、
お
そ
ら
く
、

お
と
う
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
脂
ぎ
っ
た
顔
を
赤
ち
ゃ
ん
に
ス
リ
ス
リ
す
る
と
き
だ
ろ
う
。
赤
ち
ゃ

ん
を
本
当
に
か
わ
い
い
と
思
う
な
ら
、
将
来
ニ
キ
ビ
で
悩
ま
せ
な
い
よ
う
、
む
や
み
に
ス
リ
ス
リ
す
る

の
は
少
し
慎
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
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手術で切除された 60 代男性調理師の
肺に、小さなダニが付着していた。肺
切除の目的は肺がんだった。チリダニ
類による寄生、肺ダニ症の合併が疑わ
れ、筆者は担当の病理医から相談を受
けた。肺ダニ症はサルで有名だが、人
ではほとんど報告がない。もし本物な
ら、世界で第２例目の貴重な症例とな
る。
貴重な症例の標本をみるため、急いで

顕微鏡をのぞいた。すると、0.2 ～ 0.4
ミリ大と超小型のダニたちは、肺の表
面と肺を覆う胸膜（肋膜）のすぐ内側
の肺組織の一部に限って観察された。
一部、ダニの短い脚の断面も観察され
た。

▶ 名前　チリダニ

▶ 存在場所　ハウスダスト（ほこり）、絨毯、布団	

など家庭内のいたるところ

▶ 大きさ　0.2 ～ 0.4ミリ

▶ 病名　偽肺ダニ症（人工産物であり、病気でない）

つまり、本物の病気ではない！

▶ 症状　なし（そもそもチリダニは人に寄生しない）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　皆無

▶ 予防法　不要

▶ 注意点　ふつうの掃除機はチリダニを部屋にまき

散らす。布団類の日光消毒は有効

身のまわりに棲みつく目にみえないダニ
粉製品の中で増えて、アレルギー発症も

チリダニ
No.

Case

ClassificatioinnName

図　チリダニの幼生。0.2 ミリ大

で、脚が 3 対みられる。ダニの

成虫は脚が 4 対ある

Photo Data
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ほ
こ
り
の
中
に
は
小
さ
な
ダ
ニ
が
い
っ
ぱ
い

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
手
術
で
切
除
し
た
肺
を
誤
っ
て
床
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

病
院
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
肺
を
落
下
さ
せ
て
は
い
な
い
と
の
こ
と
。
そ
れ
な
ら
、
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
タ

オ
ル
の
上
に
不
用
意
に
肺
を
置
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
チ
リ
ダ
ニ
は
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
が
大
好
き
で
、

部
屋
の
ど
こ
に
で
も
い
る
厄
介
者
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
チ
リ
（
ほ
こ
り
）
の
中
は
微
小
な
ダ
ニ
だ
ら
け

な
の
だ
。

以
前
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
。
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
さ
れ
た
胃
粘
膜
の
２
ミ
リ
大
の
生
検
組
織
を
、
検

体
処
理
し
よ
う
と
し
た
臨
床
検
査
技
師
が
誤
っ
て
病
理
診
断
部
門
に
あ
る
引
き
出
し
の
ほ
こ
り
の
ま
っ

た
だ
中
へ
と
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
相
談
を
受
け
た
の
で
、
検
体
を
水
で
十
分
に

洗
っ
て
か
ら
標
本
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
標
本
を
顕
微
鏡
で
の
ぞ
い
て

み
る
と
、
い
る
わ
い
る
わ
。
い
っ
た
ん
組
織
表
面
に
付
着
し
た
ダ
ニ
は
そ
う
簡
単
に
洗
い
流
せ
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
、
こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
。
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チ
リ
ダ
ニ
類
は
卵
か
ら
か
え
る
と
１
か
月
ほ
ど
で
成
虫
と
な
り
、
毎
日
１
～
２
個
産
卵
す
る
。
成
虫

の
寿
命
は
１
０
０
日
程
度
。
卵
は
成
虫
の
体
長
の
１
／
３
～
１
／
２
と
相
当
に
大
き
い
の
が
特
徴
だ
。

病
院
の
糞
便
検
査
で
チ
リ
ダ
ニ
卵
が
観
察
さ
れ
た
場
合
、
古
い
お
好
み
焼
き
粉
で
つ
く
っ
た
お
好
み

焼
き
を
食
べ
た
可
能
性
が
高
い
。
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
も
同
様
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

こ
う
し
た
粉
類
は
、
賞
味
期
限
を
無
視
し
て
長
期
間
常
温
保
存
し
て
い
る
間
に
、
家
庭
内
で
畳
や
絨

毯
に
棲
み
つ
い
て
い
る
コ
ナ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ
ニ
（
チ
リ
ダ
ニ
属
）
や
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
（
コ
ナ
ダ
ニ
属
）
が
、
粉

の
中
で
恐
ろ
し
い
数
ま
で
に
仲
間
を
増
や
す
。
こ
れ
ら
お
好
み
焼
き
や
パ
ン
ケ
ー
キ
の
素
は
、
小
麦
粉

に
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
分
が
添
加
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ニ
に
と
っ
て
と
て
も
居
心
地
が
い
い
環
境
な
の
だ
。
そ

し
て
、
こ
れ
が
お
好
み
焼
き
ア
レ
ル
ギ
ー
、
す
な
わ
ち
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る
。〝
パ
ン
ケ
ー

キ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
症
候
群
）〟
の
別
名
が
あ
る
。

ダ
ニ
を
口
に
し
な
い
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
封
を
切
っ
た
お
好
み
焼
き
粉
や
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

は
な
る
べ
く
早
く
使
い
切
る
こ
と
。
も
し
保
存
す
る
な
ら
、
再
び
し
っ
か
り
と
封
を
し
て
冷
蔵
保
存
し

て
ほ
し
い
。
ゆ
め
ゆ
め
、
常
温
保
存
し
て
、
大
量
の
ダ
ニ
を
味
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
！
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脱水状態で動けなくなった農家の 70
代女性が大学病院に担ぎ込まれた。全
身の皮膚が発赤し、頭部、四肢、腹部
の皮膚はひび割れしたかさかさの状態
で、灰色っぽい角化物で分厚く覆われ
ていた。女性は意識がもうろう状態だ
ったため、かゆみを訴えなかった。

「角
かく

化
か

型疥癬」と診断が確定するのに
数日を要した。角化型疥癬に対する経
験値が乏しかったためだ。その間に患

者を診察し看護したスタッフの多くに
院内感染が生じた。入院 1 週間後に
は 40 名を超える看護師と研修医に疥
癬が伝播した。生検された皮膚には、
表皮の角質層に多数の疥癬虫（ヒゼン
ダニ）がみいだされた。角化型疥癬

（ノルウェーで初めてみつかったため、
ノルウェー疥癬ともよばれる）では無
数の疥癬虫が増殖するため、院内感染
の元凶となる厄介な病態である。

▶ 名前　疥癬虫（ヒゼンダニ） ＊肥前の国（佐賀県）

からきたダニということではない！

▶ 感染場所　全身の皮膚（とくに柔らかい部分）

▶ 大きさ　0.2 ～ 0.4ミリ

▶ 病名　角化型疥癬（ノルウェー疥癬）

▶ 症状　強いかゆみ、皮疹（角化型疥癬では全身皮膚

が分厚く、灰色を呈する）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

角化型疥癬（ノルウェー疥癬）では重症化する

▶ 予防法　皮膚の清浄（温泉は治療効果なし）、接触

感染予防が重要

▶ 治療法　イオウ外用薬、スミスリン外用、イベルメ

クチン内服

吉田松陰がペリー艦隊に乗船拒否されたのは、
疥癬が原因 !?

疥
かい

癬
せん

虫
ちゅう

（ヒゼンダニ）

角化型疥癬

No.

Case

ClassificatioinnName

図　角化型疥癬の肉眼所見と疥

癬虫（メス成虫）の顕微鏡写真

（左上の囲み）。下肢と下腹部は

灰白色の角化物でべったりと覆

われ、角質層には無数の疥癬虫

が感染している

Photo Data
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人
か
ら
人
へ
、
寝
具
か
ら
寝
具
へ
、
性
行
為
で
も
感
染
す
る

ま
ず
、
ふ
つ
う
の
疥か

い

癬せ
ん

か
ら
説
明
し
よ
う
。
疥
癬
で
は
、
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
の
メ
ス
成
虫
が
指
の
間
、
腋

の
下
、
乳
房
の
下
部
、
下
腹
部
や
陰
部
な
ど
の
軟
ら
か
い
皮
膚
の
表
皮
の
角
質
層
に
棲
み
つ
い
て
、
卵

を
産
み
続
け
る
。
か
ゆ
み
は
夜
間
に
と
く
に
つ
よ
い
。
メ
ス
成
虫
の
体
長
は
０
・
２
ミ
リ
～
０
・
４
ミ

リ
と
小
型
で
、
短
い
四
対
の
脚
を
も
っ
て
い
る
［
図
］。
オ
ス
は
交
尾
後
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
う
。

卵
は
２
～
３
日
で
幼
虫
と
な
り
、
幼
虫
は
若
虫
を
経
て
２
週
間
ほ
ど
で
成
虫
に
な
る
。
感
染
か
ら
症

状
が
出
る
ま
で
に
、
通
常
４
～
６
週
間
か
か
る
。
か
ゆ
み
の
つ
よ
い
皮
疹
（
発
疹
）
が
多
発
し
、
水
ぶ
く

れ
が
生
じ
、「
疥
癬
ト
ン
ネ
ル
」（
ダ
ニ
の
巣
穴
）
が
肉
眼
で
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
疥

癬
は
接
触
感
染
で
人
か
ら
人
へ
、
そ
し
て
寝
具
か
ら
人
へ
と
広
が
っ
て
ゆ
く
。
潜
伏
期
間
が
長
い
た
め

に
、
こ
の
感
染
症
は
な
か
な
か
撲
滅
さ
れ
な
い
。
性
行
為
で
皮
膚
が
長
時
間
密
着
す
る
と
感
染
し
や
す

く
な
る
た
め
、
疥
癬
は
性
感
染
症
と
し
て
も
広
が
る
［
第
５
章
、
Ｐ
３
５
７
］。

治
療
に
は
、
ま
ず
衣
類
や
寝
具
の
適
切
な
管
理
・
洗
濯
・
熱
湯
消
毒
が
必
要
と
な
る
。
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ

は
熱
と
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
寝
具
類
は
50
℃
以
上
の
お
湯
に
10
分
以
上
つ
け
る
か
、
乾
燥
機
に
20
～
30
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分
か
け
れ
ば
、
ダ
ニ
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
合
宿
所
な
ど
で
は
、
畳
の
部
屋
で
雑
魚
寝
し
た

り
添
い
寝
し
た
り
す
る
と
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
ベ
ッ
ド
だ
と
、
感
染
者
の
ベ
ッ
ド
に
寝
な
い
限
り

は
、
ほ
と
ん
ど
感
染
し
な
い
。
い
っ
し
ょ
に
入
浴
し
た
だ
け
で
は
感
染
し
な
い
。

そ
し
て
、
事
例
で
紹
介
し
た
「
角か

く

化か

型
疥
癬
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
疥
癬
）」
を
説
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
重
症
型

疥
癬
で
、
エ
イ
ズ
な
ど
で
免
疫
能
が
低
下
し
た
人
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
免
疫
抑
制
剤
を
使
っ
て
い
る
人
、

全
身
衰
弱
者
に
お
こ
り
や
す
い
。
１
０
０
万
匹
以
上
の
疥
癬
虫
が
感
染
し
て
お
り
、
し
か
も
ダ
ニ
が
棲

み
つ
く
角
質
層
が
剥
が
れ
落
ち
や
す
い
た
め
に
、
非
常
に
強
い
感
染
力
を
示
す
。
患
者
と
の
短
時
間
の

接
触
や
寝
具
処
理
で
も
容
易
に
感
染
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
１
～
２
週
間
程
度
、
患
者
を
個
室
に
隔

離
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
常
の
疥
癬
で
は
寄
生
し
な
い
頭
部
や
耳
た
ぶ
に
も
病
変
が
生
じ
る
。
寄
生
す

る
ダ
ニ
の
数
が
あ
ま
り
に
多
い
た
め
、
接
触
後
の
潜
伏
期
間
は
数
日
と
短
い
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

か
ゆ
み
を
訴
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

院
内
感
染
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
病
院
の
中
よ
り
、
高
齢
者
介
護
施
設
の
ほ
う
が
お
こ
り
や
す
い
。
か

ゆ
み
を
訴
え
な
い
患
者
の
多
い
脳
外
科
病
棟
や
幼
児
保
育
施
設
で
の
集
団
発
生
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
場
合
、
感
染
源
は
角
化
型
疥
癬
の
患
者
で
あ
る
。
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コ
ラ
ム	

歴
史
を
変
え
た
疥
癬
の
話

ち
っ
ぽ
け
な
ダ
ニ
が
歴
史
を
変
え
た
話
を
紹
介
し
よ

う
。「

明
治
維
新
の
父
」
吉
田
松

し
ょ
う
陰い

ん

と
一
番
弟
子
の
金
子
重

し
げ
の

輔す
け

は
、
嘉
永
7（
１
８
５
４
）年
3
月
18
日
、
蒸
気
船
２

隻せ
き

、
帆
船
4
艘そ

う

を
率
い
る
ペ
リ
ー
艦
隊
を
追
っ
て
伊
豆

半
島
先
端
の
町
、
下
田
に
到
着
し
た
。
こ
の
と
き
２
人

は
、
瓜か

の

中う
ち

万ま
ん

二じ

、
市い

ち

木ぎ

公こ
う

太た

と
い
う
偽
名
を
使
っ
て
い

た
。彼

ら
は
横
浜
で
の
乗
船
に
失
敗
し
た
た
め
、
下
田
で

再
挑
戦
を
試
み
た
。
３
月
27
日
夜
半
、
柿
崎
弁
天
島
の

船
着
場
か
ら
漁
船
を
漕
ぎ
出
し
た
。
船
に
櫓ろ

杭ぐ
い

が
な
か

っ
た
た
め
、
フ
ン
ド
シ
で
櫓
を
縛
っ
て
漕
ぎ
、
帯
ま
で

解
い
て
よ
う
や
く
蒸
気
船
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
に
到
着
。
ペ

リ
ー
提
督
の
い
る
旗
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に
連
れ
て
行
か

れ
た
。

通
訳
で
宣
教
師
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と

必
死
の
筆
談
交
渉
を
行
な
い
、
ペ
リ
ー
に
直
接
会
っ
て

米
国
へ
の
渡
航
を
懇
願
し
よ
う
と
し
た
が
、
就
寝
中
で

許
さ
れ
な
か
っ
た
。

松
陰
と
重
輔
が
あ
え
な
く
柿
崎
海
岸
に
ボ
ー
ト
で
送

り
返
さ
れ
た
理
由
は
、「
３
月
３
日
に
日
米
和
親
条
約
を

結
ん
だ
ば
か
り
な
の
に
、
相
手
国
の
法
律
を
破
る
の
は

ま
ず
い
」
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
判
断
し
た
た
め
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
、
も
う
一
つ
理
由
が
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
松
陰
と
重
輔
は
と
も
に
疥か

い

癬せ
ん

を
患
っ
て

い
た
。
か
ゆ
み
の
つ
よ
い
こ
の
感
染
症
は
、
船
乗
り
に

は
と
て
も
悪
名
高
か
っ
た
。
と
く
に
重
輔
は
角
化
型
疥

癬
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
疥
癬
）
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
角
化

型
疥
癬
は
重
症
の
疥
癬
で
、
非
常
に
多
く
の
ダ
ニ
が
感

染
し
て
い
る
た
め
、
感
染
力
が
半
端
で
な
い
。
そ
ん
な

伝
染
性
皮
膚
疾
患
を
も
っ
た
輩や

か
らに

乗
船
さ
れ
て
は
困
る
、

と
い
う
の
が
本
音
だ
っ
た
よ
う
だ
。

２
人
は
、
裁た

っ

着つ
け

袴ば
か
ま（

旅
行
袴
）
を
つ
け
て
い
た
も
の
の
、

帯
な
し
状
態
だ
っ
た
の
で
、
皮
膚
病
変
が
お
そ
ら
く
む
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き
出
し
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

松
陰
は
、
恩
師
佐
久
間
象

し
ょ
う

山ざ
ん

か
ら
伝
授
さ
れ
た
イ
オ

ウ
散
を
治
療
薬
と
し
て
携
え
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、

下
田
に
潜
ん
で
乗
船
の
機
会
を
う
か
が
う
10
日
の
間
に

４
回
、
松
陰
は
下
田
近
く
の
蓮れ

ん

台だ
い

寺じ

温
泉
を
訪
ね
て
湯

治
し
て
い
る
。
し
か
し
、
弱
ア
ル
カ
リ
泉
の
お
湯
は
疥

癬
に
は
治
療
効
果
が
な
か
っ
た
。

歴
史
的
に
、
疥
癬
は
30
年
周
期
で
大
流
行
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
１
８
５
４
年
は
不
運
に
も
、
ち
ょ
う
ど
流

行
年
だ
っ
た
。
疥
癬
が
歴
史
を
変
え
た
、
物
語
の
一
コ

マ
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
60
年
後
の
１
９
１
５
年
に
は
「
大
正
瘡
」、

90
年
後
の
１
９
４
５
年
に
は
終
戦
後
の
大
流
行
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
１
９
７
５
年
以
降
は
、
こ
う
し
た
周
期

性
は
な
く
な
っ
た
が
、
か
ゆ
み
を
訴
え
な
い
高
齢
者
が

多
く
入
所
す
る
介
護
療
養
型
施
設
を
中
心
に
流
行
は
お

さ
ま
ら
な
い
。
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小学校一年生の６歳の女の子が、母親
といっしょに行った美容院で、耳の後
ろあたりの髪の毛に、アタマジラミの
卵が付着しているのを指摘された。驚
いた母親は娘を連れて、すぐに皮膚科
を受診した。女の子にかゆみなどの症
状はなかった。診断はすぐについた。
皮膚科医が顕微鏡で確認した卵を図に
示す。どうやら、マット運動が大好き
な活発な子で、体育の授業以外にも放

課後に友だちといっしょに体育館で楽
しんでいたという。皮膚科医は、家庭
内での対処法のほか、学校への指導を
行なうことになった。

▶ 名前　シラミ（アタマジラミ）

▶ 感染場所　髪の毛

▶ 大きさ	 0.5 ～ 0.8ミリ（卵）

		  2 ～ 4ミリ（成虫）

▶ 病名　アタマジラミ症

▶ 症状　ときにかゆみ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 予防法　60度以上の加熱

▶ 治療　スミスリン・シャンプー

髪の長い女の子に寄生しやすい
清潔にしていてもシラミのリスクあり

アタマジラミ（虱）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　アタマジラミの卵の顕微鏡

所見。0.8 ミリ大の楕円形の卵が

髪の毛に固着している

Photo Data



287

第 ４ 章 　 寄 生 虫 症 の 恐 怖 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー2 8 7

人
に
害
を
及
ぼ
す
シ
ラ
ミ
は
３
種
類

シ
ラ
ミ
は
〝
種
特
異
性
〟
が
高
い
た
め
、
人
の
シ
ラ
ミ
は
人
に
だ
け
寄
生
し
、
動
物
の
シ
ラ
ミ
が
人

に
寄
生
す
る
こ
と
は
な
い
。
幼
虫
か
ら
成
虫
ま
で
が
吸
血
す
る
。

人
に
シ
ラ
ミ
症
を
も
た
ら
す
シ
ラ
ミ
は
３
種
知
ら
れ
て
い
る
。
頭
髪
に
寄
生
す
る
ア
タ
マ
（
頭
）
ジ
ラ

ミ
、
衣
服
に
潜
ん
で
吸
血
す
る
コ
ロ
モ
（
衣
）
ジ
ラ
ミ
と
陰
毛
に
寄
生
す
る
ケ
（
毛
）
ジ
ラ
ミ
で
あ
る
。

前
の
２
つ
は
形
態
的
に
よ
く
似
て
お
り
、
体
長
は
２
～
４
ミ
リ
で
腹
部
が
細
長
い
。
ち
な
み
に
、
ケ

ジ
ラ
ミ
は
カ
ニ
に
似
た
ず
ん
ぐ
り
型
で
、
１
ミ
リ
程
度
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
、
現
在

で
も
、
頭
を
く
っ
つ
け
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
低
学
年
に
認
め
ら
れ
る
。
髪

の
毛
の
長
い
女
児
に
多
く
、
学
校
で
の
マ
ッ
ト
運
動
が
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
保
育
園
の
お
昼
寝

タ
イ
ム
に
う
つ
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
衛
生
状
態
の
よ
い
国
で
も
、
保
育
園
や
学
校
で
集
団
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
不
潔
だ
か
ら
感
染
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
無
用
な
差
別
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
通
常

は
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
毛
髪
に
虫
卵
が
固
着
し
て
い
る
状
態
で
気
づ
か
れ
る
。
症
状
は
軽
い
が
、
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と
き
に
か
ゆ
み
を
訴
え
る
。
卵
が
あ
る
こ
と
は
成
虫
が
い
る
何
よ
り
の
証
拠
な
の
だ
が
、
実
際
に
成
虫

を
み
つ
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
が
い
て
も
、
通
園
・
通
学
に
対
す
る
規
制
は
な
い
。
ま
た
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
（
と
ケ
ジ

ラ
ミ
）
が
他
の
感
染
症
を
媒
介
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
ご
心
配
な
き
よ
う
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
性
質
と
対
処
法

髪
の
毛
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
は
７
～
10
日
で
孵
化
し
、
幼
虫
は
３
回
脱
皮
し
て
１
～
２
週
間
で
成

虫
に
な
る
。
成
虫
の
寿
命
は
約
１
か
月
で
、
１
日
に
３
～
４
個
の
卵
を
産
み
つ
づ
け
る
。

繁
殖
力
が
高
い
の
で
、
早
期
発
見
が
重
要
で
あ
る
。
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
卵
は
０
・
５
～
０
・
８
ミ
リ

大
の
楕
円
形
で
白
っ
ぽ
い
セ
メ
ン
ト
状
物
質
で
髪
の
毛
に
し
っ
か
り
固
着
す
る
た
め
、
ク
シ
で
取
り
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
も
に
髪
の
毛
の
根
元
近
く
に
み
ら
れ
、
耳
の
後
ろ
あ
た
り
（
側
頭
部
～
後
頭
部
）

に
多
い
傾
向
が
あ
る
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
へ
の
対
処
法
と
し
て
は
、
毎
日
髪
の
毛
を
洗
い
、
細
か
い
ク
シ
で
丁
寧
に
す
く
の
が

原
則
。
ス
ミ
ス
リ
ン
・
シ
ャ
ン
プ
ー
も
有
効
だ
。
使
っ
た
タ
オ
ル
や
寝
具
は
他
の
洗
濯
物
と
分
け
て
、
60
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度
以
上
の
お
湯
に
５
分
以
上
浸
け
て
か
ら
洗
濯
す
る
。
シ
ラ
ミ
は
熱
に
弱
い
た
め
で
あ
る
。
人
形
や
カ

ー
ペ
ッ
ト
な
ど
洗
え
な
い
も
の
は
、
ポ
リ
袋
に
密
封
し
て
２
週
間
放
置
す
る
。
幼
虫
や
成
虫
は
吸
血
で

き
な
い
と
２
～
３
日
で
死
滅
す
る
が
、
卵
の
孵
化
ま
で
の
期
間
を
含
め
る
と
２
週
間
が
必
要
と
な
る
。

コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
に
つ
い
て
一
言

コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
は
毛
の
衣
服
を
用
い
る
寒
冷
地
方
に
多
く
、
か
ゆ
み
の
つ
よ
い
皮
疹
を
き
た
す
。
た

だ
し
、
卵
は
マ
イ
ナ
ス
22
℃
以
下
で
は
孵
化
し
な
い
。
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
は
発ほ

っ

疹し
ん

チ
フ
ス
、
塹ざ

ん

壕ご
う

熱
や
回

帰
熱
と
い
っ
た
怖
い
感
染
症
を
媒
介
す
る
の
で
悪
名
高
い
。
戦
前
や
戦
中
に
は
厄
介
な
ム
シ
だ
っ
た
が
、

幸
い
、
今
日
の
日
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。

実
は
40
年
ほ
ど
前
、
あ
る
行
き
倒
れ
患
者
さ
ん
の
病
理
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
死

因
は
脳
出
血
だ
っ
た
。
解
剖
を
始
め
る
前
に
体
中
に
た
か
る
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
を
看
護
師
さ
ん
が
取
り
除

い
て
い
た
。
あ
の
と
き
、
シ
ラ
ミ
を
収
集
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
病
原
体
収
集
家
で
あ
る
筆
者
は

あ
と
に
な
っ
て
後
悔
し
た
。

性
感
染
症
で
あ
る
ケ
ジ
ラ
ミ
症
に
つ
い
て
は
、
第
5
章
［
Ｐ
３
５
９
］
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
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とある注意深い 40 代の男性患者さん
が、自分の大便の中にいた２センチほ
どの “ ムシ ” を病院に持参した。
病理診断の結果、ハエの幼虫、つまり
ウジ虫と判明した。顕微鏡的に、昆虫
類の幼虫の特徴であるトゲを有する厚
い角皮、横紋筋、脂肪体、腸管、気
管・気門（呼吸孔）が確認されたから
だ。
いったいどうして、おなかの中でウジ

がわいたのだろう。「偶発的ハエウジ
症」について説明しよう。
ウジはふつう、腐肉などの生ゴミ、動
物の糞、死体に発生しやすい。２回脱
皮して３齢（終齢）幼虫となり、３齢
幼虫がそのまま（脱皮せずに）サナギ
となる。

▶ 名前　ウジ虫（蛆、マゴット）

▶ 感染場所　普通、人に寄生しない。例外的に皮膚

（海外）

▶ 大きさ　２ミリ～３センチ

▶ 病名　蝿
よう

蛆
そ

症（ハエウジ症）

▶ 症状　なし

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 予防法　不要

▶ 治療法　不要

便の中からウジ虫が見つかった！
でも、 いったいなぜ……？

ウジ虫（ハエの幼虫）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　ウジ虫の肉眼写真（左）と

顕微鏡所見（ヘマトキシリン・

エオジン染色、右）。体節の明瞭

な細長いウジ虫の頭部はとがり、

後部に気門が開く。顕微鏡的に

は、筋肉の間に「脂肪体」とよ

ばれる栄養物質を貯める臓器が

認められる（矢印）

Photo Data
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海
外
で
は
、
健
康
な
皮
膚
で
も
ハ
エ
ウ
ジ
症
の
危
険
が
！

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
大
便
の
中
に
ウ
ジ
が
み
つ
か
っ
た
場
合
、
可
能
性
は
２
つ
あ
る
。

ハ
エ
に
卵
を
産
み
つ
け
ら
れ
た
肉
を
た
ま
た
ま
食
べ
て
、
腸
の
中
で
卵
が
か
え
っ
て
ウ
ジ
に
な
っ
た

可
能
性
が
ひ
と
つ
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ニ
ク
バ
エ
科
の
ハ
エ
は
〝
卵
胎
生
（
メ
ス
の
胎
内
で
卵
を
孵
化
さ
せ

て
か
ら
産
む
）〟
の
形
で
幼
虫
を
産
む
た
め
、
排
便
直
後
の
大
便
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
ニ
ク
バ
エ
幼
虫
が
み

つ
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
ニ
ク
バ
エ
が
産
ん
だ
直
後
の
ウ
ジ
の
サ
イ
ズ
は
２
ミ
リ
程
度
な
の
で
、
こ

の
男
性
の
場
合
、
お
な
か
の
中
で
ウ
ジ
が
2
回
脱
皮
し
て
、
徐
々
に
２
セ
ン
チ
サ
イ
ズ
ま
で
育
っ
た
と

み
な
さ
れ
る
。
ウ
ジ
の
数
は
一
匹
だ
け
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
（
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
）。

こ
う
し
た
状
況
は
「
偶
発
的
ハ
エ
ウ
ジ
症
」
と
よ
ば
れ
、
病
的
な
意
味
は
な
い
。
で
も
、
本
物
の
ハ

エ
ウ
ジ
症
と
の
区
別
が
問
題
と
な
る
。

実
は
、
人
体
に
み
ら
れ
る
本
物
の
ハ
エ
ウ
ジ
症
に
は
２
つ
の
形
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
皮
膚
露
出
部

に
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
か
ら
孵
化
し
た
ウ
ジ
が
空
洞
性
病
変
（
皮
膚
に
膿
の
た
ま
る
空
洞
が
で
き
た
状
態
）
を

つ
く
る
真
性
寄
生
（
本
物
の
寄
生
）
だ
。
つ
ま
り
、
人
の
健
康
な
皮
膚
に
卵
を
産
み
つ
け
る
と
ん
で
も
な
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い
ハ
エ
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
に
み
ら
れ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
日
本
で
の

症
例
は
な
い
（
そ
ん
な
怖
い
ハ
エ
は
日
本
列
島
に
い
な
い
）。

も
う
ひ
と
つ
は
、
意
識
障
害
や
認
知
症
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
手
術
創
、
褥

じ
ょ
く

創そ
う

（
床
ず
れ
）
や
が
ん
の
壊え

死し

組
織
に
キ
ン
バ
エ
や
ニ
ク
バ
エ
が
卵
を
産
み
つ
け
る
ケ
ー
ス
だ
。
悪
臭
と
と
も
に
、
病
変
の
中
に
卵

か
ら
か
え
っ
た
ウ
ジ
虫
が
多
数
み
い
だ
さ
れ
る
。
夏
季
の
腐ふ

乱ら
ん

死
体
に
ウ
ジ
虫
を
認
め
る
こ
と
は
決
し

て
ま
れ
で
な
い
。
ハ
エ
は
目
に
卵
を
産
み
つ
け
や
す
い
の
で
タ
チ
が
悪
い
。

参
考
ま
で
に
、
昆
虫
食
に
つ
い
て
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
し
よ
う
。「
昆
虫
食
」
は
ア
ジ
ア

で
と
く
に
好
ま
れ
、
タ
イ
の
市
場
に
行
く
と
驚
く
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫
た
ち
が
ザ
ル
の
上
に
並
べ
て

売
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
コ
オ
ロ
ギ
が
人
気
ら
し
い
。
な
ん
と
、
食
用
ウ
ジ
虫
養

殖
キ
ッ
ト
「Farm

 432

」
な
る
も
の
も
市
販
さ
れ
て
い
る
。
開
発
し
た
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
る
。

昆
虫
類
に
は
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
（
糖
原
）
と
脂
肪
に
富
む
栄
養
分
を
貯
蔵
す
る
臓
器
、「
脂
肪
体
」
が

豊
富
で
あ
る
［
図
参
照
］。
哺
乳
類
な
ど
脊
椎
動
物
の
肝
細
胞
と
脂
肪
細
胞
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
「
脂
肪

体
」
は
、
と
く
に
幼
虫
に
多
い
。
日
本
の
伝
統
的
な
昆
虫
食
で
あ
る
ハ
チ
の
子
が
、
栄
養
豊
富
で
お
い

し
い
理
由
で
あ
り
、
イ
ナ
ゴ
の
佃

つ
く
だ

煮に

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
含
量
が
特
別
に
多
い
理
由
で
も
あ
る
。
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節 足 動 物
⑦31

70 代の男性が、夕方に口をすすぐと、
毎回数匹の “ ムシ ” が出てくる、と病
院を訪れた。朝方には出ないという。
それ以外に、熱や痛みなど特別な症状
はない。
その病院に勤める病理医から相談を受
け、ムシを筆者まで宅配してもらった。
黒っぽい５ミリほどのボウフラのよう
な幼虫が、水の中で３匹、活発に動い
ていた。体中を細く鋭い毛のような突

起で覆われた黒い幼虫だった（図）。
国立感染症研究所にムシを送って相談
したところ、このムシはオオチョウバ
エの第３期幼虫と同定された。
チョウバエはガに似た「コバエ」の仲
間である。日本のチョウバエは吸血し
ないが、熱帯地方に分布するサシチョ
ウバエ（大きさ２～３ミリ）は吸血性
で、リーシュマニア症（P174、177）を
媒介する。

▶ 名前　オオチョウバエの幼虫

▶ 棲息場所　便所や下水

▶ 大きさ	 4 ～ 5ミリ（成虫）

		  幼虫も5ミリ程度

▶ 病名　病気ではない

▶ 症状　なし

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 予防法　不要

▶ 治療法　不要（イソジンガーグル？）

※コバエの仲間にはチョウバエのほか、目が赤くア

ルコールが大好きなショウジョウバエがいる。シ

ョウジョウバエは生物学の実験に欠かせない

口の中からオオチョウバエの幼虫が！
人の口の中に産卵か !?

オオチョウバエの幼虫
No.

Case

ClassificatioinnName

図　水の中で活発に泳ぐ黒く毛

の生えた幼虫。オオチョウバエ

の 第 3 期 幼 虫 ( 体 調 5 ミ リ ) だ

った

Photo Data
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一
度
に
２
０
０
個
を
産
卵
す
る
オ
オ
チ
ョ
ウ
バ
エ

オ
オ
チ
ョ
ウ
バ
エ
の
成
虫
は
４
～
５
ミ
リ
大
で
、
灰
黒
色
の
翅は

ね

が
ハ
ー
ト
型
を
示
す
（
Ｐ
１
７
４
、
Ｐ 

１
７
７
に
紹
介
し
た
チ
ョ
ウ
バ
エ
の
仲
間
、
サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
は
２
～
３
ミ
リ
大
と
よ
り
小
型
）。
産
卵
数
は
２
０
０
個

と
い
わ
れ
、
卵
か
ら
か
え
る
と
約
２
週
間
の
幼
虫
期
間
を
経
て
蛹さ

な
ぎに

な
る
。
蛹
の
期
間
は
３
～
４
日
で
、

蛹
か
ら
成
虫
に
な
る
。
卵
か
ら
成
虫
に
な
る
ま
で
に
20
日
ほ
ど
を
要
し
、
成
虫
に
な
っ
て
か
ら
の
寿
命

は
１
～
２
週
間
で
あ
る
。

成
虫
は
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ
や
下
水
の
ヘ
ド
ロ
な
ど
、
湿
っ
て
汚
れ
の
あ
る
場
所
に
産
卵
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
、〝
便
所
バ
エ
〟
と
も
よ
ば
れ
る
。
ゴ
キ
ブ
リ
さ
え
も
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
場
所
に
発
生

す
る
の
で
、「
最
後
の
害
虫
」
の
名
も
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
患
者
さ
ん
が
口
を
開
け
て
眠
っ
て
い
る
隙
に
、
オ
オ
チ
ョ
ウ
バ
エ
に
卵
を
産
み

つ
け
ら
れ
、
口
の
中
の
ど
こ
か
で
、
す
で
に
２
回
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

口
の
中
に
そ
れ
ほ
ど
汚
れ
た
場
所
が
あ
る
と
は
、
私
は
て
っ
き
り
、
こ
の
患
者
さ
ん
は
認
知
症
を
患
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っ
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
担
当
病
理
医
に
確
認
し
た
。
答
え
は
ま
っ
た
く
意
外
だ
っ
た
。
実
は
、
こ
の

患
者
さ
ん
は
そ
の
病
院
の
元
院
長
で
、
今
で
も
外
来
診
療
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
認
知
症

は
な
く
、
本
人
は
口
腔
内
病
変
を
否
定
し
た
。

し
か
し
、
大
き
な
虫
歯
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
口
腔
内
の
へ
こ
み
な
ど
、
オ
オ
チ
ョ
ウ
バ
エ
が
好
む
湿
っ
た

環
境
が
口
の
中
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
歯
科
や
耳
鼻
科
で
精
査
し
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
う

が
い
薬
の
イ
ソ
ジ
ン
ガ
ー
グ
ル
（
褐
色
の
効
き
そ
う
な
味
の
あ
る
液
体
）
で
う
が
い
を
続
け
、
首
尾
よ
く
治
っ

た
そ
う
だ
。
連
日
の
排
出
で
、
さ
す
が
に
子
だ
く
さ
ん
の
幼
虫
た
ち
も
、
自
然
枯
渇
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
ど
う
や
ら
、
幼
虫
が
蛹
を
経
て
成
虫
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

相
手
が
元
病
院
長
だ
っ
た
だ
け
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
検
査
を
か
な
り
遠
慮
し
た
よ
う
で
、
結
局
、
幼

虫
が
口
の
中
の
ど
こ
で
育
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
。
こ
う
し
た
事
例
の
調
査
探
偵
団
長
で
あ

る
筆
者
と
し
て
は
、
大
い
に
残
念
だ
っ
た
。
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コ
ラ
ム	

尿
に
み
つ
か
っ
た　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ル
ガ
タ
ワ
ム
シ
の
謎

早
期
膀
胱
が
ん
を
治
療
中
の
60
代
男
性
か
ら
尿
の
細

胞
診
断
が
行
な
わ
れ
た
。
な
ん
と
、
動
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
と
お
ぼ
し
き
、長
さ
０
・
１
～
０
・
２
ミ
リ
の
見
慣

れ
な
い
生
き
物
が
顕
微
鏡
下
に
多
数
観
察
さ
れ
た
（
図
）。

淡
水
産
の
ヒ
ル
ガ
タ
ワ
ム
シ
だ
っ
た
。
い
っ
た
い
、
ど

う
し
て
尿
か
ら
ワ
ム
シ
が
で
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

結
論
は
こ
う
だ
。
こ
の
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
た
ち

は
膀
胱
に
感
染
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
尿

に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
採

尿
室
で
十
分
な
尿
が
で
な
か
っ
た
の
で
、
患
者
さ
ん
が

花
び
ん
や
水
槽
の
水
を
尿
に
つ
け
足
し
た
の
だ
ろ
う
。

ワ
ム
シ
は
輪
形
動
物
の
一
種
。
ヒ
ル
ガ
タ
ワ
ム
シ
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
ヒ
ル
の
よ
う
に
体
を
伸
張
・
収
縮
さ

せ
て
運
動
す
る
。
水
草
な
ど
が
繁
茂
し
た
少
水
量
の
水

た
ま
り
に
好
ん
で
生
息
す
る
。
花
び
ん
や
水
槽
に
も
棲

み
つ
い
て
い
る
。
乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、「
乾
眠
」

（
ク
リ
プ
ト
ビ
オ
ー
シ
ス
）
と
い
わ
れ
る
無
代
謝
状
態
に
な

る
点
や
オ
ス
が
存
在
し
な
い
点
（
絶
対
的
単
為
生
殖
）
も

ヒ
ル
ガ
タ
ワ
ム
シ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
メ
ス
の
み

で
数
千
万
年
を
生
き
延
び
て
き
た
、
生
物
学
者
を
わ
く

わ
く
さ
せ
る
神
秘
に
満
ち
た
こ
の
小
さ
な
生
物
が
、
と

き
に
病
理
医
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。図　尿中にみつかったヒルガタワムシ

（パパニコロウ染色像）。ワムシは小さい
頭部、左右対称性の壷型の胴部と、後方に
伸びる尾部をもっている
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２
部　

病
理
標
本
が
語
る
感
染
症
ス
ト
ー
リ
ー

驚
き
の

性
感
染
症
の
巻

第 5 章

最
後
は
性
感
染
症
で
す
。
人
の
日
常
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
行
為
に
よ
る
感
染
症
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
本
書
の
中
で
も
い
ち
ば
ん

教
訓
的
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

真
菌（
カ
ビ
）、
原
虫
、
節
足
動
物
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
病
原
体
が
登
場
し
ま
す
。

性
感
染
症
の
多
様
性
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
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性 感 染 症
①1

70 代の農家の主婦が、子宮がん検診
を受けた。子宮腟部から綿棒でこすり
とられた子宮腟部擦過細胞診標本には、
閉経後であることを示す萎縮性（老人
性）腟炎の所見がみられた。そして、
その中に精虫が混じっていた。
精虫の数はそれほど多くない。前夜に
交わされた、高齢者同士の性行為が想
像された。萎縮性腟炎では腟内が乾燥
するため、ふつう、性行為を潤滑にす

る分泌液の量が激減している。
細胞診標本はウソをつかない。究極の
プライバシーもお見通し。まず、感染
症でない事例の紹介です。

※感染症の本なので、ここでは精子の
代わりに、「精虫」の語を使わせても
らった。

細胞診標本に発見された精子
70 代、80代 にも精子の泳ぐ姿が！

子宮腟部の細胞診標本
No.

Case

ClassificatioinnName

図　子宮頸部擦過細胞診にみら

れた精子（パパニコロウ染色、

楕円形の頭部と細長い尾部が確

認される）。この標本は若い女性

のものだが、オレンジに染まる

大きな細胞（扁平上皮細胞）は

ホルモン分泌が盛んな証拠

Photo Data

受精・妊娠のしくみ

1．セックスすると、女性の膣に精液が射精される
　▶ 精子の数は1回あたり1 〜 4億個
　▶ 細長い精子の長さは60ミクロン（0.06ミリ）
　▶ 卵子の大きさは100ミクロン（0.1ミリ）

2．精子は子宮の中を上行して卵管に入り込む
　▶ 卵管の中に到達する精子は数百個だけ

3．卵管の中でいちばん早かった精子と卵子が結合する
（受精）
　▶ 受精卵はバリアをつくり、次の精子を受けつけない
　▶ 生存期間は卵子が排卵日から1日、精子が3日

4．受精卵は核分裂しながら卵管から子宮へと移動する
　▶ 受精卵は卵管上皮の線毛運動によって運ばれる

5．受精卵が子宮内膜に着床すると妊娠が成立する
　▶ 着床までに要する期間は約1週間
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子
宮
膣
部
の
細
胞
標
本

あ
る
と
き
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
80
代
女
性
の
細
胞
診
標
本
に
、
多
数
の
精
子
（
精
虫
）
を
発
見

し
た
。
年
齢
の
間
違
い
？　

あ
る
い
は
標
本
の
取
り
違
え
だ
と
大
変
だ
と
思
い
、
す
ぐ
に
担
当
医
に
電

話
し
て
確
認
し
た
。

「
年
齢
？　

正
し
い
で
す
よ
。
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
」

検
診
で
は
、
健
康
な
人
が
一
度
に
た
く
さ
ん
訪
れ
る
た
め
、
流
れ
作
業
の
よ
う
に
な
り
が
ち
な
仕
事

で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
特
定
の
女
性
を
覚
え
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
跡
的
と
い
え
る
。
よ
ほ
ど
印
象
的

な
若
々
し
い
80
代
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

婦
人
科
検
診
用
の
細
胞
診
標
本
は
、
提
示
し
た
70
代
女
性
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
子
宮
腟
部
の
粘
膜

表
面
か
ら
細
胞
を
綿
棒
や
ヘ
ラ
な
ど
で
こ
す
り
と
っ
て
く
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
細
胞
診
は
が
ん
や

前
が
ん
病
変
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
予
備
調
査
）
の
目
的
で
行
な
わ
れ
る
。
標
本
の
中
に
は
、
そ
の
患
者

さ
ん
自
身
の
細
胞
（
扁
平
上
皮
細
胞
や
白
血
球
）
だ
け
で
な
く
、
常
在
菌
で
あ
る
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
桿
菌
（
乳
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酸
桿
菌
）
や
性
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
病
原
体
の
ほ
か
、
精
子
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
前
夜

の
性
生
活
が
如
実
に
標
本
の
上
に
現
わ
れ
る
。

精
子
は
、
そ
の
特
徴
的
な
形
態
（
丸
い
頭
と
細
長
い
し
っ
ぽ
）
か
ら
、
顕
微
鏡
下
で
容
易
に
認
識
で
き
る

［
図
］。
生
き
の
い
い
精
子
だ
け
で
な
く
、
だ
い
ぶ
傷
ん
で
い
る
姿
を
み
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合

は
前
夜
で
な
く
、
も
う
少
し
前
の
性
行
為
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
性
行
為
か
ら
の
時
間
と
精
子

形
態
の
保
存
と
の
関
連
性
を
研
究
し
た
論
文
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
な
い
）。

精
子
発
見
率
が
い
ち
ば
ん
高
い
の
は
40
～
50
代

閉
経
後
女
性
の
子
宮
頸
部
擦
過
細
胞
診
標
本
に
精
子
が
み
ら
れ
る
頻
度
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
避

妊
の
た
め
に
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
必
要
が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
前
夜
の
性
生
活
の
実
態
が

正
確
に
反
映
さ
れ
る
。
60
代
女
性
の
腟
内
に
み
ら
れ
る
精
子
は
日
常
的
だ
し
、
右
に
紹
介
し
た
ケ
ー
ス

の
よ
う
に
、
70
代
や
80
代
で
も
と
き
ど
き
み
か
け
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
子
宮
頸
部
擦
過
細
胞
診
を
利
用
し
た
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
病
理
診
断
部
門
に

課
さ
れ
た
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
細
胞
検
査
士
の
資
格
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師
が
下
見
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
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グ
）
を
し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
細
胞
診
専
門
医
が
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
し
く
み
で
あ
る
。
日
本
人
の

検
診
受
診
率
は
欧
米
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
低
い
。
一
般
に
、
検
診
の
要
精
査
率
（
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ

る
割
合
）
は
１
・
１
％
、
が
ん
発
見
率
は
０
・
14
％
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
圧
倒
的
大
部
分
は
正
常
で

あ
り
、
日
常
業
務
と
し
て
は
単
調
な
作
業
と
い
え
る
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
に
際
し
て
、
そ
の
単
調

さ
ゆ
え
に
〝
見
逃
し
率
〟
が
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
細
胞
検
査
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
つ
た
め
に
、
と
あ
る
農
協
病
院
で
、
検
診
の
細
胞
標
本
の
中
に
精
子
が
み
つ
か
る
割
合
の
統
計
を
と

っ
て
み
た
。

対
象
者
の
多
く
は
健
康
な
農
家
の
主
婦
で
あ
る
。
２
年
間
継
続
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
精

子
発
見
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
40
～
50
代
。
検
査
前
日
で
も
コ
ン
ド
ー
ム
な
し
の
性
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
だ
っ
た
。
よ
り
若
い
年
代
は
検
診
率
が
低
い
の
だ
が
、
精
子
発
見
率
も
低
い
。
検

査
前
日
は
性
行
為
を
控
え
る
か
、
き
ち
ん
と
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
ど
こ
に
も
公
表
し
て
い
な
い
秘
密
の
デ
ー
タ
で
し
た
。
そ
し
て
、
感
染
症
で
な
い
話
で
し
た

（
精
子
は
病
原
体
で
は
な
い
。
女
性
の
味
方
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
で
も
、
女
性
の
敵
に
な
る
こ
と
も
あ
る
？
）。
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頻度の高い腟感染症の話を紹介しよう。
ここでの主役はガードナー菌（膣ガル
ドネレラ）である。
成熟期（性熟期）の女性の腟内には、
粘膜細胞（重層扁平上皮）に含まれる
グリコーゲンを原料として乳酸をつく
るデーデルライン桿

かん

菌
きん

とよばれる乳酸
桿菌が常在して、腟内を適度な酸性

（pH 3.5 ～ 4.5）に維持している。桿
菌とは、細長い形をした細菌のこと。

この常在性桿菌の働きが腟内を健康に
保ち、病原菌の増殖を防いでいる。
このデーデルライン桿菌の数が激減し、
他種の細菌が腟内に増加することで発
症するのが「細菌性腟炎」だ。細菌性
膣症とよばれることもある。モビルン
カスやアトポビウムといった嫌気性菌
が原因となることもある。臭いのする
おりものが増えるのが特徴で、女性に
とって切実な問題となる。

▶ 名前　ガードナー菌（腟ガルドネレラ）

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　1 ～ 1.5ミクロン（小型の桿菌）

▶ 棲息場所　腟内

▶ 感染した場合の病名　細菌性腟炎

▶ 症状　外陰部の刺激、かゆみ、痛み、生臭くて酸っ

ぱい臭いのするおりもの。ただし、感染者の７割は

無症状

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 弱点　酸素

▶ 治療法　抗菌剤（経口、腟内クリーム）

腟内は適度な酸性維持が大切、
アルカリ性に傾くと細菌性腟炎の感染リスクが増す

ガードナー菌
No.

Case

ClassificatioinnName

図　子宮頸部細胞診にみられる

細菌（パパニコロウ染色）。左は

正常のデーデルライン桿菌（大

型の乳酸桿菌：矢印）、右は細菌

性腟炎にみられるガードナー菌

（小型の桿菌が扁平上皮細胞の上

に密集：矢頭）

Photo Data
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お
り
も
の
が
増
え
、
生
臭
く
酸
っ
ぱ
い
臭
い
が
し
た
ら
婦
人
科
へ

細
菌
性
腟
炎
（
細
菌
性
腟
症
）
の
お
も
な
原
因
菌
と
な
る
の
が
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
菌
（
腟
ガ
ル
ド
ネ
レ
ラ
）
だ
。

酸
素
を
嫌
う
小
さ
な
桿
菌
で
、
そ
の
動
き
は
鈍
い
。

ガ
ー
ド
ナ
ー
菌
が
感
染
す
る
と
、
お
り
も
の
が
増
え
、
白
色
あ
る
い
は
黄
色
を
帯
び
て
濁
り
、
生
臭

く
て
酸
っ
ぱ
い
臭
い
を
発
す
る
。
臭
い
は
月
経
後
に
増
す
。
外
陰
部
の
刺
激
症
状
、
性
行
為
後
の
お
り

も
の
量
の
増
加
、
か
ゆ
み
や
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
痛
み
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
腟

分
泌
物
の
酸
っ
ぱ
い
味
や
臭
い
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
、
来
院
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

感
染
性
腟
炎
で
は
、
酸
性
で
あ
る
べ
き
腟
内
が
ア
ル
カ
リ
性
方
向
に
傾
き
、
pH
４
・
５
を
超
え
る
。
た

だ
し
、
感
染
者
の
７
割
は
無
症
状
で
あ
る
。
細
菌
性
腟
炎
は
妊
婦
の
２
割
ほ
ど
に
み
ら
れ
、
早
産
の
原

因
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
妊
娠
16
週
以
前
に
細
菌
性
腟
炎
に
感
染
し
て
い
る
妊
婦
の
早
産
率
は
、

非
感
染
者
の
５
倍
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

腟
粘
膜
の
酸
性
度
を
低
下
さ
せ
る
要
因
が
あ
る
と
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
る
。

月
経
直
前
・
月
経
中
あ
る
い
は
妊
娠
中
に
は
、
ホ
ル
モ
ン
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
酸
性
度
が
低
下
し
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や
す
い
。
頻
繁
な
腟
洗
浄
や
殺
精
子
剤
の
使
用
、
さ
ら
に
精
液
自
体
も
酸
性
度
を
低
下
さ
せ
る
。
そ
の

た
め
、
月
経
中
に
性
交
渉
を
す
る
と
、
細
菌
性
腟
炎
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
頻
繁
に
性
交
渉

を
し
て
い
る
場
合
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
（
pH 

７
・
２
～
７
・
８
）
の
精
液
に
よ
っ
て
腟
内
が
中
和
さ
れ
細
菌
性

腟
炎
を
お
こ
し
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
論
文
も
あ
る
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

ガ
ー
ド
ナ
ー
菌
の
感
染
経
路
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い

細
菌
性
腟
炎
は
、
他
種
の
性
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
人
や
、
複
数
の
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い

る
人
、
子
宮
内
避
妊
具
（
Ｉ
Ｕ
Ｄ
）
を
挿
入
し
て
い
る
人
に
多
い
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
自
体
は
性

感
染
症
で
は
な
く
、
一
種
の
「
菌
交
代
現
象
」
で
あ
る
［
Ｐ
０
６
２
参
照
］。
で
も
、
性
行
為
が
な
け
れ
ば
細
菌

性
腟
炎
は
生
じ
な
い
。
生
理
用
タ
ン
ポ
ン
を
腟
内
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
人
に
感
染
症
が
多
い
の
は
、

あ
る
意
味
当
然
で
あ
る
。
一
般
に
、
異
物
が
あ
る
と
病
原
菌
が
定
着
し
や
す
く
、
感
染
症
が
お
こ
り
や

す
い
か
ら
だ
。

一
方
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
人
、
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
人
だ
け
の
人
に
も
細
菌
性
腟
炎
は
生
じ
る
。

ガ
ー
ド
ナ
ー
菌
の
感
染
経
路
は
ま
だ
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
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カンジダ性腟炎（腟カンジダ症）は、
カンジダ・アルビカンスとよばれるカ
ビ（真菌）の感染症である。
カンジダ・アルビカンスは皮膚の表面
や口の中、大腸の常在菌だが、腟に感
染すると、カッテージチーズのような
白いかたまり状のおりものと強いかゆ
みや灼熱感がもたらされる。外陰部が
赤く腫れることもある。
性行為によって感染することが多いの

で、性感染症の一つにあげられる。腟
の常在菌であるデーデルライン桿菌

（乳酸桿菌）は消失する。
カンジダにはいろいろな種類が知られ
ているが、カンジダ・アルビカンスが
いちばん頻度が高く、病原性が強い。

▶ 名前　カンジダ・アルビカンス

▶ 原因　性交渉（糖尿病、肥満、妊娠、抗生物質投与）

▶ 大きさ　10 ～ 100ミクロン（酵母型と偽菌糸型）

▶ 棲息場所　皮膚の表面、口の中、大腸（常在菌）

▶ 感染した場合の病名　

カンジダ性腟炎（腟カンジダ症）

▶ 症状　外陰部の刺激、かゆみ、カッテージチーズの

ような白いおりもの

▶ 殺傷能力（獰猛度）　腟炎では死ねない。全身に感

染すると死亡率が高い

▶ 予防法　難しい

▶ 治療法　抗真菌薬(腟錠)を1 ～ 2週間投与

普段おとなしいカンジダ菌は、
免疫力が衰えると増殖して腟炎を発症

カンジダ・アルビカンス
No.

Case

ClassificatioinnName

図　 カ ン ジ ダ 性 腟 炎 の 細 胞 像

（竹の節のように長くのびるカン

ジダ・アルビカンスの菌糸を矢

印で示す）。正常のデーデルライ

ン桿菌は消失している

Photo Data
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抗
生
物
質
の
乱
用
は
、
カ
ン
ジ
ダ
性
腟
炎
の
原
因
に

カ
ン
ジ
ダ
性
腟
炎
は
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
と
発
症
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
、
肥
満
、
糖

尿
病
に
合
併
し
や
す
い
。
薬
剤
（
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、
抗
が
ん
剤
）
や
病
気
（
エ
イ
ズ
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
投
与
）
に
よ

っ
て
免
疫
系
の
働
き
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
人
に
は
と
く
に
発
症
し
や
す
い
。

抗
生
物
質
の
乱
用
は
、
カ
ビ
の
増
殖
を
抑
え
て
い
る
常
在
菌
（
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
桿
菌
）
を
減
少
さ
せ
て

し
ま
う
た
め
、
腟
炎
が
発
症
し
や
す
く
な
る
。

カ
ン
ジ
ダ
な
ど
の
病
原
体
が
、
普
段
お
と
な
し
く
し
て
い
る
の
は
、
体
に
備
わ
っ
た
防
御
系
シ
ス
テ

ム
が
、
病
原
体
の
過
剰
な
増
殖
を
抑
え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
防
御
系
シ
ス
テ
ム
が
弱
ま
る
と
、
普

段
お
と
な
し
い
菌
が
増
殖
し
始
め
る
。
こ
う
い
う
病
態
は
「
日ひ

和よ
り

見み

感
染
」
と
よ
ば
れ
る
。

男
性
の
ペ
ニ
ス
（
亀
頭
部
）
に
カ
ン
ジ
ダ
感
染
が
お
き
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

そ
ろ
っ
て
治
療
し
な
い
と
完
治
は
難
し
い
。
お
互
い
が
感
染
源
と
な
る
「
ピ
ン
ポ
ン
感
染
」（
ピ
ン
ポ
ン

の
よ
う
に
男
女
間
で
う
つ
し
あ
う
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
）
が
生
じ
る
か
ら
だ
。
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カ
ン
ジ
ダ
は
あ
ち
こ
ち
に
潜
ん
で
い
る
の
で
予
防
は
困
難

カ
ン
ジ
ダ
性
腟
炎
の
細
胞
診
標
本
で
は
、
グ
リ
ー
ン
を
背
景
に
、
赤
み
が
か
っ
た
細
長
い
菌
糸
を
の

ば
す
カ
ビ
の
姿
が
確
認
さ
れ
る
［
図
］。
細
胞
診
に
用
い
ら
れ
る
パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ
染
色
は
グ
リ
ー
ン
を
基
調

と
し
た
美
し
い
染
色
で
あ
る
。
標
本
に
は
、
カ
ビ
に
さ
か
ん
に
反
応
す
る
白
血
球
も
み
ら
れ
る
。
常
在

菌
の
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
桿
菌
は
消
え
、
全
体
に
炎
症
が
目
立
つ
。
こ
の
、
異
常
に
増
え
た
カ
ビ
と
そ
れ

に
反
応
す
る
白
血
球
が
、
お
り
も
の
と
し
て
腟
か
ら
排
出
さ
れ
る
。

人
体
の
あ
ち
こ
ち
に
常
在
す
る
カ
ビ
な
の
で
、
日
常
生
活
を
カ
ン
ジ
ダ
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
た
と
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
か
ぶ
れ
の
原
因
は
カ
ン
ジ
ダ
だ
。
カ
ン
ジ
ダ
に
よ
る
日
和
見

感
染
は
、
腟
だ
け
で
な
く
、
唇
、
舌
、
口
の
中
、
食
道
粘
膜
や
皮
膚
・
爪
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
。
発
症

す
る
と
、
口
の
中
に
白
い
苔
状
の
も
の
が
付
着
し
た
り
、
病
変
部
が
ひ
り
ひ
り
痛
か
っ
た
り
す
る
。

カ
ン
ジ
ダ
症
を
予
防
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
も
し
運
悪
く
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
し
っ

か
り
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
そ
の
際
は
、
日
和
見
感
染
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
の
治
療

や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
お
忘
れ
な
き
よ
う
に
。
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あるとき、婦人科病棟の入院患者から
採取された子宮腟部の擦過細胞診標本
を顕微鏡で何気なく覗いた。子宮筋腫
の診断で、翌日に子宮切除術が予定さ
れている 48 歳の既婚女性から採取さ
れた標本だった。そこには、腟トリコ
モナス（トリコモナス原虫）がうじゃ
うじゃとたかっていた。今どき珍しい
くらい、多数の腟トリコモナスが観察
された（図）。

標本コレクターである筆者が、この貴
重な感染症の標本を確保しようと、こ
の女性の細胞診検体を過去にさかのぼ
ってさがしてみると、これまでに外来
で数回、子宮腟部擦過細胞診が行なわ
れていた。ところが、以前の標本には
１匹の腟トリコモナスもいなかったの
である！ちなみに、過去に診断された
標本は、コンピュータ検索で簡単にみ
つけだせる。

▶ 名前　腟トリコモナス（トリコモナス原虫）

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　10ミクロン（＋鞭毛10ミクロン）

▶ 棲息場所　腟（男性の尿道）

▶ 感染した場合の病名　トリコモナス腟炎

▶ 症状　

かゆみ、緑色や黄色の生臭い臭いのおりもの

▶ 殺傷能力（獰猛度）　死亡例なし

▶ 予防法　コンドームの使用

▶ 治療法	 抗原虫薬（腟座薬）

	 セックスパートナーにも治療が必要！

※トリコは毛（鞭
べん

毛
もう

）、モナスは単位・ものを表す

子宮切除術を前にした女性が感染
感染予防に医師ができることの限界

腟トリコモナス
（トリコモナス原虫）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　トリコモナス症（子宮腟部

擦過細胞診パパニコロウ染色）。

白血球より大きいサイズの腟ト

リコモナスを矢印で示す

Photo Data
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突
然
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
を
発
症
し
た
既
婚
女
性
の
秘
密

子
宮
切
除
の
目
的
で
入
院
す
る
直
前
に
こ
の
患
者
さ
ん
が
性
交
渉
を
し
た
相
手
は
、
ど
う
や
ら
、
い

つ
も
の
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー（
夫
）
と
は
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
子
宮
が
あ
る
う
ち

に
と
特
別
な
一
夜
を
過
ご
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
患
者
さ
ん
に
は
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
に
対
す
る
薬
物
療
法
は
き
ち
ん
と
行
な
わ
れ
、
退

院
後
も
継
続
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
性
的
活
動
に
よ
っ
て
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

は
予
防
さ
れ
た
と
筆
者
は
信
じ
る
。

腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
は
、
生
殖
器
が
大
好
き
な
鞭べ

ん

毛も
う

を
も
つ
原
生
動
物
（
原
虫
）
で
あ
る
。
ト
リ
コ
モ
ナ

ス
症
は
代
表
的
な
性
感
染
症
で
あ
り
、
性
交
渉
に
よ
り
感
染
が
広
が
っ
て
い
く
。
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
で

う
つ
し
あ
う
「
ピ
ン
ポ
ン
感
染
」
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

そ
の
た
め
、
治
療
は
パ
ー
ト
ナ
ー
も
一
緒
に
行
な
う
の
が
大
原
則
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
お

相
手
の
男
性
を
探
り
出
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
事
実
上
難
し
い
。
究
極
の
プ
ラ
イ
バ
シ
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ー
だ
か
ら
で
あ
る
。
せ
め
て
、
こ
の
女
性
か
ら
感
染
源
と
思
わ
れ
る
男
性
に
伝
え
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
の
が
、
医
師
側
の
限
界
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
の
女
性
の
ご
主
人
に
は
奥
さ
ん
の
病
気
の
こ
と

を
伝
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？

腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
で
は
、
黄
緑
色
で
生
臭
い
に
お
い
の
す
る
泡
状
の
お
り
も
の
が
大
量
に
み
ら
れ
、
か

ゆ
み
や
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
炎
症
が
つ
よ
い
た
め
、
細
胞
診
標
本
で
は
し
ば
し

ば
「
大
砲
の
弾
」
の
よ
う
に
集
ま
る
白
血
球
の
塊
が
み
ら
れ
る
。
感
染
か
ら
症
状
が
現
わ
れ
る
ま
で
の

潜
伏
期
間
は
10
日
前
後
で
、
感
染
す
る
と
、
腟
の
常
在
菌
で
あ
る
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
桿
菌
は
い
な
く
な

り
、
腟
内
は
ア
ル
カ
リ
性
に
傾
く
。

こ
の
原
虫
は
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
み
ら
れ
る
。
以
前
、
ケ
ニ
ア
の
田
舎
の
診
療
所
で
、
ケ
ニ
ア
人

女
性
か
ら
採
取
さ
れ
た
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
を
み
せ
て
も
ら
っ
た
。
尿
中
を
鞭べ

ん

毛も
う

運
動
で
活
発
に
動
き
回
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
が
、
鞭
毛
虫
に
属
す
る
原
虫
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ

れ
た
。
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53 歳の女性が、おりものの増加を訴
えて来院した。担当の婦人科医の聞き
とりによると、10 年来、避妊リング

（IUD）を入れっぱなしにしていたこ
とが原因と推測された。
取り外された避妊リングの周囲に付着
していた白っぽい滲出物がスライドガ
ラス（プレパラート）に塗

と

抹
まつ

され、細
胞診断に提出された。顕微鏡下にみえ
たのは、炎症反応を背景とした放線菌

（細長い桿菌で、口腔内に常在する）
の「顆粒」と白血球を貪食するアメー
バの姿だった。
“ 放線菌顆粒 ” は 1 ～ 2 ミリ大の白い
細菌の塊であり、肉眼で確認できる。

▶ 名前　歯肉アメーバ

▶ 原因　オーラルセックス

▶ 大きさ　10 ～ 20ミクロン

▶ 棲息場所　口の中（常在性微生物）

▶ 感染した場合の病名　

放線菌症に合併した歯肉アメーバ症

▶ 症状　おりものの増加は放線菌症による

	（避妊リングの子宮腔内挿入状態で生じる）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　歯肉アメーバは非病原性

▶ 予防法　避妊リングの入れっぱなしを避ける

	 オーラルセックスを避ける

▶ 治療法　子宮内膜掻
そう

爬
は

、

	 放線菌症に対する抗菌薬療法

避妊リングの入れっぱなしはアメーバの増殖を招く
腟内が歯槽膿漏（歯周病）に !?

歯肉アメーバと放線菌
No.

Case

ClassificatioinnName

図　歯肉アメーバ：歯槽膿漏患

者の歯
し

垢
こう

にみられた歯肉アメー

バ（原虫のなかま）を矢印で示

す（パパニコロウ染色）。白血球

を貪食している

Photo Data
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歯
肉
ア
メ
ー
バ
と
放
線
菌
が
子
宮
内
で
仲
よ
く
同
居
す
る
わ
け

こ
の
ア
メ
ー
バ
は
、
そ
の
形
態
所
見
と
遺
伝
子
解
析
の
結
果
か
ら
、
口
の
中
、
と
く
に
歯
茎
の
隙
間

に
常
在
す
る
非
病
原
性
の
〝
歯
肉
ア
メ
ー
バ
〟
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
ア
メ
ー
バ
は
白
血
球

が
大
好
き
で
、
丸
ご
と
食
べ
て
栄
養
源
と
し
て
生
き
の
び
る
。

歯
肉
ア
メ
ー
バ
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
口
の
中
に
も
っ
て
い
る
常
在
性
微
生
物
な
の
だ
が
、
そ

の
数
は
、
口
臭
の
き
つ
い
歯し

槽そ
う
膿の

う
漏ろ

う
（
歯
周
病
）
を
患
う
人
に
特
別
多
い
［
図
］。
偏へ

ん
性せ

い
嫌
気
性
生
物
で
あ
る

歯
肉
ア
メ
ー
バ
は
酸
素
が
大
嫌
い
で
、
増
殖
に
は
酸
素
の
な
い
環
境
が
必
須
だ
。
歯
周
病
で
口
腔
内
細

菌
が
異
常
に
増
え
た
歯
周
部
（
歯
と
歯
茎
の
間
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
）
は
酸
素
が
少
な
く
、
ア
メ
ー
バ
が
増
え
や

す
い
環
境
を
提
供
す
る
。

子
宮
内
で
は
、
避
妊
リ
ン
グ
（
Ｉ
Ｕ
Ｄ
）
と
い
う
異
物
に
付
着
す
る
よ
う
に
増
殖
す
る
嫌
気
性
菌
の

「
放
線
菌
」
の
感
染
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
歯
肉
ア
メ
ー
バ
の
増
殖
環
境
が
整
う
。

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
、
細
長
い
糸
状
の
グ
ラ
ム
陽
性
桿か

ん

菌き
ん

で
あ
る
放
線
菌
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が
避
妊
リ
ン
グ
の
ま
わ
り
に
感
染
す
る
。
放
線
菌
顆
粒
と
よ
ば
れ
る
菌
塊
を
つ
く
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

偏
性
嫌
気
性
菌
（
酸
素
が
あ
る
と
増
殖
で
き
な
い
菌
）
の
放
線
菌
が
増
殖
で
き
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
、
酸
素

に
乏
し
い
環
境
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
放
線
菌
が
増
殖
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
は
歯
肉
ア
メ
ー

バ
が
生
き
延
び
る
の
に
も
適
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
放
線
菌
と
歯
肉

ア
メ
ー
バ
が
、
ま
る
で
口
の
中
（
歯
周
部
）
に
い
る
か
の
よ
う
に
共
生
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
、
腟
内
に
感
染
し
て
お
り
も
の
の
増
加
の
原
因
を
つ
く
っ
て
い
た
の
は
放
線
菌
の
ほ

う
で
、
歯
肉
ア
メ
ー
バ
は
お
裾
分
け
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
非
病
原
性
の
原
虫

く
ん
（
歯
肉
ア
メ
ー
バ
）
に
罪
は
な
い
。
病
名
に
は
「
放
線
菌
症
」
が
使
わ
れ
る
。

細
胞
標
本
に
隠
さ
れ
た
究
極
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

こ
の
患
者
さ
ん
の
放
線
菌
と
歯
肉
ア
メ
ー
バ
が
、
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
口
の
中
か
ら
き
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
で
う
つ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歯
肉
ア
メ
ー
バ

は
口
の
中
以
外
に
は
い
な
い
か
ら
だ
。
も
し
か
す
る
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
歯
槽
膿
漏
の
た
め
に
、
た
く
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さ
ん
の
ア
メ
ー
バ
を
口
の
中
に
飼
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
細
胞
標
本
に
隠
さ
れ
た
究
極
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
典
型
例
と
い
え
る
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。
す
べ
て
の
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
が
危
険
だ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
今
回
の
よ
う
に
、
避
妊
リ
ン
グ
と
い
っ
た
異
物
が
子
宮
内
に
あ
る
と
、
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
筆
者
は
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
細
胞
診
断
に
数
件
ほ
ど
遭
遇
し
て
き
た
。
高
齢
女
性

の
病
理
解
剖
に
際
し
て
、
子
宮
内
に
避
妊
リ
ン
グ
を
発
見
す
る
こ
と
も
と
き
ど
き
経
験
さ
れ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
避
妊
リ
ン
グ
の
よ
う
な
異
物
を
体
内
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
で
忘
れ
て
し
ま
う
女
性
が
意
外
に

多
い
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
だ
。
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あるとき筆者は、白血球に貪食された
淋菌の顕微鏡写真を撮る必要に迫られ
た。淋病の際に尿道の先端から分泌さ
れる膿の塗

と

抹
まつ

標本が手に入らないかと
泌尿器科の同僚にお願いしたところ、

「今（１月）はちょうど淋病が “旬 ” だ
から、すぐに手に入るよ」とのこと。
事実、翌日には早速、スライドガラス
に塗抹された膿の標本が、わが病理診
断室に届けられた。

塗抹標本とは、細胞診断用に膿や病変
部の細胞をスライドガラスに塗りつけ
た品物（作品）のことだ。同僚いわく、
淋病は年末のボーナスから 1 月くら
いまでの金回りがよくなる時期に集中
するとのこと。次に集中するのは、夏
のボーナスのころらしい。お金がある
とき、若い男性陣は “ リスクの高い場
所 ” を好んで訪れるということ。

▶名前　淋菌

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　0.6 ～ 1ミクロンのグラム陰性球菌

▶ 棲息場所　男性尿道、腟、咽頭粘膜、直腸

▶ 感染した場合の病名　淋病（淋
りん

疾
しつ

）

▶ 症状　ペニスの先の腫れ、排尿時の痛み、

	 尿道からの膿

▶ 殺傷能力（獰猛度）　ごくまれに全身感染

▶ 予防　風俗店に行くのを控える、

	 あるいはコンドームを使用する

▶ 治療法　抗菌剤の注射

ボーナスの時期に急増する淋病
“ リスクの高い場所 ”でのオーラルセックスに注意

淋菌
No.

Case

ClassificatioinnName

図　淋病（尿道分泌物のギムザ

染色）。白血球に貪食される球菌

を矢印で示す

Photo Data
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女
性
は
症
状
が
少
な
い
が
、
不
妊
症
の
原
因
に

標
本
の
主
で
あ
る
患
者
は
、
22
歳
の
男
性
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ
た
。
ペ
ニ
ス
の
先
が
赤
く
腫
れ
て
、
排

尿
す
る
と
き
の
痛
み
を
訴
え
て
い
た
。
尿
道
先
端
部
か
ら
分
泌
さ
れ
る
膿
を
塗
抹
し
た
標
本
に
、
白
血

球
に
貪ど

ん

食し
ょ
くさ

れ
る
双
球
菌
（
双
子
の
よ
う
に
寄
り
添
う
丸
い
細
菌
）
が
観
察
さ
れ
、
す
ぐ
に
淋
病
（
淋
疾
と
も
い

う
）
と
確
定
し
た
［
図
］。

医
師
に
よ
る
問
診
で
、
彼
は
１
週
間
前
の
風
俗
業
女
性
と
の
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
白
状
し
た
。
エ

イ
ズ
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
直
接
の
性
交
渉
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

担
当
医
い
わ
く
、
淋
菌
を
供
給
す
る
風
俗
店
は
限
定
さ
れ
る
よ
う
だ
。
風
俗
店
で
の
健
康
診
断
の
徹

底
は
な
か
な
か
難
し
い
し
、
店
に
よ
っ
て
検
査
内
容
が
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
定
の
店
に
、
淋

菌
を
の
ど
に
も
つ
人
気
女
性
が
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

わ
が
国
の
最
近
の
淋
病
の
感
染
経
路
は
、
無
症
状
の
淋
菌
性
咽
頭
炎
（
淋
菌
感
染
に
よ
る
の
ど
の
炎
症
の
こ

と
）
を
有
す
る
女
性
と
の
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
場
合
が
６
割
以
上
を
占
め
る
。
淋
菌
の
生
き
残
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り
戦
略
な
の
だ
ろ
う
。
淋
菌
性
咽
頭
炎
の
女
性
が
、
発
熱
や
咽
頭
痛
を
訴
え
る
頻
度
は
予
想
以
上
に
低

い
。
実
は
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
で
も
同
じ
よ
う
な
感
染
経
路
を
と
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
［
Ｐ
３
２
２
］。

淋
病
は
、
粘
膜
接
触
を
介
し
て
成
立
す
る
淋
菌
に
よ
る
性
感
染
症
で
あ
る
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
と
並
ん

で
頻
度
が
高
い
。
淋
菌
と
ク
ラ
ミ
ジ
ア
が
同
時
に
男
性
の
尿
道
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
。

男
性
は
尿
道
炎
を
き
た
す
た
め
、
排
尿
痛
や
尿
道
か
ら
の
膿
の
排
出
と
い
っ
た
症
状
が
明
ら
か
だ
が
、

女
性
の
臨
床
症
状
は
軽
い
（
だ
か
ら
、
こ
の
病
気
は
な
く
な
ら
な
い
）。
女
性
の
淋
病
の
症
状
は
、
排
尿
時
に

熱
感
を
伴
っ
た
痛
み
が
あ
る
、
お
り
も
の
が
増
え
る
、
月
経
時
以
外
の
性
器
出
血
と
い
っ
た
淋
病
に
特

徴
的
と
は
い
え
な
い
訴
え
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
女
性
が
淋
菌
性
卵
管
炎
を
き
た
す
と
、
不
妊
症
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
注
意
が

必
要
だ
。

性
的
に
活
発
な
世
代
に
み
ら
れ
る
、
淋
菌
を
原
因
と
す
る
関
節
炎

も
う
一
例
、
淋
病
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
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あ
る
と
き
、
45
歳
の
男
性
が
５
日
間
続
く
39
℃
台
の
発
熱
と
右
膝
の
痛
み
を
訴
え
て
来
院
し
た
。
医

師
の
診
察
に
よ
り
、
体
幹
部
や
手
足
の
皮
膚
に
発ほ

っ

疹し
ん

が
認
め
ら
れ
た
。
右
膝
の
関
節
が
赤
く
腫
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
感
染
性
関
節
炎
が
疑
わ
れ
た
。

そ
こ
で
検
査
の
た
め
、
関
節
液
が
注
射
針
で
吸
引
さ
れ
、
グ
ラ
ム
染
色
さ
れ
た
。
グ
ラ
ム
染
色
は
、
細

菌
を
分
類
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
染
色
法
で
あ
る
［
Ｐ
０
８
７
］。
白
血
球
に
貪ど

ん

食し
ょ
くさ
れ
た
、
グ
ラ
ム
染
色

で
赤
く
染
ま
る
（
グ
ラ
ム
陰
性
の
）
双そ

う

球き
ゅ
う

菌き
ん

が
発
見
さ
れ
、
淋
菌
性
関
節
炎
と
細
胞
診
断
さ
れ
た
。

医
師
が
本
人
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
２
週
間
ほ
ど
前
に
一
夜
限
り
の
（
と
本
人
が
主
張
す
る
）
浮
気
を
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
ぜ
か
、
尿
道
炎
の
症
状
は
軽
か
っ
た
。
病
名
を
聞
い
て
、
心
配
し
て
ず

っ
と
そ
ば
に
付
き
添
っ
て
い
た
奥
さ
ん
の
怒
り
が
一
気
に
爆
発
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
て
、
こ

う
い
う
場
合
、
医
師
は
奥
さ
ん
に
ま
で
正
し
い
病
名
を
告
げ
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
よ
う
に
、
淋
菌
が
全
身
に
広
が
っ
て
感
染
性
関
節
炎
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
る
。
淋
菌
性
関
節
炎
は
性
的
に
活
発
な
若
年
者
～
壮
年
者
に
み
ら
れ
る
細
菌
性
関
節
炎
の
一
つ
だ
。
通

常
、
女
性
が
男
性
よ
り
３
倍
ほ
ど
か
か
り
や
す
い
。
淋
菌
は
培
養
し
に
く
い
の
で
、
関
節
液
の
グ
ラ
ム

染
色
が
簡
便
、
迅
速
、
安
価
で
、
か
つ
有
用
性
の
高
い
検
査
法
と
な
る
。
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コ
ラ
ム	

淋
病（gonorrhea

）の
語
源

淋
病
は
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
疾
患
だ
っ
た
。
古

代
の
人
は
淋
菌
性
尿
道
炎
で
尿
道
か
ら
流
れ
で
る
膿
を

み
て
、
勃
起
し
な
い
で
陰
茎
か
ら
精
液
が
漏
れ
出
す
病

気
、
す
な
わ
ち
「
精
液
漏
」
と
し
て
淋
病
を
と
ら
え
た
。

gono

＝「
精
液
」、rhei
＝「
流
れ
る
」
を
合
成
し
て
、

疾
患
名gonorrhea

を
つ
く
っ
た
。「gono

」
は
本

来
“
生
ま
れ
る
”
と
い
う
意
味
で
、
派
生
語
と
し
て
、

gonad

（
性
線
）、gene

（
遺
伝
子
）、genom

e

（
ゲ
ノ
ム
）、

generation

（
生
ま
れ
る
こ
と
、
世
代
）
な
ど
が
あ
る
。

「gono

」
に
は
も
う
一
つ
、〝
膝
〟
を
表
わ
す
意
味

も
あ
る
（
膝
関
節
痛
は
英
語
でgonalgia

）。
淋
菌
感
染
が

膝
関
節
に
好
ん
で
起
こ
る
の
は
、
面
白
い
偶
然
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
語
で
使
わ
れ
る
淋
病
の
〝
淋
〟
は
「
淋

し
い
」
病
気
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
雨
の
林
の
中
で
、

木
々
の
葉
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
と
雨
が
し
た
た
り
落
ち
る
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
漢
字
が
「
淋
」
で
あ
る
。
淋
菌
性

尿
道
炎
で
は
尿
道
の
炎
症
で
尿
道
内
腔
が
狭
く
な
る
こ

と
も
手
伝
っ
て
、
痛
み
と
同
時
に
尿
の
勢
い
が
低
下
す

る
。
そ
の
と
き
、
尿
が
ポ
タ
ポ
タ
と
し
か
出
な
い
の
で
、

「
淋
」
の
文
字
が
病
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

言
い
得
て
妙
だ
。
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性 感 染 症
⑦7

30 代の独身女性が膿のようなおりも
のと性交時の痛みを訴えて来院した。
婦人科医は、子宮腟部から擦

さっ

過
か

細胞診
を採取した。細胞検査士と病理医が注
意深く観察すると、パパニコロウ染色
された細胞診標本（擦過物をこすりつ
けたガラス標本、つまりプレパラー
ト）に、クラミジア感染による細胞質
内封入体（クラミジア感染の証拠とな
る細胞内の特殊な構造）が観察された。

そのため女性は、セックスパートナー
ともども抗生物質治療を受けるよう、
婦人科医から指導された。
実は、クラミジア感染は複数のパート
ナーがいる場合にかかりやすいため、
そう指導されても困る、というのが患
者さんの本音かもしれない。

▶ 名前　クラミジア・トラコマチス

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　0.3ミクロン（300ナノメートル)、球形

▶ 棲息場所　生殖器、咽頭・結膜・直腸粘膜

▶ 感染した場合の病名　性器クラミジア症

（男性：非淋菌性尿道炎、女性：クラミジア性子宮頸

管炎、クラミジア性卵管炎）

▶ 症状　男性：ペニスの先の腫れ、排尿時の痛み

女性：おりものの増加（一般に症状は乏しい）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　命にはかかわらないが、

	 女性の不妊症の原因となる

▶ 予防法　コンドームの使用、

	 複数の相手との性交渉を避ける

▶ 治療法　抗菌剤治療

神出鬼没のクラミジア
生殖器だけでなく、のどや目や直腸にも出没！

クラミジア・トラコマチス①

No.

Case

ClassificatioinnName

図 1　クラミジア性卵管炎．手

術で切除された卵管がソーセー

ジ様に腫大している。最大径は

13 センチに及んでいる

Photo Data
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神
出
鬼
没
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
は
、
現
在
の
日
本
で
最
も
多
い
性
感
染
症
で
あ
る
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
細
胞
の
中

で
し
か
増
え
な
い
小
さ
な
細
菌
の
仲
間
で
、
学
名
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ
コ
マ
チ
ス
。
男
性
に
淋
病
に

似
た
〝
非
淋
菌
性
尿
道
炎
〟
を
お
こ
し
、
排
尿
時
の
痛
み
を
き
た
す
。
女
性
に
は
子
宮
頸
管
炎
を
お
こ

す
が
、
症
状
は
軽
い
。
女
性
の
症
状
の
乏
し
さ
が
、
こ
の
病
気
が
広
が
り
続
け
る
お
も
な
原
因
で
あ
る
。

知
ら
な
い
う
ち
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
卵
管
炎
を
発
症
し
て
不
妊
症
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

提
示
し
た
ケ
ー
ス
と
は
別
の
30
代
女
性
が
、
微
熱
と
腹
痛
を
訴
え
て
来
院
し
た
。
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

検
査
で
左
の
卵
管
の
拡
張
が
指
摘
さ
れ
た
。
腫
瘍
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
た
め
、
結
局
手
術
切
除

さ
れ
た
。
病
理
診
断
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
卵
管
炎
だ
っ
た
。
左
卵
管
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
様
に
大
き
く
ふ
く
ら

ん
で
、
内
部
に
膿
が
た
ま
っ
て
い
た
。
図
1
に
切
除
さ
れ
た
卵
管
を
示
す
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
卵
管
炎
が
片

側
だ
け
に
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
こ
の
患
者
さ
ん
は
不
妊
症
と
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

実
は
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
を
通
常
の
染
色
法
で
み
い
だ
す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
、
特

異
的
な
抗
体
を
使
っ
て
標
本
中
の
抗
原
を
検
出
す
る
「
免
疫
染
色
」
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
、
原
因
菌
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で
あ
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
を
茶
色
く
染
め
出
す
技
術
の
出
番
と
な
る
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
特
異
的
に
反
応
す
る

抗
体
が
標
本
中
に
隠
れ
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
色
を
つ
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
に
限
ら
ず
、

今
や
病
理
診
断
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
技
法
と
な
っ
て
い
る
。
何
を
隠
そ
う
、
筆
者
は
こ
の
技
術
を
日

本
全
国
に
普
及
さ
せ
た
立
役
者
な
の
で
あ
る
。

病
理
標
本
か
ら
そ
の
人
の
性
生
活
が
あ
か
る
み
に

別
の
ケ
ー
ス
で
は
、
20
歳
の
女
子
学
生
が
の
ど
の
痛
み
と
咳
を
訴
え
て
来
院
し
た
。
片
側
の
扁
桃
が

腫
れ
、
表
面
に
び
ら
ん
（
粘
膜
の
細
胞
が
は
が
れ
落
ち
て
い
る
状
態
）
を
伴
っ
て
い
た
。
臨
床
的
に
悪
性
リ
ン

パ
腫
の
可
能
性
を
疑
わ
れ
、
生
検
が
行
な
わ
れ
た
。
顕
微
鏡
的
に
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
像
は
な
く
、
扁

桃
の
リ
ン
パ
装
置
が
肥
大
す
る
炎
症
の
所
見
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
免
疫
染
色
法
の
出
番
で
あ
る
、
免
疫
染
色
に
よ
り
、
粘
膜
の
一
部
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
が

茶
色
く
染
め
だ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
感
染
し
た
「
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
咽

頭
炎
」
と
診
断
さ
れ
た
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
咽
頭
炎
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
の
若
い
女
子

学
生
の
場
合
、
濃
厚
感
染
ゆ
え
に
症
状
が
出
た
の
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
別
の
ケ
ー
ス
で
は
、
20
歳
の
男
子
学
生
が
、
１
週
間
前
か
ら
続
く
右
目
の
充
血
と
違
和
感
を

訴
え
て
来
院
し
た
。
下
の
ま
ぶ
た
（
眼
瞼
結
膜
）
の
充
血
が
目
立
ち
、
診
察
で
ま
ぶ
た
が
つ
ぶ
つ
ぶ
状
に

な
っ
て
い
た
。
結
膜
か
ら
細
胞
が
こ
す
り
と
ら
れ
、
迅
速
ギ
ム
ザ
染
色
で
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
結
膜
炎
と
診

断
さ
れ
た
［
図
2
］。
ギ
ム
ザ
染
色
は
、
血
液
細
胞
や
細
菌
類
を
観
察
す
る
の
に
適
し
た
染
色
で
あ
る
。
ク

ラ
ミ
ジ
ア
性
結
膜
炎
の
顕
微
鏡
写
真
が
医
師
国
家
試
験
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

彼
は
複
数
の
女
性
と
の
性
交
渉
が
あ
り
、
２
週
間
ほ
ど
前
か
ら
排
尿
時
痛
が
あ
っ
た
。
手
指
を
介
し

た
接
触
感
染
と
考
え
ら
れ
た
。
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
外
陰
部
を
触
っ
た
そ
の
手
で
や
た
ら
に
目
を
さ
わ

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
で
は
、
同
じ
病
原
体
ク

ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ
コ
マ
チ
ス
が
、
ト
ラ
コ
ー
マ
（
あ
る
い
は
ト
ラ

ホ
ー
ム
）
と
よ
ば
れ
る
慢
性
結
膜
炎
を
き
た
す
。
う
わ
ま
ぶ
た
が

瘢は
ん

痕こ
ん

化
す
る
（
ひ
き
つ
れ
る
）
結
果
、
逆
さ
ま
つ
毛
が
角
膜
を
刺

激
し
て
角
膜
潰か

い

瘍よ
う

を
つ
く
り
、
結
果
的
に
失
明
に
至
る
恐
れ
が

あ
る
。
戦
前
は
日
本
で
も
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
た
病
気
だ
。
ト

ラ
コ
ー
マ
は
性
感
染
症
で
は
な
く
、
手
指
や
タ
オ
ル
を
介
し
た

図2　結膜クラミジア症の細胞診断。結膜細胞の細
胞質にクラミジア性封入体がみられる（矢印）
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接
触
感
染
で
流
行
す
る
。

一
方
、
現
代
日
本
の
性
感
染
症
と
し
て
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
結
膜
炎
は
急
性
感
染
症
の
形
で
あ
り
、
慢

性
化
し
て
失
明
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
30
代
前
半
の
男
性
が
１
か
月
前
か
ら
続
く
下
痢
を
訴
え

て
来
院
し
た
。
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
、
直
腸
粘
膜
に
び
ら
ん
を
伴
う
イ
ク
ラ
状
の
小
さ
い
で
っ
ぱ
り
が

多
発
し
て
い
た
。
肛
門
に
近
い
ほ
ど
粘
膜
の
赤
み
が
強
く
、
診
断
を
確
定
す
る
た
め
に
大
腸
生
検
が
行

な
わ
れ
た
。

顕
微
鏡
的
に
、
リ
ン
パ
球
の
塊
（
リ
ン
パ
濾
胞
形
成
）
が
目
立
つ
直
腸
炎
で
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
直
腸
炎
の

特
徴
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
若
い
男
性
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
エ
イ
ズ
抗

体
検
査
が
必
要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ア
ナ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
原
因
と
す
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性

直
腸
炎
で
あ
る
。

ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
直
腸
炎
は
若
い
女
性
に
も
多
い
。
症
状
の
も
と
に
な
る
炎
症
が
、
ペ
ニ
ス
の
届
く
範

囲
の
直
腸
粘
膜
に
と
ど
ま
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
若
者
た
ち
に
み
ら
れ
る
（
い
や
、
中
年
以
降
の
人
に
も
あ

る
）、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
だ
ら
け
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
に
遭
遇
す
る
た
び
に
、
顕
微
鏡
の
前
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で
思
わ
ず
た
め
息
が
で
る
。

そ
う
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
本
当
に
神
出
鬼
没
だ
。

コ
ラ
ム	

コ
ン
ド
ー
ム
の
歴
史

コ
ン
ド
ー
ム
は
16
世
紀
半
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
解

剖
学
者
の
フ
ァ
ロ
ピ
ウ
ス
（
１
５
２
３
～
１
５
６
２
）

に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
。
当
時
大
流
行
し
て
い
た

梅
毒
の
予
防
が
目
的
で
、
当
初
は
鞘
状
の
布
製
の

袋
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

本
格
的
な
避
妊
用
の
コ
ン
ド
ー
ム
は
、
１
７
０

６
年
に
ヤ
ギ
の
腸
で
つ
く
ら
れ
た
。
発
明
者
は
、

イ
ギ
リ
ス
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅱ
世
の
侍
医
で
、
か

つ
て
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
の
大
佐
を
務
め
た
コ
ン

ト
ン
だ
っ
た
。
彼
は
こ
の
発
明
の
功
績
で
騎
士
（
ナ

イ
ト
）
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。〝
コ
ン
ド
ー
ム
〟

は
こ
の
コ
ン
ト
ン
医
師
の
名
に
ち
な
ん
だ
も
の
と

さ
れ
る
。

彼
は
ヤ
ギ
の
腸
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
、
陰
干

し
の
の
ち
に
油
脂
で
な
め
し
て
柔
ら
か
く
し
た
。

で
き
あ
が
り
は
、
長
さ
19
セ
ン
チ
、
厚
さ
０
・
０

４
ミ
リ
の
超
薄
皮
膜
製
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

あ
ち
こ
ち
の
牧
場
で
羊
毛
と
と
も
に
コ
ン
ド
ー
ム

が
つ
く
ら
れ
、
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
魚
の
浮
袋
製
の
コ
ン
ド
ー
ム
も
つ
く

ら
れ
た
が
普
及
せ
ず
、
20
世
紀
に
な
っ
て
ゴ
ム
製

品
に
代
わ
る
ま
で
、
ヤ
ギ
の
腸
製
が
圧
倒
的
に
人

気
だ
っ
た
。

１
８
４
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
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の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
、
ゴ
ム
の
加
硫
（
硫
酸
付
加
）

操
作
が
発
明
さ
れ
、
１
８
７
４
年
（
明
治
７
年
）
に
は
つ

い
に
ゴ
ム
製
の
コ
ン
ド
ー
ム
が
登
場
し
た
。
国
産
第
一

号
の
天
然
ゴ
ム
製
の
コ
ン
ド
ー
ム
が
製
造
さ
れ
た
の
は

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）、
ラ
テ
ッ
ク
ス
ゴ
ム
製
コ

ン
ド
ー
ム
が
開
発
さ
れ
た
。
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）

ご
ろ
に
は
、
ウ
ェ
ッ
ト
加
工
、
着
色
、
薄
さ
へ
の
挑
戦

が
な
さ
れ
、
厚
さ
０
・
０
２
ミ
リ
の
今
日
の
高
品
質
が

も
た
ら
さ
れ
た
。

１
９
８
０
年
代
に
は
、
エ
イ
ズ
が
世
界
中
に
蔓
延
し

始
め
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

エ
イ
ズ
多
発
地
域
の
東
ア
フ
リ
カ
（
ケ
ニ
ア
や
ザ
ン
ビ
ア
な

ど
）
で
は
、
ホ
テ
ル
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
コ
ン
ド
ー
ム

が
無
料
援
助
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

１
９
９
３
年
に
は
、
エ
イ
ズ
感
染
防
止
の
目
的
か
ら

女
性
用
コ
ン
ド
ー
ム
も
登
場
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
開

発
さ
れ
た
こ
の
新
兵
器
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
で
、
全
長

15
セ
ン
チ
、
開
口
部
の
直
径
が
７
セ
ン
チ
の
袋
で
あ
る
。

男
性
が
男
性
用
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
拒
否
し
た
と
き
、

女
性
の
意
志
で
み
ず
か
ら
装
着
す
る
と
い
っ
た
使
い
方

が
、
と
く
に
そ
の
筋
の
女
性
た
ち
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

エ
イ
ズ
の
蔓ま

ん

延え
ん

で
総
人
口
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
タ
イ

で
は
、
風
俗
業
女
性
に
対
す
る
女
性
用
コ
ン
ド
ー
ム
の

無
償
配
布
が
行
な
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

（医学のあゆみ174: 158, 1995を改変）
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20 代の独身男性が左陰嚢の腫れを訴
えて、東京の繁華街（新宿）にある病
院を訪れた。検査の結果、副睾丸腫瘍
が疑われ、すぐに副睾丸の手術切除が
行なわれた。
顕微鏡の観察では、慢性炎症によるし
こりであり、腫瘍ではなかった。とり
あえず慢性副睾丸炎の診断を提出した
が、炎症をおこした原因がわからない。
クラミジア感染症の可能性が疑われた

ため、「免疫染色」の技法で染めてみ
た。すると、炎症性の病変内部に病原
体、クラミジア・トラコマチスがみご
とに染めだされた（図）。
このケースをきっかけにして、筆者は
過去にあった同様の病変を検索・研究
した。そして 1995 年に、それまで不
明瞭だったクラミジア性副睾丸炎の顕
微鏡的な特徴をまとめて論文化するこ
とができた。

▶ 名前　クラミジア・トラコマチス

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　0.3ミクロン（300ナノメートル）

▶ 棲息場所　生殖器、咽頭、結膜、直腸

▶ 感染した場合の病名　クラミジア性副睾丸炎

▶ 症状　陰嚢の腫れ（副睾丸に硬いしこり）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　命に別状なし

▶ 予防法　風俗店に行くのを控える、

	 あるいはコンドームを使用する

▶ 治療法　抗菌剤治療

	 外科的切除だけでは治らない！

副睾丸の炎症は、クラミジア感染によると判明！
患者は原因を知らず、感染源になり続ける

No.

Case

ClassificatioinnName

図　クラミジア性副睾丸炎（免

疫染色でクラミジア性細胞質内

封入体が褐色に染色される。封

入体内部に顆粒状にみえるのが

一つひとつの細菌である）

Photo Data

クラミジア・トラコマチス②
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性
感
染
症
を
予
防
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い

こ
こ
で
の
主
役
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
副
睾
丸
炎
は
、
臨
床
的
に
炎
症
所
見
に
乏
し
く
、
む
し
ろ
副
睾
丸

腫
瘍
を
思
わ
せ
る
硬
い
シ
コ
リ
を
き
た
す
点
が
特
徴
だ
。
発
症
し
て
も
熱
は
な
く
、
膿
尿
（
尿
に
膿
が
混

じ
る
状
態
）
も
み
ら
れ
な
い
。
副
睾
丸
（
精
巣
上
体
）
は
睾
丸
（
精
巣
）
の
横
に
あ
る
少
し
膨
ら
ん
だ
部
分
で
、

睾
丸
（
精
巣
）
で
つ
く
ら
れ
た
精
子
を
運
ぶ
通
路
の
始
め
の
部
分
に
相
当
す
る
。
性
感
染
症
で
あ
る
こ
と

を
反
映
し
て
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
副
睾
丸
炎
は
性
活
動
性
の
高
い
若
年
層
に
多
い
。

担
当
医
に
こ
の
独
身
男
性
の
副
睾
丸
炎
の
原
因
を
報
告
で
き
た
の
は
、
約
１
か
月
後
だ
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
を
加
え
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
だ
。
実
は
こ
の
男
性
が
入
院
し
て
い
た
の
は
３
日

間
だ
け
。
病
変
が
慢
性
副
睾
丸
炎
で
あ
り
、
悪
性
腫
瘍
で
な
い
こ
と
を
聞
く
と
安
心
し
て
退
院
し
て
い

っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
担
当
医
が
呼
び
だ
し
て
も
二
度
と
来
院
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
患

者
本
人
は
副
睾
丸
が
腫
れ
た
本
当
の
原
因
を
知
ら
な
い
ま
ま
だ
。

問
題
は
、
こ
の
性
感
染
症
は
片
方
の
副
睾
丸
を
取
り
除
い
た
だ
け
で
は
決
し
て
治
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
こ
の
男
性
は
が
ん
で
な
い
こ
と
に
安
心
し
て
、
新
宿
界か

い

隈わ
い

で
遊
び
ま
く
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
性
感
染
症
の
診
断

も
う
一
例
紹
介
し
よ
う
。
74
歳
男
性
が
右
陰
嚢
の
腫
大
を
訴
え
て
来
院
し
た
。
や
は
り
、
熱
は
な
く
、

尿
が
濁
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
副
睾
丸
腫
瘍
の
疑
い
で
、
右
副
睾
丸
切
除
術
が
行
な
わ
れ
た
。
顕
微
鏡

的
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
副
睾
丸
炎
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
免
疫
染
色
で
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
感
染
所
見
が
観
察
さ

れ
た
。
高
齢
者
で
も
性
的
に
活
動
的
な
人
は
多
い
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
で
だ
れ
と
い
つ
？

ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
の
病
理
診
断
は
実
は
難
易
度
が
高
い
。
通
常
の
標
本
で
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
の
可
能
性
を

疑
え
る
か
ど
う
か
が
分
か
れ
道
。
そ
の
上
で
、
免
疫
染
色
を
加
え
る
こ
と
が
診
断
に
必
須
の
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
免
疫
染
色
は
ど
の
病
院
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
に
、
私
た
ち

病
理
医
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
事
な
役
目
は
、
が
ん
の
病
理
診
断
で
あ
る
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
な
ど
の
感

染
症
は
腫
瘍
で
は
な
い
た
め
、
原
因
診
断
に
つ
い
病
理
医
の
力り

き

が
入
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で

述
べ
た
よ
う
な
「
想
定
外
」
の
性
感
染
症
の
診
断
は
と
く
に
難
し
い
。
見
逃
し
て
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
の

治
療
が
行
な
わ
れ
な
い
と
、
病
理
診
断
医
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
。
臨
床
的
に
疑
わ
れ
て

い
な
い
性
感
染
症
の
診
断
は
、
な
か
な
か
の
難
敵
で
あ
る
。



330

性 感 染 症
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25 歳の女性が、発熱と外陰部の激し
い痛みを訴えて来院した。排尿時の痛
みがつよく、歩くのも難しい状態だっ
た。外陰部に、数ミリ大の水ぶくれと
潰瘍が左右対称性に多発していた。1
週間ほど前に、酔って行きずりの男性
と性交渉したという。
病変部からの擦過細胞診で、外陰部の
粘膜細胞に核内封入体（ウイルス感染
に特徴的な核内の異常な貯留物）がみ

られ、外陰ヘルペスが細胞診断された
（図）。単純ヘルペスウイルスは感染細
胞の核の中で著しく増えて、特徴的な
すりガラス状の核内封入体をつくるの
で、顕微鏡での診断が可能となる。
男性の唇のはじっこにヘルペスがあり、
オーラルセックスを楽しんだ可能性が
高い。

▶ 名前　単純ヘルペスウイルス（HSV）

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　150 ～ 200ナノメートル

▶ 棲息場所　知覚神経節の神経細胞

▶ 感染した場合の病名　

単純ヘルペス（単純疱疹）、外陰ヘルペス

▶ 症状　外陰部の痛み、排尿時の痛み

▶ 殺傷能力（獰猛度）　新生児では致死的になる

▶ 予防法　口唇ヘルペスのある人とオーラルセック

スをしない

▶ 治療法　抗ウイルス薬（アシクロビル）

口唇ヘルペスのあるパートナーとの性行為に注意！
女性の外陰部に感染すると重症化の傾向大

単純ヘルペスウイルス
No.

Case

ClassificatioinnName

図　外陰部の単純ヘルペス感染

症（パパニコロウ染色）。外陰部

擦過標本に矢印で示す “ すりガ

ラス状 ” の核内封入体を認める

Photo Data
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オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
、
外
陰
部
ヘ
ル
ペ
ス
に
注
意

ヘ
ル
ペ
ス
（
疱ほ

う

疹し
ん

）
と
は
、
小
水す

い
疱ほ

う
（
小
さ
い
水
ぶ
く
れ
）
が
集
ま
る
急
性
炎
症
性
皮
膚
疾
患
の
こ
と
。
単

純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｓ
Ｖ
）
の
感
染
が
原
因
で
発
症
し
、
唇
（
と
く
に
い
ち
ば
ん
外
側
の
端
っ
こ
）
に
で

き
る
こ
と
が
多
い
。
水
疱
が
破
れ
る
と
痛
み
の
あ
る
潰
瘍
が
で
き
る
。
風
邪
、
紫
外
線
照
射
（
日
光
浴
）

や
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
を
繰
り
返
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。

Ｈ
Ｓ
Ｖ
に
は
、
１
型
、
２
型
の
２
種
類
が
あ
る
（
１
型
と
２
型
を
顕
微
鏡
で
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。
教

科
書
的
に
は
、
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
、
ヘ
ル
ペ
ス
口
内
炎
（
痛
み
の
あ
る
潰
瘍
）、
ヘ
ル
ペ
ス
角
膜
炎
（
失
明
の
危

険
）、
ヘ
ル
ペ
ス
脳
炎
（
重
症
脳
炎
）
と
い
っ
た
首
か
ら
上
の
病
変
は
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
の
感
染
に
よ
る
の
に

対
し
て
、
へ
そ
か
ら
下
の
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
（
性
感
染
症
）
と
新
生
児
の
全
身
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
産
道
感
染
症
）
は
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
２
型
に
よ
る
と
い
う
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
の
約
半
数
と
新
生
児
全
身
感
染
症
の
一
部
が
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１

型
に
よ
る
よ
う
に
変へ

ん

貌ぼ
う

し
て
い
る
。
明
ら
か
に
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
が
原
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唇
の

Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
ウ
イ
ル
ス
が
外
性
器
に
接
触
感
染
す
る
た
め
だ
。
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
は
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
と



332

3 3 2

同
じ
く
、〝
知
覚
神
経
節
〟
の
神
経
細
胞
に
潜
伏
感
染
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
疲
労
や
体
調
不
良
に
よ
っ

て
再
活
性
化
さ
れ
、
神
経
を
伝
わ
っ
て
病
変
を
繰
り
返
す
の
が
臨
床
的
な
特
徴
で
あ
る
。
新
生
児
の
全

身
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
症
は
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
も
つ
母
親
の
産
道
か
ら
接
触
感
染
す
る
重
症
の
感

染
症
で
、
し
ば
し
ば
致
命
的
と
な
る
。

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
の
初
感
染
時
の
臨
床
症
状
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
２
型
よ
り
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
の
ほ
う
が
激
し

い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
は
本
来
、
唇
や
口
の
中
が
大
好
き
な
た
め
唇
で
は
症
状
が
軽
い
の
だ

が
、
慣
れ
な
い
外
陰
部
に
感
染
す
る
と
、
勝
手
が
わ
か
ら
ず
に
大
暴
れ
す
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

逆
に
、
症
状
が
軽
い
割
に
再
発
を
繰
り
返
す
よ
う
な
ら
、
古
典
的
な
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
２
型
感
染
が
示
唆
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
２
型
は
潜
伏
感
染
の
状
態
に
な
り
や
す
く
、
症
状
の
き
つ
い
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１

型
は
潜
伏
感
染
し
に
く
い
と
い
え
る
（
治
っ
た
あ
と
は
再
発
し
に
く
い
）。

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
は
乳
首
に
も
感
染

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
の
初
感
染
例
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
口
唇

ヘ
ル
ペ
ス
を
患
っ
て
い
る
状
態
で
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
潜
伏
感
染
状
態
の
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人
か
ら
感
染
す
る
可
能
性
は
低
い
の
で
、
再
発
性
ヘ
ル
ペ
ス
を
有
す
る
人
が
ヘ
ル
ペ
ス
症
状
の
な
い
時

期
に
、
性
行
動
を
制
限
す
る
必
要
性
は
な
い
。

過
日
、
20
代
女
性
の
子
宮
腟
部
擦
過
細
胞
診
標
本
に
、
ヘ
ル
ペ
ス
性
核
内
封
入
体
と
い
っ
し
ょ
に
、
精

子
が
観
察
さ
れ
た
。
痛
み
が
つ
よ
く
て
性
行
為
が
難
し
い
だ
ろ
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
セ

ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
生
活
指
導
と
治
療
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
細
胞
標
本
に
お
け
る

精
子
の
有
無
を
き
ち
ん
と
記
述
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
た
め
、
予
防
が
肝
要
で
あ
る
。〝
知
識
と
い
う
名
の
ワ
ク
チ
ン
〟
の
重
要

性
を
訴
え
た
い
。

と
き
ど
き
、
若
い
女
性
が
乳
房
の
乳
首
が
擦
り
む
け
て
痛
い
と
訴
え
て
病
院
を
訪
れ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
左
右
両
方
の
乳
首
が
赤
く
腫
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
症
の
一
つ

の
形
で
、
ヘ
ル
ペ
ス
性
水
疱
が
破
れ
て
潰
瘍
化
し
た
状
態
の
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
感
染
症
だ
。
つ
ま
り
、
パ

ー
ト
ナ
ー
の
唇
に
感
染
し
て
い
た
Ｈ
Ｓ
Ｖ
‐
１
型
の
接
触
感
染
で
あ
る
。
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
症
の
確
定
診

断
に
、
こ
こ
で
も
擦
過
細
胞
診
（
病
変
部
か
ら
細
胞
を
こ
す
り
取
っ
て
、
顕
微
鏡
で
調
べ
る
方
法
）
が
役
に
立
つ
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
証
拠
（
ウ
イ
ル
ス
性
核
内
封
入
体
）
を
顕
微
鏡
で
み
つ
け
る
の
が
、
細
胞
検
査
士
と
病
理

医
の
た
い
せ
つ
な
役
割
で
あ
る
。
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セックスワーカーの 20 代女性が発熱
とだるさを訴えて来院した。検査の結
果、肝機能が悪化しており、急性Ｂ型
肝炎と診断された。しばらくの間の入
院とその後の静養が言い渡された。
聞けば、彼女は（いや従業員全員が）
Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）に対する
ワクチンを打っていなかった。日々、
コンドームなしのオーラルセックス

（フェラチオ）を行なっていたとのこと。

担当医師は、雇用者に状況を伝えて、
就業環境の整備を進言したが、はて効
果があるだろうか。
セックスワーカー自身が自覚、勉強し
て予防接種の必要性を雇用主に訴える
ことが重要である。

▶ 名前　B型肝炎ウイルス（HBV）

▶ 感染場所　肝細胞

▶ 大きさ　40ナノメートル（0.04ミクロン）

▶ 棲息場所　感染者の肝細胞と血液

▶ 劇症化した場合の病名　劇症肝炎

▶ 症状　発熱、だるさ、食欲不振、時間がたつと黄疸

とかゆみがでる

▶ 殺傷能力（獰猛度）　劇症肝炎の致死率は高い（5

割）。急性肝炎の多くは回復する（慢性肝炎にはな

らない）

▶ 予防法　予防接種（3回接種）

▶ 治療法　安静にして治癒を待つ

性感染症の原因病原体としての B 型肝炎
セックスワーカーこそワクチン接種を受けるべき

B 型肝炎ウイルス
No.

Case

ClassificatioinnName

図　B 型肝炎ウイルスの健康保

因者の肝臓における HBV の感染

状態（肝生検組織に、免疫染色

で HBV が茶色に染めだされてい

る）。血液中に流れ出した HBV

が感染源となる。健康保因者の

場合、肝機能は正常で、本人に

自覚症状はない

Photo Data
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感
染
力
の
高
い
Ｈ
Ｂ
Ｖ

セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
の
女
性
た
ち
は
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）
感
染
の
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
て
い

る
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
し
な
い
直
接
の
性
器
接
触
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
ラ
チ
オ
も
危
険
度
が
高
い
。
怖
い

の
は
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
だ
け
で
な
い
。
コ
ン
ド
ー
ム
な
し
の
フ
ェ
ラ
チ
オ
で
、
淋
菌
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
な
ど
が
の
ど
に
感
染
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
紹
介
す
る
。
こ

こ
で
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
に
よ
る
性
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
紹
介
し
よ
う
。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
感
染
力
と
消
毒
剤
抵
抗
性
の
高
い
病
原
体
で
あ
る
。
血
液
の
な
か
に
い
る
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
て
、
針
刺
し
事
故
後
の
発
症
率
を
比
較
す
る
と
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
（
と
く
に
感
染
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
を
も
つ
場
合
）

で
は
30
％
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
で
は
３
％
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
で
は
０
・
３
％

と
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
比
べ
て
１
０
０
倍
感
染
し
や
す
い
。
煮
沸
し

て
も
簡
単
に
は
死
な
な
い
ほ
ど
の
タ
フ
ボ
デ
ィ
だ
。

世
界
全
体
の
６
％
の
人
の
血
液
中
に
Ｈ
Ｂ
Ｖ
が
み
つ
か
る
。
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
や
赤
道
ア
フ
リ
カ
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の
諸
国
で
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
保
有
率
は
10
％
を
超
え
る
。
日
本
人
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
保
有
率
は
１
％
と
低
い
が
、
北

欧
の
０
・
１
％
に
比
べ
る
と
高
い
。
日
本
で
は
、
お
産
の
と
き
に
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
検
査
が
徹
底
さ
れ
る
の
で
、

多
く
の
日
本
人
の
赤
ち
ゃ
ん
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
を
保
有
し
な
い
よ
う
に
予
防
さ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
35
歳

以
下
の
日
本
人
の
若
者
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
保
有
率
は
と
て
も
低
い
（
０
・
２
～
０
・
３
％
）。
Ｈ
Ｂ
Ｖ
保
因
者
の
な

か
に
は
、
肝
機
能
が
正
常
で
、
自
覚
症
状
の
な
い
健
康
保
因
者
が
い
る
。
図
に
、
そ
ん
な
健
康
保
因
者

の
肝
臓
の
針
生
検
標
本
に
み
ら
れ
た
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
姿
を
示
す
。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
保
有
者
は
日
本
人
の
１
％
、
つ
ま
り
１
５
０
万
人
ほ
ど
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
総
数

１
万
５
０
０
０
人
の
１
０
０
倍
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
１
０
０
倍
感
染
し
や
す
い
Ｈ
Ｂ
Ｖ
が
エ
イ
ズ
の
１

０
０
倍
の
頻
度
で
み
ら
れ
る
単
純
計
算
に
な
る
。

性
感
染
症
、
と
く
に
エ
イ
ズ
の
発
症
予
防
に
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
リ

ス
ク
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
ほ
う
が
ず
っ
と
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
血
液
だ
け
で
な
く
、
分

泌
液
や
唾
液
に
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
コ
ン
ド
ー
ム
着
用
で
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
感
染
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
。
１
０
０
％
防
げ
る
手
段
は
、
次
に
述
べ
る
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
で
あ
る
。
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性
感
染
症
と
し
て
の
急
性
Ｂ
型
肝
炎
と
予
防
法

新
婚
旅
行
で
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
Ｈ
Ｂ
Ｖ
を
も
ら
い
、
３
か
月
ほ
ど
た
つ
と
発
症
す
る
急
性
Ｂ
型
肝
炎

は
、
以
前
か
ら
、
新
婚
旅
行
肝
炎
（honeym

oon hepatitis

）
と
よ
ば
れ
て
き
た
。
今
で
も
、
日
本
人
成
人

の
急
性
Ｂ
型
肝
炎
の
多
く
（
２
／
３
以
上
）
は
性
感
染
症
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
急
性
Ｂ
型
肝
炎
は
若

い
成
人
の
病
気
で
あ
る
。
急
性
Ｂ
型
肝
炎
の
潜
伏
期
間
（
病
原
体
を
も
ら
っ
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
時
間
）
は

６
週
間
か
ら
６
か
月
（
平
均
値
は
３
か
月
）。
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
Ｈ
Ｂ
Ｖ
を
も
ら
っ
て
も
、
自
覚
症
状
が
乏

し
い
ま
ま
治
癒
す
る
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
を
も
た
ら
す
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
が
性
行
為
で
感
染
す
る
証
拠
は
乏
し
い
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
夫
婦
間
感
染
の
頻
度
は
低
い
。

急
性
肝
炎
で
は
、
多
く
の
肝
細
胞
が
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
急
激
に
傷
害
さ
れ
る
結
果
、
高
熱
、
倦
怠

感
（
だ
る
さ
）
と
と
も
に
、
経
過
中
に
ひ
ど
い
黄
疸
（
目
や
皮
膚
が
黄
色
く
染
ま
る
状
態
）
を
き
た
し
、
食
欲
が

低
下
し
て
体
重
が
減
少
す
る
。
皮
膚
が
と
て
も
痒
く
な
る
の
は
悩
み
の
種
と
な
る
。
成
人
の
Ｂ
型
肝
炎

の
大
部
分
は
急
性
肝
炎
の
経
過
を
た
ど
り
、
数
か
月
以
内
に
治
癒
す
る
。
１
～
２
％
の
確
率
で
「
劇
症

肝
炎
」
に
な
る
と
、
ひ
ど
い
肝
機
能
障
害
と
な
り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
る
（
死
亡
率
５
割
）。
遺
伝
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子
型
Ａ
型
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
Ｈ
Ｂ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
一
割
程
度
が
慢
性
肝
炎
に
移
行
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
幸
い
日
本
に
は
こ
の
型
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
少
な
い
。

予
防
に
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
皮
下
注
射
を
３
回
受
け
る
。
予
防
接
種
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｂ
Ｖ
に
対
す

る
抗
体
が
で
き
れ
ば
、
Ｂ
型
肝
炎
を
発
症
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
に
触
れ
や
す
い

医
療
者
や
医
療
系
学
生
は
必
ず
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
る
し
、
海
外
駐
在
員
や
国
際
線
乗
務

員
の
多
く
も
予
防
接
種
し
て
い
る
。
も
し
家
族
に
Ｈ
Ｂ
Ｖ
陽
性
者
が
い
た
り
、
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

が
Ｈ
Ｂ
Ｖ
陽
性
だ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
ほ
し
い
。
問
題
は
、
予
防
接
種

を
受
け
て
も
血
液
中
に
Ｈ
Ｂ
Ｖ
抗
体
が
で
き
な
い
人
が
と
き
ど
き
い
る
こ
と
、
時
間
が
た
つ
と
い
っ
た

ん
で
き
た
Ｈ
Ｂ
Ｖ
抗
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
だ
。

そ
う
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
た
ち
こ
そ
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
、
現
実
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
子
ど
も
た
ち
に
定
期
接
種
さ

れ
て
い
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン
日
本
人
の
多
く
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
過
去
の

厚
生
行
政
の
遅
れ
を
非
難
し
て
も
し
か
た
な
い
。
み
な
さ
ん
の
知
識
と
い
う
ワ
ク
チ
ン
が
基
本
と
な
る
。
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58 歳の男性が、発熱とともにかゆみ
のない皮

ひ

疹
しん

（発
ほっ

疹
しん

）を訴えて来院した。
皮疹は表面がかさぶたで覆われた丘

きゅう

疹
しん

（皮膚が少し盛りあがり、大きさが１
センチ以下の状態の病変）で、首、顔
および頭皮に多発していた（図）。彼
は２年前に悪性リンパ腫と診断され、
化学療法を受けて寛解中（病気が沈静
化した状態）だった。担当医は、悪性
リンパ腫の皮膚への再発を疑って、首

の丘疹から生検した。
顕微鏡的に、悪性リンパ腫細胞はなく、
皮膚組織に炎症細胞（リンパ球と形質
細胞）を多数認めた。病理医（筆者）
は梅毒の可能性を疑った。原因菌であ
る梅毒トレポネーマを染め出す「免疫
染色」を行なうと、病変内にらせん状
の細菌が多数確認され、第２期梅毒と
診断された。血清学的にも梅毒が確定
し、ペニシリン療法が行なわれた。

▶ 名前　梅毒トレポネーマ

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　長さ6 ～ 20ミクロン、 らせん状で細長い

▶ 棲息場所　人の体内（人だけに感染）

▶ 感染した場合の病名　梅毒

▶ 症状　第1期　ペニスや外陰部に無痛性の潰瘍、

鼠
そ

径
けい

部のリンパ節の腫れ／第2期　四肢や体幹部

に赤い斑点、皮膚・粘膜の丘疹／第3期　大動脈、

大脳・脊髄などの全身臓器

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

第3期まで放置すると重症化する

▶ 弱点　人から離れるとすぐに死滅

▶ 予防法　コンドームの使用

▶ 治療法　ペニシリン注射

近年 20 ～ 30代で急増中の梅毒
放置すると全身に広がるので早期発見が重要

梅毒トレポネーマ ①
No.

Case

ClassificatioinnName

図　第 2 期梅毒にみられた首の

皮疹（丘
きゅう

疹
しん

）。生検の結果、臨床

的に考えられていなかった梅毒

が病理診断された

Photo Data
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梅
毒
は
第
１
期
か
ら
第
３
期
へ
と
、
静
か
に
進
行

梅
毒
は
臨
床
的
に
、
第
１
期
梅
毒
、
第
２
期
梅
毒
、
第
３
期
梅
毒
の
３
期
に
分
け
ら
れ
る
。
性
行
為

に
よ
っ
て
、
粘
膜
の
目
に
み
え
な
い
傷
口
か
ら
病
原
菌
で
あ
る
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
が
侵
入
す
る
こ
と

で
感
染
す
る
、
全
身
性
の
性
感
染
症
で
あ
る
（
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
は
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
の
一
種
で
あ
る
）。

梅
毒
の
潜
伏
期
間
は
３
～
６
週
間
。
感
染
当
初
は
、
外
陰
部
（
男
性
で
は
ペ
ニ
ス
の
亀
頭
部
）
に
無
痛
性

の
潰
瘍
（
軟
骨
の
よ
う
な
硬
さ
の
シ
コ
リ
）
が
で
き
て
、
も
も
の
付
け
根
（
鼠そ

径け
い

部
）
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る

が
、
こ
ち
ら
も
痛
み
は
な
い
。
こ
れ
が
第
１
期
梅
毒
で
、
３
週
間
以
内
に
自
然
に
よ
く
な
る
。
し
か
し
、

症
状
が
い
っ
た
ん
改
善
す
る
だ
け
で
、
感
染
後
９
週
間
～
３
か
月
た
つ
と
、
第
２
期
梅
毒
に
移
行
す
る
。

四
肢
や
体
幹
部
に
現
わ
れ
る
梅
毒
性
バ
ラ
疹
が
、
第
２
期
梅
毒
で
は
じ
め
に
み
ら
れ
る
皮ひ

疹し
ん

で
あ
る
。

い
ち
ば
ん
最
初
に
、
直
径
１
セ
ン
チ
ほ
ど
の
円
形
な
い
し
楕
円
形
の
う
っ
す
ら
赤
い
斑
点
が
多
発
す
る

が
、
か
ゆ
み
や
痛
み
が
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
見
逃
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
ケ
ー
ス
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
皮
膚
の
丘
疹
は
、
感
染
後
12
週
（
３
か
月
）
ご
ろ
に
み
ら
れ
る
こ
と
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が
多
い
。
手
の
平
に
多
発
性
の
梅
毒
疹
（
膿の

う

疱ほ
う

）
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。〝
梅
毒
性
手
掌
膿
疱
〟
と

称
さ
れ
る
こ
の
皮
疹
は
、
膿
を
も
っ
て
痛
々
し
い
み
た
目
に
反
し
て
、
痛
み
や
熱
感
と
い
っ
た
症
状
は

な
い
。
表
面
が
盛
り
あ
が
っ
て
乳
頭
腫
状
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
粘ね

ん

膜ま
く

疹し
ん

と
い
っ
て
、
口
の
中
、
の
ど

や
肛
門
の
ま
わ
り
な
ど
に
特
徴
の
あ
る
病
変
が
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
患
者

か
ら
３
か
月
ほ
ど
前
の
性
行
動
を
し
っ
か
り
と
聞
き
だ
す
必
要
が
あ
る
。

放
っ
て
お
く
と
第
２
期
梅
毒
疹
も
自
然
消

し
ょ
う
退た

い
（
症
状
が
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
）
す
る
。
し
か
し
、
決
し
て

治
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
３
～
10
年
ほ
ど
無
治
療
で
放
置
さ
れ
る
と
、
第
３
期
梅
毒
へ
と
進
行
す
る
。
末

期
に
は
、
血
管
（
大
動
脈
や
心
臓
の
弁
）
や
髄
膜
・
中
枢
神
経
（
大
脳
・
脊
髄
）
が
侵
さ
れ
て
、
心
血
管
梅
毒
、

脊
髄
梅
毒
、
脳
梅
毒
に
至
る
。
幸
い
、
今
日
で
は
稀
で
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
臨
床
的
に
ま
っ
た
く
疑
わ
れ
て
い
な
い
梅
毒
が
病
理
標
本
で
診
断
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
が
、
性
感
染
症
の
蔓ま

ん

延え
ん

防
止
の
観
点
か
ら
、
病
理
医
に
課
さ

れ
た
重
要
な
社
会
的
使
命
と
筆
者
は
考
え
る
。
通
常
の
標
本
（
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
・
エ
オ
ジ
ン
染
色
）
で
病
原

体
は
決
し
て
み
つ
か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
梅
毒
の
可
能
性
を
疑
っ
て
、
免
疫
染
色
す
る
か
ど
う
か
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
（
コ
ツ
）
と
な
る
。
プ
ロ
の
ワ
ザ
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
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65 歳の男性が胃の不調（食後にみぞ
おちのあたりが痛む）を訴えて来院し
た。胃炎の原因となるピロリ菌は陰性
だったが、内視鏡検査で胃粘膜は広い
範囲で赤く腫れあがり、びらん（粘膜
が剥がれ落ちる状態）を伴っていた。
生検標本が採取され、病理診断に提出
された。
筆者の診断は第 2 期梅毒だった。胃
粘膜には炎症反応が強く、免疫染色で

無数の梅毒トレポネーマが証明された
（図）。再問診で、5 か月前に風俗店での
感染機会があり、３か月前に多発する
皮疹を認めたが、しばらくして自然に
消退したため放置していたという。血
清の梅毒反応（ワッセルマン反応）は
強陽性であり、胃の不調は胃梅毒によ
るものであることが明らかとなった。
胃梅毒は、比較的頻度の高い梅毒の内
臓病変である。

▶ 名前　梅毒トレポネーマ

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　長さ6 ～ 20ミクロン、らせん状で細長い

▶ 棲息場所　人の体内（人だけに感染）

▶ 感染した場合の病名　

胃梅毒（梅毒性胃炎：第2期梅毒）

※胃梅毒は比較的頻度の高い第2期病変である

▶ 予防法　コンドームの使用

▶ 治療法　ペニシリン注射

潰瘍があっても痛みはない梅毒、
病原菌の生き残り作戦にだまされるな！

梅毒トレポネーマ ②
No.

Case

ClassificatioinnName

図　胃梅毒（免疫染色で、胃粘

膜にうじゃうじゃとたかるらせ

ん状で細長い梅毒トレポネーマ

が褐色に染めだされている）

Photo Data
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の
ど
に
も
感
染
す
る
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ

２
０
１
６
年
４
月
、
厚
生
労
働
省
は
「
梅
毒
の
感
染
者
数
の
増
加
傾
向
」
に
注
意
喚
起
を
促
し
た
。
２

０
１
４
年
の
感
染
者
数
が
過
去
10
年
で
最
高
、
10
年
前
の
３
倍
水
準
と
い
う
由
々
し
き
事
態
が
調
査
で

判
明
し
た
か
ら
だ
。
２
０
１
８
年
に
は
届
け
出
患
者
数
が
つ
い
に
７
０
０
０
人
を
超
え
た
。
こ
れ
は
、
１

９
７
０
年
代
以
来
と
い
う
。
し
か
も
、
20
～
30
代
の
若
い
女
性
層
の
感
染
増
加
が
著
し
い
。
梅
毒
は
決

し
て
「
昔
の
病
気
」
で
は
な
い
。

あ
る
女
性
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

36
歳
の
独
身
女
性
が
微
熱
と
の
ど
の
違
和
感
を
訴
え
て
来
院
し
た
。
診
察
で
は
、
の
ど
（
中
咽
頭
）
に

あ
る
右
扁
桃
が
腫
れ
、
表
面
に
膿
が
付
着
し
て
い
た
。
悪
性
腫
瘍
の
可
能
性
を
否
定
す
る
た
め
、
生
検

が
行
な
わ
れ
た
。

筆
者
お
得
意
の
特
異
抗
体
を
利
用
す
る
「
免
疫
染
色
」
に
よ
っ
て
、
病
変
内
に
無
数
の
梅
毒
ト
レ
ポ

ネ
ー
マ
が
確
認
さ
れ
た
。
図
に
示
す
胃
粘
膜
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
ら
せ
ん
状
の
病
原
菌
が
褐
色
に
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可
視
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
咽
頭
梅
毒
と
病
理
診
断
さ
れ
た
。
血
清
の
梅
毒
反
応
も
強
陽
性
だ
っ
た
。
オ

ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
初
感
染
病
巣
（
感
染
初
期
の
病
変
）
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
患
者
教
育
を
か

ね
て
、
こ
の
女
性
の
性
行
動
を
し
っ
か
り
と
聞
き
だ
す
必
要
が
あ
る
。

咽
頭
梅
毒
は
、
こ
の
症
例
の
よ
う
な
初
感
染
（
第
１
期
梅
毒
）
の
場
合
と
第
２
期
梅
毒
と
し
て
の
病
変

の
両
者
が
あ
る
。
第
２
期
梅
毒
の
場
合
、
扁
桃
に
無
痛
性
の
（
痛
み
の
な
い
）
潰
瘍
が
多
発
す
る
。

梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
は
人
に
し
か
感
染
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
の
生
き
残
り
作
戦
な
の
だ
ろ
う
。
病

変
が
潰
瘍
化
し
て
も
痛
み
が
な
く
、
し
ば
ら
く
す
る
と
自
然
に
治
っ
た
よ
う
に
み
せ
か
け
る
。
だ
か
ら
、

患
者
さ
ん
は
気
づ
き
に
く
い
し
、
気
づ
い
て
も
重
大
視
せ
ず
に
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
病
理
医

に
と
っ
て
も
、
通
常
の
標
本
で
は
病
原
体
は
姿
を
現
わ
さ
な
い
（
普
段
用
い
ら
れ
る
染
色
で
は
、
病
原
体
の
存

在
が
わ
か
ら
な
い
）。
特
殊
な
方
法
で
あ
る
「
免
疫
染
色
」
を
駆
使
し
て
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
れ
る
、
な

か
な
か
手
ご
わ
い
相
手
な
の
だ
。

性
感
染
症
（
性
病
）
は
英
語
でvenereal disease
、
つ
ま
り
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
病
気
」
を
意
味
す
る
。

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
ロ
ー
マ
神
話
の
愛
と
美
の
女
神
の
こ
と
。
広
く
、
豊ほ

う

穣じ
ょ
うと

生
殖
を
司
る
。
人
間
が
子
孫

繁
栄
を
続
け
る
た
め
に
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
病
気
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
病
気
な
の
だ
。
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27 歳の独身男性は友人のいるフィリ
ピンに１週間の旅をした。誘われて、
夜の街に出かけたのは東京に帰る３日
ほど前のことだった。帰国後すぐ、ペ
ニスのできものが潰瘍化して痛くてた
まらない。泌尿器科外来で「珍しい病
気をもらったね」と冷やかされた。
軟
なん

性
せい

下
げ

疳
かん

は日本にはない性感染症で、
大部分が外国、とくに東南アジアやア
フリカからの輸入性感染症である。と

いうわけで、日本人男性が現地の娼婦
から感染を受けることがある。原因菌
は軟性下疳菌（デュクレイ菌）である。
潜伏期間が数日と短く、陰部に単発性
の潰瘍ができる。潰瘍はすぐに深くな
って激痛を伴う。鼠

そ

径
けい

部（足のつけ根
の部分）のリンパ節が両側ともに腫れ
て痛い。そんな「幻の性病」について
触れてみたい。

▶ 名前　軟性下疳菌（デュクレイ菌）

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　長さ1ミクロンの短い桿菌

▶ 棲息場所　人の生殖器

	 ※日本にはない（大部分が輸入感染症）

▶ 感染した場合の病名　軟性下疳

▶ 症状　外陰部の単発性の有痛性潰瘍と鼠
そ

径
けい

リンパ

節の有痛性腫脹

▶ 殺傷能力（獰猛度）　致命的でない

▶ 予防法　コンドーム装着

▶ 治療法　マクロライド系抗菌剤の投与

軟性下疳は輸入性感染症
陰部が痛くて、セックスどころでなくなる

軟性下疳菌（デュクレイ菌）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　軟性下疳の原因菌デュクレ

イ菌（塗抹標本のグラム染色）．

グラム陰性小桿菌が連なって電

車の線路のようにみえるのが特

徴である

Photo Data



346

3 4 6

東
南
ア
ジ
ア
で
夜
の
街
に
出
か
け
る
と
き
は
コ
ン
ド
ー
ム
が
必
須

軟
性
下げ

疳か
ん

は
軟
性
下
疳
菌
（
デ
ュ
ク
レ
イ
菌
）
の
感
染
に
よ
る
性
感
染
症
で
、
熱
帯
～
亜
熱
帯
地
域
に

多
い
。
昭
和
23
年
に
制
定
さ
れ
た
「
性
病
予
防
法
」（
感
染
症
法
の
制
定
に
伴
い
、
平
成
11
年
に
廃
止
）
で
は
、
梅

毒
、
淋
病
、
軟
性
下
疳
、
第
四
性
病
（
特
殊
な
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
）
が
四
大
性
病
と
さ
れ
た
。
現
代
の
日

本
で
は
ま
ず
み
ら
れ
な
い
「
輸
入
感
染
症
」
だ
。
３
～
10
日
の
潜
伏
期
間
の
の
ち
、
ま
ず
豆
粒
大
の
コ

ブ
（
丘

き
ゅ
う

疹し
ん

）
が
出
現
し
て
急
速
に
潰
瘍
化
す
る
。
深
い
潰
瘍
は
単
発
性
で
痛
み
が
つ
よ
い
。
軟
性
下
疳
の

潰
瘍
は
不
整
形
で
、
シ
コ
リ
（
浸し

ん

潤じ
ゅ
ん）
を
触
れ
な
い
点
で
梅
毒
に
よ
る
硬こ

う

性せ
い

下げ

疳か
ん

と
区
別
さ
れ
る
。
痛
み

は
、
陰
部
ヘ
ル
ペ
ス
よ
り
ず
っ
と
つ
よ
い
。
潰
瘍
は
、
男
性
の
亀
頭
と
〝
カ
リ
〟
の
周
辺
、
女
性
の
大

小
陰
唇
や
腟
の
入
り
口
に
で
き
る
。
し
ば
ら
く
経
過
す
る
と
、
両
側
の
鼠そ

径け
い

リ
ン
パ
節
が
大
き
く
腫
れ

る
が
、
つ
よ
い
痛
み
の
た
め
に
、
こ
の
病
気
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
な
い
。

特
徴
的
な
臨
床
所
見
か
ら
こ
の
病
気
の
診
断
は
難
し
く
な
い
。
病
変
部
の
塗と

抹ま
つ

標
本
を
つ
く
っ
て
グ

ラ
ム
染
色
す
る
と
、
グ
ラ
ム
陰
性
の
小
さ
な
桿
菌
が
連
な
っ
て
観
察
さ
れ
る
（
図
）。
軟
性
下
疳
菌
の
培

養
は
容
易
で
な
い
。
治
療
に
は
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
剤
や
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
剤
が
用
い
ら
れ
る
。
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43 歳の女性が子宮頸がん検診で異常
を指摘された。病院での精査の結果、
前がん病変（がんになりかけた状態）
である中等度異

い

形
けい

成
せい

と診断された。患
者さんは自宅に戻ると病気についてイ
ンターネットで検索した。その結果、
子宮頸部の異形成はがん原性の（がん
発生の原因となる）ヒトパピローマウ
イルス（ＨＰＶ）による性感染症であ
ることを知った。自分は夫以外の男性

を知らないので、うつされたのが夫か
らであることが確実であること、そし
て、夫がいつかどこかで、自分以外の
女性からＨＰＶの感染をもらったこと
は間違いないことを正しく理解した。

「許せない！」という気持ちと、今さ
らどうしようもないとあきらめる気持
ちが錯綜して辛いと嘆く…。
筆者は、こんな相談に乗る珍しい病理
医である。

▶ 名前　がん原性粘膜型ヒトパピローマウイルス

（HPV）、HPV16型と18型が多い

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　50ナノメートル

▶ 棲息場所　生殖器

▶ 感染した場合の病名　子宮頸部異形成、子宮頸がん

▶ 症状　とくになし（子宮頸がん検診が重要）

▶ 殺傷能力（獰猛度）　子宮頸がんの場合、早期なら 

完治、進行すると死亡する恐れ

▶ 予防法　子宮頸がんワクチン接種

▶ 治療法　異形成は経過観察、高度異形成～上皮内 

がんは子宮腟部円錐切除、浸潤がんは子宮切除術・

放射線照射、進行すれば抗がん剤投与

子宮頸がんの原因となるウイルス、
感染源は夫と知った妻の葛藤

がん原性粘膜型
ヒトパピローマウイルス

No.

Case

ClassificatioinnName

図　子宮頸部の中等度異形成に

証明されたがん原性 HPV 遺伝子

（左：ヘマトキシリン・エオジン

染色、右：in situ ハイブリダイ

ゼーション法＊）。異形成細胞の

核内に顆粒状の陽性所見がみら

れる。＊説明は次ページ

Photo Data
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ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

病
理
標
本
は
決
し
て
う
そ
を
つ
か
な
い
の
で
、
事
実
関
係
は
明
瞭
で
あ
る
。

特
殊
な
染
色
法
（in situ

ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
＊
）
を
利
用
す
る
と
、
病
原
体
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝

子
に
色
が
つ
い
て
目
に
み
え
る
よ
う
に
な
る
。
中
等
度
異
形
成
の
病
変
部
に
一
致
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子

の
陽
性
所
見
を
図
に
示
す
。
が
ん
の
も
と
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
あ
る
、
動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。

別
の
機
会
に
、
50
代
の
乳
が
ん
患
者
さ
ん
か
ら
電
話
で
相
談
を
受
け
た
。

通
院
中
の
病
院
で
、
新
た
に
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
手
術
が
必
要
と
い

わ
れ
た
と
い
う
。
相
談
に
乗
る
中
、
子
宮
頸
が
ん
が
１
０
０
％
が
ん
原
性
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
に
よ
る
性
感
染
症
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
す
る
と
、
彼

女
は
言
い
に
く
そ
う
に
、「
私
は
主
人
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
主

人
が
だ
れ
か
他
の
人
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？
」
と
質
問
さ
れ
た
。
筆
者
は
そ
の
問
い
に
、「
今
さ
ら
、
そ
の
こ
と
を
追
及

＊ in situハイブリダイゼーション法　その
場（in situ）で、ハイブリダイゼーション：雑
種形成＝核酸のペアリングをするという意
味。特定の核酸の分布状態を調べることで、
ウイルス感染や腫瘍を診断する顕微鏡的な
検査方法。
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し
て
も
し
か
た
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

手
術
を
た
め
ら
う
彼
女
に
、
主
治
医
は
「
手
術
を
少
し
先
延
ば
し
し
て
も
い
い
」
と
い
っ
て
く
れ
た

そ
う
だ
。
話
の
流
れ
で
、「
子
宮
を
と
る
前
に
ご
主
人
と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
っ
く
り
旅
行
し
た
ら
？
」
と
提

案
し
た
。
す
る
と
、「
私
が
乳
が
ん
に
な
っ
て
以
来
、
主
人
は
Ｅ
Ｄ
な
ん
で
す
」
と
ぽ
つ
り
。
Ｅ
Ｄ
と
は

勃
起
障
害
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
二
人
の
間
だ
け
の
秘
密
だ
っ
た
ら
し
い
。

ぜ
ひ
、
こ
う
し
た
悩
め
る
患
者
さ
ん
の
こ
こ
ろ
を
救
う
た
め
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
し
て
相
談

で
き
る
場
所
を
、
医
療
現
場
に
も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
と
筆
者
は
願
っ
て
い
る
。

な
お
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
は
現
在
、
２
０
０
種
以
上
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
皮
膚
に
イ
ボ
を
つ
く
る
皮
膚
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
粘
膜
に
感
染
す
る
粘
膜
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
分
け
ら
れ
る
。

が
ん
に
関
係
す
る
の
は
粘
膜
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
だ
け
で
あ
る
（
た
だ
し
、
粘
膜
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
す
べ
て
が
が
ん
化
に
関
連
す

る
わ
け
で
は
な
い
）。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
18
型
が
と
く
に
異
形
成
や
子
宮
頸
が
ん
に
関
連
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
次
の
ケ
ー
ス
の
解
説
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
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性 感 染 症
⑮15

30 代の独身女性が肛門周囲に多発す
るイボが気になって来院した。痛みや
かゆみはない。肉眼的に「性病性イ
ボ」が疑われ、病理診断のために一部
が切除された。病理診断は尖

せん

圭
けい

コンジ
ローマだった。この性感染症の原因は、
良性の粘膜型ヒトパピローマウイルス
である。
女性の尖圭コンジローマは通常、外陰
部（腟入口部周囲）にみられる。この

女性の病変分布から、原因はアナルセ
ックスであることが確実である。医師
が性生活にコメントするのは難しい。
指導したからといって、プライバシー
そのものが改善するとは思えない。
尖圭とは “ 先がとがった玉 ” の意味で
ある。「圭」は古代中国で儀礼に用い
た玉のこと。コンジローマは出っぱっ
たできものを表わす。

▶ 名前　良性粘膜型ヒトパピローマウイルス（HPV）

	 HPV6型と11型が多い

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　50ナノメートル

▶ 棲息場所　主として人の生殖器

▶ 感染した場合の病名　尖圭コンジローマ

▶ 症状　外陰部に多発する性病性のイボ。肛門周囲、

のどや結膜（目）にできることもある

▶ 殺傷能力（獰猛度）　悪性化しない

▶ 予防法　コンドーム装着。子宮頸がんワクチンで

は防げない

▶ 治療法　液体窒素による凍結、手術摘出、塗り薬

粘膜に出没する性病性イボ（乳頭腫）に注意
外陰部だけでなく、肛門周囲、のどや目にも感染

良性粘膜型
ヒトパピローマウイルス

No.

Case

ClassificatioinnName

図　結膜乳頭腫とその原因であ

る良性 HPV（HPV6 型）の証明

（左：ヘマトキシリン・エオジン

染色、右：in situ ハイブリダイゼ

ーション法による HPV6 型遺伝

子の発現を矢印で示す）

Photo Data
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小
児
期
に
多
い
皮
膚
の
イ
ボ
と
、
の
ど
や
目
に
で
き
る
性
病
性
イ
ボ

「
パ
ピ
ロ
ー
マ
」
は
日
本
語
に
訳
す
と
乳
頭
腫
、
つ
ま
り
表
面
に
「
乳
頭
状
」
に
盛
り
あ
が
る
イ
ボ
を

意
味
す
る
。「
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
」
は
出
っ
ぱ
っ
た
で
き
も
の
の
こ
と
。
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
は
女
性
の
外

陰
部
や
ペ
ニ
ス
に
多
発
す
る
イ
ボ
で
あ
る
。「
尖
圭
」
と
は
ニ
ワ
ト
リ
の
ト
サ
カ
の
よ
う
に
先
端
部
の
尖

っ
た
盛
り
あ
が
り
を
表
現
し
て
い
る
。「
性
病
性
イ
ボ
」
と
も
よ
ば
れ
る
頻
度
の
高
い
性
感
染
症
で
あ
る
。

肛
門
周
囲
に
み
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
原
因
は
明
確
で
あ
る
。
男
性
に
み
ら
れ
る
場
合
は
ホ
モ
セ
ク
シ

ャ
ル
と
み
な
さ
れ
る
。

原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
一
種
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
型
な
い
し
Ｈ
Ｐ
Ｖ
11
型

の
感
染
で
あ
る
。
顕
微
鏡
で
は
、
核
の
ま
わ
り
が
明
る
く
抜
け
る
特
徴
的
な
細
胞
（
コ
イ
ロ
サ
イ
ト
）
が

乳
頭
腫
の
表
層
部
に
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
感
染
す
る
姿
が
コ
イ
ロ
サ
イ
ト
の
核
の
中
に
観

察
で
き
る
。
前
述
し
た
［
Ｐ
３
４
７
］
が
ん
原
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
18
型
が
多
い
）
の
場
合
と
違
っ

て
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
は
が
ん
化
す
る
こ
と
の
な
い
良
性
病
変
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
い
ま
や
２
０
０
種
を
超
え
る
タ
イ
プ
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
皮
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膚
に
感
染
し
て
イ
ボ
を
つ
く
る
タ
イ
プ
と
、
粘
膜
に
感
染
し
て
イ
ボ
や
子
宮
が
ん
を
つ
く
る
タ
イ
プ
の

２
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
が
ん
化
に
つ
な
が
る
の
は
後
者
（
粘
膜
型
）
の
ほ
う
だ
け
だ
。
や
や
こ
し
い
が
、

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
後
者
に
属
す
る
け
れ
ど
、
良
性
の
粘
膜
イ
ボ
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
型
と

11
型
で
あ
る
。

皮
膚
に
で
き
る
イ
ボ
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
の
代
表
格
で
あ
る
。
皮
膚
の
イ
ボ
の
正
式
な
病
名
は
、
尋じ

ん

常じ
ょ
う

性せ
い

疣ゆ
う

贅ぜ
い

と
い
う
何
と
も
古
め
か
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
（「
尋
常
」
は
普
通
を
意
味
す
る
）。
小
児
期
に
多
い
こ

の
皮
膚
の
イ
ボ
は
、
接
触
感
染
す
る
。
性
感
染
症
で
は
な
い
し
、
が
ん
化
も
し
な
い
の
で
、
ど
う
か
誤

解
な
き
よ
う
に
。

患
者
さ
ん
の
性
行
動
に
関
す
る
聞
き
取
り
が
不
可
欠
に

喉
頭
（
の
ど
）
や
結
膜
（
赤
目
）
と
い
っ
た
粘
膜
に
も
イ
ボ
（
乳
頭
腫
）
が
発
生
す
る
。
外
陰
部
の
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
と
同
じ
く
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
型
あ
る
い
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
11
型
の
感
染
が
原
因
で
あ
り
、
成
人
の
場

合
、
そ
の
多
く
は
性
感
染
症
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
良
性
の
イ
ボ
を
つ
く
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
も
つ
人
の
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性
器
と
密
接
に
接
触
し
た
た
め
に
感
染
が
生
じ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
外
陰
部
を
触
っ
た
手

で
自
分
の
目
を
こ
す
ら
な
い
心
が
け
は
大
切
で
あ
る
。
Ｐ
３
２
３
で
紹
介
し
た
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
予
防

の
場
合
と
同
じ
だ
。

こ
う
し
た
場
合
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
性
行
動
に
関
す
る
聞
き
と
り
が
必
要
と
な
る
。
喉
頭
乳
頭
腫

は
声
帯
に
み
ら
れ
、
声
の
し
わ
が
れ
が
お
も
な
症
状
で
あ
る
。
結
膜
乳
頭
腫
で
は
目
が
ご
ろ
ご
ろ
す
る

感
じ
が
訴
え
ら
れ
る
。
図
に
、
結
膜
乳
頭
腫
の
顕
微
鏡
所
見
を
示
す
。
な
お
、
小
児
期
に
み
ら
れ
、
多

発
す
る
喉
頭
乳
頭
腫
や
結
膜
乳
頭
腫
の
場
合
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
も
つ
母
親
か
ら
の
経
産
道
感
染
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

最
近
、
の
ど
の
が
ん
（
中
咽
頭
が
ん
＝
扁
桃
の
が
ん
が
多
い
）
の
原
因
が
子
宮
頸
が
ん
と
同
じ
が
ん
原
性
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
な
ぜ
か
、
中
年
以
降
の
男
性
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
患
者
さ
ん
た
ち
の
若
い
頃
の
性
行
動
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し

い
。
こ
の
が
ん
が
女
性
に
少
な
い
こ
と
も
不
思
議
で
あ
る
。
世
の
中
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
不
思
議

な
こ
と
が
多
い
。
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性 感 染 症
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45 歳の女性は会
え

陰
いん

部（腟と肛門の間
の皮膚）のイボに気づいた。痛くもか
ゆくもないが、たくさんできているの
が気になって、近くの皮膚科を受診し
た。医師は水イボと診断し、感染経路
を説明した。彼女の同意を得て、イボ
の一つが生検された。
水いぼ（伝染性軟

なん

属
ぞく

腫
しゅ

）は子どもがか
かりやすいウイルス感染症である。ピ
ンク色で平たく円形のイボ（丘疹）が

皮膚に多発する。イボの表面がツルツ
ルしていて頂点が凹んでいるのが特徴
である。痛くもかゆくもないうえ、ウ
イルスの感染力がつよいので、幼稚園
や保育園で流行ることがある。接触感
染によって媒介されるため、大人では
濃厚な皮膚接触が生じる性行為によっ
てうつる。そう、大人の水イボは性感
染症の仲間なのである。

▶ 名前　伝染性軟属腫ウイルス

▶ 原因　性交渉

▶ 大きさ　300ナノメートル（ラグビーボール形の

大型ウイルス）

▶ 棲息場所　人の皮膚（毛穴の出口）

	 ※毛のない粘膜には感染しない

▶ 感染した場合の病名　伝染性軟属腫（水イボ）

▶ 症状　外陰部の皮膚に多発するイボ

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

悪性化しない（自然治癒する）

▶ 予防法　コンドームでは防げない

▶ 治療法　イボの中身をピンセットでつまみとる

接触感染が得意な水イボ
大人では性感染症をきたす

伝染性軟属腫ウイルス
No.

Case

ClassificatioinnName

図　水イボの生検所見（ヘマト

キシリン・エオジン染色）。毛嚢

部の表皮細胞に大型で丸い封入

体（ウイルス粒子の塊）が多数

観察される。右側の表皮表面に

も封入体がみられるので、ウイ

ルスが接触感染をきたしやすい

Photo Data
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成
人
の
水
イ
ボ
は
性
感
染
症
で
潜
伏
期
間
も
長
い

水
イ
ボ
は
正
式
名
称
を
「
伝
染
性
軟な

ん

属ぞ
く

腫
」
と
い
う
。
接
触
感
染
を
き
た
す
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
で

あ
る
。
伝
染
性
軟
属
腫
ウ
イ
ル
ス
は
、
動
物
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
最
大
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
に
属
す
。
天

然
痘
ウ
イ
ル
ス
に
似
た
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
の
仲
間
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
粒
子
は
３
０
０
×
２
０
０
ナ

ノ
メ
ー
ト
ル
大
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
形
で
、
細
菌
類
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
皮

膚
に
２
～
４
ミ
リ
大
、
境
界
鮮
明
で
少
し
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
ド
ー
ム
状
の
イ
ボ
（
丘

き
ゅ
う

疹し
ん

）
が
多
発
す
る
。

中
央
部
が
少
し
へ
こ
ん
で
い
る
。
痛
み
や
か
ゆ
み
は
な
い
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
高
く
、
イ
ボ
が
つ
ぶ
れ
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
た
く
さ
ん
ば
ら
ま
か
れ
る
た
め
、
幼

稚
園
・
保
育
園
児
の
間
で
流
行
り
や
す
い
。
直
接
接
触
に
限
ら
ず
、
タ
オ
ル
や
衣
類
を
介
し
て
感
染
す

る
こ
と
も
あ
る
。
プ
ー
ル
で
う
つ
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
子
ど
も
は
と
く
に
う
つ
り

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

成
人
で
は
性
感
染
症
と
し
て
、
お
も
に
外
陰
部
の
皮
膚
に
観
察
さ
れ
る
（
性
器
伝
染
性
軟
属
腫
と
よ
ば
れ

る
）。
外
陰
部
・
陰
茎
の
ほ
か
、
恥ち

丘き
ゅ
う部
、
肛
門
周
囲
、
太
も
も
の
内
側
に
も
イ
ボ
が
多
発
す
る
。
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潜
伏
期
間
が
２
週
間
～
６
か
月
と
長
い
た
め
、
感
染
機
会
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

病
変
は
自
然
治
癒
す
る
が
、
治
癒
す
る
ま
で
に
半
年
か
ら
２
年
ほ
ど
か
か
る
。
そ
こ
で
、
診
察
し
た
医

師
は
、
イ
ボ
の
中
心
部
の
へ
そ
の
部
分
を
一
つ
ず
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま
ん
で
、
乳
白
色
の
粥か

ゆ

状
の
内

容
物
を
取
り
だ
す
治
療
を
行
な
う
。
大
き
い
場
合
は
、
液
体
窒
素
に
よ
る
凍
結
療
法
が
選
ば
れ
る
。
エ

イ
ズ
な
ど
の
免
疫
不
全
状
態
で
は
イ
ボ
が
治
ら
ず
に
、
全
身
、
と
く
に
顔
面
に
多
発
す
る
傾
向
を
示
す
。

図
は
生
検
標
本
の
顕
微
鏡
的
所
見
で
あ
る
。
表
皮
細
胞
の
細
胞
質
に
丸
く
赤
っ
ぽ
く
染
ま
る
〝
封ふ

う

入に
ゅ
う

体た
い

〟
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ウ
イ
ル
ス
粒
子
の
塊
で
あ
る
。
た
と
え
臨
床
的
に
疑
わ
れ
て
い
な
く
て
も

一
目
で
病
理
診
断
さ
れ
る
。
病
変
は
う
ぶ
毛
の
毛
嚢
（
毛
穴
）
に
一
致
し
て
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
こ
の

イ
ボ
は
手
の
ひ
ら
と
足
の
裏
に
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
う
ぶ
毛
が
生
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
女
性
は
既
婚
者
だ
っ
た
。
よ
く
話
を
聞
く
と
、
若
い
男
性
と
浮
気
を
重
ね
て
い
る
ら

し
い
。
さ
て
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
彼
女
の
浮
気
が
終
わ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
幸
か
不
幸
か
外

来
診
療
な
の
で
、
医
師
が
家
族
に
病
気
を
説
明
す
る
機
会
は
、
お
そ
ら
く
な
い
。
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ヒゼンダニは堂々二度目の登場である
（P281 参照）。25 歳の男性が陰部のしつ
こいかゆみを訴えて来院した。陰嚢の
皮膚に丘疹が多発し、ひっかき傷を伴
っていた。１か月あまり前、酔って行
きずりの女性とセックスしたという。
陰嚢の皮膚生検で、表皮につくられた
スペースに寄生する小さいダニが確認
された。性感染症の場合、疥

かい

癬
せん

による
皮疹は陰嚢、ペニスあるいは下腹部の

皮膚に集中する。
治療には、たった１回内服すれば治る
特効薬イベルメクチンが使われる。
2015 年のノーベル医学・生理学賞を
受賞した、北里大特別栄誉教授の大村
智博士の業績である（P211）。

▶ 名前　疥癬虫（ヒゼンダニ）

▶ 大きさ　0.2 〜 0.4ミリ（成虫のメス）

▶ 棲息場所　皮膚のやわらかい場所

	 性感染症の場合、男性の陰嚢や女性の外陰有毛部

に寄生する

▶ 感染した場合の病名　疥癬

▶ 症状　丘疹、ちくちくしたかゆみや痛み

▶ 殺傷能力（獰猛度）　エイズがあると重症化する

（角化型疥癬＝ノルウェー疥癬）

▶ 予防法　コンドームでは防げない

▶ 治療法　イベルメクチンの内服

陰嚢の疥癬は性感染症
感染者と直接粘膜接触してヒゼンダニに感染！

疥癬虫（ヒゼンダニ）

No.

Case

ClassificatioinnName

図　性感染症としての疥癬。陰

嚢の皮膚にかゆい丘疹が多発し

ている

Photo Data
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行
き
ず
り
の
相
手
と
の
性
交
渉
は
高
リ
ス
ク

疥か
い

癬せ
ん

は
、
小
型
の
ダ
ニ
で
あ
る
「
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
」（
疥
癬
虫
）
が
皮
膚
に
寄
生
し
て
発
症
す
る
か
ゆ
み

の
つ
よ
い
伝
染
性
疾
患
で
あ
る
。

疥
癬
虫
は
、
感
染
者
と
の
皮
膚
の
直
接
接
触
や
、
衣
類
・
寝
具
を
介
し
て
感
染
す
る
。
た
だ
し
、
短

時
間
で
は
感
染
し
に
く
く
、
あ
る
程
度
の
接
触
時
間
が
あ
る
と
感
染
し
や
す
く
な
る
。
と
く
に
Ｐ
２
８

１
に
紹
介
し
た
「
角
化
型
疥
癬
」
で
は
、
そ
の
伝
播
力
は
非
常
に
強
く
、
院
内
感
染
を
避
け
る
の
が
難

し
い
ほ
ど
で
あ
る
。

疥
癬
は
、
歴
史
的
に
性
感
染
症
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
現
在
は
高
齢
者
と
そ
の
介
護
者
に
発
病
が
多

い
。
比
較
的
若
い
年
代
に
性
感
染
症
と
し
て
感
染
す
る
場
合
は
、
行
き
ず
り
の
相
手
と
の
性
交
渉
を
意

味
す
る
こ
と
が
多
い
。

よ
く
知
ら
な
い
相
手
と
一
晩
ベ
ッ
ド
を
と
も
に
し
て
、
粘
膜
・
皮
膚
を
密
着
さ
せ
る
行
為
が
高
リ
ス

ク
で
あ
る
こ
と
を
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。
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ケジラミといえば、筆者が医学生時代
の 45 年前に出会った、同年代の男性
患者が忘れられない。
その 20 代前半の男性は、いわゆるノ
イローゼで精神病院に入院してきた。
陰部がかゆくてたまらないという。師
長さんと一緒に診察したところ、陰嚢
に生える陰毛の陰に白いケジラミが多
数隠れていた。陰毛は皮膚から斜めに
生えだしているが、ムシはその鋭角の

部分に潜むため、なかなか手ごわい。
格闘していると、ふわっとムシが空中
に舞いあがった。院内感染をおこして
はならない！ と必死に追いかけて 1
ミリ大の白いムシをつぶしたことが、
今では懐かしい。

▶ 名前　ケジラミ

▶ 大きさ　１ミリ（成虫のメス）

▶ 棲息場所　外陰部の陰毛、まつ毛

▶ 感染した場合の病名　ケジラミ症

▶ 症状　毛穴に一致した丘疹、猛烈なかゆみ、 

下着に茶色い粉がつく

▶ 殺傷能力（獰猛度）　なし

▶ 予防　コンドームでは防げない

▶ 治療法　剃
てい

毛
もう

、スミスリン液

※アタマジラミ、コロモジラミについては、 

P286を参照されたい

ケジラミ症も性感染症のうち
陰部がかゆく、茶色い粉がついて汚い

ケジラミ
No.

Case

ClassificatioinnName

図　ケジラミ成虫の顕微鏡所見。

3 対の脚をもつカニに似たムシ

で、体長約 1 ミリである

Photo Data
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ケ
ジ
ラ
ミ
の
感
染
経
路
と
特
徴

感
染
経
路
は
明
白
だ
っ
た
。
い
わ
く
、
し
ば
ら
く
前
に
新
宿
の
歌
舞
伎
町
で
遊
ん
で
き
た
と
。
そ
う
、

ケ
ジ
ラ
ミ
は
性
感
染
症
で
あ
る
。
ケ
ジ
ラ
ミ
の
勇
姿
（
顕
微
鏡
所
見
）
を
図
に
示
す
。

ケ
ジ
ラ
ミ
の
治
療
の
原
則
は
剃て

い

毛も
う

（
陰
毛
を
剃
り
あ
げ
る
こ
と
）
だ
。
剃
毛
に
初
挑
戦
し
た
医
学
生
だ
っ

た
筆
者
は
な
ん
と
へ
た
く
そ
だ
っ
た
こ
と
か
。
そ
の
男
性
の
陰
嚢
は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
血
だ
ら
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
（
し
わ
し
わ
の
陰
嚢
の
毛
を
剃
る
の
は
素
人
に
は
難
し
す
ぎ
た
）。

み
か
ね
た
師
長
さ
ん
が
代
わ
っ
て
く
れ
た
。
水
銀
軟
膏
を
塗
り
た
く
っ
て
治
療
完
了
（
無
機
水
銀
中
毒

の
恐
れ
か
ら
、
水
銀
軟
膏
は
今
で
は
決
し
て
使
わ
れ
な
い
）。

２
週
間
後
に
彼
と
再
会
し
た
と
き
に
は
、「
す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
と
、
お
礼
を
言
わ
れ
た
。
当
時
、

２
週
間
に
一
度
、
筆
者
は
そ
の
精
神
科
病
院
で
研
修
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
な
お
、
現

在
の
治
療
薬
は
ス
ミ
ス
リ
ン
（
シ
ャ
ン
プ
ー
と
粉
末
）
で
あ
る
。
卵
に
は
効
か
な
い
の
で
、
２
週
間
以
上
繰

り
返
し
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
。
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ケ
ジ
ラ
ミ
は
人
の
血
液
を
吸
っ
て
成
長
す
る
吸
血
性
昆
虫
で
あ
る
。
体
長
１
ミ
リ
大
で
、
カ
ニ
の
よ

う
な
幅
広
い
体
に
、
３
対
の
脚
を
も
つ
。
頭
部
は
小
さ
い
。
卵
の
期
間
は
７
日
間
。
１
齢
、
２
齢
、
３

齢
幼
虫
を
経
て
、
２
週
間
で
成
虫
に
な
る
。
雌
成
虫
は
１
日
に
数
個
、
生
涯
に
40
個
ほ
ど
を
産
卵
す
る
。

成
虫
の
寿
命
は
20
日
で
あ
る
。
性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染
し
、
成
人
の
陰
毛
根
部
に
寄
生
す
る
。
か
ゆ
み

が
つ
よ
い
も
の
の
（
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
中
の
患
者
で
は
、
か
ゆ
み
を
訴
え
な
い
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
）、
湿
疹
の
よ
う

な
皮
疹
は
な
い
。
毛
穴
の
ま
わ
り
が
虫
の
排
泄
物
で
覆
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
、
患
者
は
「
下
着
に
茶
色

い
粉
が
つ
く
」
と
訴
え
る
。
茶
色
い
粉
は
ケ
ジ
ラ
ミ
の
糞
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
家
族
内
感
染
も
お
こ
り
う
る
。
子
ど
も
の
ま
つ
毛
に
ム
シ
が
潜
入
す

る
と
、
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
な
糞
が
付
着
す
る
。
迷
惑
な
親
が
い
る
も
の
だ
。

筆
者
は
、
若
い
女
性
の
ま
つ
毛
に
と
り
つ
い
た
ケ
ジ
ラ
ミ
を
み
た
こ
と
が
あ
る
。
ケ
ジ
ラ
ミ
は
陰
部

だ
け
で
な
く
、
ま
つ
毛
も
好
き
な
こ
と
を
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
女
性
の
髪
の
毛
へ
の

寄
生
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

発
疹
チ
フ
ス
を
媒
介
す
る
こ
と
で
悪
名
高
い
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
と
違
っ
て
、
ケ
ジ
ラ
ミ
が
他
の
感
染
症

を
媒
介
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
感
染
経
路
の
共
通
性
か
ら
、
淋
病
な
ど
の
他
の
性
感
染
症
を
同

時
に
も
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
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54 歳の男性ビジネスマンは、商売の
目的で東南アジアの国々を頻繁に訪問
していた。１年前、タイの現地妻がエ
イズ（後天性免疫不全症候群）で死亡
していた。男性は、右半身の麻痺とふ
らつき感を訴え、息子に連れられて来
院した。ＣＴ検査で、大脳と小脳に多
発する異常な影が認められた。エイズ
ウイルス（HIV）抗体陽性で、末梢血
で CD4 陽性 T リンパ球

＊
が激減してお

り、エイズと診断された。その後、呼
吸困難が急激に進行して死亡した。病
理解剖で、脳トキソプラズマ症が確定
した（図）。死因は肺のニューモシス
チス肺炎（エイズのような細胞性免疫
不全状態にみられる特殊なカビの感染
による日

ひ よ り み

和見間質性肺炎）だった。
＊エイズウイルスはCD4陽性Tリンパ球に感染
する。

▶ 名前　エイズウイルス（HIV）とトキソプラズマ

▶ 原因　性交渉、注射器の使い回し、母子感染

▶ 大きさ　100ナノメートル(HIV)、長径4 ～７ミク

ロンの三日月型 (トキソプラズマ)

▶ 棲息場所　人のCD4陽性T細胞(HIV)、脳やリンパ

節に潜伏感染（トキソプラズマ）

▶ 感染した場合の病名　エイズ（AIDS：後天性免疫不

全症候群）、脳トキソプラズマ症

▶ 症状　（1）感染初期（感染後2 ～ 3週間）　発熱、筋

肉痛、発疹など／（2）無症候性期（数か月～ 10年）

無症状／（3）エイズ期　帯状疱疹、ニューモシスチ

ス肺炎、トキソプラズマ症、悪性リンパ腫

▶ 殺傷能力（獰猛度）　治療法の進歩で致命率は減少

▶ 治療法　HAART（ハート）療法、抗HIV療法

エイズによる免疫力低下で、体内で眠っていた
トキソプラズマ原虫が暴走して直接の死因に

エイズウイルスと
トキソプラズマ・ゴンディ

No.

Case

ClassificatioinnName

図　エイズにみられた脳トキソ

プラズマ症（左：大脳の割面で、

矢印の部位に壊死 ( えし ) 性病変

がみられる、右：ヘマトキシリ

ン・エオジン染色、トキソプラ

ズマ嚢子を示す）

Photo Data



363

第 5 章 　 驚 き の 性 感 染 症 の 巻

第 ２ 部 　 病 理 標 本 が 語 る 感 染 症 ス ト ー リ ー3 6 3

エ
イ
ズ
を
自
覚
し
た
男
性
の
身
勝
手
な
行
動

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
・
ゴ
ン
デ
ィ
は
、
哺
乳
類
や
鳥
類
に
も
感
染
す
る
原
虫
（
単
細
胞
性
の
原
生
動
物
）
で

あ
る
。
血
液
中
に
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
に
対
す
る
抗
体
を
も
つ
人
が
25
％
程
度
お
り
、
不ふ

顕け
ん

性せ
い

感か
ん

染せ
ん

（
感

染
し
て
も
症
状
を
出
さ
な
い
状
態
）
の
確
率
が
高
い
。
ネ
コ
が
終

し
ゅ
う

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で
あ
り
、
ネ
コ
の
腸
で
増
殖
す
る
特

徴
が
あ
る
。
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
胎
盤
を
通
じ
て
胎
児
に
異
常
が
生
じ
る
の
で
、
妊
娠
経
過
中
に
血

中
の
抗
体
価
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
原
虫
が
不
顕
性
感
染
し
て
い
る
人
が
エ
イ
ズ
に
か
か
る
と
、
免
疫
力
の
低
下
に
伴

っ
て
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
を
抑
え
込
ん
で
い
た
免
疫
系
が
働
か
な
く
な
り
、
眠
っ
て
い
た
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ

マ
が
俄が

然ぜ
ん

元
気
に
な
っ
て
し
ま
う
（
日
和
見
感
染
）。
そ
の
結
果
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
脳
ト
キ
ソ
プ
ラ

ズ
マ
症
（
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
脳
炎
）
が
発
症
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
男
性
の
入
院
す
る
前
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
あ
ま
り
に
身
勝
手
で
、
性
感
染
症
対
策
の
困
難
さ
を

端
的
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。
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来
院
の
３
週
間
前
、
こ
の
男
性
は
右
の
指
先
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
こ
の
時
点
で
、
彼
は
「
つ
い
に

き
た
」
と
自
覚
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ズ
を
覚
悟
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
の
現
地
妻
が
エ

イ
ズ
で
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
、
勉
強
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
怖
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
ま
で
病
院
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
症
状
が
出
た
時
点
で
も
す
ぐ
に
は
来
院
し
な
か
っ
た
！　

診

断
の
た
め
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
も
受
け
ず
に
彼
が
と
っ
た
行
動
は
、
大
好
き
な
タ
イ
旅
行
だ
っ
た
。
目

的
は
明
確
で
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
く
る
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
も
、
25
歳

の
息
子
を
つ
れ
て
の
〝
記
念
す
べ
き
〟
旅
行
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
目
的
の
旅
行
に
の
こ
の
こ
と
つ

い
て
ゆ
く
息
子
も
息
子
だ
と
思
う
。
病
理
解
剖
の
遺
族
へ
の
説
明
の
と
き
に
息
子
と
話
し
た
が
、
確
か

に
、
お
っ
と
り
し
た
性
格
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
身
勝
手
な
人
間
の
軽
率
な
行
動
に
よ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
密
か
に
広
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
治
療
の
進
歩

エ
イ
ズ
で
は
、
免
疫
能
の
低
下
に
よ
っ
て
、
健
康
な
人
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
病
原
体

に
感
染
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一
般
に
、
エ
イ
ズ
は
男
性
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
に
多
い
が
、
通
常
の
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男
女
間
の
性
行
為
で
も
感
染
す
る
［
Ｐ
０
４
４
参
照
］。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
Ｃ
Ｄ
４
陽
性
Ｔ
リ
ン
パ
球
に
感
染

す
る
た
め
、〝
細
胞
性
免
疫
〟
が
低
下
す
る
の
が
エ
イ
ズ
の
発
症
機
序
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
の
死
因
は
Ｔ
リ

ン
パ
球
の
担
う
細
胞
性
免
疫
の
低
下
に
よ
る
「
日
和
見
感
染
」
の
進
展
に
よ
る
。

近
年
の
エ
イ
ズ
治
療
薬
の
著
し
い
進
歩
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
る
人
は
激
減
し
て
い
る
。
最

近
の
論
文
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の
平
均
余
命
は
一
般
人
と
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
し

っ
か
り
治
療
す
れ
ば
、
日
和
見
感
染
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
免
疫
能
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
患
者
さ
ん
の
よ
う
に
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
病
院
に
来
な
け
れ
ば
、
結
果
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
こ
ん
な
デ
ー
タ
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
注
射
針
を
使
い
回
す
薬
物
中
毒
患
者
の
多
い
米

国
か
ら
の
報
告
だ
。
注
射
針
の
使
い
回
し
に
よ
っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
同
時
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ

Ｖ
）
に
も
感
染
し
や
す
く
な
る
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ズ
患
者
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
）
は
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
を
併
発
す

る
人
が
多
く
、
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
さ
ら
に
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る
こ
と
が
死
因
と
な
る
患

者
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。
米
国
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
で
も
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
陽
性
率

が
高
い
と
す
る
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
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35 歳の男性が下痢と血便を主訴に来
院した。２か月ほど前からときどき腹
痛があり、下痢便に血が混じっていた。
熱はないが、今回、血の量が多くなっ
たので心配になったらしい。大腸内視
鏡検査が行なわれ、大腸生検の結果、
赤痢アメーバと病理診断された（図）。
腹痛と下痢をきたす赤痢アメーバ（赤
痢アメ−バ感染症）は男性同性愛者に
多い。赤痢アメーバ患者の統計をとる

と、その多くがヒト免疫不全ウイルス
（HIV）に感染していることがわかる。
慢性に経過する赤痢アメーバを患う男
性同性愛者には梅毒、Ｂ型肝炎、性器
ヘルペスといった他の性感染症を併発
していることが少なくない。

※赤痢アメーバは病原体（原虫）の名
称。アメーバ赤痢は赤痢アメーバの感
染による病名。

▶ 名前　赤痢アメーバ

▶ 原因　アナル・オーラルセックス（男性同性愛）：

「糞口感染」

▶ 大きさ	 20 ～ 50ミクロン（栄養体）、

		  10 ～ 15ミクロン（嚢子）

▶ 棲息場所　人や動物の大腸

▶ 感染した場合の病名　

アメーバ赤痢（赤痢アメーバ感染症）

▶ 症状　発熱、しぶり腹、粘血便

▶ 殺傷能力（獰猛度）　

免疫抑制状態だと重症化しやすい

▶ 予防法　コンドーム装着では防げない

▶ 治療法　抗アメーバ薬（メトロニダゾール）

男性同性愛者に多いアメーバ赤痢
感染者が活発に動き回って感染を広げる

赤痢アメーバ
No.

Case

ClassificatioinnName

図　大腸の潰瘍性病変でふえる

赤痢アメーバ（ヘマトキシリン・

エオジン染色）。アメーバ栄養体

は人の赤血球を食べて成長する。

酸素が大きらいな嫌気的な単細

胞生物（原虫）である

Photo Data
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ア
メ
ー
バ
赤
痢
は
数
か
月
～
数
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
慢
性
疾
患

こ
の
独
身
男
性
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
こ
と
を
白
状
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
複
数
い
る
ら
し

い
。
こ
の
男
性
は
抗
ア
メ
ー
バ
薬
の
投
薬
を
受
け
て
治
癒
し
た
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
も
治
療
し
な
い
と
感

染
の
連
鎖
は
断
ち
切
れ
な
い
。
社
会
の
安
全
の
た
め
に
、
医
師
た
ち
は
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
ゆ
く
べ

き
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
ー
バ
赤
痢
（
赤
痢
ア
メ
ー
バ
症
）
は
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
開
発
途
上
国
を
中
心
に
、
世
界
中
に
約
４
０

０
０
万
人
の
患
者
が
お
り
、
毎
年
少
な
く
と
も
４
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
流
行
地
へ
の
旅

行
で
感
染
す
る
こ
と
の
あ
る
「
輸
入
感
染
症
」
で
あ
る
。
冒
険
好
き
な
男
子
学
生
が
と
き
ど
き
、
ア
フ

リ
カ
や
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
あ
る
。
流
行
地
域
で
は
、
生
水
、
氷
、
生
野
菜
、
カ
ッ

ト
フ
ル
ー
ツ
は
避
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
ト
イ
レ
の
あ
と
の
手
洗
い
も
お
忘
れ
な
き
よ
う
。
潜
伏
期
間

は
２
～
４
週
間
で
あ
る
。

赤
痢
ア
メ
ー
バ
は
大
腸
に
寄
生
し
て
、
粘
膜
面
に
多
数
の
深
い
潰
瘍
を
つ
く
る
。
し
ぶ
り
腹
（
便
意
が
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あ
っ
て
も
便
が
で
に
く
い
状
態
）
と
と
も
に
、
イ
チ
ゴ
ゼ
リ
ー
状
の
下
痢
便
（
血
液
と
粘
液
が
混
じ
っ
た
下
痢
便
）

を
き
た
す
。
発
熱
は
な
い
こ
と
が
多
い
。
進
行
す
る
と
肝
臓
に
病
変
（
ア
メ
ー
バ
性
肝
膿
瘍
）
を
つ
く
る
。

感
染
し
た
赤
痢
ア
メ
ー
バ
は
便
中
で
嚢の

う

子し

に
変
わ
る
こ
と
で
感
染
性
を
得
る
。
嚢
子
（
10
～
15
ミ
ク
ロ
ン
の

大
き
さ
）
に
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
を
口
に
す
る
こ
と
で
感
染
が
成
立
す
る
。

組
織
に
侵
入
す
る
ア
メ
ー
バ
原
虫
の
姿
を
図
に
示
す
。
実
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ア
メ
ー
バ

赤
痢
が
病
理
診
断
で
確
定
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
。
感
染
力
の
つ
よ
い
細
菌
性
赤
痢
は

三
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
る
が
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
は
五
類
感
染
症
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
治
療
に
は
、
メ

ト
ロ
ニ
ダ
ゾ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
抗
ア
メ
ー
バ
薬
が
用
い
ら
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
。

日
本
を
含
む
先
進
諸
国
に
み
ら
れ
る
赤
痢
ア
メ
ー
バ
症
患
者
の
３
分
の
２
以
上
が
男
性
同
性
愛
者

（M
SM

：m
en w

ho have sex w
ith m

en
）
で
あ
る
。
当
然
、
エ
イ
ズ
患
者
に
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
が
多
い
。
２

０
１
３
年
以
降
、
日
本
で
も
毎
年
１
０
０
０
人
を
超
え
る
赤
痢
ア
メ
ー
バ
症
患
者
が
報
告
さ
れ
、
大
部

分
が
国
内
感
染
例
で
あ
る
（
輸
入
感
染
症
の
割
合
は
低
い
）。

下
痢
は
慢
性
的
に
数
か
月
～
数
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
（
症
状
の
軽
い
時
期
も
少
な
く
な
い
）。
そ

の
た
め
、
全
身
状
態
は
よ
く
保
た
れ
、
患
者
は
通
常
の
社
会
生
活
を
営
め
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
血
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液
中
の
ア
メ
ー
バ
に
対
す
る
抗
体
の
存
在
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
診
断
に
利
用
さ
れ
る
。
慢
性
疾
患
で
あ

る
た
め
、
エ
イ
ズ
患
者
で
も
血
中
の
抗
体
価
が
高
く
な
る
の
だ
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
「
嚢
子
」
に
は
未
熟
型
と
成
熟
型
が
あ
り
、
成
熟
型
だ
け
が
感
染
す
る
能
力
を

も
つ
。
下
痢
便
に
は
未
熟
嚢
子
し
か
な
い
が
、
固
形
便
に
は
感
染
性
の
成
熟
嚢
子
が
含
ま
れ
る
。
と
い

う
わ
け
で
、
元
気
な
（
あ
る
い
は
下
痢
症
状
に
乏
し
い
時
期
の
）
Ｍ
Ｓ
Ｍ
は
感
染
源
に
な
り
や
す
い
の
で
あ
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｍ
は
複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
ア
ナ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
を
同
時
に
行
な
う
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
原
体
が
「
糞
口
感
染
」
す
る
。ass to m

outh (ATM
) sex

と
俗
称
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｍ
で
は
、
赤

痢
ア
メ
ー
バ
の
ほ
か
、
ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
［
Ｐ
１
７
０
］
な
ど
の
他
の
原
虫
感
染

が
少
な
く
な
い
た
め
、「gay bow

el syndrom
e

」（gay

：
ゲ
イ
、bow

el

：
腸
、syndrom

e

：
症
候
群
）
と
よ

ば
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
み
ら
れ
る
直
腸
炎
の
原
因
微
生
物
と
し
て
は
、
淋
菌
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ

コ
マ
チ
ス
、
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｓ
Ｖ
）、
梅
毒
と
い
っ
た
性
感
染
症
の
代
表
的
な
病
原
体
が

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
ペ
ニ
ス
が
届
く
、
肛
門
か
ら
10
セ
ン
チ
ま
で
の
直
腸
下
部
の
粘
膜
に
病
変
が
お
こ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ア
ナ
ル
セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
女
性
が
感
染
す
る
例
も
増
し
て
き
て
い
る
。



370

性 感 染 症
㉑21

30 代の独身男性が、痛みを伴って急
激に悪化する陰部の変色を訴えて来院
した。赤黒い壊

え

疽
そ

性変化が陰茎から陰
嚢、さらには会

え

陰
いん

部にまで広がってい
た。陰嚢はとくに著しく腫れていた。
触れるとプチプチ・バリバリという捻

ねん

髪
ぱつ

音
おん

が聞こえ、画像診断でガス産生を
伴う高度の壊疽性変化が確認された。
つまり、ガス産生菌の感染による壊疽

（ガス壊疽の一種）と診断された。緊

急手術で陰部皮膚を開創したが、病変
は鼠

そ

径
けい

部から大腿部にまで広がり、医
師団の懸命の治療にもかかわらず、救
命できなかった。
ちなみに、この病態（フルニエ壊疽）
は性感染症ではない。

▶ 名前　レンサ球菌や大腸菌などの皮膚や腸の

	 常在菌

▶ 原因　過度のマスターベーション、糖尿病による

易感染性

▶ 大きさ　常在性細菌(1 ～ 3ミクロン)

▶ 棲息場所　健常の皮膚や腸管

▶ 感染した場合の病名　

フルニエ壊疽（劇症型壊疽性感染症）

（非クロストリジウム性ガス壊疽の一種）

▶ 症状　陰部の変色、陰嚢腫大

▶ 殺傷能力（獰猛度）　致死率20%以上

▶ 予防法　マスターベーションはほどほどに

▶ 治療法　抗菌剤の点滴と外科的処理

過度のマスターベーションで陰嚢が腐り、
命を落とすことも！

常在性細菌による陰部壊疽

フルニエ壊疽

No.

Case

ClassificatioinnName

図　フルニエ壊疽．陰茎と陰嚢

が出血性壊死に陥り、陰嚢は黒

く、著しく腫大している。壊死

性変化は会陰部にも広がってい

る。予後不良のとんでもない病

気だ

Photo Data
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皮
下
脂
肪
が
な
い
た
め
に
細
菌
が
広
が
り
や
す
い
男
性
性
器

こ
の
、
男
性
の
陰
部
に
好
ん
で
発
生
す
る
劇
症
型
壊
疽
性
感
染
症
は
、
フ
ル
ニ
エ
壊
疽
と
よ
ば
れ
る
。

陰
茎
や
陰
嚢
に
は
皮
下
脂
肪
が
な
い
た
め
に
、
い
っ
た
ん
侵
入
し
た
菌
が
急
激
に
広
が
り
や
す
い
。
陰

嚢
の
そ
も
そ
も
の
役
割
は
精
子
産
生
の
た
め
に
精
巣
（
睾
丸
）
を
冷
や
す
こ
と
、
陰
茎
の
役
割
は
言
わ
ず

も
が
な
、
硬
く
勃
起
す
る
こ
と
な
の
で
、
皮
下
脂
肪
が
あ
っ
て
は
邪
魔
に
な
る
。

第
３
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
原
因
菌
は
レ
ン
サ
球
菌
（
溶
連
菌
）［
Ｐ
１
２
６
］、
大
腸
菌
や
嫌
気
性
菌
（
酸

素
が
嫌
い
な
細
菌
類
の
総
称
）
が
多
く
、
し
ば
し
ば
混
合
感
染
し
て
い
る
。
糖
尿
病
に
伴
う
壊
死
性
筋
膜
炎

［
Ｐ
１
３
３
］
も
壊
疽
性
感
染
症
の
仲
間
だ
。
ガ
ス
産
生
を
伴
う
ガ
ス
壊
疽
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
原
因

菌
が
ガ
ス
壊
疽
菌
（
学
名
：
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ー
フ
リ
ン
ジ
ェ
ン
ス
）
で
は
な
い
た
め
に
、〝
非
ク
ロ
ス
ト

リ
ジ
ウ
ム
性
ガ
ス
壊
疽
〟
と
も
よ
ば
れ
る
。
膵
臓
に
生
じ
た
ガ
ス
壊
疽
は
Ｐ
１
３
７
参
照
。
治
療
は
、
抗

生
物
質
の
点
滴
と
と
も
に
、
病
変
部
皮
膚
を
切
開
あ
る
い
は
切
除
し
て
、
深
部
組
織
に
酸
素
が
触
れ
る

よ
う
に
す
る
。
場
所
が
場
所
だ
け
に
治
療
は
な
か
な
か
難
し
く
、
致
死
率
は
20
％
を
超
え
る
。

一
般
に
、
フ
ル
ニ
エ
壊
疽
は
糖
尿
病
を
患
う
50
～
70
代
の
男
性
に
多
く
、
合
併
症
の
肛
門
周
囲
膿
瘍
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か
ら
悪
化
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
最
近
、
糖
尿
病
の
治
療
の
た
め
に
新
薬
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬

を
服
用
す
る
と
フ
ル
ニ
エ
壊
疽
の
確
率
が
高
ま
る
と
い
う
警
告
が
出
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
は
腎
臓
で

ブ
ド
ウ
糖
の
再
吸
収
を
行
な
う
酵
素
の
こ
と
で
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
は
尿
中
に
糖
を
捨
て
る
こ
と
で

血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
を
す
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
糖
尿
病
と
は
無
縁
の
若
い
男
性
の
場
合
、
過
度
の
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

原
因
と
な
る
。
陰
茎
に
で
き
た
小
さ
な
傷
か
ら
菌
が
侵
入
す
る
と
さ
れ
る
。
皮
下
脂
肪
の
な
い
陰
茎
か

ら
陰
嚢
へ
と
菌
が
広
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
陰
嚢
が
黒
く
腫
れ
あ
が
り
、
壊え

死し

し
て
し
ま
う
。
救
命

に
は
一
刻
も
早
い
外
科
的
処
置
が
必
要
な
た
め
、
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
。

マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
原
因
と
な
る
病
気
を
も
う
一
つ
紹
介
し
よ
う
。
陰
茎
モ
ン
ド
ー
ル
病
で
あ

る
。
陰
茎
表
面
を
縦
に
走
る
静
脈
が
血
栓
で
詰
ま
っ
て
ず
ん
ず
ん
痛
む
病
気
だ
。
血
栓
性
静
脈
炎
と
も

よ
ば
れ
る
。
過
度
の
自
慰
行
為
に
静
脈
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
こ
と
で
発
症
す
る
。
米
国
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

の
中
に
小
銭
を
た
く
さ
ん
容
れ
る
習
慣
の
あ
る
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
こ
の
病
気
が
多
い
そ
う
だ
。

小
銭
が
陰
茎
静
脈
を
刺
激
し
続
け
る
た
め
だ
。
ち
な
み
に
、
こ
の
静
脈
の
病
気
は
感
染
症
で
は
な
い
。
念

の
た
め
。
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56 歳の女性が、腹痛を伴う不正出血
（腟からの出血）で来院した。診察上、
腟内に血腫があり、超音波検査で内膜
が分厚くなっていた。
担当医は、臨床的に、そして年齢的に、
子宮内膜がんの可能性を考えた。診断
と治療を兼ねて、内膜全体が専用の器
具で掻きとられた。そして、病理医が
顕微鏡下にみつけたのは、何と、妊娠
絨毛だった。

妊娠絨毛は胎盤の基本単位で、妊娠に
伴って胎児を栄養するために子宮内に
つくられる妊娠独特の構造物である。
そう、不正出血の原因は自然流産だっ
たのである。
有終の美を飾るのは、感染症でない番
外編で失礼。

▶ 顛末　担当医は、驚きつつも事実を説明したことだ

ろう。おそらく、「がんでなくてよかったね」という

気持ちが本音にいちばん近かったに違いない。自然

流産だったため、健康な子どもを授かる可能性がな

かったことも説明したに違いない。患者さんは、も

しがんを覚悟していたら、安心感が勝っただろうか

▶ コメント　不正性器出血の原因を考えるとき、年

齢がキーポイントとなる。閉経前の女性では、流産

と無排卵性出血（排卵がないための子宮内膜の剥
はく

離
り

）が多い。子宮筋腫が原因となることもある。

	 一方、閉経後の女性では、がん（子宮内膜がん＝子

宮体がん）が原因であることが多いし、がんを否定

することがいちばん重要である

56 歳女性の子宮内膜不正出血
子宮内膜がんの疑いが濃厚だが……

子宮内膜の生検標本
No.

Case

ClassificatioinnName

図　妊娠絨毛の顕微鏡写真：妊

娠絨毛は中央の白っぽく抜けた

間質を、赤っぽく染まる絨毛上

皮細胞が取り囲んでいる（ヘマ

トキシリン・エオジン染色）

Photo Data
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高
齢
出
産
の
世
界
的
現
状

50
代
後
半
の
妊
娠
事
例
は
珍
し
い
。
た
だ
し
、
た
と
え
妊
娠
し
て
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
流
産

率
が
高
い
。

体
外
受
精
な
ど
の
生
殖
補
助
医
療
を
受
け
た
人
（
も
と
も
と
妊
娠
し
に
く
い
人
）
の
妊
娠
率
・
流
産
率
の

デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
35
歳
の
妊
娠
率
は
36
％
だ
が
、
45
歳
で
は
６
・
５
％
に
激
減
す
る
。
一

方
、
流
産
率
は
35
歳
の
21
％
が
、
45
歳
で
は
61
％
に
跳
ね
あ
が
る
。
そ
れ
で
も
、
晩
婚
化
の
流
れ
の
中

で
40
～
44
歳
の
日
本
人
女
性
が
産
ん
だ
子
ど
も
の
総
数
は
、
１
９
９
５
年
の
１
万
２
４
７
２
人
か
ら
20

年
後
の
２
０
１
４
年
に
は
４
万
９
６
０
６
人
と
ほ
ぼ
4
倍
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
た
世
界
最
高
齢
の
自
然
分
娩
は
、
57
歳
の
ア
メ
リ
カ
人
女
性
。
59
歳
の

イ
ギ
リ
ス
人
女
性
は
自
然
妊
娠
の
う
え
、
帝
王
切
開
で
出
産
し
た
ら
し
い
。
体
外
受
精
で
出
産
し
た
66

歳
の
ス
ペ
イ
ン
人
女
性
も
い
る
そ
う
だ
。
日
本
最
高
齢
記
録
は
60
歳
女
性
。
２
０
０
１
年
に
卵
子
提
供

を
受
け
た
う
え
で
、
体
外
受
精
で
妊
娠
・
分
娩
し
た
。

男
性
で
は
精
巣
が
萎
縮
し
な
い
限
り
、
何
歳
に
な
っ
て
も
精
子
は
つ
く
り
続
け
ら
れ
る
。
と
い
う
わ
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け
で
、
60
代
の
父
親
は
珍
し
く
な
い
。
世
界
記
録
は
、
２
０
１
２
年
に
父
親
と
な
っ
た
96
歳
の
イ
ン
ド

人
男
性
で
、
奥
さ
ん
は
52
歳
だ
っ
た
そ
う
だ
。

個
人
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
衰
え
な
い
人
間
の
生
殖
能
力
に
は
恐
れ
入
る
。

感
染
症
で
は
な
い
番
外
編
の
お
話
で
し
た
。

コ
ラ
ム	

江
戸
時
代
の
腎
虚
は	

勃
起
障
害
の
こ
と

江
戸
時
代
の
川
柳
に
「
あ
あ
腎
が
少
な
い
か
な
と
地じ

黄お
う

丸が
ん

」
が
あ
る
。

地
黄
丸
は
、
江
戸
期
に
強
精
剤
と
し
て
は
や
っ
た
漢

方
生

し
ょ
う

薬や
く

で
あ
る
。
カ
イ
ケ
イ
ジ
オ
ウ
ま
た
は
ア
カ
ヤ
ジ

オ
ウ
の
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
に
、
他
の
成
分
を
調
合

し
て
六
味
あ
る
い
は
八
味
地
黄
丸
と
し
て
売
り
だ
し
た

そ
う
だ
。
こ
こ
で
い
う
「
腎
」
は
腎
水
、
す
な
わ
ち
精

液
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、「
壮そ

う

腎じ
ん

丹た
ん

」
と
称
す
る
男
性

用
媚び

薬や
く

も
売
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

漢
方
で
言
う
腎
臓
は
、
五
臓
六ろ

っ

腑ぷ

の
一
つ
。
五
臓
と

は
、
心
臓
、
肺
臓
、
肝
臓
、
脾
臓
、
そ
し
て
腎
臓
を
意

味
す
る
。
腎
臓
は
現
代
で
は
、
尿
を
つ
く
っ
て
排
泄
物

を
体
外
に
出
す
働
き
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
漢
方

で
は
、
排
泄
で
は
な
く
、
人
間
の
精
力
を
司
る
臓
器
と

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
は
て
、
女
性
の
腎
臓
に
は
ど

ん
な
機
能
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

腎
に
精
力
が
た
ま
っ
て
、
元
気
横お

う

溢い
つ

、
淫い

ん

乱ら
ん

の
性
向

の
あ
る
も
の
を
「
腎
張
り
」
と
よ
ん
だ
。
逆
に
、
腎
が

空
に
な
る
「
腎じ

ん

虚き
ょ

」
は
勃
起
障
害
（
陰
萎
：
Ｅ
Ｄ
）
の
こ

と
で
あ
る
。
辞
書
に
は
、
腎
虚
と
は
「
房
事
過
多
に
よ
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る
心
身
の
衰
弱
、
陰
萎
」
と
あ
る
。
房
事
の
「
房
」
は

寝
室
の
こ
と
で
、
房
事
は
ず
ば
り
性
交
を
さ
す
。
江
戸

時
代
、
男
に
は
一
生
に
使
え
る
精
水
（
精
液
）
の
量
は
決

ま
っ
て
い
て
、
若
い
頃
に
消
費
し
過
ぎ
る
と
男
の
盛
り

に
腎
虚
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
放
つ
量
は
お
よ

そ
５
０
０
０
回
で
、
最
後
に
は
粘
っ
こ
い
固
ま
り
「
芯し

ん

」

が
ぽ
ん
と
い
う
音
と
と
も
に
で
る
。
芯
が
で
れ
ば
打
ち

止
め
、
男
の
終
わ
り
と
さ
れ
た
。

ち
ょ
っ
と
計
算
し
て
み
よ
う
。
当
時
の
男
性
の
平
均

寿
命
を
50
歳
と
想
定
し
、
15
歳
か
ら
死
ぬ
ま
で
を
現
役

と
仮
定
す
る
。
年
間
の
セ
ッ
ク
ス
の
回
数
は
５
０
０
０

÷
35（
年
）＝
１
４
３（
回
）と
な
る
。
最
近
の
デ
ー
タ
で

は
、
日
本
人
成
人
男
性
の
平
均
の
年
間
性
交
回
数
は
50

回
ほ
ど
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
男
性
の
平
均
１
５
０
回
（
最

高
は
ギ
リ
シ
ャ
の
１
６
３
回
）
に
比
べ
て
３
分
の
１
ら
し
い

（
世
界
の
平
均
値
は
１
０
０
回
）。
と
い
う
こ
と
は
、
江
戸
時

代
の
男
性
は
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
並
み
に
お
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

晩
年
の
豊
臣
秀
吉
は
腎
虚
を
患
っ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
が
、
淀
君
と
の
間
に
「
お
拾ひ

ろ
い、

つ
ま
り
秀ひ

で

頼よ
り

」
が
で

き
た
の
は
歴
史
上
の
謎
と
い
え
る
ら
し
い
。
秀
吉
は
精

力
剤
と
し
て
虎
の
心
臓
を
服
用
し
た
ら
し
い
が
、
と
て

も
そ
の
効
果
と
は
思
え
な
い
。
徳
川
家
康
は
、
腎
虚
治

療
の
た
め
、
オ
ッ
ト
セ
イ
の
乾
燥
陰
茎
を
わ
ざ
わ
ざ
蝦え

夷ぞ

地
（
現
在
の
北
海
道
地
方
）
か
ら
取
り
寄
せ
た
そ
う
だ
。

17
世
紀
後
半
の
江
戸
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
木ミ

乃イ

伊ラ

な

る
も
の
が
南な

ん

蛮ば
ん

渡
来
の
若
返
り
・
強
精
剤
と
し
て
爆
発

的
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
は
偽
物
だ
っ
た
に

違
い
な
い
が
、
乾
燥
し
た
人
の
遺
体
の
粉
末
や
小
片
と

称
す
る
も
の
が
堂
々
と
市
中
で
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

江
戸
時
代
の
町
医
者
の
使
用
し
た
病
名
は
実
に
お
お

ま
か
。
卒
中
、
労ろ

う

咳が
い

、
癪し

ゃ
く、

霍か
く

乱ら
ん

（
食
中
毒
、
Ｐ
１
２
０
参

照
）、
疝せ

ん

気き

（
下
腹
部
の
慢
性
疾
患
）、
疫
病
と
並
ん
で
、
腎

虚
は
重
要
か
つ
頻
用
さ
れ
る
病
名
だ
っ
た
。
腎
虚
を
伴

う
他
の
病
気
に
は
、
消

し
ょ
う

渇か
ち

（
糖
尿
病
）、
脚か

っ

気け

が
あ
っ
た
。

糖
尿
病
に
伴
う
腎
虚
は
、
今
も
昔
も
厄
介
な
病
態
で
あ

る
。
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あ
と
が
き

い
か
が
で
し
た
か
？　

感
染
症
を
専
門
と
す
る
世
に
も
珍
し
い
病
理
医
が
、
一
般
市
民
の
方
々
に
自

分
の
仕
事
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
神
出
鬼
没
な
感
染
症
を
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
普
段
の
生

活
の
中
で
感
染
症
の
防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
本
を
ま
と
め
ま
し
た
。

本
書
で
紹
介
し
た
感
染
症
は
、
致
死
的
で
簡
単
に
は
予
防
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
病
原
体
を
原
因
と
す
る

も
の
か
ら
、
知
っ
て
い
れ
ば
生
活
習
慣
の
中
で
防
げ
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

長
年
、
感
染
症
の
病
理
診
断
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
世
に
も
摩ま

訶か

不
思
議
な
ケ
ー
ス
に
出
会
う
も
の

で
す
。
す
べ
て
実
話
で
あ
り
、
決
し
て
つ
く
り
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
症
の
話
を
、
病
理
診
断
の

視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
で
信
じ
が
た
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
が
書
か
な
け
れ
ば
、
ほ
か
に
書
く
人
は
い
な
い
、

と
い
う
自
負
を
も
っ
て
い
ま
す
。

感
染
症
に
か
か
る
、
つ
ま
り
病
原
体
が
人
に
感
染
す
る
た
め
に
は
、「
感
染
経
路
」
が
成
立
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
た
か
ら
、
あ
ん
な
も
の
を
食
べ
た
か
ら
、
妙
な
趣
味
が
あ
る
か

ら
…
…
。
言
い
換
え
れ
ば
、
感
染
症
の
話
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
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知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
感
染
症
の
防
止
・
予
防
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
謹
慎
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
面
白
く
て
意
外
性
の
あ
る
、
そ
し
て
忘
れ
得
な
い
話
が
で
き
る
の
で
す
。

な
お
、
本
書
で
紹
介
し
た
感
染
症
の
い
く
つ
か
は
、
と
て
も
と
て
も
珍
し
く
て
、
病
理
医
仲
間
で
さ

え
も
知
ら
な
い
、
そ
ん
な
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
難
解
な
の
は
、
医
学
知
識
が
な
い

た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
が
専
門
的
す
ぎ
て
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
場
合
で
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
は
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
う
ま
く
読
み
飛
ば
し
つ
つ
、
ぜ
ひ
、
へ

え
～
！
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
書
の
あ
ち
こ
ち
に
登
場
し
た
よ
う
に
、
医
療
に
お
け
る
病
理
医
の
役
割
は
、
生
検
（
病
変
部
か
ら
針

や
メ
ス
で
小
さ
く
切
り
取
っ
て
き
た
組
織
片
）
や
手
術
材
料
の
病
理
診
断
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
細
胞
診
（
痰
や

尿
、
あ
る
い
は
針
を
刺
し
て
取
っ
て
き
た
細
胞
を
み
て
診
断
す
る
）
や
病
理
解
剖
（
剖
検
）
の
業
務
も
行
な
い
ま
す
。

病
理
解
剖
で
は
、
亡
く
な
っ
た
方
の
死
因
や
病
態
を
解
明
し
ま
す
。
病
理
解
剖
は
無
料
で
、
保
険
診
療

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
最
後
の
医
療
と
い
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
劇
症
型
感
染
症
で
は
、
病
理
解
剖
の
役
割
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
病
理
医
や
病
理
解
剖
を
介

助
す
る
臨
床
検
査
技
師
が
病
原
体
に
暴
露
さ
れ
る
「
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」
を
ク
リ
ア
す
る
の
も
私
た
ち
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専
門
家
の
た
い
せ
つ
な
責
務
に
な
り
ま
す
。

筆
者
は
、
誰
も
知
ら
な
い
病
理
医
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
、
30
年
来
、「
患
者
さ
ん
に
顔
の
み
え
る

病
理
医
」
を
黙
々
と
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
病
理
診
断
の
相
談
に
乗

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
受
け
た
病
理
診
断
に
対
す
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
無
料
で
引
き
受
け
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
日
本
中
に
知
り
合
い
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
病
理
医
の
応
援
団
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
で
す
。

著者。つつみ病理診断科クリニックの診断室にて

私
を
含
め
た
病
理
医
は
、
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
治
療
を
専

門
と
す
る
臨
床
医
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
臨

床
医
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
診
断
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
病
理

医
の
守
備
範
囲
は
と
て
も
広
い
の
で
す
。

大
学
を
定
年
退
職
し
た
２
０
１
７
年
４
月
に
、
患
者
さ
ん
に
顔

の
み
え
る
病
理
医
の
実
践
と
し
て
、
愛
知
県
豊
明
市
で
、
ま
ず

「
つ
つ
み
病
理
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
名
鉄
本
線
の
急
行
停

車
駅
、
前
後
駅
前
で
、
自
宅
を
兼
ね
て
、
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で

し
た
が
、
が
ん
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
さ
ん
の
相
談
に
乗
り
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ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
９
年
10
月
、
長
年
の
夢
だ
っ
た
病
理
診
断
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
名
古
屋
市
緑
区

有
松
に
開
院
し
ま
し
た
。
つ
つ
み
病
理
診
断
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
場
所
は
そ
の
歴
史

あ
る
有
松
絞
り
の
町
の
ど
真
ん
中
で
、
休
眠
中
の
旧
家
（
舛ま

す

屋や

）
の
一
室
で
す
。

ま
た
、
筆
者
は
妻
の
佐
代
子
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
わ
か
ば
会
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
（
理
事
長
：
堤
佐
代
子
、
監
事
：
堤
寛
）。
患
者
同
士
の
支
え
合
い
を
め
ざ
し
、
患
者
さ
ん
の
自
立
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
開
示
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
、
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。
お
役
立
ち
情
報
満
載
で
す
。
Ｈ
Ｐ
は
次
の
通
り
で
す
。

「
つ
つ
み
病
理
診
断
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」　https://w

w
w.pathostsutsum

i.com
/

堤
個
人
の
Ｈ
Ｐ　

https://pathos223.com
/

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
わ
か
ば
会
」　https://w

w
w.w

ithness.info/

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
本
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ス
プ
ラ
ウ
ト
Ｋ
の
小
宮
千
寿
子
氏
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
本
文
や
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
顔
の
見
え
る
病
理
医　

堤　

寛
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戦
地
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル・ス
マ
ト
ラ
の
意
外
な
日
々
』（
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）、『
患
者

さ
ん
に
顔
の
見
え
る
病
理
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜
あ
な
た
の〝
が

ん
〟の
治
し
方
は
病
理
診
断
が
決
め
る
！
〜
』『「
患
者
さ
ん
に
顔
の

み
え
る
病
理
医
」の
独
り
言
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ッ
セ
イ
集
①
〜
⑥
』（
三

恵
社
）な
ど
が
あ
る
。
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